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巻
頭
言

　
昨
年
8
月
30
日
に
、
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
長
の
山
内
一
さ
ん
か
ら
紺
綬
褒
章
の
伝
達
を
受
け

ま
し
た
。
か
つ
て
京
都
府
峰
山
町
に
13
年
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
京
丹
後
市
（
旧
峰
山
町
）
は
第
二

の
故
郷
で
す
。
そ
の
京
丹
後
市
が
教
育
、
文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
人
材
育
成
を
推
進
し
、

地
域
か
ら
新
し
い
産
業
が
興
る
こ
と
を
願
っ
て
一
昨
年
5
億
円
を
寄
附
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
の
が
「
京
丹
後
市
韓ハ

ン

哲テ
ツ
・
ま
ち
づ
く
り
夢
基

金
」
条
例
で
し
た
。
そ
れ
が
今
回
の
紺
綬
褒
章
受
章
の
理
由
で
す
。

　
韓
哲
と
は
、
16
歳
で
夭
逝
し
た
長
男
の
名
前
で
す
。
彼
は
小
学
生
の
時
に
こ
ん
な
作
文
を
書
い
て

い
ま
し
た
。「
ぼ
く
は
、
町
の
た
め
に
や
く
だ
つ
。
ぜ
っ
た
い
に
。
た
と
え
ば
小
学
校
を
作
る
、
そ

し
て
ほ
ど
う
き
ょ
う
を
作
る
、
こ
う
み
ん
か
ん
を
た
て
る
。
小
学
校
中
学
校
に
プ
ー
ル
50
ｍ
を
作
る
。

（
中
略
）
こ
う
え
ん
を
作
る
、
町
え
い
グ
ラ
ン
ド
を
作
る
…
」（
原
文
マ
マ
）

　
子
供
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
意
欲
が
読
み
取
れ
ま
す
。
社
会
貢
献
は
、

韓
家
の
遺
伝
子
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
２
０
１
０
年
に
、
生
ま
れ
故
郷
韓
国
・
慶キ

ョ
ン

尚サ
ン

南ナ
ム

道ド

泗サ

川チ
ョ
ン

市
に
設
立
し
た
「
韓ハ
ン

昌チ
ャ
ン

祐ウ 

祥ナ
ガ

子コ

教
育
文

化
財
団
」
の
奨
学
証
書
授
与
式
も
第
7
回
を
迎
え
ま
し
た
。
次
男
の
韓ハ

ン
裕ユ
ウ

理
事
長
の
下
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
財
団
の
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
は
、
礼
儀
正
し
く
、
成
績
が
優
秀
で
、
家
庭
環
境
に

公
益
財
団
法
人
韓ハ

ン

昌チ
ャ
ン

祐ウ

・
哲テ

ツ

文
化
財
団　

韓
昌
祐 

理
事
長
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恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
に
奨
学
金
を
拠
出
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
額
は
小
学
生
卒
業
生
に
50
万
ウ
ォ

ン
、
中
学
卒
業
生
に
１
０
０
万
ウ
ォ
ン
、
高
校
卒
業
生
に
３
０
０
万
ウ
ォ
ン
で
す
。
３
０
０
万
ウ
ォ

ン
は
大
学
の
入
学
金
と
１
年
間
の
学
費
に
相
当
す
る
金
額
で
す
。

　
奨
学
金
以
外
に
韓
昌
祐 

祥
子
教
育
文
化
財
団
の
看
板
に
な
っ
て
い
る
事
業
が
「
読
書
奨
励
」
で
す
。

「
読
書
マ
ラ
ソ
ン
ノ
ー
ト
」
を
参
加
申
請
し
た
各
家
庭
に
配
り
、
子
供
だ
け
で
な
く
両
親
も
参
加
し

て
1
ペ
ー
ジ
読
ん
だ
ら
、
1
ｍ
走
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
な
ら

４
２
１
９
５
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、「
こ
こ
が
良
か
っ
た
」「
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
感
動
し
た
」
と
家
族

全
員
が
話
し
合
っ
て
読
書
マ
ラ
ソ
ン
ノ
ー
ト
と
向
き
合
い
ま
す
。
学
校
別
に
審
査
員
が
い
て
優
秀
な

家
族
を
選
抜
し
ま
す
。
毎
年
約
１
０
０
組
の
家
族
だ
け
が
次
の
ス
テ
ー
ジ
の
「
読
書
ゴ
ー
ル
デ
ン
ベ

ル
大
会
」
に
出
場
で
き
る
。
中
に
は
単
身
赴
任
で
お
父
さ
ん
が
い
な
い
家
庭
や
母
子
家
庭
も
あ
り
ま

す
。仕
事
の
都
合
で
半
年
で
４
万
ペ
ー
ジ
の
読
書
が
難
し
い
家
庭
も
あ
る
。そ
う
い
う
家
族
に
は
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
指
定
さ
れ
た
本
の
内
容
か
ら
ク
イ
ズ
が
出
さ
れ
、
外
れ
る
と
1
組
、
1
組
落
ち
て
い
き
ま
す
。
あ

る
年
、
両
親
の
い
な
い
子
供
が
お
祖
父
さ
ん
と
二
人
で
出
場
し
た
。
と
こ
ろ
が
途
中
で
落
ち
て
悔
し

く
て
泣
き
だ
し
て
し
ま
っ
た
。
応
援
に
来
て
い
た
親
族
も
泣
き
だ
し
て
、
そ
の
子
に
む
け
て
「
が
ん

ば
っ
た
よ
！
」
と
声
援
が
飛
ん
で
、
会
場
が
家
族
愛
で
満
ち
溢
れ
た
と
い
う
の
で
す
。
読
書
を
奨
励

し
な
が
ら
、
家
族
愛
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
の
も
こ
の
財
団
の
目
的
の
一
つ
で
す
。
3
年
前
の

話
で
す
が
、
慶
尚
南
道
に
数
あ
る
奨
学
財
団
法
人
の
中
で
、
行
政
か
ら
監
査
を
受
け
て
最
優
秀
財
団

の
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

　
生
ま
れ
故
郷
の
韓
国
の
財
団
で
は
、
奨
学
金
と
読
書
奨
励
で
ソ
ウ
ル
や
釜
山
の
子
供
に
負
け
な
い

学
力
を
育
成
し
た
い
。
他
方
、
東
京
の
（
公
財
）
韓
昌
祐
・
哲
文
化
財
団
に
つ
い
て
は
、
助
成
受
贈

者
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
日
韓
交
流
に
寄
与
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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青
鶴
洞
と
は
、
古
く
か
ら
朝
鮮
半
島
に
伝
わ
る
理

想
郷
の
こ
と
で
す
。
神
仙
が
青
い
鶴
に
乗
っ
て
遊

ぶ
地
上
の
楽
園
、
そ
こ
は
世
俗
の
い
か
な
る
混
乱

と
も
隔
絶
し
た
平
和
な
村
と
し
て
、
朝
鮮
民
族
の

心
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
す
。

青
鶴
洞
（
チ
ョ
ン
ハ
ク
ド
ン
）

写
真
＝
柳
銀
珪
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金 潤 妃

金 

潤 

妃

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
音
楽
院

文
＝
土
方
細
秩
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
夢
を
追
い
、

15
歳
の
潤
妃
は
母
と
共
に
渡
米
し
た
。

よ
き
師
と
仲
間
を
得
て
、可
能
性
を
広
げ
る
娘
。

身
を
粉
に
し
て
働
き
、支
え
る
母
。

そ
の
熱
意
と
若
き
才
能
に
、

韓
昌
祐
特
別
助
成
が
用
意
さ
れ
た
。　
　
　

「
人
々
と
音
楽
を
分
か
ち
合
い
た
い
」

物
語
は
こ
れ
か
ら
佳
境
へ
と
向
か
う
。

写
真
＝
押
本
龍
一

韓昌祐
　特別助成
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金キ

ム
潤ユ

ン

妃ビ

は
と
て
も
欲
張
り
だ
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
将
来
に
つ
い
て
語
る
時
も
、
彼
女
の
望
み
は
大
き
い
。

「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
一
員
、
コ
ン
サ
ー
ト
・
マ
ス
タ
ー
、
室
内
楽
の
プ
ロ
、
ソ
リ
ス
ト
、
私
は
全
て
に
な
り
た
い
」

　
彼
女
が
持
っ
て
い
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
だ
っ
て
そ
う
だ
。
自
分
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
安
く
て
あ
ま
り
良
い
音
が
出
な
い
。

だ
か
ら
大
学
に
入
っ
た
年
、学
内
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
て
優
勝
、ご
褒
美
と
し
て
１
年
間
グ
ァ
ル
ネ
リ・デ
ル・ジ
ェ

ス
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
貸
与
さ
れ
た
。
貸
与
期
間
が
終
わ
る
と
今
度
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
、
同

様
に
優
勝
賞
品
と
し
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
貸
与
を
受
け
た
。
彼
女
が
現
在
使
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
５
万
ド
ル
の
高
価

な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
だ
。

　
た
だ
し
そ
の
欲
は
決
し
て
利
己
的
な
も
の
で
は
な
い
。
彼
女
の
目
標
は
「
自
分
の
音
楽
を
通
し
て
日
本
、
韓
国
、
米

国
、
そ
の
ほ
か
の
世
界
中
の
人
々
と
交
流
す
る
こ
と
、
自
分
の
音
楽
を
分
か
ち
合
う
こ
と
」
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は

ま
ず
一
流
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
だ
か
ら
潤
妃
は
貪
欲
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の

た
め
の
努
力
も
惜
し
ま
な
い
。
そ
の
姿
勢
が
彼
女
に
大
き
な
運
を
も
た
ら
し
、
将
来
へ
の
扉
を
開
い
た
と
も
い
え
る
。

お
金
は
な
い
け
ど
、
勉
強
す
る
な
ら
ア
メ
リ
カ

　
潤
妃
は
１
９
９
４
年
、
韓
国
・
釜プ

山サ
ン
に
生
ま
れ
た
。
母
親
の
金キ

ム
聖ソ

ン

玉オ
ク
は
大
学
の
ピ
ア
ノ
科
を
出
て
子
供
相
手
に
ピ
ア

ノ
教
室
を
開
い
て
い
た
。
父
親
は
日
本
生
ま
れ
の
韓
国
人
で
、
幼
児
の
頃
の
潤
妃
は
父
親
に
習
っ
て
片
言
の
日
本
語
を

話
す
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
。
し
か
し
そ
の
記
憶
は
薄
い
。
潤
妃
が
父
親
と
暮
ら
し
た
の
は
短
い
期
間
だ
っ
た
。

　
母
・
聖
玉
は
、
潤
妃
の
幼
児
時
代
の
記
憶
と
し
て
印
象
的
な
シ
ー
ン
を
語
る
。

「
私
が
子
供
相
手
に
ピ
ア
ノ
を
教
え
、
生
徒
が
帰
る
と
２
歳
だ
っ
た
潤
妃
は
ピ
ア
ノ
の
椅
子
に
座
っ
て
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
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金 潤 妃

キム・ユンビ◎1994年韓国・釜山生まれ。４歳半でヴァイオリン
を始め、才能を発揮。釜山芸術中学卒業後2010年に渡米。ロサン
ゼルスの音楽院で学び、ヒューストン交響楽団のフランク・ファン
に認められ、個人レッスンを受ける。13年にニューイングランド音
楽院に入学、一流のヴァイオリニストを目指して努力を重ねている。

韓昌祐
　特別助成
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真
似
を
し
て
い
た
。
彼
女
が
文
字
を
覚
え
た
の
も
ピ
ア
ノ
の
楽
譜
を
通
し
て
だ
っ
た
」

　
４
歳
半
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
教
室
に
通
い
始
め
た
潤
妃
だ
が
、
当
初
か
ら
他
の
子
供
と
は
違
っ
て
い
た
。
ま
だ
楽
譜
を

読
め
な
い
の
に
、
大
き
な
子
供
が
弾
く
難
し
い
曲
を
耳
で
完
璧
に
覚
え
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
そ
れ
を
自
分
で
弾
く
こ
と

が
で
き
た
。
練
習
熱
心
で
、
他
の
子
供
を
大
き
く
引
き
離
し
て
上
達
を
続
け
た
。

　
た
だ
し
潤
妃
は
７
歳
で
始
め
た
ピ
ア
ノ
の
ほ
う
が
本
当
は
好
き
だ
っ
た
、
と
い
う
。
ピ
ア
ノ
を
本
格
的
に
や
り
た
い
、

と
考
え
て
い
た
が
、
現
実
的
な
聖
玉
に
こ
う
諭
さ
れ
た
。

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
入
っ
た
り
し
て
職
業
と
し
て
続
け
ら
れ
る
。
で
も
ピ
ア
ノ
で
生
計
を
立
て
る
の

は
と
て
も
難
し
い
」

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
10
歳
の
時
。
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
両
方
で
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
た
が
、
頑
張
っ
て
い
た
は

ず
の
ピ
ア
ノ
で
は
賞
を
も
ら
え
ず
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
評
価
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
潤
妃
に
「
自
分
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

を
続
け
る
べ
き
な
の
だ
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
金
母
娘
が
住
ん
で
い
た
の
は
釜
山
だ
。
韓
国
で
も
一
流
と
呼
ば
れ
る
音
楽
学
校
は
首
都
ソ
ウ
ル
に
集
中
し
て

い
る
。
だ
か
ら
潤
妃
は
「
ソ
ウ
ル
の
学
校
に
進
学
し
た
い
」
と
考
え
た
が
、
経
済
的
に
は
厳
し
か
っ
た
。
同
時
に
潤
妃

に
は
「
い
つ
か
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
本
格
的
に
音
楽
を
勉
強
し
た
い
」
と
い
う
夢
も
あ
っ
た
。
ソ
ウ
ル
か
ら
ア
メ
リ
カ

へ
。
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
遠
い
夢
の
よ
う
に
思
え
た
。

　
そ
れ
が
ソ
ウ
ル
を
通
り
越
し
て
い
き
な
り
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
渡
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
母

聖
玉
の
娘
の
夢
を
応
援
し
た
い
、
と
い
う
強
い
願
い
が
あ
っ
た
。
聖
玉
は
潤
妃
に
こ
う
言
っ
た
、
と
い
う
。

「
ソ
ウ
ル
に
行
っ
て
も
お
金
が
か
か
る
の
は
同
じ
。
い
ず
れ
ア
メ
リ
カ
に
行
き
た
い
の
な
ら
ば
今
行
こ
う
。
時
間
を
無

駄
に
し
て
は
い
け
な
い
」
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金 潤 妃

最愛の母、聖玉と過ごした子供時代。母娘２人だがお互い
支え合い、裕福でなくとも幸せな少女時代だった。

ピアノの前でピアニストを気取る潤
妃。まさに音楽に囲まれて育った幼
少期が潤妃の芯となっている。

韓昌祐
　特別助成

　
こ
う
し
て
15
歳
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
潤
妃
だ
が
、
当
初
は
母
娘
と
も
に
英
語
は
全
く
話
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
上
お

金
も
な
い
。
聖
玉
は
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
通
い
の
家
政
婦
、
韓
国
料
理
店
の
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を

し
て
母
娘
の
生
活
を
支
え
た
。
夢
は
世
界
に
通
用
す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
だ
か
ら
、
レ
ッ
ス
ン
も
決
し
て
安
く
は
な

い
。
渡
米
か
ら
約
1
年
、
母
娘
は
言
葉
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
詐さ

欺ぎ

師し

に
騙だ

ま
さ
れ
、
経
済
的
に
困
窮
を
極
め
て
い
た
。
そ

ん
な
折
、
潤
妃
は
ふ
と
韓
国
で
は
知
ら
な
い
人
が
い
な
い
日
本
在
住
の
（
株
）
マ
ル
ハ
ン
代
表
取
締
会
長
韓ハ

ン

昌チ
ャ
ン

祐ウ

に
一

通
の
手
紙
を
投
函
し
た
。
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　私の両親は離婚していたので、母は一人で苦労して生計を立てていました。釜山芸術中学校の時に、
実技試験やコンクールが近づくと、まわりの同級生は何回もレッスンを受けていました。中にはソウル
まで行ってレッスンを受ける人がいました。私はコンクールの参加費さえままならず、お小遣いを貯め
てはコンクールに出場していました。レッスン料も音楽の先生に助けられて、せいぜい週に1回受ける
のが精一杯でした。
　お金のない時は、本当に何度も音楽を諦めようと思ったことがありました。でも大好きな音楽の道だ
から、諦めなかったのです。
　中学3年の時、将来の進路について悩み抜いた末に、幼い頃からの夢だった米国留学を決めました。
それは去年の12月17日、何の準備もせずにヴァイオリン1本だけを持ってお母さんと二人で米国に
渡ったのです。
　ところが、期待していた米国留学は夢とは裏腹で、言葉の壁にぶつかり、詐欺にも遭って、米国の暮
らしは厳しい生活で始まりました。
　母は朝7時から夜11時まで食堂で皿洗いをして家計を支え、私は米国で母と一緒に暮らすことができ
たことに感謝しながら、真剣に勉強するようになりました。
　今年の7月から8月までの1カ月間は、ニューヨークで開かれる音楽キャンプに奨学生として参加でき
るようになり、そこでオーディションを受けて1カ月間オーケストラのコンサートマスターを務めるこ
とができました。
　ところが、ある日ニューヨークで、米国の友人たちと楽しく過ごしていた時に、「ビザが切れたので
すぐに韓国に帰らなくてはならなくなった！」と母から連絡があって、母はすぐにでも帰国の準備をし
なければならないし、私は何カ月間もLAで独り暮らしをしなければならなくなりました。
　親戚など一人もいない米国で、独りで過ごせるかな…、そんな不安と心配が重なって翌日のレッスン
中に意識を失って倒れ、病院の救急室に運ばれたこともありました。
　ニューヨークからLAに戻った後、15歳から27歳までの団員で構成されている、米国で最も有名な青
少年オーケストラ「American Youth Symphony」のオーディションを受けてパスしました。音楽家
の卵300人から応募があって27人しか合格しない狭き門でした。他には「Colburn School Chamber 
Orchestra」のコンサートマスターや、「Colburn Honor四重奏」の第一ヴァイオリン奏者として活
動しています。
　しかし、1日に何回もバスで移動しなければならないこともあって、夜遅く授業が終わる日は私の代
わりに友人にバスに乗ってもらうこともありました。自分の音楽活動を他人に譲るのは悔しいことです。
どんなに経済的に苦しくても勝ち抜きたい努力はしていますが、音楽活動を持続させるために、このよ
うなお願いを申し上げることになりました。
　幸いにも米国西部の名門音楽大学である「Colburn School Pre-College」から、レッスン費の支援
をいただいていますが、まだ大学課程ではないので高校に通わなくてはなりません。学費の高い芸術高
校を諦め、一番学費のかからないカトリック高校を選択しましたが、この高校さえ通い続けることがで
きるのか、どうか。不安と心配ばかりが募ります。
　韓昌祐おじさん、いつまでも、いつまでも、お体を大事になさってください。
　カムサハムニダ。

　2010年11月18日
　キム・ユンビ
� （翻訳／金 峻培）
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金 潤 妃
韓昌祐
　特別助成

韓昌祐おじさんへ（会長様）

　こんにちは、おじさん。
　私は米国・ロサンゼルス（LA）の高校に在学中の16歳、キム・ユンビと申します。6歳の頃、釜山
の文化センターで趣味としてヴァイオリンを始め、小学校の時にあるコンクールで入賞したのをきっか
けに、私は好きな音楽の道を選ぶようになりました。
　その後、釜山教育庁所管の英才芸術院を首席で入学して教育監賞を受賞しました。釜山シンフォニー
オーケストラ、チェコのヴィルトゥオーゾ交響楽団とも共演でき、釜山のキョモン青少年オーケストラ
では首席団員、釜山芸術中学校を優秀な成績で卒業して、釜山芸術高等学校を首席で合格した経験があ
ります。
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韓
会
長
は
潤
妃
の
手
紙
を
読
ん
で
「
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
検
討
し
な
さ
い
」
と
経
営
企
画
部
の
担
当
者
に

指
示
を
出
し
た
と
い
う
。
音
楽
通
の
担
当
者
に
よ
る
リ
サ
ー
チ
で
潤
妃
と
共
演
し
た
韓
国
の
指
揮
者
、
さ
ら
に
指
揮
者

の
弟
子
が
直
接
潤
妃
を
指
導
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
、
潤
妃
の
音
楽
歴
と
「
粘
り
強
く
目
標
を
決
め
た
ら
必
ず
初
心

を
貫
く
性
格
」
と
い
う
評
判
も
得
た
。
そ
れ
を
韓
会
長
に
報
告
す
る
。

「
将
来
、
き
っ
と
素
晴
ら
し
い
音
楽
家
に
な
る
」

　
こ
う
し
て
韓
昌
祐
会
長
の
英
断
で
、（
株
）
マ
ル
ハ
ン
は
初
め
て
高
校
生
の
奨
学
金
制
度
を
立
ち
上
げ
る
。
奨
学
金

支
援
第
1
号
は
潤
妃
に
な
っ
た
。
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
（
株
）
マ
ル
ハ
ン
の
支
援
は
続
く
。

　
潤
妃
は
地
元
の
公
立
高
校
に
通
い
な
が
ら
、
放
課
後
は
毎
日
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
内
に
あ
る
コ
ル
バ
ー
ン
音
楽
専
門
学

校
で
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
。そ
れ
が
２
年
続
き
、３
年
目
に
高
名
な
中
国
系
米
国
人
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、フ
ラ
ン
ク・

フ
ァ
ン
に
師
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。し
か
し
フ
ァ
ン
は
当
時
テ
キ
サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
交
響
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト・

マ
ス
タ
ー
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
潤
妃
は
月
に
一
度
、
飛
行
機
で
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
通
っ
て
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
続
け
た
。

　
な
ぜ
、
そ
ん
な
に
頑
張
れ
た
の
か
。
聖
玉
は
当
時
を
こ
う
振
り
返
る
。

「
世
界
に
は
私
と
同
じ
よ
う
に
頑
張
っ
て
働
い
て
子
供
を
育
て
て
い
る
母
親
は
大
勢
い
る
と
思
う
。
潤
妃
は
大
事
な
娘

だ
か
ら
、
彼
女
の
夢
の
た
め
に
は
な
ん
で
も
し
て
あ
げ
た
か
っ
た
。
仕
事
は
重
労
働
で
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
潤
妃
の

成
長
が
自
分
の
支
え
だ
っ
た
」

自
分
の
道
を
探
す
、
刺
激
的
な
日
々

　
そ
ん
な
努
力
が
実
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
名
門
校
で
あ
る
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ボ
ス
ト
ン
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
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金 潤 妃
韓昌祐
　特別助成

ニューイングランド音楽院の練習室の前で。いつも明るく
笑顔が絶えないのが潤妃の魅力、と友人らは語る。



20



21 20

金 潤 妃

カルテットの練習風景。奥で
見守るのが講師のニック・
キッチン。潤妃にとって刺激
となる授業のひとつ。



22

ボストン交響楽団のコンサートホール前で、友人の久保田なおと。
いつか自分でこの舞台に立つのも目標の一つ。
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金 潤 妃

ン
ド
音
楽
院
（
以
下
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）
へ
の
入
学
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
も
特
待
生
と
し
て
授
業
料
は
半
額
免
除
、
と
い
う
待

遇
だ
っ
た
。
た
だ
し
ア
メ
リ
カ
の
私
立
大
学
の
学
費
は
年
間
４
万
ド
ル
以
上
、
半
額
で
も
２
万
ド
ル
を
超
え
る
。
そ
れ

に
生
活
費
を
含
め
る
と
年
間
に
か
か
る
費
用
は
４
万
ド
ル
に
も
上
る
。
必
死
で
娘
を
支
え
て
き
た
聖
玉
に
も
、
そ
れ
だ

け
の
費
用
を
捻
出
す
る
能
力
は
な
か
っ
た
。

　
そ
ん
な
時
に
目
に
し
た
の
が
、
韓
昌
祐
・
哲
文
化
財
団
の
助
成
金
制
度
だ
っ
た
。
潤
妃
は
「
ど
う
し
て
も
Ｎ
Ｅ
Ｃ
で

勉
強
が
し
た
い
。
だ
か
ら
自
分
の
状
況
を
説
明
し
、
助
け
が
必
要
だ
、
と
助
成
申
請
の
手
紙
を
書
い
た
」
と
い
う
。

　
助
成
金
の
中
で
も
「
韓
昌
祐
特
別
助
成
」
が
認
め
ら
れ
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
へ
の
進
学
が
決
ま
っ
た
時
は
、

「
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
嬉
し
か
っ
た
。
本
当
に
人
生
が
変
わ
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
」

　
と
潤
妃
は
振
り
返
る
。
韓
昌
祐
特
別
助
成
は
、
申
請
者
の
な
か
で
真
に
独
創
的
か
つ
優
秀
で
将
来
確
実
に
有
望
と
認

め
ら
れ
る
者
に
与
え
ら
れ
る
助
成
金
の
こ
と
だ
。
そ
れ
が
３
年
前
、
そ
し
て
潤
妃
は
順
調
に
大
学
で
の
精し

ょ
う

進じ
ん

を
重
ね
、

４
年
生
と
な
っ
た
。
今
年
夏
に
は
卒
業
だ
。

「
大
学
の
同
級
生
の
中
に
は
、
学
費
が
続
か
な
く
て
１
年
間
休
学
し
て
働
い
て
学
費
を
貯
め
、
ま
た
戻
っ
て
く
る
、
と

い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
人
も
い
る
。
そ
ん
な
中
、
４
年
間
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
だ
け
向
き
合
っ
て
こ
ら
れ
た
私
は

と
て
も
幸
せ
だ
と
思
う
」
潤
妃
は
そ
う
言
っ
て
、
目
を
細
め
て
笑
っ
た
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
で
の
生
活
は
ま
さ
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
漬
け
。
１
日
に
少
な
く
と
も
６
、７
時
間
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
い
て

い
る
。
潤
妃
を
ボ
ス
ト
ン
に
訪
ね
た
の
は
昨
年
10
月
半
ば
だ
っ
た
が
、
そ
の
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
12
時
か
ら
13
時
半

ま
で
室
内
楽
の
レ
ッ
ス
ン
、
そ
こ
か
ら
休
む
暇
も
な
く
14
時
か
ら
16
時
ま
で
学
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
練
習
。
夜
は
家
に

戻
っ
て
翌
日
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
の
た
め
の
練
習
だ
。

　
室
内
楽
は
気
の
合
う
友
人
ら
と
カ
ル
テ
ッ
ト
を
組
ん
で
い
て
、
潤
妃
は
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
。
講
師

韓昌祐
　特別助成
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を
務
め
る
ニ
ッ
ク
・
キ
ッ
チ
ン
は
「
ボ
ロ
メ
ー
オ
・
ス
ト
リ
ン
グ
・
ク
ァ
ル
テ
ッ
ト
」
と
い
う
プ
ロ
の
楽
団
に
属
し
、

日
本
や
ア
ジ
ア
で
数
々
の
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
こ
な
し
て
い
る
。
潤
妃
に
と
っ
て
は
「
自
分
が
将
来
や
り
た
い
こ
と
の

一
つ
を
実
現
し
て
い
る
先
生
だ
か
ら
、
と
て
も
刺
激
的
」
だ
と
言
う
。

　
こ
の
日
は
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
室
内
楽
の
練
習
だ
っ
た
が
、そ
の
風
景
は
一
風
変
わ
っ
て
い
た
。キ
ッ
チ
ン
は
ス
ク
リ
ー

ン
に
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
手
書
き
の
楽
譜
を
映
し
出
し
、
曲
が
作
ら
れ
て
行
く
過
程
を
学
生
と
一
緒
に
考
え
る
、
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
レ
ッ
ス
ン
を
行
う
。

「
こ
こ
、
最
初
は
フ
ォ
ル
テ
と
マ
ー
ク
し
て
後
か
ら
消
し
て
ピ
ア
ノ
に
し
て
い
る
の
が
見
え
る
か
な
？　
な
ぜ
ピ
ア
ノ

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
彼
の
意
図
を
考
え
な
が
ら
弾
く
よ
う
に
」

　
と
指
示
さ
れ
、潤
妃
も
熱
心
に
楽
譜
に
見
入
る
。
情
熱
的
で
早
い
テ
ン
ポ
、ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
フ
ォ
ル
テ
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
だ
が
、
だ
か
ら
こ
そ
ピ
ア
ノ
で
、
と
マ
ー
ク
さ
れ
た
部
分
は
大
事
な
要
素
に
な
る
。

　
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
や
第
一
生
命
ホ
ー
ル
で
数
多
く
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
き
た
キ
ッ
チ
ン
は
、
潤
妃
に
つ
い
て

「
カ
ル
テ
ッ
ト
に
は
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
セ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
大
事
な
要
素
に
な
る
が
、
彼
女
は
そ
の
ど
ち
ら
も
兼

ね
備
え
て
い
る
。
ま
た
彼
女
は
人
の
心
に
響
く
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
非
常
に
稀

有
な
資
質
だ
と
思
う
」

　
と
語
る
。
才
能
は
あ
る
が
そ
れ
を
ひ
け
ら
か
す
の
で
は
な
く
、
周
囲
と
同
調
し
て
一
緒
に
音
楽
を
作
り
出
す
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
あ
る
。
室
内
楽
は
潤
妃
の
将
来
の
選
択
肢
と
し
て
非
常
に
相
応
し
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
、
と

キ
ッ
チ
ン
は
考
え
る
。

　
一
方
、学
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
12
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
控
え
練
習
に
熱
が
入
っ
て
い
た
。こ
こ
で
は
潤
妃
は
コ
ン
サ
ー

ト
・
マ
ス
タ
ー
の
位
置
で
、
ソ
ロ
演
奏
も
あ
る
大
事
な
奏
者
だ
。
コ
ン
サ
ー
ト
・
マ
ス
タ
ー
は
指
揮
者
と
一
番
近
く
で
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オーケストラ練習場を見下ろすバルコニーにて。
大学には本格的な舞台を備えた稽古場がある。

韓昌祐
　特別助成
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
つ
つ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
全
体
を

引
っ
張
っ
て
行
く
重
要
か
つ
難
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
が
、
指
揮

者
の
学
生
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
学
生
の
輪
の
中
心
で
楽
し
そ

う
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
潤
妃
が
い
た
。

　

翌
日
は
座
学
の
講
義
の
後
、
潤
妃
が
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
入
る
目
標

だ
っ
た
授
業
、ボ
ス
ト
ン
交
響
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト・マ
ス
タ
ー
、

マ
ル
コ
ム・
ロ
ウ
と
の
個
人
レ
ッ
ス
ン
の
日
だ
っ
た
。
ロ
ウ
は

１
９
８
４
年
か
ら
コ
ン
サ
ー
ト・マ
ス
タ
ー
で
、小お

澤ざ
わ

征せ
い

爾じ

が
指

揮
者
を
務
め
た
期
間
も
彼
の
下
で
演
奏
し
て
い
た
。

　
潤
妃
は
ロ
ウ
の
レ
ッ
ス
ン
に
つ
い
て
「
と
て
も
率
直
な
先
生
。

厳
し
い
け
れ
ど
、
自
分
の
た
め
に
な
る
」
と
言
う
。
実
際
レ
ッ

ス
ン
中
に
は
「
そ
の
弾
き
方
は
理
解
で
き
な
い
。
何
を
考
え
て

弾
い
て
い
る
の
か
？
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
聞
か
れ
た
。
教
え

方
は
実
践
的
で
、
何
小
節
か
の
塊
を
「
1
回
の
弓
で
弾
き
き
り

な
さ
い
」
と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
も
多
い
。
弓
を
変
え
る
と
音

の
塊
に
途
切
れ
が
生
じ
る
。
作
曲
家
の
意
図
す
る
音
楽
を
作
り

出
す
に
は
、
そ
こ
ま
で
細
心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

　
一
方
で
ロ
ウ
は
決
し
て
自
分
の
音
楽
を
押
し
付
け
な
い
。
日

本
の
音
楽
の
世
界
に
は
〇
〇
門
下
生
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、

コンサート・マスターとして指揮者と打ち合わせを行う潤妃。その実力は一歩抜きん出ている。
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ア
メ
リ
カ
で
も
「
学
生
の
弾
き
方
を
見
れ
ば
、
ど
の
教
授
に
つ
い
て
い
る
の
か
分
か
る
」
と
い
う
ほ
ど
自
分
の
や
り
方

を
生
徒
に
実
践
さ
せ
る
教
師
は
多
い
。し
か
し
ロ
ウ
は「
大
事
な
の
は
潤
妃
自
身
が
自
分
の
音
楽
を
見
つ
け
出
し
、そ
れ

を
深
く
理
解
し
て
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
だ
」と
言
う
。彼
女
の
才
能
を
認
め
伸
ば
し
た
い
と
考
え
る
が
、
そ
の
将
来

に
つ
い
て
は「
ど
ん
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
に
な
る
の
か
は
彼
女
自
身
が
決
め
る
こ
と
」と
冷
静
な
目
で
見
守
っ
て
い
る
。

世
界
へ
と
駆
け
上
が
る
た
め
に

　
ほ
ぼ
休
む
間
も
な
く
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
い
て
い
て
疲
れ
な
い
？
と
聞
く
と
、

「
時
々
疲
れ
る
し
、も
う
辞
め
て
し
ま
い
た
い
、と
思
う
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
で
も
、ど
ん
な
に
辛
い
時
で
も
一
度
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
を
弾
き
始
め
る
と
、
そ
の
楽
し
さ
に
い
つ
の
間
に
か
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
辞
め
る
こ
と
な
ん
て

で
き
な
い
と
思
う
」

　
と
潤
妃
は
答
え
た
。

　
も
ち
ろ
ん
若
い
女
の
子
ら
し
い
一
面
も
あ
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
で
の
親
友
は
日
本
人
学
生
、
久
保
田
な
お
だ
が
、
彼
女
と
は

時
々
街
に
出
て
食
事
や
散
策
を
楽
し
む
こ
と
も
あ
る
。
潤
妃
は
「
ア
メ
リ
カ
の
食
べ
物
が
大
好
き
。
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
は

大
好
物
」
と
言
う
。
た
だ
し
体
重
を
気
に
し
て
い
つ
も
全
部
は
食
べ
な
い
の
だ
が
、
痩
せ
て
い
る
な
お
が
隣
で
完
食
す

る
の
を
見
て
「
不
公
平
！
」
と
笑
う
お
茶
目
な
一
面
も
あ
る
。
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
で
あ
る
な
お
と
は
「
い
つ
か
コ
ン
ビ
を

組
ん
で
韓
国
と
日
本
に
演
奏
旅
行
に
行
き
た
い
」
と
考
え
て
い
る
。

　
潤
妃
の
今
の
目
標
は
、
卒
業
後
に
大
学
院
に
進
学
す
る
こ
と
だ
。
テ
キ
サ
ス
で
師
事
し
て
い
た
フ
ァ
ン
が
昨
年
か
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
交
響
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
マ
ス
タ
ー
に
就
任
し
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
も
教
え
て
い
る
た
め
、
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ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
る
。
１
月
に
は
そ
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
始
ま
り
、
練
習
に
余
念
が
な
い
。

「
今
後
の
５
年
間
は
、
と
に
か
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
。
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
、
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
王
妃
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
と
い
っ
た
世
界
的
な
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
出

場
し
た
い
」
と
潤
妃
は
夢
を
語
る
。
世
界
で
認
め
ら
れ
れ
ば
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
通
し
て
人
々
と
交
流
す
る
、
と
い
う

目
標
も
叶
え
ら
れ
る
。

　
母
・
聖
玉
は
潤
妃
の
将
来
に
つ
い
て
「
あ
の
子
は
い
つ
も
人
々
か
ら
愛
さ
れ
、
周
囲
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
き

た
。
だ
か
ら
同
じ
こ
と
を
人
々
に
返
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
経
済
的
に
厳
し
い
中
で
音
楽
を
続
け
る
生
徒
に
と
っ
て
の

希
望
と
な
り
、
音
楽
に
よ
っ
て
人
々
の
心
を
癒
や
す
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

　
潤
妃
に
と
っ
て
音
楽
と
は
、

「
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
人
々
と
分
か
ち
合
う
こ
と
。
と
同
時
に
、
自
分
が
持
っ
て
い
な
い
も
の
も
分
か
ち
合
う

こ
と
」

　
な
の
だ
と
言
う
。
た
と
え
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
で
き
な
く
て
も
「
自
分
が
考
え
る
音
楽
を
表
現
し
き
っ
た
、
と
思
っ

た
時
は
と
て
も
満
足
す
る
。
で
も
聴
い
て
い
る
人
た
ち
が
私
の
演
奏
に
満
足
し
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
は
私
に
何
か
が
足

り
て
い
な
い
か
ら
。
観
客
は
そ
の
足
り
な
い
部
分
を
私
に
教
え
て
く
れ
る
存
在
」
と
言
う
。

　
ま
だ
22
歳
の
潤
妃
に
と
っ
て
、
世
界
へ
と
駆
け
上
が
る
ス
テ
ッ
プ
は
果
て
し
な
く
思
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
私
た
ち
は
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
頂
点
を
目
指
し
て
努
力
を
続
け
る
潤
妃
の
姿
を
、
そ
の
演
奏
を
、
き
っ
と
ど
こ

か
で
目
に
す
る
だ
ろ
う
。

「
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
パ
ワ
ー
が
私
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
魅
力
」

　
と
語
る
力
強
い
演
奏
が
、
欲
張
り
な
姿
勢
が
、
そ
れ
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。�

（
文
中
敬
称
略
）
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マルコム・ロウとの充実した個
人レッスンを終え、ほっと一息。
しかし潤妃の長い1日はまだ終
わらない。既に夜６時を過ぎて
いるが、これから再びカルテッ
トの練習に向かう。
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コ
リ
ア
ン
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
文
学
が
映
し
出
す

現
代
の
時
代
精
神
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東
国
大
学
校
教
授 

東
国
大
日
本
学
研
究
所
所
長

文
＝
村
尾
国
士

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
祖
国
を
離
れ
、世
界
各
地
に

定
住
す
る
朝
鮮・韓
国
人
＝
コ
リ
ア
ン
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
は

お
よ
そ
７
０
０
万
人
。異
国
に
暮
ら
す
困
難
や
葛
藤
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
文
学
作
品
と
し
て
結
実
し
て
い
く
。

金
煥
基
は
各
国
を
巡
り
、膨
大
な
資
料
を
収
集・分
析
。

『
コ
リ
ア
ン
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
文
学
研
究
』と
し
て
発
表
し
た
。

個
の
、あ
る
い
は
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
相
克
が
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
の
実
相
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

写
真
＝
菊
地
健
志
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探
し
当
て
た
幻
の
ア
メ
リ
カ
・
コ
リ
ア
ン
文
芸
誌

　
２
０
１
４
年
夏
、
韓
国
・
東ト
ン

国グ
ク

大
学
教
授
の
金キ

ム

煥フ
ァ
ン

基ギ

は
暑
熱
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
駆
け
ず
り
回
っ
て
い
た
。
米
国
に

は
約
１
７
０
万
人
の
韓
国
系
住
民
が
お
り
、
彼
ら
に
よ
る
文
芸
誌
が
古
く
か
ら
各
大
都
市
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
金
は

そ
れ
ら
を
何
年
に
も
わ
た
っ
て
収
集
し
て
き
た
。
地
元
の
韓
国
系
新
聞
社
や
韓
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
を
訪
ね
て
情
報

を
集
め
、
自
分
の
足
で
探
し
歩
く
の
だ
。

　
そ
う
し
て
米
東
部
を
代
表
す
る
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
文
学
」
も
、
１
９
９
１
年
の
創
刊
号
か
ら
最
新
号
ま
で
入
手
し
た
。

だ
が
、
そ
の
前
身
で
あ
る
「
新
大
陸
」
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
見
つ
か
ら
ず
、
と
く
に
創
刊
号
は
幻
と
も
い
わ
れ
て
い
た
。

何
と
か
手
に
入
れ
た
い
と
願
っ
た
金
は
韓
国
文
人
協
会
で
「
１
世
の
彼
女
な
ら
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
教
え

ら
れ
た
。
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
の
住
居
を
訪
ね
る
と
、
77
歳
で
独
り
暮
ら
し
の
老
女
が
迎
え
て
く
れ
、「
残
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、
あ
な
た
が
探
し
て
」
と
書
棚
に
案
内
さ
れ
た
。
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
探
し
、
古
び
て
薄
い
一
冊

の
雑
誌
を
見
つ
け
た
。
表
紙
に
「
新
大
陸
創
刊
号
」
と
韓
国
語
で
書
か
れ
て
い
た
。
85
年
発
行
の
そ
の
文
芸
誌
に
、
老

女
は
自
作
の
詩
を
発
表
し
て
い
た
。
遠
い
祖
国
へ
の
思
い
が
こ
め
ら
れ
た
詩
を
読
む
金
に
、
彼
女
は
「
私
が
亡
く
な
る

と
、
こ
れ
も
捨
て
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
差
し
上
げ
ま
す
」
と
微
笑
を
浮
か
べ
な
が
ら
言
っ
た
。

　
東
国
大
学
日
文
学
科
教
授
の
金
は
韓
国
日
本
文
学
会
会
長
も
務
め
る
日
本
文
学
研
究
の
重じ

ゅ
う

鎮ち
ん

だ
が
、
十
数
年
来
提
唱

し
て
い
る
の
が
「
コ
リ
ア
ン
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
文
学
」
だ
。
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
は
も
と
も
と
、
祖
国
を
持
た
ず
各
地
を
流

浪
す
る
ユ
ダ
ヤ
民
族
を
指
す
が
、
そ
の
概
念
が
世
界
規
模
に
広
が
り
、
自
主
的
に
、
あ
る
い
は
強
制
さ
れ
て
祖
国
を
離

れ
、
他
国
で
暮
ら
す
人
た
ち
全
般
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
う
ち
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
除
い



33 32

金 煥 基

キム・ファンギ◎1964年生まれ。韓国・東国大学校日語日文科卒
業。日本・大正大学大学院文学研究科修士・博士課程修了。現在、
東国大学校教授、東国大日本学研究所所長、韓国日本文学会会長な
どを務める。在外コリアン文学研究の第一人者として知られる。



34

左側が「ニューヨーク文学」、右側が前身
の「新大陸」創刊号。苦労の末に入手した。

ニューヨーク、ワシントン、シカゴ、ダラス
の各都市で発行されているコリアン文芸誌。
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て
世
界
で
最
も
多
い
の
が
朝
鮮
・
韓
国
人
で
あ
る
。
そ
の
数
約
７
０
０
万
人
、
韓
国
の
現
在
の
人
口
の
実
に
14
％
に
も

及
ぶ
。

　
異
国
で
生
活
す
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
は
、
様
々
な
悩
み
や
葛か

っ
藤と

う
を
か
か
え
つ
つ
、
自
己
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
に

ぶ
つ
か
る
。
そ
の
思
い
は
文
学
表
現
と
な
り
、
世
界
各
地
に
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
文
学
が
生
ま
れ
た
。
最
大
規
模
の
コ
リ
ア

ン
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
文
学
研
究
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
現
在
、
世
界
的
に
も
重
要
な
意
義
を
持
つ
。

　
金
は
各
地
を
訪
ね
資
料
を
収
集
す
る
計
画
を
立
て
た
。
資
金
・
時
間
・
労
力
の
ど
れ
も
が
不
可
欠
な
計
画
だ
が
、
大

学
の
休
暇
を
利
用
し
て
は
こ
つ
こ
つ
と
実
行
し
て
き
た
。
そ
し
て
今
や
「
世
界
の
コ
リ
ア
ン
文
学
研
究
の
第
一
人
者
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
ま
で
な
っ
た
。
そ
の
歩
み
を
た
ど
っ
て
み
る
。

引
き
止
め
る
家
族
を
振
り
切
っ
て
日
本
へ

　
金
は
慶キ

ョ
ン

尚サ
ン

北プ
ク

道ド

聞ム
ン

慶ギ
ョ
ン

市
の
山
奥
の
農
家
に
、
８
人
兄
弟
の
６
番
目
と
し
て
生
ま
れ
た
。
兄
た
ち
は
み
な
中
学
を
出
て

働
い
た
が
、
成
績
優
秀
だ
っ
た
煥
基
少
年
は
浦ポ

ハ
ン項
製
鉄
所
経
営
の
理
系
の
高
校
に
進
学
し
た
。
だ
が
、「
人
文
系
を
学

び
た
く
て
」
中
退
、
ソ
ウ
ル
の
工
場
で
働
き
な
が
ら
検
定
試
験
を
受
け
、
高
校
卒
の
資
格
を
得
て
東
国
大
学
に
入
学
し

た
。
努
力
の
人
な
の
で
あ
る
。

　
日
本
文
学
学
科
を
選
ん
だ
の
は
父
親
の
影
響
だ
っ
た
。
戦
前
の
十
数
年
間
、
九
州
・
博
多
で
働
い
た
父
に
「
日
本
の

町
は
き
れ
い
で
、
人
も
親
切
」
と
繰
り
返
し
聞
か
さ
れ
、
日
本
へ
の
好
奇
心
が
つ
の
っ
た
。
文
学
を
学
ぶ
に
は
ま
ず
日

本
語
を
習
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
授
業
以
外
に
も
、
同
じ
サ
ー
ク
ル
に
い
た
在
日
コ
リ
ア
ン
留
学
生
と
親
し
く
な
り
、

金
は
日
本
語
で
、
相
手
は
韓
国
語
で
語
り
合
っ
た
。
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こ
う
し
て
言
葉
を
マ
ス
タ
ー
し
た
が
、
卒
業
時
に
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
日
本
語
能
力
を
買
わ
れ
て
韓
国
政

府
の
公
務
員
試
験
に
合
格
し
た
。
安
全
企
画
部
、
い
わ
ゆ
る
Ｋ
Ｃ
Ｉ
Ａ
だ
。
一
方
、
東
国
大
学
が
姉
妹
校
で
あ
る
日
本

の
大
学
院
へ
派
遣
す
る
試
験
も
受
け
て
お
り
、
そ
ち
ら
も
合
格
が
決
ま
っ
た
。
金
は
日
本
留
学
を
選
び
、 

Ｋ
Ｃ
Ｉ
Ａ
を

辞
め
た
。
日
本
へ
発
つ
日
、
空
港
で
母
や
兄
た
ち
に
「
今
な
ら
安
定
し
た
公
務
員
に
戻
れ
る
。
飛
行
機
に
乗
る
な
」
と

引
き
止
め
ら
れ
た
が
、
金
青
年
は
そ
れ
を
振
り
切
っ
た
。

「
日
本
に
は
親
戚
も
知
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
に
か
く
一
度
行
っ
て
み
た
か
っ
た
ん
で
す
。
今
思
え
ば
、
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
の
心
境
で
す
ね
」

　
大
正
大
学
大
学
院
に
入
学
。
自
炊
生
活
を
し
な
が
ら
日
本
文
学
漬
け
の
日
々
が
始
ま
っ
た
。
志し

賀が

直な
お

哉や

や
夏な

つ
目め

漱そ
う

石せ
き

な
ど
の
講
義
を
受
け
た
が
、
金
が
心
惹ひ

か
れ
た
の
は
山や

ま
本も

と

有ゆ
う

三ぞ
う

だ
っ
た
。
人
道
主
義
的
な
山
本
作
品
が
、
苦
労
し
な
が

ら
努
力
し
て
き
た
自
分
の
過
去
と
重
な
っ
た
の
だ
。
一
方
、
民
団
支
部
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
た
と
き
、
金キ

ム

鶴ハ

永ギ
ョ
ン

の
小

説
を
読
ん
だ
。
在
日
コ
リ
ア
ン
作
家
と
の
初
の
出
会
い
で
あ
る
。
感
動
し
た
が
、
研
究
の
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
日
本
で
５
年
間
学
び
、
山
本
有
三
研
究
で
博
士
号
を
得
て
帰
国
。
日
本
学
研
究
所
研
究
員
や
東
国
大
学
時
間
講
師
と

し
て
働
き
な
が
ら
、
山
本
や
志
賀
に
つ
い
て
の
論
文
を
発
表
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
反
響
が
な
か
っ
た
。「
韓
国
と
関
連

の
あ
る
研
究
を
し
な
け
れ
ば
」
と
考
え
た
金
が
思
い
出
し
た
の
が
、
金
鶴
永
の
作
品
だ
っ
た
。
当
時
の
韓
国
で
在
日
コ

リ
ア
ン
文
学
研
究
者
は
ご
く
少
数
し
か
い
な
か
っ
た
。

　
在
日
作
家
の
研
究
を
始
め
、
長
老
格
の
金キ

ム
達ダ

ル

寿ス

論
な
ど
次
々
に
論
文
を
発
表
し
た
。
２
０
０
０
年
代
初
め
、
高コ

麗リ
ョ

大

学
教
授
が
『
コ
リ
ア
ン
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
』
と
題
す
る
本
を
出
版
し
た
。
韓
国
で
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
概
念
の
初
導
入
で
あ

る
。
こ
れ
に
触
発
さ
れ
た
金
は
「
異
国
の
底
辺
で
差
別
を
受
け
な
が
ら
生
き
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
問
う
よ

う
に
書
い
て
き
た
在
日
作
家
こ
そ
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
考
え
、
06
年
に
著
書
『
在
日
デ
ィ
ア
ス
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週１回の大学院生対象のゼミ。「ディアスポラとしてのコ
リアン」をテーマに発表と検討。すべて日本語による授業。
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金 煥 基

大学敷地内の屋上庭園。「ソ
ウル市街が一望できます」。
変化する町並みを見ながら
ディアスポラに思いを馳せる。
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ポ
ラ
文
学
』
を
刊
行
し
た
。
つ
ま
り
、「
コ
リ
ア
ン
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
と
「
文
学
」
を
初
め
て
つ
な
げ
た
の
だ
。

　
し
か
し
、
在
日
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
招
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
コ
リ
ア
ン
デ
ィ
ア
ス
ポ

ラ
に
関
す
る
金
の
視
野
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
旧
ソ
連
圏
に
移
住
し
た
高
麗
人
、
中
国
の
朝
鮮
族
、
カ
ナ
ダ
・

ア
メ
リ
カ
の
北
米
、
中
南
米
、
そ
し
て
日
本
と
世
界
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
韓
国
の
近
現
代
史
と
深

く
関
わ
っ
て
い
る
。
植
民
地
期
に
徴
用
さ
れ
た
り
、
貧
し
さ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
日
本
へ
渡
っ
た
人
た
ち
、
ス
タ
ー
リ
ン

政
権
下
で
中
央
ア
ジ
ア
へ
強
制
移
住
さ
れ
た
高
麗
人
。
１
９
６
０
年
代
に
は
朴パ

ク

正チ
ョ
ン

煕ヒ

政
権
が
外
貨
獲
得
の
た
め
移
民
政

策
を
進
め
、
農
業
移
民
が
南
米
各
国
に
渡
り
、
ド
イ
ツ
へ
は
若
い
炭
鉱
夫
や
看
護
婦
が
送
ら
れ
た
。
彼
ら
の
中
に
は
カ

ナ
ダ
や
ア
メ
リ
カ
へ
再
移
住
す
る
者
も
多
数
い
た
。
ま
た
朝
鮮
戦
争
に
参
加
し
た
米
軍
将
兵
と
結
婚
し
た
女
性
ら
の
渡

米
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
を
求
め
て
家
族
ぐ
る
み
で
移
住
し
た
人
も
い
る
。

　

背
景
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
海
外
韓
国
人
た
ち
は
、
移
住
先
で
韓
国
語
の
文
芸
誌
を
作
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
も

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
シ
カ
ゴ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ダ
ラ
ス
と
各
都
市
に
及
ぶ
。
２
世
、
３
世
と
世
代
が
進

む
に
つ
れ
、
韓
国
語
を
知
ら
ず
、
最
初
か
ら
英
語
で
書
く
コ
リ
ア
ン
が
増
え
た
。
そ
の
中
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
リ
・
チ
ャ

ン
レ
の
よ
う
に
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
賞
を
受
け
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
の
候
補
に
あ
げ
ら
れ
る
有
名
作
家
も
現
れ
た
。
日
本

で
も
李り

恢か
い

成せ
い

を
は
じ
め
４
名
が
芥
川
賞
受
賞
、
日
本
国
籍
に
帰
化
し
た
コ
リ
ア
ン
作
家
４
名
が
直
木
賞
と
、
在
日
文
学

が
確
固
た
る
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
さ
に
多
種
多
様
で
あ
る
。
そ
れ
ら
コ
リ
ア
ン
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
文
学
の
全
体
像
を
と
ら
え
る
。
そ
の
た
め
に
資
料
を

収
集
す
る
。
途
方
も
な
く
壮
大
な
計
画
に
挑
ん
だ
の
が
金
煥
基
な
の
で
あ
る
。

北
米
コ
リ
ア
ン
・
在
日
コ
リ
ア
ン
文
学
を
比
較
研
究
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２
０
１
３
年
、
金
は
新
た
な
計
画
を
立
て
た
。
こ
れ
ま
で
の
資
料
収
集
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
カ
ナ
ダ
・
ア

メ
リ
カ
の
北
米
地
域
と
日
本
の
コ
リ
ア
ン
文
学
に
焦
点
を
絞
り
、
草
創
期
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
流
れ
を
比
較
分

析
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
各
地
を
訪
ね
る
資
金
を
得
る
た
め
、
か
つ
て
南
米
で
の
共
同
調
査
を
行
っ
た
法
政
大

学
教
授
で
文
芸
評
論
家
の
川か

わ

村む
ら

湊み
な
と

ら
に
勧
め
ら
れ
、（
公
財
）
韓
昌
祐
・
哲
文
化
財
団
に
研
究
助
成
を
申
請
、
認
め
ら

れ
た
。

　
大
学
の
夏
休
み
や
冬
休
み
を
利
用
し
、
２
年
間
に
わ
た
っ
て
各
地
へ
足
を
運
ん
だ
。
冒
頭
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
き
も

そ
の
一
環
で
、
西
部
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
カ
ナ
ダ
へ
も
赴
い
た
。
カ
ナ
ダ
で
は
、
鉱
夫
や
看
護
婦
と
し
て
ド
イ
ツ
へ
送

ら
れ
再
移
住
し
て
き
た
コ
リ
ア
ン
た
ち
の
、
こ
れ
ま
で
未
発
掘
だ
っ
た
文
集
な
ど
を
探
し
出
し
た
。
日
本
へ
は
毎
年
の

よ
う
に
訪
れ
て
い
た
が
、
大
阪
・
東
京
を
中
心
に
さ
ら
に
資
料
収
集
を
進
め
た
。
す
べ
て
金
一
人
の
調
査
行
で
あ
る
。

「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
全
部
こ
な
し
、
収
集
予
定
の
70
％
を
達
成
し
ま
し
た
。
現
地
コ
リ
ア
ン
の
意
見
の
対
立
な
ど
の
苦

労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
得
た
も
の
が
大
き
く
そ
こ
か
ら
新
し
い
視
点
が
生
ま
れ
ま
し
た
」

　
２
０
１
６
年
夏
、
金
は
調
査
に
基
づ
く
長
文
の
論
文
「
コ
リ
ア
ン
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
文
学
研
究
」
を
ま
と
め
た
。
最
初

に
コ
リ
ア
ン
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
文
学
の
地
形
図
を
紹
介
し
、
つ
い
で
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
・
日
本
に
お
け
る
コ
リ
ア
ン
文

学
の
形
成
過
程
や
展
開
様
相
を
詳
細
に
た
ど
り
、
最
後
に
北
米
地
域
・
在
日
双
方
の
比
較
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。
論

文
全
体
を
通
じ
て
、移
住
先
で
差
別
や
困
窮
に
苦
し
み
、祖
国
へ
の
複
雑
な
思
い
を
か
か
え
な
が
ら
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
自
ら
に
問
う
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
多
様
な
姿
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。

　
韓
国
の
日
本
学
会
に
発
表
予
定
の
こ
の
論
文
で
金
が
提
示
し
て
い
る
の
が
「
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
世
界
化
）
と
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
地
域
化
）
の
合
成
語
で
、
近
年
に
な
っ
て
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注
目
さ
れ
て
い
る
新
概
念
だ
。
世
界
の
コ
リ
ア
ン
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
文
学
に
と
っ
て
、
こ
れ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
金

は
語
る
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
る
世
界
の
中
で
、
自
分
の
武
器
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
で
す
。
在
日
で
あ
れ
在
米
で
あ
れ
、
コ
リ
ア
ン
と
し
て
力
に
な
る
も
の
を
悩

み
こ
だ
わ
っ
て
見
つ
け
、
そ
の
力
を
活
か
せ
ば
世
界
に
通
じ
る
価
値
、
普
遍
性
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
」

　
韓
国
は
金キ

ム
泳ヨ

ン

三サ
ム

政
権
時
代
、
少
子
化
を
見
込
み
移
民
受
け
入
れ
政
策
を
と
っ
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
国
内
の
多

民
族
化
・
多
文
化
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
異
な
る
民
族
間
の
混
種
化
は
在
外
コ
リ
ア
ン
共
通
の
現
象
だ
が
、
同
じ

課
題
を
か
か
え
る
韓
国
本
国
に
と
っ
て
も
、
コ
リ
ア
ン
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
生
き
方
は
合
わ
せ
鏡
に
な
っ
て
い
る
。
金
の

強
調
す
る
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
文
学
の
み
な
ら
ず
韓
国
の
将
来
を
も
左
右
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。

大
長
編
『
火
山
島
』
を
全
訳
し
、
日
韓
で
話
題
に

　
こ
う
し
た
地
道
な
調
査
研
究
の
傍
ら
、
金
煥
基
は
別
の
大
き
な
仕
事
も
成
し
遂
げ
て
い
る
。
在
日
作
家
・
金キ

ム
石ソ

ク

範ボ
ム

著

『
火
山
島
』
の
翻
訳
で
あ
る
。
１
９
４
８
年
４
月
３
日
、
米
軍
政
下
の
単
独
選
挙
に
対
し
て
、
済チ

ェ

州ジ
ュ

島ド

で
勃ぼ

っ
発ぱ

つ
し
た
武

装
蜂
起
、
い
わ
ゆ
る
「
四・
三
事
件
」
を
題
材
に
し
た
小
説
『
火
山
島
』
は
執
筆
期
間
20
年
、
原
稿
用
紙
１
万
３
千
枚

に
も
及
ぶ
大
長
編
だ
が
、
金
は
そ
の
韓
国
語
全
訳
に
挑
ん
だ
。

　
多
忙
な
日
々
の
合
間
を
ぬ
っ
て
の
翻
訳
作
業
を
始
め
て
７
年
、
よ
う
や
く
作
業
を
終
え
た
。
初
校
の
ゲ
ラ
を
携
え
た

金
は
渡
日
し
、
著
者
の
金
石
範
を
訪
ね
た
。
石
範
は
開
口
一
番
、「
こ
ん
な
に
大
量
の
ゲ
ラ
を
持
っ
て
く
る
バ
カ
は
世
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韓国語訳した『火山島』全
12巻。新聞や雑誌に取り
上げられ話題になり、翻訳
本として異例の重版に。

2006年刊行の金煥基著
『在日ディアスポラ文学』。
在日作家とディアスポラを
初めて結びつけ評価された。
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界
に
君
し
か
い
な
い
」
と
言
っ
た
。
満
面
の
笑
顔
だ
っ
た
。
１
枚
ず
つ
チ
ェ
ッ
ク
し
、
誤
り
を
指
摘
し
て
く
れ
た
。

２
０
１
５
年
10
月
、『
火
山
島
』
全
訳
12
巻
が
ま
と
め
て
ソ
ウ
ル
で
刊
行
さ
れ
た
。
韓
国
の
新
聞
が
書
評
で
大
き
く
取

り
上
げ
る
な
ど
評
判
に
な
り
、
日
本
で
も
話
題
を
呼
ん
だ
。

　
そ
の
数
カ
月
後
、
金
は
東
京
の
石
範
を
訪
れ
た
。「『
火
山
島
』
の
韓
国
語
訳
は
私
の
夢
だ
っ
た
。
君
と
は
飲
ま
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
石
範
は
言
い
、
上
野
の
韓
国
料
理
店
に
誘
っ
た
。
90
歳
の
石
範
は
語
り
続
け
、
２
人
は
朝
ま
で
飲

み
明
か
し
た
。
そ
れ
は
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
作
家
と
研
究
者
と
の
、
熱
く
至
福
の
時
間
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
取
材
の
最
後
、
金
は
大
学
敷
地
内
に
あ
る
日
本
学
研
究
所
へ
案
内
し
て
く
れ
た
。
万
葉
集
を
全
訳
し
た
韓
国
の
碩せ

き
学が

く

が
設
立
し
た
こ
の
研
究
所
で
、
金
は
５
年
前
か
ら
所
長
を
務
め
て
い
る
。
日
本
関
連
の
書
籍
が
ぎ
っ
し
り
並
ぶ
書
棚
の

前
で
こ
う
語
っ
た
。

「
世
界
に
散
ら
ば
っ
た
コ
リ
ア
ン
た
ち
の
本
や
雑
誌
は
貴
重
な
財
産
で
す
。
そ
れ
ら
を
一
ヵ
所
に
集
め
た
施
設
は
、
ま

だ
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
在
外
コ
リ
ア
ン
の
世
代
交
代
が
進
み
、
資
料
も
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、
そ
れ
ら
を

集
め
る
作
業
に
取
り
か
か
る
べ
き
な
の
で
す
。
将
来
、
こ
の
研
究
所
を
ベ
ー
ス
に
、
世
界
コ
リ
ア
ン
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の

図
書
館
を
作
る
、
そ
れ
が
私
の
夢
な
ん
で
す
」

　
刻こ

っ
苦く

勉べ
ん

励れ
い

、
努
力
の
こ
の
人
な
ら
、
い
つ
か
夢
を
か
な
え
る
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
。

�

（
文
中
敬
称
略
）
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研究室の机上に置いた少年僧の
人形。「あどけない笑顔を見る
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でてからパソコンに向かう。
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近
代
朝
鮮
を
胚
胎
す
る

朝
鮮
人
留
学
生
を
総
合
的
に
研
究
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布
袋
敏
博

早
稲
田
大
学
国
際
教
養
学
部
教
授

文
＝
西
所
正
道

１
９
１
０
年
の
日
韓
併
合
前
、

日
本
に
学
ぶ
大
韓
帝
国
の
留
学
生
は
お
よ
そ
１
０
０
０
人
。

学
問
を
通
し
て
得
た
知
識
を
母
国
に
還
元
し
、

独
立
を
守
り
、近
代
化
を
遂
げ
よ
う
と
の
自
負
心
を
抱
い
て
の
渡
日
で
あ
る
。

が
、彼
ら
は
植
民
地
化
と
い
う
歴
史
の
中
で
翻
弄
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
―
―
。

留
学
生
の
活
動
を
研
究
す
る
布
袋
敏
博
は
、

中
で
も
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
朝
鮮
近
代
文
学
の
祖・李
光
洙
に
着
目
す
る
。

そ
れ
は
今
な
お
揺
れ
る
日
韓
関
係
を
映
す
鏡
と
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

写
真
＝
渡
辺 

誠
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日
本
が
仕
掛
け
た
朝
鮮
開
国
の
幕
開
け

　
日
本
に
お
け
る
最
初
の
近
代
小
説
と
い
え
ば
、
二ふ
た

葉ば

亭て
い

四し

迷め
い

『
浮う

き
雲ぐ

も
』
と
い
わ
れ
る
が
、
で
は
、
朝
鮮
近
代
文
学
で

『
浮
雲
』
に
相
当
す
る
小
説
と
は
何
だ
ろ
う
か
？　

　
朝
鮮
近
代
文
学
に
詳
し
い
早
稲
田
大
学
国
際
教
養
学
部
教
授
・
布ほ

て
い袋
敏と

し

博ひ
ろ
に
よ
れ
ば
、
李イ

光グ
ァ
ン

洙ス

の
『
無ム

情ジ
ョ
ン

』
だ
と
い

う
。

　
李
光
洙
は
１
９
０
５
年
に
留
学
の
た
め
来
日
。
長
編
小
説
『
無
情
』
を
、
朝
鮮
総
督
府
機
関
誌
「
毎
日
申
報
」
に
連

載
し
た
の
は
17
年
、
早
稲
田
大
学
に
在
学
中
で
あ
っ
た
。
二
葉
亭
四
迷
が
言
文
一
致
の
新
し
い
文
体
に
し
た
の
と
同
じ

よ
う
に
、
李
光
洙
も
漢
文
崩
し
の
よ
う
な
文
体
か
ら
、
近
代
的
な
そ
れ
へ
と
変
革
し
た
。

「
朝
鮮
近
代
文
学
の
祖
」
で
あ
り
な
が
ら
、
三・
一
独
立
運
動
後
に
は
大
韓
民
国
臨
時
政
府
樹
立
に
関
わ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
解
放
後
は
〝
親
日
〟、
い
わ
ば
〝
売
国
奴
〟
よ
ば
わ
り
さ
れ
る
と
い
う
数
奇
な
人
生
を
歩
む
。

　
程
度
の
差
は
あ
れ
、
当
時
の
留
学
生
の
多
く
は
、
歴
史
に
翻ほ

ん
弄ろ

う
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
近
代
、
日
本
に
渡
っ
た
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
詳
細
に
研
究
を

続
け
て
い
る
布
袋
に
、
朝
鮮
人
学
徒
の
歴
史
を
聞
く
と
、
い
わ
ゆ
る
〝
黒
船
来
航
〟
か
ら
説
明
を
始
め
た
。

「
ペ
リ
ー
来
航
に
よ
っ
て
江
戸
幕
府
は
無
理
や
り
鎖
国
を
解
か
れ
、
福ふ

く
沢ざ

わ

諭ゆ

吉き
ち
な
ど
が
咸か

ん
臨り

ん

丸ま
る
で
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
さ

れ
た
こ
と
は
、
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。
実
は
そ
の
後
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
に
や
ら
れ
た
こ
と
を
、
そ
の
ま
ま
朝
鮮
王

朝
に
対
し
て
し
て
い
る
の
で
す
。
明
治
政
府
が
、
日
米
和
親
条
約
と
い
う
不
平
等
条
約
を
締
結
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、

朝
鮮
王
朝
を
無
理
や
り
開
国
さ
せ
、
日
朝
修
好
条
規
を
締
結
す
る
。
１
８
８
１
年
に
は
、
朝
鮮
は
60
数
名
の
紳
士
遊
覧
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ほてい・としひろ◎1952年生まれ。78年、明治大学卒業。労働法
令協会を経て、90年からソウル大学校人文大学国語国文科修士課
程、博士課程。99年、早稲田大学などで非常勤講師を務めた後、
2003年、早稲田大学語学教育研究所教授、04年より現職。大村益
夫との共著で『近代朝鮮文学日本語作品集』（全６巻）など。
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団
を
日
本
に
派
遣
し
ま
す
。
そ
の
中
の
３
人
は
そ
の
ま
ま
日
本
に
留
ま
り
、
う
ち
２
人
は
慶け

い

應お
う

義ぎ

塾じ
ゅ
く

で
、
１
人
は
中な

か
村む

ら

正ま
さ

直な
お

の
私
塾
・
同ど

う
人じ

ん

社し
ゃ

で
学
び
ま
す
。
こ
の
３
人
が
朝
鮮
史
上
最
初
の
海
外
留
学
者
と
な
る
わ
け
で
す
」

　
当
時
、
朝
鮮
に
は
「
開ケ

化フ
ァ

党タ
ン

」
と
い
う
勢
力
が
あ
っ
た
。
独
立
を
守
る
た
め
に
は
、
近
代
的
改
革
が
不
可
欠
だ
と
考

え
、
そ
の
モ
デ
ル
の
一
つ
と
し
て
、
明
治
維
新
後
の
日
本
に
お
け
る
独
立
と
開
化
政
策
を
学
ぶ
べ
き
だ
―
そ
う
考
え

た
若
者
た
ち
は
続
々
と
日
本
へ
渡
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
１
８
８
４
年
、
そ
ん
な
動
き
に
水
を
差
す
事
件
が
起
き
る
。
開
化
党
が
仕
掛
け
た
ク
ー
デ
タ
ー
「
甲カ

ブ

申シ
ン

政ジ
ョ
ン

変ビ
ョ
ン

」
が
失
敗
に
終
わ
る
の
で
あ
る
。
福
沢
は
そ
れ
を
受
け
て
「
脱だ

つ
亜あ

論ろ
ん

」
を
唱
え
る
。

「
脱
亜
論
と
い
う
の
は
甲
申
政
変
を
見
て
、
朝
鮮
に
見
込
み
は
な
い
、
朝
鮮
を
切
り
捨
て
よ
と
い
う
福
沢
の
主
張
な
の

で
す
。〝
脱
亜
入
欧
〟
と
セ
ッ
ト
で
捉と

ら
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
違
い
ま
す
。
脱
亜
論
に
朝
鮮
人
留
学
生
が
憤ふ

ん
激げ

き
し
た
の

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
学
生
が
母
国
へ
帰
っ
た
の
で
す
が
、
彼
ら
を
待
ち
構
え
て
い
た
の
は
保
守
化
し

た
母
国
で
し
た
。
そ
し
て
無
惨
に
も
多
く
の
留
学
生
が
処
刑
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
」

　
そ
の
後
、
一
時
日
本
へ
の
留
学
熱
は
衰
え
る
が
、
日
清
戦
争
の
帰き

趨す
う

が
つ
く
１
８
９
５
年
に
、
日
本
と
朝
鮮
、
清
国

の
３
国
で
留
学
生
に
関
す
る
取
り
決
め
が
な
さ
れ
、
留
学
が
再
開
。
１
９
０
５
年
に
日
露
戦
争
に
勝
利
す
る
と
、
さ
ら

に
日
本
へ
の
留
学
生
は
増
え
た
。

　
か
つ
て
慶
應
義
塾
一
辺
倒
だ
っ
た
留
学
先
は
、
前
記
の
脱
亜
論
に
よ
り
、
趣
を
変
え
た
。
慶
應
は
数
を
減
ら
し
、
代

わ
っ
て
早
稲
田
大
学
が
増
加
。
明
治
大
学
や
日
本
大
学
へ
の
入
学
者
も
増
え
た
。
１
９
１
０
年
の
日
韓
併
合
前
の
、
朝

鮮
人
留
学
生
の
数
は
、
一
説
に
よ
る
と
１
０
０
０
人
ぐ
ら
い
は
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。

「
日
韓
併
合
前
、
留
学
生
は
み
な
、
心
の
ど
こ
か
に
国
の
独
立
の
た
め
に
勉
強
を
す
る
の
だ
と
い
う
思
い
を
抱
い
て
い

ま
し
た
。
学
問
を
通
し
て
得
た
知
識
な
ど
は
、
す
べ
て
国
に
還
元
す
る
と
い
う
自
負
心
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
し
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韓国に早稲田の学生を連れて行くと大歓迎されるという。サムスンの2代目
李
イ

健
ゴン

熙
ヒ

はじめ各界トップに早稲田出身者が多いからだ。
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か
し
日
本
の
植
民
地
に
な
り
、
自
分
た
ち
は
責
任
を
果
た
せ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
」

　
植
民
地
化
の
流
れ
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
留
学
生
た
ち
が
、
各
学
校
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
が
分
か
れ
、
一
致
団

結
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
反
省
。
１
９
１
２
年
、
大
同
団
結
を
果
た
す
。「
東
京
学
生
会
」
を
結
成
し
、
２
年
後
の

14
年
、
雑
誌
「
学ま

な
び

之の

光ひ
か
り

」
を
創
刊
す
る
の
で
あ
る
。

「
日
本
か
ら
本
国
へ
新
し
い
知
識
を
発
信
し
よ
う
と
い
う
意
識
で
雑
誌
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
朝
鮮
総
督
府
の
準

機
関
誌
で
す
か
ら
、
日
本
側
の
検け

ん
閲え

つ
が
あ
り
制
限
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
１
９
２
０
年
代
に
入
る
ま
で
、
朝
鮮
に
そ
う

し
た
媒
体
は
な
か
っ
た
の
で
、
新
し
い
知
識
の
窓
口
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
し
た
。
発
行
に
関
わ
る
学
生
も
自
負
心
を

持
っ
て
編
集
し
て
い
ま
し
た
。
10
年
代
ま
で
の
留
学
生
の
こ
う
し
た
活
動
は
特
筆
す
べ
き
で
す
」

啓
蒙
家
・
李
光
洙
の
葛
藤

　
実
は
、「
学
之
光
」
に
は
、
一
人
の
〝
ス
タ
ー
留
学
生
〟
が
寄
稿
し
て
い
た
。
前
記
し
た
李
光
洙
で
あ
る
。

　
す
で
に
彼
の
略
歴
に
つ
い
て
は
簡
単
に
触
れ
た
が
、
１
９
０
５
年
に
来
日
し
、
日
本
の
中
学
校
を
経
て
07
年
に
明
治

学
院
普
通
学
部
に
編
入
、
日
韓
併
合
前
に
本
国
に
帰
り
、
ロ
シ
ア
を
放
浪
し
た
り
し
た
の
ち
、
15
年
に
再
来
日
し
、
早

稲
田
大
学
高
等
予
科
を
経
て
、
同
大
学
文
学
部
哲
学
科
に
入
学
す
る
。
２
年
後
、
前
述
の
通
り
、「
毎
日
申
報
」
に
代

表
作
『
無
情
』
の
連
載
を
始
め
る
の
で
あ
る
。

　
実
は
こ
の
小
説
、
ス
ト
ー
リ
ー
自
体
は
若
者
の
三
角
関
係
な
の
だ
が
、
そ
の
物
語
の
裏
に
は
、
言
論
の
自
由
が
許
さ

れ
な
い
状
況
の
中
で
、
日
本
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
武
力
に
よ
る
〝
武
断
政
治
〟
に
対
す
る
不
平
や
、
民
族
の
憧ど

う
憬け

い

が
、
文
学
の
形
を
借
り
て
、
さ
り
げ
な
く
描
か
れ
て
い
た
。



53 52

布袋敏博

　
布
袋
に
よ
れ
ば
、「
李
光
洙
は
、
当
局
と
は
つ
か
ず
離
れ
ず
と
い
う
姿
勢
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
緊
張
し
た
関
係

を
保
っ
て
い
た
」
と
い
う
。

「
李
光
洙
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
文
学
者
な
の
で
す
が
、
本
人
は
啓け

い
蒙も

う

家か

と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
民
族
全
体
を
引

き
上
げ
る
義
務
を
自
分
が
負
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
」

　
つ
ま
り
、
機
関
誌
に
書
く
こ
と
で
、
総
督
府
側
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
も
、
我
が
方
に
利
用
す
る
と
い
う
活
動
家
、

啓
蒙
家
の
一
面
が
垣
間
見
え
る
。

　
李
光
洙
は
『
無
情
』
の
連
載
終
了
後
、
あ
ま
り
間
を
置
か
ず
、
朝
鮮
半
島
を
歩
い
て
ル
ポ
す
る
『
朝
鮮
半
島
五
道
踏

破
』
を
「
毎
日
申
報
」
に
連
載
し
始
め
る
。
当
局
の
方
か
ら
す
れ
ば
、
人
気
作
家
と
し
て
の
李
光
洙
に
、
朝
鮮
総
督
府

の
朝
鮮
半
島
統
治
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
書
か
せ
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
彼
は
そ
れ
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
筆
運
び
だ
っ
た
と
い
う
。

　
19
年
、
日
本
の
武
断
政
治
に
反
対
す
る
三・
一
独
立
運
動
が
勃ぼ

っ
発ぱ

つ
す
る
や
、
李
光
洙
は
そ
れ
に
参
画
し
、
大
韓
民
国

臨
時
政
府
の
内
務
総
長
（
内
相
）・
安ア

ン

昌チ
ャ
ン

浩ホ

を
手
伝
っ
て
独
立
計
画
を
作
成
す
る
な
ど
、
本
国
の
た
め
に
活
躍
す
る
。

し
か
し
そ
の
後
、
彼
が
深
く
関
係
す
る
修
養
同
友
会
に
よ
っ
て
、
人
生
は
変
転
を
遂と

げ
て
い
く
。

　
こ
の
会
は
「
い
ま
す
ぐ
独
立
し
よ
う
と
し
て
も
武
力
で
日
本
に
か
な
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
全
民
族
が
人
格
形
成
を

し
て
人
間
を
高
め
た
上
で
、
朝
鮮
の
独
立
を
目
指
す
」
と
い
う
目
的
の
団
体
だ
が
、
当
局
か
ら
目
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
つ
い
に
37
年
、
逮
捕
さ
れ
る
。

「
こ
の
逮
捕
は
当
局
の
で
っ
ち
上
げ
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
後
に
彼
が
と
る
行
動
は
、
裁
判
を
有
利
に
し
よ
う
と

い
う
意
図
が
感
じ
ら
れ
ま
す
」

　
そ
れ
ま
で
、
当
局
と
は
と
き
に
対た

い
峙じ

し
な
が
ら
も
、
つ
か
ず
離
れ
ず
の
ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
李
光
洙
だ
が
、
逮
捕
以
降
、
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若き日、クラシック音楽やフラ
ンス文学の研究をしたかったが、
仏文学者・二宮敬に「食えない
よ」と言われ断念し就職。
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「
転
向
」
を
余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
る
。

　
布
袋
に
よ
れ
ば
転
向
に
は
２
パ
タ
ー
ン
あ
り
、
転
向
し
た
よ
う
に
見
せ
か
け
る
「
偽
装
転
向
」
と
、
転
向
し
た
こ
と

を
周
囲
に
認
め
さ
せ
る
た
め
に
、
極
端
な
行
動
を
と
る
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
い
う
。
後
者
は
、
た
と
え
ば
左
翼
だ
っ
た

人
が
、〝
ウ
ル
ト
ラ
右
翼
〟
の
よ
う
な
過
激
な
言
動
を
す
る
パ
タ
ー
ン
を
指
す
が
、
李
光
洙
は
そ
れ
に
や
や
近
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
。

　
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

　
た
と
え
ば
創
氏
改
名
、
１
９
３
９
年
に
交
付
さ
れ
運
用
が
始
ま
る
の
は
翌
40
年
２
月
な
の
だ
が
、
李
光
洙
の
反
応
は

早
か
っ
た
。
39
年
12
月
20
日
付
「
京
城
日
報
」
に
、
こ
ん
な
見
出
し
が
躍
る
。

〈
半
島
文
壇
の
大お

お
御ご

所し
ょ　
李
光
洙
さ
ん 

氏
へ
名
乗
り　
一
家
揃
つ
て
「
香
山
」
姓
へ
〉

　
李
光
洙
は
、
香か

山や
ま

光み
つ

郎ろ
う
と
名
乗
る
こ
と
に
な
る
。

　
40
年
に
書
い
た
『
内
鮮
一
体
随
想
録
』
に
も
、
ス
タ
ン
ス
の
変
化
が
み
て
と
れ
る
。

「
内
鮮
一
体
と
は
、
日
本
と
朝
鮮
は
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
が
そ
れ
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
逆
手
に
と
り
、

だ
か
ら〝
朝
鮮
人
も
日
本
人
と
一
緒
に
扱
っ
て
く
れ
〟と
い
う
主
張
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
別
の
文
章
で
は
、〝
自

分
た
ち
は
こ
れ
ま
で
二
等
国
民
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
た
と
え
ば
志
願
兵
と
い
う
制
度
の
も
と
で
は
、
わ

れ
わ
れ
も
日
本
人
と
同
じ
一
等
国
民
に
な
れ
る
。
だ
か
ら
志
願
兵
に
喜
ん
で
応
じ
る
か
ら
、
約
束
通
り
一
等
国
民
と
し

て
扱
っ
て
く
れ
〟
と
書
い
て
い
ま
す
」

　
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。

　
植
民
地
末
期
に
、
大
東
亜
文
学
者
大
会
の
集
会
が
東
京
で
開
か
れ
た
。
大
東
亜
共
栄
圏
を
文
学
的
に
実
現
す
る
た
め

に
結
成
さ
れ
た
会
だ
が
、
そ
こ
に
出
席
し
た
李
光
洙
は
、
小こ

林ば
や
し

秀ひ
で

雄お

を
見
つ
け
る
と
、「
私
は
、
天
皇
を
信
奉
し
て
日



57 56

布袋敏博

本
人
に
な
る
」
と
大
ま
じ
め
に
言
っ
た
。
し
か
し
小
林
か
ら
は
ま
っ
た
く
反
応
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
小
林
も
咄と

っ
嗟さ

に
ど
う
言
葉
を
返
し
て
い
い
の
か
、
考
え
つ
か
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
反
応
し
て
く
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
李
光
洙
は
落ら

く
胆た

ん
す
る
。

「〝
天
皇
陛
下
萬
歳
〟
と
言
っ
て
い
る
日
本
人
以
上
に
、
萬
歳
の
姿
勢
を
強
く
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
受
け
取
れ
ま
す
。

李
光
洙
の
場
合
、
あ
る
程
度
計
算
を
し
な
が
ら
発
言
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
ま
す
が
、
実
は
か
な
り
本
気
で
言
っ
て

い
る
。
基
本
的
に
は
非
常
に
真
面
目
な
性
格
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
そ
の
胸
中
を
察
す
る
と
、
非
常
に
複
雑
で
、

彼
の
書
い
た
文
章
を
読
む
と
、
胸
が
痛
み
ま
す
」

文
学
か
ら
見
る
朝
鮮
人
留
学
生
の
心

　
布
袋
の
朝
鮮
人
留
学
生
に
関
す
る
研
究
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
文
学
的
な
切
り
口
か
ら
分
析
し
て
い
く
と
こ
ろ
が
興

味
深
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
布
袋
は
、

「
韓
国
人
の
心
の
奥
底
に
入
る
に
は
文
学
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
っ
た
の
で
す
」

　
と
言
う
。

　
そ
れ
は
布
袋
が
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界
に
入
っ
た
経
緯
と
も
関
係
す
る
。

　
布
袋
は
も
と
も
と
、ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
や
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
興
味
が
あ
り
、そ
れ
に
ま
つ
わ
る
研
究
を
手
が
け
た
か
っ

た
。
だ
が
、
あ
る
人
物
か
ら
「
フ
ラ
ン
ス
文
学
で
は
食
え
な
い
よ
」
と
言
わ
れ
、
い
っ
た
ん
出
版
社
に
就
職
し
編
集
の

仕
事
に
10
年
以
上
携
わ
っ
た
。

　
仕
事
柄
、
朝
鮮
関
係
の
研
究
者
と
知ち

遇ぐ
う
を
得
る
中
で
、
次
第
に
朝
鮮
問
題
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
36
歳
で
ソ
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ウ
ル
大
学
に
留
学
す
る
。

　
師
事
し
た
の
は
、
韓
国
に
お
け
る
近
代
文
学
研
究
の
第
一
人
者
・
金キ

ム
允ユ

ン

植シ
ク

ソ
ウ
ル
大
学
教
授
（
当
時
＝
現
同
名
誉
教

授
）。
偶
然
、
最
初
に
購
入
し
た
研
究
書
が
金
の
書
い
た
『
李
光
洙
と
そ
の
時
代
』
だ
っ
た
と
い
う
縁
も
あ
っ
た
。

　
修
士
課
程
２
年
、
博
士
課
程
３
年
を
終
え
て
、
１
９
９
９
年
に
帰
国
、
早
稲
田
大
学
で
教き

ょ
う

鞭べ
ん

を
執と

る
こ
と
に
な
る
。

　
布
袋
は
、
㈶
韓
哲
文
化
財
団
（
当
時
）
が
発
行
し
て
い
た
『
青
丘
学
術
論
集
』（
19
集
、
２
０
０
１
年
発
行
）
の
中

に
も
寄
稿
し
た
こ
と
が
あ
る
。
金キ

ム

史サ

良リ
ャ
ン

と
い
う
芥
川
賞
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
ほ
ど
の
作
家
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
だ
っ
た
「
解
放
（
１
９
４
５
年
）
以
降
の
作
品
研
究
」
を
行
っ
た
。

　
実
は
、
同
学
術
論
集
用
に
も
う
一
つ
の
論
文
を
準
備
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
は
植
民
地
時
代
に
、
日
本
語
作
品
を

書
い
て
活
動
し
て
い
た
朝
鮮
人
作
家
が
、
解
放
後
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　
調
べ
て
み
る
と
、
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
て
い
る
作
家
が
少
な
く
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
。
な
か
に
は
、
日
本
語
が
使

え
る
と
い
う
だ
け
で
、
作
家
と
し
て
の
実
力
が
足
り
な
い
人
も
い
て
、
解
放
後
は
活
躍
の
場
を
失
う
人
も
い
た
。
日
本

語
の
作
品
を
書
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
後
ろ
指
を
差
さ
れ
た
り
も
し
た
。
そ
う
い
う
人
た
ち
の
行
方
を
追
う
と
、

北
朝
鮮
に
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
え
て
き
た
。

「
当
時
は
調
べ
き
れ
ず
に
完
成
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
ず
れ
は
〝
北
朝
鮮
文
壇
形
成
に
関
す
る
研
究
〟
と
い
う
形
で

ま
と
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
実
は
、
李
光
洙
も
朝
鮮
戦
争
の
さ
な
か
、
北
朝
鮮
へ
と
連
行
さ
れ
て
い
る
。

　
解
放
後
、
彼
は
社
会
主
義
に
反
対
の
立
場
で
あ
っ
た
の
で
、
大
韓
民
国
を
支
持
す
る
が
、
親
日
派
で
あ
っ
た
こ
と
が

悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
。

　
１
９
４
９
年
か
ら
始
ま
る
反
民
族
行
為
処
罰
法
に
よ
る
対
象
者
の
検
挙
が
始
ま
る
と
、
李
光
洙
も
処
罰
を
受
け
る
こ
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研
究
室
の
書
棚
に
は
書
籍
・
雑
誌
が
ぎ
っ
し
り
。
「
い
た
だ
い
た
助
成
金
は
、

主
に
資
料
と
調
査
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
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と
に
な
っ
た
。
彼
は
尋じ

ん
問も

ん
で
、「
私
は
民
族
の
た
め
に
親
日
を
し
ま
し
た
」
と
反
論
す
る
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
収
監
。

の
ち
に
健
康
を
理
由
に
保
釈
さ
れ
る
（
の
ち
に
不
起
訴
確
定
）
が
、
朝
鮮
戦
争
が
運
命
を
ま
た
違
っ
た
方
向
に
変
え
て

い
く
。

　
北
朝
鮮
軍
が
ソ
ウ
ル
を
占
領
し
た
と
き
、
自
宅
で
寝
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
同
軍
に
よ
っ
て
連
行
さ
れ
、
消
息
が
途
絶

え
て
し
ま
う
。
墓
も
北
朝
鮮
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
朝
鮮
人
留
学
生
の
そ
の
後
の
人
生
は
多た

岐き

に
わ
た
る
。
未
解
明
な
部
分
も
多
い
が
、
今
後
、

布
袋
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。�

（
文
中
敬
称
略
）

参
考
文
献　
『
李
光
洙
─
韓
国
近
代
文
学
の
祖
と
「
親
日
」
の
烙
印
』

（
波
田
野
節
子
著　
中
公
新
書　
２
０
１
５
年
）
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書棚から溢れた資料が部屋
全体に増殖。体を斜めにし
て歩くのがやっと。奥にあ
る机の一角にかろうじて執
筆できる空間がある。
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松
谷
基
和

東
北
学
院
大
学
教
養
学
部
言
語
文
化
学
科 

准
教
授

文
＝
村
尾
国
士

松
谷
基
和
は
、朝
鮮
半
島
の
近
現
代
史
を

専
門
と
す
る
気
鋭
の
歴
史
学
者
だ
。

常
識
や
通
説
を
疑
う
。実
証
に
徹
し
て
人
物
を
追
う
。

近
年
の
研
究
に
、明
治
期
の
キ
リ
ス
ト
者
で

朝
鮮
伝
道
に
尽
力
し
た
押
川
方
義
の
論
考
が
あ
る
。

“
日
帝
の
手
先
”と
通
称
さ
れ
た
男
は

朝
鮮
の
人
と
文
化
に
心
を
寄
せ
る

真
摯
な
教
育
者
で
あ
っ
た
。

写
真
＝
渡
辺 

誠
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“
ひ
ね
く
れ
研
究
者
”が
問
い
直
す

日
本
と
朝
鮮
の
近
現
代
史
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常
識
や
通
説
を
疑
う
〝
ひ
ね
く
れ
研
究
者
〟

　
東
ア
ジ
ア
学
博
士
に
し
て
東
北
学
院
大
学
准
教
授
・
松ま
つ

谷た
に

基も
と

和か
ず

。
20
～
30
歳
代
の
経
歴
を
見
る
と
、
国
際
基
督
教
大

学
（
以
下
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
卒
→
三
菱
商
事
勤
務
→
東
京
大
学
大
学
院
修
士
課
程
→
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
博
士
課
程
と
、

絵
に
描
い
た
よ
う
な
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
で
あ
る
。
近
寄
り
が
た
い
学
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
対
面
し
た
松
谷
は
、「
ど

れ
も
成
り
行
き
で
す
。
僕
は
ひ
ね
く
れ
者
で
す
か
ら
」
と
、
よ
く
通
る
声
で
言
い
、
快
活
な
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
を
軸
に
し
た
朝
鮮
半
島
の
近
現
代
史
を
専
門
に
す
る
松
谷
は
、
こ
れ
ま
で
既
存
の
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
通

説
に
対
し
、
独
自
の
検
証
の
も
と
異
議
を
唱
え
て
き
た
。
周
囲
の
研
究
者
か
ら
嫌
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
「
大
好
き
な

ん
で
す
、
嫌
わ
れ
る
の
が
」
と
言
う
の
だ
か
ら
、
ま
さ
に
〝
ひ
ね
く
れ
者
〟
だ
が
、
根
底
に
は
反
骨
精
神
が
う
か
が
え

る
。
そ
れ
を
如に

ょ
実じ

つ
に
現
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
若
い
頃
に
あ
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
３
年
生
の
夏
か
ら
１
年
間
、
松
谷
は
韓
国
・
延ヨ

ン
世セ

大
学
に
留
学
し
た
。「
初
め
て
の
韓
国
が
肌
に
合
い
」
勉

学
に
励
ん
で
い
た
松
谷
青
年
は
、
４
年
生
の
春
、
日
本
の
友
人
か
ら
電
話
を
も
ら
っ
た
。
就
職
先
が
決
ま
っ
た
と
告
げ

る
友
人
に
唖
然
と
し
た
。
家
族
や
親
戚
に
会
社
員
が
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
実
情
に
疎う

と
か
っ
た
松
谷
は
、
就
職
活
動
は
卒

業
後
に
始
め
る
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
だ
。
友
人
は
「
３
年
生
の
時
か
ら
始
め
て
４
年
生
に
な
っ
た
時
に
は
決
ま

る
。
こ
れ
が
一
般
の
流
れ
だ
よ
。
今
か
ら
始
め
た
の
で
は
絶
対
に
不
可
能
」
と
断
言
し
た
。

　
普
通
な
ら
め
げ
る
と
こ
ろ
だ
が
、「
そ
ん
な
理
不
尽
な
こ
と
が
あ
る
か
」
と
反
骨
心
が
頭
を
も
た
げ
た
。
延
世
大
学

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
で
、
英
語
で
社
員
募
集
を
行
っ
て
い
る
日
本
企
業
を
検
索
、
３
社
に
手
紙
を
添
え
て
履
歴
書
を

送
っ
た
。
夏
に
帰
国
、
少
人
数
の
入
社
試
験
を
受
け
て
合
格
し
た
の
が
三
菱
商
事
だ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
名
門
商
社
を
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まつたに・もとかず◎1975年生まれ。国際基督教大学教養学部人
文科学科卒業。東京大学大学院修士課程、ハーバード大学大学院博
士課程修了。早稲田大学講師、東北大学准教授を経て、現在東北学
院大学准教授。キリスト教を軸にした朝鮮半島の近現代史が専門で
論文多数。歴史通説に異を唱える気鋭の研究者として知られる。
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松
谷
は
２
年
足
ら
ず
で
辞
め
て
し
ま
う
。
そ
の
理
由
を
「
就
活
の
常
識
に
反
発
し
て
た
ま
た
ま
入
社
で
き
た
も
の
の
、

何
の
専
門
性
も
持
た
ず
、
た
だ
言
わ
れ
た
こ
と
を
こ
な
す
だ
け
の
自
分
が
悲
し
く
な
っ
た
」
と
語
る
。

　
常
識
や
通
説
を
常
に
疑
い
、
そ
れ
を
実
証
的
に
く
つ
が
え
す
。
歴
史
研
究
者
と
し
て
こ
の
基
本
姿
勢
を
貫
く
松
谷
基

和
は
２
０
１
３
年
、（
公
財
）
韓
昌
祐
・
哲
文
化
財
団
の
助
成
を
得
て
、
東
北
学
院
大
学
創
立
者
・
押お

し

川か
わ

方ま
さ

義よ
し

研
究
に

取
り
組
ん
だ
。

「
押
川
に
つ
い
て
は
『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
り
な
が
ら
政
治
に
関
わ
り
、
日
本
帝
国
主
義
の
手
先
と
な
っ
て
動
い
た
』

と
い
う
通
説
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
当
に
そ
う
だ
っ
た
の
か
を
疑
っ
た
わ
け
で
す
」

　
後
述
す
る
よ
う
に
通
説
に
修
正
を
迫
る
発
見
を
す
る
の
だ
が
、
ま
ず
は
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
、
こ
の
〝
ひ
ね
く
れ
研

究
者
〟
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

志
高
き
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
家
庭
に
生
ま
れ
育
つ

　
１
９
７
５
年
、
福
島
市
に
生
ま
れ
た
。
父
親
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
牧
師
で
あ
り
、
開
拓
伝
道
に
携
わ
っ
て
い
た
。
こ

れ
は
教
会
の
な
い
地
域
で
自
ら
伝
道
し
な
が
ら
拠
点
を
作
る
も
の
で
、
自
宅
を
集
会
所
と
し
て
使
っ
て
い
た
。
若
い
頃

に
イ
ギ
リ
ス
で
神
学
を
修
め
た
父
と
英
語
教
師
の
経
験
を
持
つ
母
が
開
く
英
語
塾
で
生
計
を
立
て
、
傍
ら
、
ア
ジ
ア
か

ら
の
留
学
生
の
た
め
に
自
宅
の
一
部
を
宿
舎
に
す
る
な
ど
、
志
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
家
庭
で
あ
っ
た
。

　
聖
書
と
英
語
が
ご
く
身
近
に
あ
る
環
境
の
も
と
、
幼
児
洗
礼
を
受
け
た
松
谷
は
高
校
３
年
時
に
信
仰
告
白
を
行
い
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
っ
て
い
る
が
、
韓
国
と
の
接
点
も
こ
の
少
年
期
に
あ
っ
た
。
自
宅
の
宿
舎
に
韓
国
人
留
学
生
が
お
り
、

ま
た
父
か
ら
、
先
の
戦
争
で
日
本
が
韓
国
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
諸
国
に
与
え
た
深
刻
な
被
害
に
つ
い
て
十
分
な
謝
罪
と
反
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省
を
行
っ
て
い
な
い
と
教
え
ら
れ
た
。
歴
史
問
題
に
関
心
が
向
い
た
松
谷
少
年
は
「
将
来
は
ま
ず
韓
国
に
渡
っ
て
現
地

の
こ
と
を
知
ら
な
く
て
は
」
と
思
い
至
る
。

　
東
京
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
進
学
。
実
家
が
裕
福
で
は
な
い
た
め
学
費
は
奨
学
金
に
頼
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
活
費

を
稼
い
だ
。
韓
国
語
を
学
ぶ
た
め
自
費
で
語
学
学
校
に
も
通
い
、
延
世
大
学
と
の
交
換
留
学
生
に
な
っ
た
。
渡
韓
前
、

松
谷
は
韓
国
関
連
の
本
を
貪む

さ
ぼ

り
読
ん
で
い
た
。
日
本
の
戦
争
責
任
問
題
や
韓
国
の
民
主
化
闘
争
が
書
か
れ
て
お
り
、
松

谷
青
年
も
韓
国
の
キ
リ
ス
ト
教
は
進
歩
的
な
リ
ベ
ラ
ル
勢
力
が
多
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
を
抱
い
て
い
た
。

「
そ
れ
が
だ
い
ぶ
違
う
こ
と
に
気
づ
い
た
ん
で
す
。
日
本
で
流
さ
れ
て
い
る
韓
国
情
報
は
政
治
的
に
偏か

た
よ

り
す
ぎ
、
そ
れ

が
大
い
な
る
誤
解
を
生
ん
で
い
る
と
、
実
際
に
行
っ
て
み
て
わ
か
っ
た
わ
け
で
す
」

　
通
説
を
疑
う
最
初
の
経
験
で
あ
る
。
ま
た
延
世
大
学
に
は
、韓
国
系
ア
メ
リ
カ
人
や
、幼
い
頃
養
子
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
渡
っ
た
韓
国
系
留
学
生
が
数
多
く
、
大
学
寮
で
の
松
谷
の
ル
ー
ム
メ
イ
ト
も
オ
ラ
ン
ダ
人
家
庭
に
育
っ
た
韓
国
系

オ
ラ
ン
ダ
人
だ
っ
た
。

「
韓
国
に
と
っ
て
外
国
は
日
本
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
が
実
感
と
し
て
わ
か
り
、
広
い
視
野
を
持

た
な
け
れ
ば
韓
国
全
体
を
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
学
び
ま
し
た
ね
」

　
充
実
し
た
留
学
生
活
を
送
っ
て
い
た
松
谷
青
年
に
降
っ
て
わ
い
た
の
が
前
述
の
就
活
騒
動
で
あ
っ
た
。
三
菱
商
事
を

辞
め
た
松
谷
は
、「
何
か
専
門
性
を
持
た
な
く
て
は
」
と
考
え
、
東
大
大
学
院
を
受
験
。
合
格
し
た
が
、
研
究
者
と
し

て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
強
い
意
思
は
ま
だ
な
か
っ
た
。「
南
朝
鮮
に
お
け
る
米
軍
政
の
確
立
と
宗
教
政
策
」
の
テ
ー

マ
で
論
文
を
書
き
修
士
号
を
得
た
が
、
政
治
史
の
み
な
ら
ず
、
幅
広
く
社
会
史
や
宗
教
史
を
学
び
た
い
と
の
希
望
が
強

ま
っ
た
。
折
よ
く
ハ
ー
バ
ー
ド
大
か
ら
客
員
教
授
と
し
て
東
大
で
教き

ょ
う

鞭べ
ん

を
取
っ
て
い
た
歴
史
学
教
授
に
「
君
の
研
究
は

面
白
い
。
ア
メ
リ
カ
で
や
っ
て
み
た
ら
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ハ
ー
バ
ー
ド
大
大
学
院
に
応
募
す
る
と
、
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こ
れ
も
合
格
。

　
文
字
通
り
成
り
行
き
任
せ
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
で
の
研
究
が
水
に
合
っ
た
。
狭
く
深
い
と
こ
ろ
を
研
究
す
る
日
本
と
は

異
な
り
、
広
く
多
様
な
視
点
で
研
究
を
進
め
る
の
が
ア
メ
リ
カ
。
松
谷
は
堪た

ん
能の

う
な
英
語
と
韓
国
語
を
駆く

使し

し
て
膨
大
な

資
料
に
当
た
り
、
19
世
紀
末
か
ら
１
９
２
０
年
代
ま
で
の
韓
国
で
、
ア
メ
リ
カ
宣
教
師
が
ど
う
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
し

て
い
っ
た
の
か
を
研
究
し
た
。
５
年
後
に
帰
国
し
、
早
稲
田
大
学
助
手
（
の
ち
講
師
）
と
し
て
働
き
な
が
ら
博
士
論
文

を
ま
と
め
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
博
士
号
を
得
た
。

大
震
災
を
機
に
「
東
北
で
の
研
究
」
を
目
指
す

　
博
士
論
文
執
筆
の
一
方
、
松
谷
は
日
本
で
歴
史
論
文
を
発
表
し
始
め
た
。
こ
れ
が
ど
れ
も
、
そ
れ
ま
で
の
通
説
に
異

を
唱
え
る
も
の
ば
か
り
な
の
だ
。

　
た
と
え
ば
韓
国
で
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
教
が
普
及
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
っ
た
が
、
松
谷
は
一
つ
ず
つ
取

り
上
げ
て
は
矛
盾
を
指
摘
し
た
。
布
教
法
に
つ
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
に
よ
る
方
式
が
成
功
し
た
と
い
う
定
説

が
あ
っ
た
が
、
実
際
は
そ
う
で
な
か
っ
た
具
体
例
を
あ
げ
反
論
。
さ
ら
に
日
韓
関
係
に
お
い
て
も
「
植
民
地
期
に
キ
リ

ス
ト
教
が
民
族
運
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
韓
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
一
体
と
な
っ
て
普
及
し
た
」
と
す
る
通
説
に

異
論
を
唱
え
た
。
ど
れ
も
通
説
を
疑
う
持
ち
前
の
反
骨
精
神
か
ら
出
発
し
、
ア
メ
リ
カ
で
培
っ
た
幅
広
く
多
様
な
研
究

視
点
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。

　
こ
う
し
て
気
鋭
の
歴
史
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
始
め
た
松
谷
は
、
北
海
道
大
学
（
現・立
教
大
学
）
教
授
で
政
治
学・

歴
史
学
者
の
松ま

つ
浦う

ら

正ま
さ

孝た
か

が
主し

ゅ
宰さ

い
し
て
い
た
「
ア
ジ
ア
主
義
研
究
会
」
に
誘
わ
れ
た
。
こ
の
研
究
会
参
加
に
よ
っ
て
松
谷
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異論をとなえ反発を受けると「手応えを感じますね、いい
線を行ってたんだなって」。熱い講義で学生の人気も高い。
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松谷基和

韓国人同僚教師と学生に韓国
語の補講。「私の留学時に比
べると、日本の学生の韓国へ
の関心は革命的に変化」
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福島県いわき市から仙台の大学まで通う日々。大震災からの復興
途上にある郷里への思いを胸に刻んで研究に励む。
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の
中
に
「
明
治
期
の
ア
ジ
ア
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
芽
生
え
た
。
草
創
期
の
日
本
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

た
ち
を
研
究
し
た
松
谷
は
、
松
浦
編
著
『
ア
ジ
ア
主
義
は
何
を
語
る
の
か
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
に
論
文
を
寄
せ
た
。

こ
こ
に
「
押
川
方
義
」
の
名
が
初
め
て
登
場
す
る
。

　
そ
の
論
文
を
書
い
て
ま
も
な
く
東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
壊か

い
滅め

つ

的て
き
な
被
害
を
受
け
た
東
北
、
と
り
わ
け
原
発
事
故
で

未み

曾ぞ

有う

の
被
害
を
受
け
、
放
射
能
汚
染
に
よ
る
風
評
や
社
会
的
差
別
に
直
面
し
た
故
郷
福
島
の
惨
状
を
前
に
、
松
谷
は

「
福
島
人
で
あ
る
自
分
は
、
で
き
る
だ
け
故
郷
に
近
い
東
北
で
研
究
し
た
い
」
と
心
に
決
め
、
仙
台
の
東
北
大
学
准
教

授
と
し
て
移
っ
た
。
仙
台
に
は
押
川
が
創
立
し
た
東
北
学
院
大
学
が
あ
る
。
明
治
期
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
代
表
的
人
物
の

一
人
で
あ
り
、
朝
鮮
に
も
関
わ
っ
た
押
川
を
よ
り
身
近
に
感
じ
た
が
、
既
存
の
研
究
に
よ
れ
ば
「
押
川
の
朝
鮮
関
与
は
、

日
本
帝
国
の
対
外
膨
張
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
朝
鮮
支
配
と
表
裏
一
体
で
展
開
し
て
い
っ
た
」
と
い
う

の
が
通
説
だ
っ
た
。

　
つ
ま
り
「
日
本
帝
国
主
義
の
手
先
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
単
純
な
話
な
の
か
と
、
例
に
よ
っ
て
疑
念
が
生
じ
、

東
北
学
院
大
資
料
室
を
訪
ね
る
と
、
折
し
も
押
川
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
膨
大
な
資
料
を
整
理
中
だ
っ
た
。
こ
こ
に
通
説

を
く
つ
が
え
す
根
拠
と
な
る
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
ひ
ら
め
い
た
松
谷
は
、
本
格
的
な
研
究
を
開
始
し
た
。

激
動
期
人
物
の
初
志
を
た
ど
っ
て

　
押
川
方
義
は
１
８
５
０
（
嘉
永
３
）
年
、
四
国
・
松
山
藩
の
士
族
に
生
ま
れ
た
。
17
歳
の
と
き
に
明
治
維
新
、
幕
府

側
だ
っ
た
松
山
藩
は
負
け
組
と
な
っ
た
。
没
落
士
族
の
押
川
は
横
浜
の
宣
教
師
バ
ラ
の
私
塾
で
英
語
と
キ
リ
ス
ト
教
を

学
び
、
22
歳
の
時
に
受
洗
し
た
。
こ
の
時
期
の
日
本
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
は
没
落
士
族
が
多
く
、
彼
ら
は
侍

さ
む
ら
い

と
し
て
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の
誇
り
と
反
骨
精
神
を
併
せ
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
代
表
格
が
押
川
だ
っ
た
。
25
歳
、
自
ら
志
願
し
て
新
潟
の
伝
道
に

赴
い
た
。

「
浄
土
真
宗
の
牙が

城じ
ょ
う

で
あ
る
新
潟
で
、
押
川
は
キ
リ
ス
ト
教
排は

い

斥せ
き

運
動
に
屈
せ
ず
熱
烈
な
布
教
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
武
闘
派
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
性
格
や
行
動
が
、
の
ち
に
帝
国
主
義
の
手
先
と
見
ら
れ
る
要
因
の
一
つ
に
な
っ

た
の
で
す
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
の
初
期
の
押
川
の
純
粋
な
情
熱
は
疑
い
よ
う
も
な
い
と
思
い
ま
す
」

　
幕
末
か
ら
維
新
、
そ
し
て
日
清
・
日
露
戦
争
と
、
押
川
は
近
代
日
本
の
激
動
期
を
生
き
た
。
後
半
生
に
は
大
物
の
政

治
家
と
と
も
に
朝
鮮
国
や
清
国
の
諸
問
題
に
関
わ
り
、
衆
議
院
議
員
に
も
な
っ
た
。
そ
ん
な
行
動
が
歴
史
学
者
に
、
前

半
生
の
布
教
・
教
育
活
動
を
も
色
眼
鏡
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
そ
れ
を
正
そ
う
と
し
て
松
谷
は
、
日
清
戦

争
前
ま
で
の
押
川
に
研
究
の
焦
点
を
定
め
た
。
い
わ
ば
激
動
期
を
生
き
た
人
物
の
初
志
を
た
ど
る
研
究
で
あ
る
。

　
新
潟
か
ら
仙
台
に
布
教
の
拠
点
を
移
し
た
押
川
は
、
米
国
の
ド
イ
ツ
改
革
派
教
会
の
宣
教
師
と
と
も
に
仙
台
神
学
校

を
設
立
、
１
８
９
２
年
に
東
北
学
院
と
改
称
し
初
代
院
長
に
就
任
し
た
。
同
じ
年
、
神
学
校
の
１
期
生
で
押
川
の
愛
弟

子
・
島し

ま

貫ぬ
き

兵ひ
ょ
う

太だ

夫ゆ
う

が
朝
鮮
に
渡
り
、
帰
国
後
、
朝
鮮
伝
道
の
志
を
同
じ
く
す
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ら
と
「
東
京
同
志
会
」

を
立
ち
上
げ
た
。
さ
ら
に
同
年
、
押
川
と
島
貫
は
日
本
基
督
教
大
会
に
お
い
て
重
要
な
建
議
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
人

宣
教
師
に
よ
る
朝
鮮
伝
道
計
画
と
、
朝
鮮
人
を
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
へ
留
学
さ
せ
る
活
動
の
建
議
だ
が
、
こ
れ
は

教
会
内
の
反
対
で
却
下
さ
れ
た
。

　
し
か
し
押
川
は
屈
す
る
こ
と
な
く
、
２
年
後
に
「
大
日
本
海
外
教
育
会
」
を
起
こ
し
、
会
の
最
初
の
事
業
と
し
て
朝

鮮
に
２
つ
の
学
校
「
京
城
学
堂
」「
三
南
学
堂
」
を
設
立
し
た
。
京
城
学
堂
か
ら
は
有
為
の
人
材
が
育
っ
た
が
、
問
題

は
「
海
外
教
育
会
」
設
立
の
３
ヵ
月
前
に
日
清
戦
争
が
勃ぼ

っ
発ぱ

つ
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
日
清
戦
争
に
便
乗
し
て

教
育
事
業
を
始
め
、
日
本
の
朝
鮮
支
配
の
先せ

ん
兵ぺ

い
と
な
っ
た
」
と
い
う
見
方
が
生
ま
れ
た
。
教
育
会
設
立
賛
同
者
と
し
て
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東北学院大学資料センターで。創立者押川方義をはじめ明治期の
日米クリスチャンの苦闘の歴史が展示されている。
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大お
お

隈く
ま

重し
げ

信の
ぶ

、
板い

た
垣が

き

退た
い

助す
け

、
渋し

ぶ
沢さ

わ

栄え
い

一い
ち

な
ど
当
時
の
超
大
物
政
財
界
人
が
名
を
連
ね
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
見
方
に
輪
を

か
け
た
。

　
松
谷
は
日
清
戦
争
が
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
設
立
賛
同
者
た
ち
を
調
べ
直
し
た
。
数
多

く
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
お
り
、
そ
の
中
核
メ
ン
バ
ー
に
朝
鮮
伝
道
の
立
役
者
が
含
ま
れ
て
い
る
事
実
を
突
き
と
め
た
。

そ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
大
物
政
財
界
人
の
名
に
目
を
奪
わ
れ
、
朝
鮮
伝
道
・
教
育
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
す
で
に
で
き
て

い
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
た
の
だ
。
松
谷
の
研
究
調
査
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
教
育
会
設
立
直
後
に
押
川

は
自
ら
朝
鮮
に
渡
り
、
２
名
の
朝
鮮
人
留
学
生
を
連
れ
て
帰
国
、
彼
ら
の
世
話
を
島
貫
に
託
し
て
い
る
。
島
貫
は
自
ら

が
発
行
す
る
伝
道
雑
誌
に
朝
鮮
の
文
化
や
文
学
を
紹
介
、
朝
鮮
人
留
学
生
も
寄
稿
し
て
お
り
、
押
川
や
島
貫
ら
の
朝
鮮

へ
の
関
心
が
伝
道
と
関
係
を
保
ち
続
け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
根
拠
に
な
る
も
の
と
し
て
、
松
谷
は
押
川
の
朝
鮮
視
察
時
の
資
料
を
探
し
求
め
た
。
た
だ
押
川
家
の
寄
贈
資
料

は
膨
大
す
ぎ
、
ま
だ
整
理
作
業
中
で
発
見
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
伝
道
・
教
育

が
日
清
戦
争
前
に
す
で
に
計
画
さ
れ
、
そ
れ
が
人
脈
や
内
容
面
で
一
定
の
継
続
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

そ
の
研
究
成
果
を
松
谷
は
、
２
０
１
６
年
３
月
発
行
の
「
東
北
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
年
報
」
創
刊
号
に
、（
公
財
）

韓
昌
祐
・
哲
文
化
財
団
研
究
助
成
論
文
と
し
て
発
表
し
た
。

　
押
川
研
究
が
縁
と
な
っ
た
の
か
、
松
谷
は
16
年
４
月
、
東
北
学
院
大
学
教
養
学
部
准
教
授
に
就
任
。

　
韓
国
に
関
す
る
書
籍
が
天
井
近
く
ま
で
埋
ま
っ
た
研
究
室
で
、
学
生
に
韓
国
語
の
補
講
を
す
る
松
谷
も
取
材
し
た
が
、

ひ
ね
く
れ
者
ど
こ
ろ
か
、
真し

ん
摯し

な
教
育
者
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。�

（
文
中
敬
称
略
）
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次なる課題は「英文の博士
論文を日本語で出版したあ
と、韓国でキリスト教が急
速に普及した1960年代を
検証していきたい」
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（
公
財
）か
な
が
わ

国
際
交
流
財
団

浅
沼
知
行

湘
南
国
際
村
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
長

文
＝
西
所
正
道

「
文
化
」に
は
人
々
を
包
摂
し
、励
ま
す
力
が
あ
る
。

そ
の
一
翼
を
担
う
美
術
館
と
博
物
館
の

あ
り
方
を
論
ず
る
た
め
、２
０
０
４
年
、

か
な
が
わ
国
際
交
流
財
団
理
事
長（
当
時
）・福
原
義
春
は

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム・サ
ミ
ッ
ト
」を
立
ち
上
げ
た
。

第
６
回
サ
ミ
ッ
ト
で
は
海
外
事
例
と
し
て
、

韓
国
の
美
術
評
論
家
金
英
順
を
招
聘
。

隣
国
の
先
駆
的
な
文
化
政
策
は

会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
た
の
で
あ
る

写
真
＝
渡
辺 

誠
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地
域
社
会
の
文
化
の
核
、美
術
館
・
博
物
館
の
活
性
化
を
促
す

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム・
サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催
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問
わ
れ
る
国
と
し
て
の
文
化
政
策

　
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以
下
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
略
）
の
開
催
地
が
東
京
に
決
ま
っ

た
の
は
２
０
１
３
年
の
こ
と
だ
。
以
来
、
ニ
ュ
ー
ス
を
賑
わ
す
の
は
開
催
施
設
の
規
模
や
予
算
の
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
決
定
の
翌
14
年
に
開
催
さ
れ
た
「
第
６
回
21
世
紀
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
」
の
冒
頭
で
、
主
催
者
の

福ふ
く

原は
ら

義よ
し

春は
る

（
公
益
財
団
法
人
か
な
が
わ
国
際
交
流
財
団
理
事
長
＝
当
時
、
資
生
堂
名
誉
会
長
）
は
、
重
要
な
指
摘
を
し

て
い
る
。

〈
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
れ
か
ら
創
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
政
府
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま

で
に
『
日
本
を
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
文
化
大
国
に
す
る
』
と
宣
言
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
ど
う
実
現
す
る

か
と
い
う
の
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
〉

　
五
輪
に
付
随
す
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
に
は
な
じ
み
の
な
い
も
の
だ
ろ
う
が
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
と
同
時
に
、
文
化
の
祭
典
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
謳う

た
わ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
車
の
両
輪
で
あ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　
サ
ミ
ッ
ト
の
事
務
局
責
任
者
の
武
藤
誠
常
務
理
事
（
当
時
）
を
補
佐
し
た
同
財
団
湘
南
国
際
村
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー

長
の
浅あ

さ
沼ぬ

ま

知と
も

行ゆ
き
は
次
の
よ
う
に
付
言
す
る
。

「
文
化
と
は
美
術
館
や
博
物
館
で
展
示
さ
れ
る
作
品
だ
け
で
な
く
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
演
劇
な
ど
の
表
現
活
動
も
含
ん

で
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
も
の
を
通
し
て
、
開
催
都
市
の
文
化
や
民
族
の
理
解
を
う
な
が
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ

け
で
す
。
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
成
功
し
た
と
評
価
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し
て
い
た
か
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あさぬま・ともゆき◎1952年生まれ。1977年、神奈川県庁に
入庁。自治総合研究センター勤務の時「国際化に対応した地域
社会のあり方」研究チームを担当。その後、日本貿易振興会へ
出向。県に帰庁後、湘南国際村推進室、県立図書館等を経て
2013年3月神奈川県庁退職。同年4月から現職。
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ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
真
の
意
味
で
成
功
さ
せ
る
に
は
、文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、し
っ

か
り
と
準
備
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
本
来
な
ら
ば
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た
時
点
で
、
す
ぐ

に
で
も
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
遅
れ
気
味
な
の
が
気
に
な
り
ま
す
」

　
こ
う
し
た
指
摘
は
も
っ
と
知
ら
れ
て
い
い
は
ず
な
の
だ
が
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
の
は
、
文
化
の
価
値
が
、
経
済
波

及
効
果
と
く
ら
べ
て
数
値
化
し
に
く
い
面
も
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
席
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ン
グ
元
文
化
大

臣
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。

「
文
化
へ
の
投
資
は
１
０
０
倍
に
な
っ
て
戻
っ
て
き
ま
す
」

　
ラ
ン
グ
と
い
え
ば
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
大
統
領
時
代
に
半
減
し
た
文
化
予
算
を
、
倍
増
さ
せ

た
凄
腕
で
あ
る
。
な
か
で
も
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
大
改
革
「
大
ル
ー
ヴ
ル
計
画 (G

rand Louvre)

」
に
大
き
く
貢
献
。

財
務
省
に
独
占
さ
れ
て
い
た
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
建
物
を
立
ち
退
か
せ
、
宮
殿
施
設
全
体
を
美
術
館
に
し
た
ほ
か
、
周
辺
の

道
路
、
景
観
整
備
を
し
た
結
果
、
美
術
館
は
よ
み
が
え
っ
た
。
２
０
１
２
年
の
入
場
者
数
は
、
改
革
前
の
２
５
０
万
人

の
４
倍
、
１
０
０
０
万
人
に
達
し
た
と
い
う
。

　
あ
ら
た
め
て
「
文
化
の
力
」
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
が
、
福
原
が
ラ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る
美
術
界

の
重じ

ゅ
う

鎮ち
ん

を
招
い
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
を
催
す
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
日
本
が
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
方
向
に
向
か
っ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
美
術
館
の
行
く
末
に
、
福
原
が
危
惧
を
抱
き
始
め
た
の
は
、
特
に
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
２
０
０
１

年
以
降
で
あ
る
。
基
本
法
の
前
文
に
は
「
文
化
芸
術
の
振
興
は
21
世
紀
の
緊
要
な
課
題
で
あ
る
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
本
来
な
ら
ば
、
喜
ば
し
い
は
ず
で
あ
る
。
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2004年から２年置きに行われている「ミュージアム・サミット」。 
毎回、講演や会議の内容などを収録した詳細な書籍が発行されている。
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と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
美
術
館
や
博
物
館
に
ま
つ
わ
る
予
算
は
削
減
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

国
立
博
物
館
が
独
立
行
政
法
人
化
さ
れ
る
に
至
り
、
予
算
も
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
が
続
い
た
。
さ
ら
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
に
、
03
年
に
は
、
美
術
館
や
博
物
館
、
図
書
館
な
ど
の
運
営
を
民
間
に
委
託
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
指

定
管
理
者
制
度
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
浅
沼
は
言
う
。

「
美
術
館
は
何
十
年
も
先
の
こ
と
を
見
通
し
て
、
美
術
作
品
の
ス
ト
ッ
ク
を
考
え
た
り
、
長
い
時
間
を
か
け
て
展
示
の

準
備
を
し
た
り
す
る
わ
け
で
す
が
、
指
定
管
理
者
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
５
年
、
10
年
と
い
っ
た
短
い
ス
パ
ン
で
し

か
考
え
な
い
。
国
や
地
方
公
共
団
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
政
策
に
助
言
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
請
わ
れ
て
東
京
都
写

真
美
術
館
館
長
を
務
め
て
い
た
福
原
理
事
長
は
、
そ
の
動
き
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
た
の
で
す
」

　
そ
こ
で
04
年
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
美
術
館
や
博
物
館
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
徹
底
的
に
論
じ
、
発
信
す
る
場
と
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
同
サ
ミ
ッ
ト
は
隔
年
で
開
か
れ
、
初
回
か
ら
３
回
目
ま
で
は
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
館
長
を
は
じ
め
、
欧
米
の
美
術
館

館
長
ク
ラ
ス
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
か
ら
も
著
名
な
美
術
館
館
長
を
招
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
議
論
を
重
ね
た
。

４
回
目
か
ら
は
、
国
内
外
の
事
例
を
持
ち
寄
っ
て
、
参
加
者
が
議
論
す
る
試
み
も
な
さ
れ
た
。

「
た
だ
、
個
々
の
美
術
館
の
努
力
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
国
や
地
方
政
府
レ
ベ
ル
の
文
化
政
策
が
不
可
欠
で
あ
る

と
い
う
議
論
に
至
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
第
６
回
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
海
外
の
取
り
組
み
事
例
を
も
と
に
議
論
す
る
こ
と
に

し
た
の
で
す
」（
浅
沼
）

　

設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
「
国
の
文
化
政
策
と
政
治
家
の
役
割
」。
国
家
の
文
化
政
策
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
る
の
が
、

国
家
予
算
に
占
め
る
文
化
予
算
の
割
合
だ
が
、
日
本
は
わ
ず
か
０・１
％
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
０・４
％
、
フ
ラ
ン
ス
に

い
た
っ
て
は
日
本
の
10
倍
の
約
１
％
を
占
め
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ン
グ
と
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
出
席
し
た
元
駐
日
大
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使
の
ド
ゥ
・
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
の
話
を
聞
い
た
浅
沼
に
よ
る
と
、
こ
ん
な
話
を
し
て
い
た
と
い
う
。

「
フ
ラ
ン
ス
に
は
、〝
Ｆ
ｒ
ａ
ｃ
〟
と
い
う
芸
術
文
化
振
興
の
た
め
の
組
織
が
あ
り
、
全
国
を
23
の
地
域
に
分
け
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
芸
術
文
化
振
興
資
金
の
う
ち
、
半
分
を
国
が
拠き

ょ

出し
ゅ
つ

し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
興
味
深
か
っ

た
の
は
、
資
金
の
使
い
方
で
す
。
有
名
な
作
家
の
、
価
値
が
確
定
し
て
い
る
よ
う
な
高
価
な
作
品
を
買
う
の
で
は
な
く
、

無
名
の
芸
術
家
の
作
品
も
買
う
と
い
う
の
で
す
。
お
金
の
無
駄
遣
い
な
の
で
は
な
い
か
と
批
判
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

よ
う
な
の
で
す
が
、
30
年
近
く
た
っ
た
今
日
、
そ
の
作
家
は
有
名
に
な
り
、
資
産
価
値
が
何
倍
に
も
増
え
て
い
る
よ
う

で
す
」

韓
国
の
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
市
民
の
声

　
実
は
も
う
一
つ
、
国
家
予
算
の
１
％
を
文
化
に
投
入
し
て
い
る
国
が
あ
る
。
お
隣
韓
国
で
あ
る
。

　
い
か
に
文
化
施
設
の
充
実
度
が
違
う
か
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
た
と
え
ば
国
立
の
中
央
博
物
館
を
比
較
す
る
と
、
東
京

国
立
博
物
館
の
年
間
予
算
規
模
が
21
億
円
（
２
０
１
２
年
度
）
な
の
に
対
し
て
、
韓
国
の
国
立
中
央
博
物
館
は
77
億
円

（
２
０
１
１
年
度
）
と
３・５
倍
強
。
国
立
博
物
館
の
数
を
比
較
す
る
と
、
日
本
が
４
館
に
対
し
て
韓
国
は
12
館
、
職
員

数
は
東
京
国
立
博
物
館
が
１
０
１
名
に
対
し
て
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
は
２
５
０
人
。
入
館
料
は
、
日
本
が
有
料
な
の

に
対
し
韓
国
は
無
料
な
ど
、
歴
然
と
し
た
違
い
が
あ
る
。

　
韓
国
は
ど
ん
な
文
化
政
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
―
。
そ
れ
を
聞
く
に
あ
た
っ
て
ベ
ス
ト
な
識
者
は
誰
か
を
、
福
原

と
同
サ
ミ
ッ
ト
の
４
人
の
監
修
者
で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
浮
上
し
た
の
が
、
韓
国
の
美
術
評
論
家
・
美
術
史
家
と
し

て
著
名
な
金キ

ム
英ヨ

ン

順ス
ン
で
あ
っ
た
。
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財団の事務所は、神奈川県の相模
湾を一望できる「湘南国際村」の
一角にある。周辺には学術機関、
大学、企業研修所などが立地。
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上）「ミュージアム・サミット」の会場、湘南国際村センター国際会議場。下）美術評論
家・美術史家の金英順による講演の様子。招聘には金の恩師・高階秀爾が尽力した。

（写真提供　浅沼知行）
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金
は
、
１
９
５
２
年
生
ま
れ
。
永ヨ

ン
殷ウ

ン

美
術
館
の
館
長
や
、
光ク

ァ
ン

州ジ
ュ

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
組
織
委
員
、
世セ

宗ジ
ョ
ン

大
学
大
学
院
兼
任

教
授
な
ど
も
歴
任
し
て
い
る
。
な
か
で
も
永
殷
美
術
館
は
、
美
術
品
の
保
存
と
展
示
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
美
術
館
像
か

ら
脱
皮
し
、
画
家
た
ち
の
集
団
創
作
ス
タ
ジ
オ
を
兼
ね
た
複
合
文
化
施
設
と
し
て
の
機
能
も
併
せ
持
つ
ユ
ニ
ー
ク
な

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ
る
。
東
京
大
学
大
学
院
で
は
、
同
サ
ミ
ッ
ト
監
修
者
の
１
人
、
高た

か
階し

な

秀し
ゅ
う

爾じ

の
も
と
で
研
究
し
、
の

ち
に
同
大
学
院
で
客
員
教
授
を
務
め
る
な
ど
、
日
本
の
文
化
政
策
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
情
に
も
詳
し
い
。（
公
財
）
韓

昌
祐
・
哲
文
化
財
団
の
助
成
金
も
一
助
と
な
り
、
金
の
招し

ょ
う

聘へ
い

が
実
現
し
た
。

　
講
演
の
テ
ー
マ
は
、２
０
１
４
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
東ト

ン
大デ

門ム
ン
デ
ザ
イ
ン・プ
ラ
ザ
と
公
園
」（
以
下
、Ｄ
Ｄ
Ｐ
）

に
ま
つ
わ
る
も
の
で
、
演
題
は
「
場
所
の
文
化
政
治
」。

　
植
民
地
時
代
に
で
き
た
東
大
門
運
動
場
と
、
そ
こ
に
隣
接
す
る
サ
ッ
カ
ー
場
を
撤
去
し
た
跡
地
を
中
心
に
、
韓
国
デ

ザ
イ
ン
と
世
界
ト
レ
ン
ド
を
発
信
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
、
大
型
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
、
デ
ザ
イ

ン
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
拠
点
と
な
る
デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ
、
そ
し
て
文
化
体
験
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
楽
し
め
る
デ
ザ
イ
ン

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
４
施
設
が
完
成
し
た
。
予
算
規
模
約
４
８
０
０
億
ウ
ォ
ン
（
約
４
７
０
億
円
）
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
な
っ
た
。

　
規
模
は
当
初
の
倍
に
膨
ら
む
も
の
に
な
っ
た
が
、
歴
代
の
ソ
ウ
ル
市
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
実
現
し
た
。

市
長
ら
は
、
こ
れ
に
よ
り
、
ソ
ウ
ル
市
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
る
〝
デ
ザ
イ
ン
ソ
ウ
ル
計
画
〟
を
伸
展
さ
せ
る
狙
い

が
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
Ｄ
Ｄ
Ｐ
の
設
計
者
は
、
日
本
の
新
国
立
競
技
場
の
当
初
の
設
計
者
、
ザ
ハ
・
ハ
デ
ィ
ド
で
あ
る
。

　
金
に
よ
れ
ば
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
建
設
予
定
地
に
、
城じ

ょ
う

郭か
く

や
水
門
、
軍
営
の
跡
が
見
つ
か
っ
た
り
、
朝
鮮
時
代
の
遺

跡
が
出
土
し
た
り
し
た
。
そ
う
し
た
発
掘
品
を
収
蔵
し
た
施
設
も
整
え
た
。「
場
所
に
記
憶
さ
れ
た
記
憶
と
精
神
」
を

ソ
ウ
ル
市
民
に
喚か

ん
起き

さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い
う
。
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一
方
で
、
新
し
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
で
き
る
こ
と
で
、
空
間
デ
ザ
イ
ン
学
会
、
公
共
デ
ザ
イ
ン
学
会
、
文
化
地
理
学

会
な
ど
が
で
き
た
と
い
う
。「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
新
し
い
知
識
を
創
造
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
可
能
性
を
持
っ
て
い

る
」
と
金
は
指
摘
し
た
。

　
た
だ
、「
い
か
に
進
歩
的
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
完
成
し
て
も
、
市
民
が
つ
い
て
こ
れ
な
い
も
の
で
は
、
せ
っ
か
く
の

空
間
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
」（
金
）
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
景キ

ョ
ン

福ボ
ッ

宮ク
ン

の
正
門
「
光ク

ァ
ン

化フ
ァ

門ム
ン

」

か
ら
地
下
道
で
つ
な
が
る
よ
う
に
設
計
し
た
。
そ
の
途
中
に
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
を
含
め
た
文
化
・
観
光
施
設

が
建
ち
並
ぶ
エ
リ
ア
が
あ
り
、
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
金
は
こ
う
話
し
た
と
い
う
。

「
韓
国
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
市
民
の
大
き
な
声
が
あ
る
と
計
画
を
変
更
で
き
る
こ
と
で
す
。
民
主
主
義
が
確
立
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
有
権
者
が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
す
れ
ば
必
ず
反
映
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
が
日
本
と
違
う
と
こ
ろ

で
す
ね
」

　
金
は
も
う
一
点
、
最
近
の
日
本
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

「
２
０
０
０
年
ぐ
ら
い
ま
で
日
本
の
文
化
政
策
は
も
の
す
ご
く
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
が
、
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
マ
ネ
し
た
頃
か
ら
日
本
の
文
化
政
策
は
後
退
し
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
韓
国
が
文
化
関
連
予
算
を
国
家
予
算
の
１
％
ま
で
増
額
し
て
か
ら
十
数
年
経
過
す
る
が
、
そ
の
影
響
が
現
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

違
っ
た
文
化
を
も
つ
人
が
と
も
に
暮
ら
す
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「金英順先生からは、韓国の文化人の奥深さと緻密さを感じた。日
韓両国の芸術家を幅広く知悉し、歴史的な位置づけも理解が深い」
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さ
て
、
こ
こ
へ
来
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
は
、
前
記
し
た
よ
う
に
、
全
国
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
美
術
館
が
、

い
か
に
し
て
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
か
と
い
う
テ
ー
マ
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
ヒ
ン

ト
と
し
て
重
要
な
話
を
し
た
の
は
、
か
つ
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
立
近
代
美
術
館
館
長
や
ロ
ン
ド
ン

の
テ
ー
ト
・
モ
ダ
ン
の
館
長
を
歴
任
し
、
当
時
香
港
・
Ｍ
＋
美
術
館
館
長
だ
っ
た
ラ
ー
ス
・
ニ
ッ
テ
ィ
ヴ
で
あ
る
。

　
浅
沼
に
と
っ
て
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
住
む
移
民
へ
の
美
術
館
の
働
き
か
け
だ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
は
、

旧
植
民
地
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
移
民
が
流
入
し
て
い
る
が
、
英
語
の
ス
キ
ル
が
十
分
で
は
な
い
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
ず
、
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
。
就
け
る
仕
事
も
限
ら
れ
て
く
る
た
め
、
経
済
的
に
も
厳
し
い
生
活

を
送
っ
て
い
る
。
や
が
て
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
集
中
し
て
住
む
地
域
が
形
成
さ
れ
る
に
至
る
。
そ
こ
に
住
む
人
た
ち

に
働
き
か
け
た
の
が
、
地
域
の
美
術
館
だ
っ
た
。

「
美
術
館
が
移
民
向
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
た
の
で
す
。
絵
画
や
映
像
な
ど
を
つ
く
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
的
な
も
の
も
含
め
て
で
す
が
、
そ
う
し
た
催
し
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
若
者
た
ち
が
イ
キ
イ
キ
と

し
て
き
た
。
考
え
方
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
り
、
自
分
は
こ
う
い
う
分
野
で
働
き
た
い
な
ど
と
語
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
の
で
す
。
芸
術
と
い
う
も
の
は
、
分
断
さ
れ
た
人
、
疎
外
さ
れ
た
人
を
包
摂
す
る
役
目
と
と
も
に
、
癒
や
し
た
り
、

励
ま
し
た
り
す
る
力
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
教
え
ら
れ
ま
し
た
」

　
違
っ
た
文
化
を
も
つ
人
が
と
も
に
暮
ら
す
―
。

　
じ
つ
は
浅
沼
は
こ
の
問
題
意
識
を
ず
っ
と
持
ち
続
け
て
き
た
。

　
浅
沼
は
、
神
奈
川
県
職
員
と
し
て
、
長
ら
く
国
際
交
流
関
係
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た
。
入
庁
し
た
１
９
７
７
年
、

配
属
さ
れ
た
の
は
、
前
年
に
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
国
際
交
流
課
だ
っ
た
。
長な

が
洲す

一か
ず

二じ

知
事
が
公
約
の
一
つ
に
挙
げ
て

い
た
「
民
際
外
交
」
を
実
現
す
る
た
め
の
重
要
な
部
署
で
あ
っ
た
。
民
際
外
交
と
は
、
国
家
間
の
外
交
と
は
違
っ
た
、
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民
衆
や
地
域
同
士
に
よ
る
外
交
を
意
味
す
る
政
策
で

あ
る
。

　
長
洲
知
事
か
ら
県
と
市
の
職
員
で
構
成
す
る
自
治

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
チ
ー
ム
に
与
え
ら
れ
た

テ
ー
マ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
県
内
に
住
む
外
国

人
が
過
ご
し
や
す
い
地
域
と
は
何
か
、
を
考
え
よ
」

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
浅
沼
ら
７
人
の
チ
ー
ム
は
、

県
内
に
多
く
住
む
在
日
韓
国
・
朝
鮮
の
人
た
ち

１
０
０
人
に
聴
き
取
り
調
査
を
始
め
た
。

　
日
本
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
、
就
職
や
医
療

を
受
け
る
と
き
、
日
本
人
に
く
ら
べ
て
障
害
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
権
利
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

…
…
な
ど
を
聞
く
た
め
に
、
県
内
を
訪
ね
歩
い
た
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

日
本
に
住
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
背
景
に
は
、

母
国
で
土
地
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

り
、
携
わ
っ
た
仕
事
内
容
を
聞
く
と
、
徴
用
に
よ
る

京
浜
工
業
地
帯
の
形
成
、
鉄
道
敷
設
工
事
、
相
模
湖

ダ
ム
建
設
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
た
り
し
た
。
話
の
中

国際交流課職員などで構成する自治総合研究センター研究チームが、
神奈川県内の在日韓国・朝鮮人に聴き取りした報告書が書籍化。
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か
ら
、
工
事
の
事
故
な
ど
の
犠
牲
に
な
っ
た
人
が
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

「
神
奈
川
の
礎

い
し
ず
え

を
築
く
た
め
に
、
多
く
の
朝
鮮
半
島
出
身
の
人
た
ち
の
汗
と
血
が
流
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
ご
苦
労
の

上
に
わ
れ
わ
れ
は
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
在
日
１
世
の
方
に
も
た
く
さ
ん
お
話
を
聞
い
て
、
家
系
の

記
録
で
あ
る
族チ

ョ
ッ

譜ポ

を
大
切
に
し
て
お
ら
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
話
を
聞
き
、
暮
ら
し
に
つ
い
て
振
り
か
え
っ
て
も

ら
う
に
つ
れ
、彼
ら
が
ど
う
す
れ
ば
暮
ら
し
や
す
く
な
る
の
か
、就
職
差
別
を
な
く
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、県

の
条
例
で
何
と
か
で
き
な
い
の
か
、
な
ど
何
か
ら
手
を
つ
け
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
ぐ
ら
い
た
く
さ
ん
の
課
題
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
県
な
ど
行
政
の
責
任
と
し
て
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
レ
ポ
ー
ト
に
は
書
き

ま
し
た
」

　
そ
の
後
、
浅
沼
は
県
を
退
職
し
て
か
ら
、
２
０
０
７
年
に
統
合
し
た
か
な
が
わ
国
際
交
流
財
団
に
勤
め
て
い
る
。

　
同
財
団
の
事
業
は
、「
多
文
化
共
生
の
地
域
社
会
づ
く
り
」、「
県
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
国
際

活
動
の
促
進
」、「
国
際
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
」、
そ
し
て
「
学
術
・
文
化
交
流
の
促
進
」
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
展
開

さ
れ
て
い
る
が
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
は
４
つ
目
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
浅
沼
は
言
う
。

「
今
の
仕
事
に
は
、
入
庁
間
も
な
く
携
わ
っ
た
『
国
際
化
に
対
応
し
た
地
域
社
会
の
あ
り
方
』
を
考
え
る
仕
事
を
通
し

て
在
日
の
人
た
ち
に
出
会
っ
た
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
く
に
海
外
か
ら
来
た
多
様
な
文
化
を

持
つ
人
た
ち
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
共
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
美
術

館
や
ア
ー
ト
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か
を
、
今
後
も
考
え
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」�

�

（
文
中
敬
称
略
）
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（公財）かながわ国際交流財団

福原義春は『ミュージア
ム・パワー』の中で、競争
が激化する世界において、
「国力も文化の蓄積なくし
ては存在しない」と指摘。
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関
野
貞
の
朝
鮮
時
代
絵
画
研
究
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
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九
州
産
業
大
学
芸
術
学
部

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
学
科
教
授

文
＝
千
葉 

望

も
と
も
と
も
研
究
対
象
は
日
本
の
水
墨
画
だ
っ
た
。

し
か
し
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
、日
本
統
治
下
に
行
わ
れ
た

朝
鮮
時
代
絵
画
の
研
究
カ
ー
ド
の
山
に
出
合
う
。

高
名
な
建
築
史
家
だ
っ
た
関
野
貞
。

彼
は
朝
鮮
総
督
府
の
依
頼
に
よ
っ
て
、朝
鮮
総
督
府
博
物
館
、

李
王
家
博
物
館
、さ
ら
に
は
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
が
所
蔵
し
て
い
た

朝
鮮
時
代
絵
画
の
名
品
を
整
理
・
分
類
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

渡
邊
は
関
野
を
追
っ
て
韓
国
に
も
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。

写
真
＝
菊
地
健
志
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九
州
産
業
大
学
教
授
の
渡わ

た
邊な

べ

雄ゆ
う

二じ

を
訪
ね
た
日
、
彼
が
開
い
て
見
せ
て
く
れ
た
の
は
立
派
な
美
術
書
『
朝
鮮
古
蹟
図

譜
』
だ
っ
た
。
そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
見
慣
れ
た
山
水
画
や
花
鳥
画
。
し
か
し
、
よ
く
見
る
と
な
ん
と
な
く
、
中
国
や
日

本
の
も
の
と
は
趣
が
違
う
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
目
に
し
て
こ
な
か
っ
た
朝
鮮
時
代
絵
画
の
世
界
が
、
目
の
前
に
開
け
て

い
た
。

　
私
が
目
に
し
て
き
た
韓
国
美
術
は
、
茶
道
を
や
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
主
に
李
朝
白
磁
や
高
麗
青
磁
な
ど
の
陶

磁
器
で
あ
る
。
私
に
限
ら
ず
大
方
の
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
朝
鮮
美
術
の
中
で
親
し
ん
だ
分
野
と
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い

分
野
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
古
代
史
が
好
き
な
ら
、
日
本
に
渡
来
し
た
新し

ら
羅ぎ

や
百く

だ
済ら

の
金
の
装
飾
品
や
、
鏡
や

銅ど
う

鐸た
く
な
ど
の
青
銅
器
類
。
仏
教
研
究
者
な
ら
経
本
や
仏
像
。
茶
人
で
あ
れ
ば
李
朝
や
高
麗
の
茶
碗
や
菓
子
器
、
酒
器
。

書
が
好
き
な
人
な
ら
水す

い
滴て

き
な
ど
の
文
具
。
安
定
し
た
人
気
を
保
つ
李
朝
の
家
具
。
近
世
の
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
民
画
を

愛
す
る
人
も
い
る
。
最
近
で
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
大
事
に
さ
れ
て
い
な
が
ら
忘
れ
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
高
麗
仏
画
の
展

覧
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
新
た
に
光
が
当
て
ら
れ
た
分
野
も
あ
る
。

　
そ
の
中
で
注
目
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
の
が
、
文
人
に
よ
る
山
水
画
や
花
鳥
画
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
江
戸

時
代
に
は
日
本
人
が
朝
鮮
の
絵
画
に
強
い
関
心
を
持
ち
、日
本
に
渡
っ
て
き
た
作
品
を
取
り
上
げ
た
『
古
画
備
考
』「
高

麗
朝
鮮
書
画
伝
並
印
譜
」
な
ど
書
画
家
伝
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
現
代
で
は
強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え

ま
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
朝
鮮
半
島
が
日
本
の
統
治
下
に
あ
っ
た
時
代
、
熱
心
に
こ
れ
ら
の
絵
画
を
研
究
し
た
人
物
が
い
た
。
建

築
史
家
と
し
て
知
ら
れ
る
関せ

き

野の

貞た
だ
し

で
あ
る
。
関
野
は
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
生
ま
れ
。
辰
野
金
吾
の
指
揮
下
で
日
本

銀
行
本
店
の
建
築
に
参
加
し
、
の
ち
に
日
本
の
古
い
寺
社
建
築
の
調
査
に
当
た
っ
た
。
そ
の
後
朝
鮮
総
督
府
の
依
頼
を

受
け
、
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
で
建
築
や
古
墳
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
美
術
品
の
調
査
に
携
わ
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
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わたなべ・ゆうじ◎1956年生まれ。東京大学文学部美術史学科卒。
テレビ局を経て福岡市博物館学芸員、福岡市美術館学芸員として勤
務後、2012年に九州産業大学芸術学部教授に就任。現在は同大図
書館館長も務める。
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れ
て
こ
な
か
っ
た
。
実
は
、
関
野
は
朝
鮮
総
督
府
が
発
行
し
た
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』（
大
正
４
年
か
ら
刊
行
が
始
ま
り
、

全
15
巻
）
の
調
査
と
編
集
に
携
わ
り
、
絵
画
の
調
査
も
手
が
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
第
14
巻
に
ま
と
め
ら

れ
て
お
り
、
私
が
渡
邊
か
ら
見
せ
て
も
ら
っ
た
の
は
昭
和
40
年
代
の
復
刻
版
で
あ
る
。
復
刻
版
の
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』

は
重
要
な
資
料
と
し
て
大
学
や
研
究
機
関
が
購
入
し
た
が
、
現
在
で
も
古
書
店
で
は
高
く
取
引
さ
れ
て
い
る
。

「
大
型
の
図
版
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い
て
、
朝
鮮
総
督
府
と
し
て
は
相
当
力
を
入
れ
て
作
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
ね
」

朝
鮮
時
代
絵
画
の
調
査
記
録
を
ほ
ぼ
一
人
で
担
っ
た
関
野
貞

　
渡
邊
が
関
野
の
仕
事
を
知
っ
た
の
は
ま
っ
た
く
の
偶
然
だ
っ
た
。
Ｆ
Ｂ
Ｓ
福
岡
放
送
か
ら
福
岡
市
博
物
館
と
福
岡
市

美
術
館
で
学
芸
員
を
務
め
、
学
芸
課
長
を
最
後
に
２
０
１
２
年
九
州
産
業
大
学
へ
。
学
芸
員
時
代
に
は
日
本
の
水
墨
画

を
中
心
に
研
究
を
続
け
て
き
た
。
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
す
る
際
、
韓
国
と
日
本
の
水
墨
画
や
文
人
的
絵
画
活
動

を
比
較
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
い
立
ち
、『
古
画
備
考
』
の
「
高
麗
朝
鮮
書
画
伝
並
印
譜
」
の
内
容
を
細
か
く
分
析
す

る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

「
こ
の
調
査
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
東
京
文
化
財
研
究
所
か
ら
所
蔵
し
て
い
る
韓
国
絵
画
写
真
カ
ー
ド
の
ほ
か
に
、

関
野
貞
先
生
の
調
査
カ
ー
ド
が
あ
る
と
教
え
て
い
た
だ
き
、
ど
ち
ら
も
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
者
が
調
査
し
て
こ
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
、
私
自
身
は
門
外
漢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
で
調
査
し
て
み
よ
う
と
考
え
た

の
で
す
」

　
カ
ー
ド
は
研
究
所
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
収
め
ら
れ
、
誰
か
が
き
ち
ん
と
調
べ
た
形
跡
が
な
か
っ
た
。
カ
ー
ド
が
作
ら
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『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
を
開
い
て
高
麗
・
朝
鮮
時
代
絵
画
の
特
徴
を
語
る
渡
邊
。

関
野
貞
の
活
動
が
な
け
れ
ば
日
本
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
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れ
て
以
降
、
第
二
次
世
界
大
戦
も
終
わ
っ
た
が
、
日
本
は
隣
国
の
近
世
美
術
に
ふ
っ
つ
り
と
関
心
を
失
っ
た
か
、
こ
れ

ら
の
カ
ー
ド
を
誰
も
研
究
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
お
そ
ら
く
関
野
が
作
成
し
て
、そ
の
没（
１
９
３
６
年
）後
、

80
年
ほ
ど
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
人
と
共
同
で
調
査
を
し
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
開
け
て
み
れ
ば
そ
れ
ら
の
カ
ー

ド
は
ほ
と
ん
ど
関
野
先
生
が
一
人
で
お
や
り
に
な
っ
た
よ
う
で
す
よ
。
先
生
の
本
業
は
建
築
や
古
墳
の
調
査
で
す
か
ら
、

美
術
は
い
わ
ば
副
業
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
す
ご
い
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
」

　
渡
邊
は
カ
ー
ド
を
調
べ
な
が
ら
、『
関
野
貞
日
記
』
の
該
当
す
る
箇
所
も
参
照
し
た
。
日
記
に
は
美
術
品
を
見
て
回
っ

た
箇
所
が
メ
モ
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
渡
邊
が
同
じ
研
究
者
と
し
て
見
た
関
野
の
活
動
は
「
と
て
つ
も
な
い
」
と
驚

く
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
だ
っ
た
。

　
関
野
は
カ
メ
ラ
マ
ン
と
と
も
に
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
（
１
９
１
５
年
設
立
）
や
李
王
家
博
物
館
（
昌チ

ャ
ン

慶ギ
ョ
ン

宮グ
ン

内
帝
室
博

物
館
と
し
て
１
９
０
８
年
に
設
立
。
１
９
３
８
年
に
「
李
王
家
美
術
館
」
を
徳ト

ク
寿ス

宮グ
ン

新
館
へ
移
転
開
設
し
て
、
多
く
の

資
料
は
そ
ち
ら
へ
移
管
し
た
）
を
は
じ
め
、
個
人
の
所
蔵
家
も
訪
ね
て
、
１
日
に
何
カ
所
も
朝
鮮
の
絵
画
を
見
て
歩
き
、

撮
影
し
た
写
真
を
貼
っ
た
Ｂ
６
判
の
カ
ー
ド
に
、・
作
品
の
所
蔵
・
銘
文
・
調
査
期
日
を
鉛
筆
で
書
き
込
ん
で
い
る
。

そ
の
カ
ー
ド
は
１
６
０
枚
に
及
ぶ
。

「
朝
鮮
時
代
の
絵
画
に
つ
い
て
は
当
時
多
く
の
点
数
を
所
蔵
し
た
李
王
家
博
物
館
、
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
調
査
を
は

じ
め
と
し
て
、
１
９
３
０
年
10
月
か
ら
さ
ら
に
積
極
的
に
調
査
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
年
10
月
17
日
か

ら
東
亜
日
報
社
で
『
古
書
画
珍
蔵
品
展
』
を
見
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
」

　
日
本
の
水
墨
画
は
、
中
国
に
渡
っ
て
水
墨
画
を
学
ん
だ
雪せ

っ

舟し
ゅ
う

を
は
じ
め
、
禅
僧
が
成
立
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
。
絵

を
描
く
こ
と
が
そ
の
ま
ま
禅
の
修
行
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
し
、
禅
僧
が
東
ア
ジ
ア
の
文
人
文
化
の
担
い
手
で
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東京文化財研究所に所蔵
される朝鮮時代絵画関係
写真カード

（調査資料カード１、２
と写真カード３、４）
この作品を調査した関野
貞自筆の調書カード５

（写真提供　渡邊雄二）
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大学の研究室にて。展覧会
のチラシの多さが美術史研
究者らしい。図書館長も務
め、業務は多忙を極める。
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あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
だ
が
お
隣
の
朝
鮮
王
朝
で
は
、
僧
侶
で
は
な
く
文ぶ

ん
人じ

ん

士し

大た
い

夫ふ

が
中
心
と
な
っ
て
き
た
と
い

う
違
い
が
あ
る
。

　
儒
教
文
化
が
日
本
よ
り
も
は
る
か
に
強
く
根
づ
い
た
朝
鮮
で
は
、
両ヤ

ン
班バ

ン
を
中
心
に
「
士サ

大デ

夫ブ

」
で
あ
る
こ
と
が
非
常

に
重
視
さ
れ
て
き
た
。
詩
を
読
み
、
書
を
よ
く
し
、
絵
を
描
く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
養
人
が
尊
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

　
無
論
、
中
国
同
様
、
宮
廷
画
家
（
画
員
）
や
仏
画
師
が
朝
廷
の
た
め
に
絵
を
描
く
制
度
が
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
あ
く

ま
で
職
人
と
し
て
の
地
位
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
朝
鮮
の
水
墨
画
の
多
く
は
あ
く
ま
で
も
文
人
士
大
夫
の
『
趣
味
』
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
す
。
そ
も
そ
も
画
家
の

社
会
的
地
位
が
非
常
に
低
く
、
彼
ら
と
同
様
に
描
く
こ
と
は
退
け
ら
れ
ま
し
た
。
士
大
夫
た
る
も
の
、
絵
の
よ
う
な
も

の
に
血
道
を
あ
げ
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
、
あ
ま
り
上
手
に
描
い
て
は
い
け
な
か
っ
た
の
で
す
。
人
格
が
に
じ
み
出
て

い
れ
ば
よ
い
。
技
芸
に
没
頭
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
バ
カ
に
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
絵
の
描
け
る
士
大
夫
で
あ
れ
、
し
か
し
あ
ま
り
う
ま
く
描
く
な
。
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
が
文
化
の
違
い

な
の
だ
ろ
う
。
日
本
の
狩
野
派
の
よ
う
に
流
派
の
型
が
あ
っ
て
、
そ
の
方
向
性
の
中
で
自
分
の
画
業
を
極
め
て
い
く
道

と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
が
お
も
し
ろ
い
こ
と
で
あ
る
。

　
日
本
は
朝
鮮
半
島
を
統
治
下
に
置
き
、
朝
鮮
総
督
府
を
置
い
た
。
１
９
１
５
年
、
始
政
五
年
記
念
朝
鮮
物
産
共
進
会

と
い
う
博
覧
会
会
場
の
美
術
館
を
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
と
し
て
開
設
し
た
。
そ
こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
、
考
古
資
料
、
美
術

品
を
集
め
た
。
こ
の
ほ
か
李
王
（
李
朝
第
27
代
の
王
・
純ス

ン
ジ
ョ
ン宗
）
の
退
位
を
機
に
移
設
さ
れ
た
李
王
家
博
物
館
（
現
・

国
立
古
宮
博
物
館
）
も
あ
っ
た
。

「
お
そ
ら
く
当
時
は
日
本
と
同
じ
で
西
洋
美
術
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
伝
統
的
な
作
品
は
顧
み
ら
れ
な
い
時
期
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
ら
、
絵
画
資
料
に
つ
い
て
は
当
初
は
収
集
し
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
見
て
も
、
い
い
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も
の
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
」

　
渡
邊
が
解
説
を
し
な
が
ら
見
せ
て
く
れ
た
絵
は
、
型
が
あ
る
よ
う
で
い
て
、
ど
こ
か
の
び
や
か
な
個
性
が
見
て
取
れ

る
も
の
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
腕
が
あ
り
な
が
ら
、「
あ
ま
り
う
ま
く
描
い
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
枷か

せ
が
は
め

ら
れ
る
の
は
ど
う
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
ろ
う
か
。
苦
し
い
の
か
、
そ
れ
と
も
す
ぐ
に
は
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
に

技
術
の
冴さ

え
を
見
せ
る
こ
と
に
喜
び
を
見
出
し
た
の
か
。

　
特
徴
的
な
の
は
、
あ
ま
り
女
性
が
登
場
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
山
水
画
や
花
鳥
画
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
々
の
生

活
を
描
い
た
絵
の
中
に
も
め
っ
た
に
女
性
の
姿
は
な
い
。
こ
れ
も
儒
教
の
影
響
だ
と
い
う
。
日
本
の
浮
世
絵
の
よ
う
に

女
性
の
風
俗
が
い
き
い
き
と
描
か
れ
た
も
の
は
好
ま
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
た
ま
に
描
か
れ
る
と
し
て
も
多
く
は
働
い

て
い
る
場
面
で
あ
る
が
、
よ
く
見
れ
ば
画
家
の
高
い
技
量
や
個
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
「
春
画
」
の
よ
う
な
も
の
は
ご
法
度
で
、
版
木
で
た
く
さ
ん
刷
ら
れ
て
広
く
流
布
し
た
日
本
と
は
文
化
の

成
り
立
ち
自
体
が
違
う
と
い
う
気
が
す
る
。

「
そ
れ
で
も
、
こ
っ
そ
り
描
く
人
は
い
た
ん
で
す
よ
。
妓キ

ー
生セ

ン
を
描
い
て
画
員
を
ク
ビ
に
な
っ
た
申シ

ン
潤ユ

ン

福ボ
ク
や
金キ

ム
弘ホ

ン
ド道
（
役

人
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
両
班
を
批
判
し
た
内
容
の
春
画
集
『
雲
雨
図
帖
』
が
あ
る
）
の
よ
う
に
、
風
俗
画
で
知
ら

れ
る
画
家
も
い
ま
し
た
。
彼
の
絵
は
民
衆
の
暮
ら
し
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
有
名
で
す
」

近
代
に
お
け
る
朝
鮮
時
代
絵
画
理
解
の
研
究
は
ま
だ
こ
れ
か
ら

　
関
野
は
、１
９
３
１
年
に
東
京
府
美
術
館
に
お
い
て
大
規
模
に
開
催
さ
れ
た「
朝
鮮
名
画
展
覧
会
」に
も
深
く
関
わ
っ

て
い
た
。
日
記
に
も
そ
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
送
ら
れ
て
き
た
絵
画
の
荷
解
き
か
ら
陳
列
作
業
、
関
係
す
る
講
演
会
、
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さ
ら
に
は
李
王
と
王
妃
の
来
館
に
作
品
の
説
明
ま
で
行
っ
た
。
忙
し
い
日
程
を
や
り
く
り
し
て
、
朝
鮮
か
ら
や
っ
て
き

た
個
人
の
収
蔵
家
を
連
れ
て
東
京
案
内
ま
で
し
て
い
る
。
関
野
の
調
査
活
動
は
個
人
と
の
人
間
関
係
に
も
支
え
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
渡
邊
は
関
野
の
カ
ー
ド
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
近
代
、
と
く
に
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
お
け
る
朝
鮮
時
代
絵
画
の
収
集
や

展
示
を
調
べ
始
め
た
。
助
成
金
を
得
て
、
東
京
出
張
４
回
（
東
京
文
化
財
研
究
所
・
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
・
東

京
国
立
博
物
館
な
ど
）、
韓
国
出
張
３
回
（
国
立
中
央
博
物
館
・
国
立
王
宮
博
物
館
・
東
国
大
学
校
・
国
立
晋
州
博
物

館
な
ど
）
へ
の
調
査
旅
行
を
行
っ
た
。
韓
国
へ
行
か
な
け
れ
ば
手
に
入
り
に
く
い
図
録
な
ど
の
資
料
も
入
手
で
き
た
。

そ
の
成
果
は
『
九
州
産
業
大
学
芸
術
学
部
研
究
報
告
書
』（
２
０
１
６
年
３
月
発
行
）
に
論
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
リ

ポ
ジ
ト
リ
ー
に
よ
っ
て
、
ネ
ッ
ト
で
容
易
に
閲
覧
で
き
る
。

　
渡
邊
の
研
究
は
日
韓
併
合
と
日
本
の
敗
戦
、
朝
鮮
半
島
の
二
国
の
独
立
と
い
う
激
動
の
中
で
、
日
本
が
一
体
ど
の
よ

う
な
文
化
活
動
を
行
っ
た
か
、
そ
し
て
、
何
が
埋
も
れ
て
い
っ
た
の
か
考
え
る
契
機
と
も
な
っ
て
い
る
。
戦
後
独
立
を

果
た
し
た
韓
国
で
は
、
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
は
も
と
よ
り
、
李
王
家
博
物
館
に
あ
っ
た
収
蔵
品
を
国
立
中
央
博
物
館
へ

移
し
、
建
物
は
解
体
し
て
し
ま
っ
た
。「
博
物
館
施
設
ま
で
そ
う
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
？
」
と
思
う
が
、
渡
邊
は
、

「
日
本
に
併
合
さ
れ
、
李
王
家
が
日
本
の
一
華
族
と
い
う
立
場
に
置
か
れ
た
時
代
の
こ
と
は
韓
国
に
と
っ
て
『
負
の
歴

史
』
で
あ
り
、
で
き
れ
ば
思
い
出
し
た
く
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
韓
国
の
文
化
財
局
は
丁
寧
に
解
体
の
記
録

を
残
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
ほ
か
の
事
象
と
同
様
、
記
憶
を
た
ど
る
作
業
を
し
な
い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
う
」

　
と
い
う
。
日
本
の
中
で
朝
鮮
時
代
の
絵
画
に
対
す
る
関
心
が
な
か
な
か
芽
生
え
な
か
っ
た
の
も
、
ど
こ
か
に
我
が
国

の
複
雑
な
感
情
を
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。
関
野
の
カ
ー
ド
に
つ
い
て
も
韓
国
の
研
究
者
や
留
学
生
に

話
を
し
て
み
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
関
心
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
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長く学芸員を務め現在では研究者となった渡邊は、隣国である 
朝鮮半島の文化や伝統に対する強い敬愛の念を抱いているという。
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隣
国
の
文
化
を
知
る
と
い
う
の
は
絶
対
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
古
代
か
ら
文
物
や
人
の
交
流
が
あ
り
、
お
互
い
に

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
が
、
と
き
に
ぶ
つ
か
り
あ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
ち
か
ら
と
し
て
、

互
い
の
文
化
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
と
渡
邊
は
考
え
る
。

　
陶
磁
器
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
高
い
評
価
を
得
て
、
茶
道
の
な
か
で
は
最
高
の
茶
碗
と
も
扱
わ
れ
る
高
麗
茶
碗
を
韓

国
の
陶
磁
研
究
者
は
研
究
の
対
象
と
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
次
第
に
克
服
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

若
い
研
究
者
た
ち
は
屈
託
が
な
い
。
ソ
ウ
ル
で
の
知
り
合
い
が
増
え
る
に
つ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
見
え
て
き
た
。

「
若
い
人
の
中
に
は
日
本
美
術
に
関
心
を
持
つ
人
も
増
え
て
い
て
、
勉
強
し
た
が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
統
治
下
の
時
代

も
『
時
効
』
で
は
な
い
の
で
す
が
、
研
究
の
上
で
は
そ
れ
よ
り
も
こ
れ
ま
で
避
け
て
き
た
空
白
を
事
実
と
し
て
埋
め
て

い
こ
う
と
す
る
前
向
き
な
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
。
新
た
に
確
認
さ
れ
る
研
究
資
料
も
た
く
さ
ん
出
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
し
、
日
本
の
研
究
者
も
共
に
研
究
す
る
段
階
に
来
て
い
ま
す
」

　
互
い
に
顔
を
合
わ
せ
て
研
究
を
深
め
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
渡
邊
が
語
る
と
お
り
皮
膚
感
覚
で
相
手
の
空
気
を
知

る
こ
と
に
も
あ
る
。
関
野
貞
が
残
し
た
成
果
は
、
ま
だ
発
掘
し
き
れ
な
い
豊
か
さ
を
隠
し
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
だ
。

�

（
文
中
敬
称
略
）
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九州産業大学の同僚で陶芸
家の梶原茂正教授と。陶芸
の盛んな九州にある大学ら
しく、キャンパスには本物
の柿右衛門窯を正確に写し
た登り窯があった。
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平
郡
達
哉

島
根
大
学
法
文
学
部
人
文
社
会
科
学
研
究
科
准
教
授

文
＝
高
瀬 

毅

朝
鮮
半
島
の
考
古
学
資
料
に「
磨
製
石
剣
」が
あ
る
。

お
よ
そ
３
０
０
０
年
前
の
青
銅
器
時
代
、

各
地
に
展
開
し
た
集
落
の
リ
ー
ダ
ー
の
大
き
な

石
の
墓
か
ら
副
葬
品
と
し
て
出
土
す
る
も
の
だ
。

平
郡
達
哉
の
研
究
は
、そ
の
詳
細
な
調
査
と

型
式
を
分
類
し
た
編
年
の
作
成
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、南
北
共
通
の

文
化
圏
の
存
在
。当
時
を
生
き
た
人
々
の

交
易
の
軌
跡
が
、古
代
史
に
新
た
な
光
を
あ
て
る
。

写
真
＝
菊
地
健
志
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平郡達哉
朝
鮮
半
島
出
土
の「
磨
製
石
剣
」か
ら

青
銅
器
時
代
の
文
化
を
明
ら
か
に
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豪
族
の
墓
か
ら
出
土
す
る
権
威
の
象
徴

　
朝
鮮
半
島
に
は
、
青
銅
器
時
代
と
い
う
時
代
区
分
が
あ
る
。
今
か
ら
３
３
０
０
年
か
ら
２
５
０
０
年
く
ら
い
前
だ
。

日
本
で
は
縄
文
時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
弥
生
時
代
に
当
た
る
。
国
家
や
王
朝
が
ま
だ
成
立
し
て
お
ら
ず
、
朝
鮮
半
島
の

各
地
に
農
耕
社
会
が
成
立
・
展
開
し
社
会
が
複
雑
化
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
時
代
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
の
が
「
磨ま

製せ
い

石せ
っ

剣け
ん

」
と
い
わ
れ
る
考
古
学
の
資
料
で
あ
る
。
島
根
大
学
法

文
学
部
准
教
授
、
平ひ

ら

郡ご
お
り

達た
つ

哉や

は
、
磨
製
石
剣
を
研
究
す
る
数
少
な
い
考
古
学
者
の
一
人
で
あ
る
。

　
磨
製
石
剣
と
は
石
を
磨
い
て
作
っ
た
短
剣
だ
。
だ
が
剣
の
形
を
し
て
い
る
も
の
の
刀
で
は
な
い
。
武
器
と
し
て
用
い

ら
れ
た
と
い
う
よ
り
、ほ
と
ん
ど
が
支し

石せ
き

墓ぼ

と
い
う
墓
の
副
葬
品
と
し
て
作
製
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。あ
る
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
が
死
ん
で
墓
に
葬
ら
れ
る
。
そ
の
時
に
遺
体
と
と
も
に
入
れ
る
の
が
副
葬
品
だ
。
長
さ
は
10
数
セ
ン
チ
か
ら
30
数

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
も
の
が
多
い
が
、
中
に
は
そ
の
倍
以
上
の
長
さ
の
石
剣
も
あ
る
。　

「
こ
れ
が
韓
国
で
一
番
大
き
い
磨
製
石
剣
で
す
」

　
そ
う
言
っ
て
見
せ
て
く
れ
た
の
は
、
長
さ
70
セ
ン
チ
近
く
あ
る
磨
製
石
剣
の
資
料
だ
。

「
剣
と
し
て
は
使
え
な
い
ん
で
す
よ
。
薄
く
て
ペ
ラ
ペ
ラ
で
す
。
で
も
石
な
の
で
重
た
す
ぎ
る
ん
で
す
」

　
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
必
要
だ
っ
た
の
か
。
平
郡
は
こ
う
説
明
す
る
。

「
リ
ー
ダ
ー
は
、
集
落
内
や
集
落
間
の
葛か

っ
藤と

う
の
仲
裁
も
し
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
武
器

と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
武
威
の
象
徴
と
し
て
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
す
の
で
、
最
初
か
ら
墓
に

副
葬
す
る
た
め
に
作
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
剣
を
持
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
何
か
権
威
の
象
徴
だ
っ
た
の
で
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平郡達哉

ひらごおり・たつや◎1976年生まれ。島根大学法文学部准教授。
99年花園大学文学部卒。2001年滋賀県立大学人間文化学部地域文
化学科修士課程修了。04年木浦大学校考古人類学科修士課程修了
後、釜山大学校考古学博士課程。13年より現職。『墳墓資料からみ
た青銅器時代社会』（著書）や磨製石剣、墓制の論文多数。
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は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
」

　
平
郡
は
、
墓
の
中
か
ら
見
つ
か
る
磨
製
石
剣
は
、
お
そ
ら
く
生
前
の
故
人
の
持
ち
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
み
る
。
朝

鮮
半
島
で
は
基
本
的
に
は
一
つ
の
墓
に
は
１
人
し
か
埋
葬
さ
れ
な
い
か
ら
だ
。
そ
こ
に
副
葬
さ
れ
て
い
る
磨
製
石
剣
は

原
則
１
点
だ
け
。
２
点
と
い
う
こ
と
も
例
外
的
に
は
あ
る
が
、
出
来
の
い
い
石
剣
は
一
つ
で
、
も
う
１
点
は
作
り
か
け

だ
っ
た
り
す
る
ら
し
い
。
た
だ
時
代
が
下
れ
ば
、
一
つ
の
墓
に
何
本
か
の
鉄
剣
を
入
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
く
る
。

そ
の
前
段
階
の
剣
が
磨
製
石
剣
だ
。
剣
は
腰
に
差
す
も
の
な
の
で
、
副
葬
品
の
位
置
も
、
死
者
の
体
の
腰
の
横
あ
た
り

に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
石
剣
は
大
き
く
分
け
て
２
種
類
あ
る
。
一
つ
は
木
製
の
柄
の
つ
い
た
「
有ゆ

う

茎け
い

式し
き
」。
も
う
一
つ
は
、
剣
身
と
柄
を
同

時
に
表
現
し
た
「
有ゆ

う
柄へ

い

式し
き

」
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
主
に
出
土
す
る
場
所
は
、
日
本
の

弥
生
文
化
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
と
さ
れ
る
朝
鮮
半
島
南
東
部
＝
嶺ヨ

ン

南ナ
ム

地
域
が
多
い
。
い
ま
の
韓
国
・
慶キ

ョ
ン

尚サ
ン

北プ
ク

道ド

か
ら
南ナ

ム
道ド

に
あ
た
る
一
帯
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
の
は
約
７
０
０
点
。
考
古
学
研
究
の
基
礎
的
作
業
で
あ
る
資
料
の
集
成
は
未
だ
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
だ
と
い
う
。
研
究
の
歴
史
が
新
し
く
、
朝
鮮
考
古
学
の
大
家
・
有あ

り

光み
つ

教き
ょ
う

一い
ち

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ

る
１
９
５
９
年
か
ら
の
研
究
が
本
格
的
な
研
究
の
始
ま
り
だ
。
そ
の
後
、
日
韓
両
国
の
研
究
者
に
よ
る
型
式
分
類
や
編

年
の
大
枠
が
作
ら
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
平
郡
は
、
資
料
の
集
成
作
業
と
、
そ
れ
を
通
し
て
磨
製
石

剣
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
１
３
年
に
、（
公
財
）
韓
昌
祐
・
哲
文
化
財
団
の
助
成
金
を
申
請
し
た
。

　
資
料
を
集
め
る
と
い
っ
て
も
、
現
物
を
収
集
・
保
存
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
主
に
韓
国
各
地
の
磨
製
石
剣
所

蔵
機
関
を
訪
ね
る
と
い
う
方
法
に
な
る
。
財
団
の
助
成
金
で
訪
ね
た
の
は
、
京キ

ョ
ン

畿ギ

道ド

・
ソ
ウ
ル
、
江カ

ン

原ウ
ォ
ン

道ド

、
忠チ

ュ
ン

清チ
ョ
ン

北プ
ク

道ド

・
南ナ

ム
道ド

、
さ
ら
に
全チ

ョ
ル

羅ラ

北プ
ク

道ド

・
南
道
、
慶
尚
北
道
・
南
道
の
各
地
域
の
大
学
の
博
物
館
な
ど
の
機
関
で
あ
る
。
実
地
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北朝鮮が発行している専門誌
『朝鮮考古研究』。石剣の写真
もある。北朝鮮は調査ができな
いため、こうした資料は貴重だ。

磨製石剣の図面。各地の博物館
などの報告書から引用し、形と
してわかるように石剣の図面を
集めた資料を作成している。
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「権力が確定した王権の時代
の政治よりも、交易などもっ
と人々が自由に往来していた
時代に惹かれるんですね」
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の
調
査
に
あ
た
り
、
釜プ

山サ
ン

大
学
校
博
物
館
（
釜
山
広
域
市
）
で
発
掘
調
査
報
告
書
や
文
献
を
調
べ
た
。
そ
こ
に
は
ど
の

機
関
が
、
ど
の
よ
う
な
磨
製
石
剣
を
発
掘
し
た
と
い
う
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
メ
ー
ル
な
ど
で

所
蔵
機
関
に
問
い
合
わ
せ
、
足
を
運
ん
で
調
査
し
た
。
財
団
の
助
成
金
に
よ
る
調
査
の
前
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
発
掘
さ

れ
た
現
物
の
資
料
を
見
て
、
デ
ー
タ
を
集
積
、
出
土
一
覧
表
と
し
て
作
成
、
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
て
い
た
が
、
今
回
の

調
査
で
わ
か
っ
た
デ
ー
タ
も
新
た
に
付
加
し
た
。
新
し
い
資
料
が
出
て
き
た
ら
、
そ
の
つ
ど
ア
ッ
プ
・
ト
ゥ
ー
・
デ
ー

ト
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
一
覧
表
に
は
、
遺
跡
所
在
地
、
遺
跡
名
、
遺
構
番
号
、
磨
製
石
剣
型
式
、
副
葬
の
位
置
、
全
長
と
剣
身
の
長
さ
、
柄

（
茎
部
）
の
長
さ
、
剣
身
と
柄
の
長
さ
の
比
率
な
ど
の
項
目
が
あ
り
、
出
土
番
号
順
に
細
か
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
図

面
も
入
手
し
、
得
ら
れ
た
図
面
を
デ
ジ
タ
ル
ト
レ
ー
ス
し
て
統
一
感
の
あ
る
図
面
を
作
成
。
こ
れ
ら
を
基
に
、
磨
製
石

剣
の
型
式
分
類
の
全
国
的
な
編
年
を
作
る
の
だ
。
そ
れ
を
根
拠
に
、
地
域
別
・
時
間
別
の
副
葬
風
習
の
特
徴
や
、
磨
製

石
剣
の
社
会
的
意
義
、
朝
鮮
半
島
の
青
銅
器
時
代
の
文
化
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
考
え
だ
。
ま
だ
比
較
的
新
し
い
研

究
分
野
だ
け
に
、
集
積
デ
ー
タ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
学
問
の
基
礎
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
磨
製
石
剣
が
納
め
て
あ
る
墓
は
、
ド
ル
メ
ン
と
い
う
巨
大
支
石
墓
で
あ
る
。

　
奈な

良ら

県け
ん

明あ

日す

香か

村む
ら

に
あ
る
蘇そ

我が
の

馬う
ま

子こ

の
墓
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
「
石
舞
台
古
墳
」
の
よ
う
な
、
巨
石
が
支
石
の
上

に
載
っ
て
い
る
形
の
も
の
だ
。
そ
れ
は
、
北
朝
鮮
の
支
石
墓
な
の
だ
が
、
そ
う
い
う
墓
は
誰
で
も
造
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
れ
な
り
の
力
や
地
位
を
持
っ
て
い
た
者
の
墓
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。
墓
の
副
葬
品
と
し
て
磨
製
石
剣
が
入
っ

て
い
る
が
、
珍
し
い
と
こ
ろ
で
は
青
銅
の
剣
が
入
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
う
し
た
支
石
墓
は
約
３
万
基
ほ
ど
あ

る
。
こ
う
し
た
磨
製
石
剣
を
研
究
し
て
い
る
学
者
は
韓
国
考
古
学
の
世
界
で
も
少
な
く
、
５
、
６
人
ぐ
ら
い
だ
と
い
う
。

日
本
で
も
数
人
し
か
い
な
い
。
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モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
た
磨
製
石
剣
。
大
き
さ
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
石
剣

に
魅
せ
ら
れ
た
理
由
の
一
つ
は
、
そ
の
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
に
あ
る
と
い
う
。



122

　
平
郡
が
考
古
学
と
出
合
っ
た
の
は
京
都
の
花
園
大
学
文
学
部
で
の
こ
と
。
漠
然
と
弥
生
時
代
に
関
心
が
あ
り
、
考
古

学
研
究
室
に
入
っ
た
。
大
学
の
学
内
に
は
平
安
京
（
右
京
）
の
遺
跡
が
あ
り
、
陶
磁
器
の
破
片
も
出
て
く
る
よ
う
な
環

境
で
も
あ
っ
た
。
授
業
で
、
弥
生
期
の
近
畿
地
方
の
墓
で
、「
方ほ

う

形け
い

周し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

」
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ
の
起
源
が
朝
鮮

半
島
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
を
聞
き
、
墓
に
興
味
を
覚
え
た
。
朝
鮮
考
古
学
の
集
中
講
義
が
あ
る
と
い
う
の

で
聞
き
に
行
き
、
韓
国
へ
の
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。

　
１
９
９
７
年
、
夏
休
み
を
使
っ
て
韓
国
の
ソ
ウ
ル
と
扶プ

余ヨ

、
公コ

ン
州ジ

ュ
を
一
人
で
訪
ね
た
。
い
ず
れ
も
か
つ
て
の
百く

だ
ら済
の

都
の
あ
っ
た
所
で
あ
る
。
遺
跡
も
多
く
、
し
っ
か
り
し
た
博
物
館
も
あ
っ
た
。
そ
の
旅
行
で
体
験
し
た
韓
国
の
人
た
ち

の
親
切
さ
に
感
激
し
た
。
道
が
わ
か
ら
な
い
の
で
通
り
が
か
り
の
中
年
の
女
性
に
聞
い
た
ら
、
手
を
引
っ
張
っ
て
連
れ

て
い
っ
て
く
れ
た
。
遺
跡
も
日
本
で
は
出
合
え
な
い
も
の
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
韓
国
と
の
距
離
が
一
気

に
縮
ま
っ
た
。
滋
賀
県
立
大
学
大
学
院
に
進
み
、
人
間
文
化
学
部
地
域
文
化
学
科
修
士
課
程
を
卒
業
。
論
文
は
朝
鮮
半

島
の
支
石
墓
に
つ
い
て
だ
っ
た
。
支
石
墓
の
こ
と
を
も
っ
と
深
く
学
ぶ
た
め
、
専
門
の
教
授
の
い
る
韓
国
の
木モ

ッ
浦ポ

大
学

校
の
修
士
課
程
に
留
学
。
さ
ら
に
釜
山
大
学
大
学
院
の
博
士
課
程
へ
進
ん
だ
。
そ
こ
で
支
石
墓
の
こ
と
を
研
究
す
る
中

で
磨
製
石
剣
に
つ
い
て
書
い
た
。

「
最
初
韓
国
に
行
っ
た
と
き
に
は
、
言
葉
も
ろ
く
に
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
に
、
と
て
も
よ
く
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
韓

国
の
方
た
ち
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　
平
郡
は
、
研
究
者
に
な
る
大
き
な
基
礎
を
作
っ
て
く
れ
た
韓
国
留
学
時
代
を
そ
う
振
り
返
る
。

美
し
い
フ
ォ
ル
ム
が
秘
め
る
朝
鮮
半
島
の
文
化
と
歴
史
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と
こ
ろ
で
、
磨
製
石
剣
の
ど
こ
に
惹ひ

か
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
一
つ
は
モ
ノ
と
し
て
の
美
し
さ
で
す
。
左
右
対
称
で
す
ご
く
き
れ
い
で
す
ね
。
な
お
か
つ
縞
模
様
が
あ
る
。
穴
を
開

け
て
飾
り
を
つ
け
た
り
も
す
る
ん
で
す
。
中
国
に
あ
る
青
銅
剣
を
模も

倣ほ
う

し
た
り
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
完
全
に
真

似
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
や
技
術
で
作
っ
て
い
ま
す
」　

　
平
郡
が
見
せ
て
く
れ
た
、
あ
る
磨
製
石
剣
は
、
長
さ
66
セ
ン
チ
に
対
し
て
、
薄
さ
は
１
セ
ン
チ
も
な
い
。「
こ
の
技

術
は
す
ご
い
で
す
ね
」。

　
石
剣
を
作
る
石
は
、
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
と
い
わ
れ
る
比
較
的
硬
く
、
そ
の
加
工
に
は
技
術
を
要
す
る
石
が
多
く
、
風

化
し
て
灰か

い

白は
く

色し
ょ
く

を
呈て

い
す
る
。
た
だ
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
道
具
を
使
っ
て
、
ど
ん
な
方
法
で
製
造
し
た
の
か
詳
細
は
わ
か

ら
な
い
。
工
房
の
よ
う
な
も
の
も
、
い
ま
の
と
こ
ろ
確
実
な
も
の
は
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
。
痕
跡
が
見
つ
か
ら
な
い
の

は
、
小
規
模
か
個
人
レ
ベ
ル
で
作
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
、
こ
れ
ま
で
７
０
０
点
以
上
の
磨
製
石
剣
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
共
通
の
文
化
圏
が
存
在
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
と
い
う
。
一
つ
の
例
と
し
て
、
石
剣
の
外
側
の
線
を
ト
レ
ー
ス
す
る
と
、
ほ
ぼ

似
た
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
と
す
る
と
何
ら
か
の
設
計
図
が
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
設
計
図
を
共
有
し
、

似
た
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
埋
葬
の
仕
方
の
情
報
も
併
せ
て
、
朝
鮮
半

島
の
南
北
で
共
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
言
う
。

「
面
白
い
の
は
、
似
た
よ
う
な
も
の
が
何
百
キ
ロ
も
離
れ
た
遠
隔
地
に
出
た
り
す
る
ん
で
す
ね
。
お
そ
ら
く
、
古
い
時

代
か
ら
人
の
行
き
来
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
」

　
平
郡
は
、
山
口
県
立
山
口
博
物
館
（
山
口
市
）
に
あ
る
北
朝
鮮
の
平ピ

ョ
ン

壌ヤ
ン

周
辺
で
発
掘
さ
れ
た
磨
製
石
剣
の
資
料
を
見

せ
て
く
れ
た
。
非
常
に
珍
し
い
資
料
だ
が
、
石
剣
の
出
来
は
非
常
に
良
い
と
話
す
。
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考
古
学
実
習
室
で
学
生
に
土
器
の
寸
法
の
測
り
方
を
指
導
す
る
。
縁
の
厚
さ
や

深
さ
を
計
測
し
、
方
眼
紙
に
図
面
と
し
て
落
と
し
込
む
。
基
本
の
技
術
だ
。
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「
刃
を
き
れ
い
に
立
て
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
溝
が
彫
っ
て
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
血
溝
と
い
っ
て
、
剣
を
刺
し
て
抜

く
と
き
に
、
溝
か
ら
血
が
流
れ
て
剣
を
引
き
抜
き
や
す
い
か
ら
で
す
」

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
石
剣
は
実
用
で
は
な
く
、
青
銅
剣
を
模
し
た
副
葬
品
な
の
だ
が
、
リ
ア
ル
な
石
剣
だ
っ
た
。
北
朝

鮮
の
石
剣
が
山
口
県
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
は
、
戦
前
、
日
本
が
朝
鮮
を
植
民
地
に
し
て
い
た
時
代
に
収
集
し
た
か
ら

だ
。
当
時
、
日
本
が
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
に
置
い
た
朝
鮮
総
督
府
は
朝
鮮
支
配
の
た
め
に
歴
史
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
植

民
地
事
業
の
一
環
と
し
て
考
古
学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
民
俗
学
な
ど
も
体
系
的
に
調
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。
北
朝
鮮

の
資
料
も
、
そ
ん
な
中
で
見
つ
け
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
磨
製
石
剣
の
先
駆
的
な
研
究
者
と
し
て
先
述
し
た

有
光
教
一
も
、
朝
鮮
総
督
府
に
奉
職
し
て
い
た
。
日
韓
の
歴
史
が
磨
製
石
剣
の
研
究
に
深
く
投
影
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

て
い
い
だ
ろ
う
。

　
平
郡
に
よ
る
と
、
磨
製
石
剣
は
青
銅
器
時
代
が
終
わ
る
と
、
ぱ
っ
た
り
と
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
降

は
鉄
器
が
入
っ
て
き
て
、
大
き
く
時
代
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
み
る
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
磨
製
石
剣
が
作
ら
れ
て
い
た
青
銅
器
時
代
は
、
国
の
形
が
い
ま
一
つ
は
っ
き
り
せ
ず
、
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
に
く
い

印
象
も
あ
る
。
だ
が
、
平
郡
は
、
そ
の
後
、
王
が
出
て
く
る
時
代
や
、
日
本
で
い
え
ば
古
墳
時
代
の
よ
う
な
権
力
が
確

定
、
国
が
固
ま
っ
て
い
く
時
代
よ
り
も
惹
か
れ
る
の
だ
と
い
う
。

「
そ
も
そ
も
弥
生
時
代
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
政
治
云
々
で
は
な
く
、
交
易
な
ど
を
も
っ
と
自
由
に
や
っ
て
い
た
時

代
の
方
が
面
白
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
」

　
朝
鮮
半
島
が
地
理
学
上
の
特
徴
と
し
て
、鴨
緑
江・豆
満
江
を
中
心
に
し
た
国
境
が
定
ま
っ
た
の
は
朝
鮮
時
代
に
な
っ

て
か
ら
だ
。
そ
れ
ま
で
は
国
境
を
意
識
し
な
い
よ
う
な
人
々
や
モ
ノ
の
行
き
来
が
、
先
史
時
代
と
い
わ
れ
る
旧
石
器
時

代
以
降
ず
っ
と
続
い
て
き
た
。
そ
こ
が
朝
鮮
史
の
一
番
面
白
い
と
こ
ろ
な
の
で
は
な
い
か
と
、
平
郡
は
語
る
。
研
究
を
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深
め
て
い
く
う
ち
に
、
日
本
列
島
か
ら
朝
鮮
半
島
、
中
国
へ
と
テ
ー
マ
も
関
心
分
野
も
広
が
っ
て
き
た
。
磨
製
石
剣
の

場
合
で
い
う
と
、
模
倣
の
対
象
と
な
っ
た
青
銅
の
剣
に
つ
い
て
も
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
日
本
列
島
と
来
た
文
化
の
流
れ
を
、
い
ま
逆
に
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
も
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
土
地
、
土
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
持
ち
な
が
ら
、
在
地
化
す
る
過
程
を
遡
っ
て
い
く
の
も

面
白
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
在
地
化
と
い
う
の
は
、
お
な
じ
剣
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
（
国
）
に
伝
わ
っ
て
い
く
中
で
、
形
状
や
特
徴
が
変
化

し
て
い
き
、
そ
の
土
地
な
り
の
物
に
な
っ
て
い
く
こ
と
だ
。

「
韓
国
と
日
本
は
、
実
は
似
て
い
る
よ
う
で
似
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
違
い
を
大
切
に
し
た

ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
ね
」　

�

（
文
中
敬
称
略
）
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平郡達哉

島根大学ミュージアムにある、
縄文時代前期（約7000～
5000年以上前）の泥炭層か
ら出土した最古級の櫂。
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安
田
純
也

滋
賀
県
立
大
学
非
常
勤
講
師

文
＝
千
葉 

望

高
麗
時
代
の
朝
鮮
半
島
で

仏
像
の
中
に
納
め
ら
れ
た
数
々
の
奉
納
物
。

そ
こ
に
は
当
時
の
人
々
が
仏
教
に
寄
せ
た

素
朴
で
篤
い
信
仰
の
形
が
あ
る
。

安
田
純
也
は
韓
国
へ
足
を
運
び
、

現
物
を
自
分
の
目
で
確
か
め
な
が
ら

手
薄
だ
っ
た
分
野
の
研
究
を
進
め
、

人
々
の
心
に
思
い
を
寄
せ
て
き
た
。

写
真
＝
菊
地
健
志
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「
仏
腹
蔵
」研
究
で
朝
鮮
半
島
の
信
仰
の
形
を
明
ら
か
に
す
る
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仏
像
を
好
き
な
人
で
あ
れ
ば
、
像
内
に
さ
ま
ざ
ま
な
納
入
品
が
入
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
納
入
品
と
は
、
仏
像
を
制
作
・
修
理
し
た
時
に
納
め
ら
れ
た
経
典
や
願が

ん
文も

ん
、
織
物
な
ど
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
品
々
を
日
本
で
は
「
像
内
（
胎
内
）
納
入
品
」、
朝
鮮
半
島
で
は
「
仏ぶ

つ

腹ふ
く

蔵ぞ
う

」
と
い
う
。
こ
の
品
々
を
一

つ
ひ
と
つ
丹
念
に
見
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
人
々
が
仏
像
に
何
を
託
し
た
の
か
、
ま
た
当
時
の
信
仰
の
か
た
ち

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
さ
ら
に
は
当
時
の
人
間
集
団
の
あ
り
さ
ま
を
理
解
す
る
手
立
て
と
な
る
。

　
時
に
は
大
切
な
も
の
で
あ
る
は
ず
の
納
入
品
が
流
出
し
て
、
古
美
術
商
で
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
私
自
身
、

京
都
府
南
部
の
名め

い
刹さ

つ
・
浄じ

ょ
う

瑠る

璃り

寺じ

の
仏
像
に
納
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
「
摺す

り

仏ぼ
と
け

」（
阿
弥
陀
如
来
）
の
断
片
を
入
れ
た

額
を
自
宅
に
飾
っ
て
い
る
。
い
つ
の
頃
か
大
酒
飲
み
の
住
職
が
金
に
詰
ま
っ
て
売
り
払
っ
た
と
い
う
の
だ
が
、
本
当
か

ど
う
か
。
事
実
と
す
れ
ば
罰
当
た
り
な
話
と
思
い
つ
つ
、
版は

ん
木ぎ

で
刷
ら
れ
た
阿
弥
陀
仏
が
並
ぶ
素
朴
な
味
わ
い
を
楽
し

ん
で
い
る
。

　

安や
す

田だ

純じ
ゅ
ん

也や

は
滋
賀
県
立
大
学
な
ど
で
教き

ょ
う

鞭べ
ん

を
と
る
か
た
わ
ら
、
高
麗
時
代
（
９
１
８
～
１
３
９
２
年
）
を
中
心
と

す
る
朝
鮮
半
島
の
仏
教
史
に
つ
い
て
研
究
を
続
け
て
き
た
。
大
学
入
学
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
主
た
る
研
究
テ
ー
マ

は
一
貫
し
て
高
麗
仏
教
史
だ
っ
た
。
東
洋
で
あ
れ
ば
イ
ン
ド
や
中
国
の
仏
教
史
、
さ
も
な
け
れ
ば
日
本
仏
教
史
の
研
究

者
は
多
い
け
れ
ど
も
、
朝
鮮
半
島
の
仏
教
史
の
研
究
は
手
薄
な
状
態
が
続
い
て
き
た
。
そ
も
そ
も
『
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

』
や

『
上じ

ょ
う

宮ぐ
う

聖し
ょ
う

徳と
く

法ほ
う

王お
う

帝て
い

説せ
つ
』
に
は
、「
日
本
に
仏
教
を
も
た
ら
し
た
の
が
百く

だ
済ら

の
聖せ

い
明め

い

王お
う
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

　
静
岡
県
に
生
ま
れ
た
安
田
は
、
昔
の
城
跡
や
古
い
寺
院
を
訪
ね
る
の
が
好
き
な
少
年
だ
っ
た
。
私
立
中
学
に
進
ん
で

か
ら
は
修
学
旅
行
で
京
都
や
奈
良
に
行
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
が
、
ち
ょ
う
ど
１
９
８
８
年
に
開
催
さ
れ
た
ソ
ウ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直
後
で
、
行
き
先
が
韓
国
へ
変
更
に
な
っ
た
。
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やすだ・じゅんや◎1973年静岡県生まれ。滋賀県立大学大学院博
士後期課程修了。博士（人間文化学）。大学入学時から高麗仏教史
を中心に研究を続ける。現在、滋賀県立大学非常勤講師。
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「
行
く
前
に
何
か
文
献
を
見
て
い
こ
う
と
地
元
の
公
立
図
書
館
へ
行
っ
た
と
き
に
、
白し

ら
旗は

た

史し

朗ろ
う
さ
ん
の
本
に
出
合
い
ま

し
た
。
白
旗
さ
ん
に
は
『
韓
国
の
美 

歴
史
を
た
ど
る
』
な
ど
韓
国
の
文
化
に
関
す
る
写
真
集
も
あ
っ
て
、
そ
れ
を
ず

い
ぶ
ん
熱
心
に
見
ま
し
た
」

　
現
地
へ
の
旅
行
で
も
強
い
印
象
が
残
り
、
安
田
は
「
大
学
に
進
ん
だ
ら
朝
鮮
半
島
の
歴
史
を
勉
強
し
た
い
」
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
。

　
仏
教
史
へ
の
興
味
が
わ
い
た
の
は
、
浪
人
時
代
に
た
ま
た
ま
出
か
け
た
新
宿
の
紀
伊
國
屋
書
店
で
、
黒く

ろ
田だ

俊と
し

雄お

の
名

著
『
寺
社
勢
力
─
も
う
一
つ
の
中
世
社
会
』（
岩
波
新
書
）
を
見
つ
け
て
か
ら
で
あ
る
。
ず
い
ぶ
ん
渋
好
み
の
浪
人
生

だ
と
思
う
が
、
結
果
的
に
は
こ
の
本
を
読
ん
だ
こ
と
で
、
仏
教
を
手
が
か
り
と
し
て
当
時
の
国
家
や
社
会
の
あ
り
方
を

探
究
す
る
仏
教
史
研
究
へ
の
関
心
を
抱
き
、
の
ち
の
高
麗
仏
教
史
研
究
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
ち
な
み
に
『
寺
社
勢

力
─
』
は
現
在
で
も
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
し
て
読
み
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
大
学
生
の
安
田
が
漢
文
で
書
か
れ
た
史
料
を
読
む
の
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
こ
ろ
、
中
国
仏
教
史
の
輪
読
会
で
、
中

国
の
遼
の
時
代
（
９
１
６
～
１
１
２
５
年
）
に
編へ

ん
纂さ

ん
さ
れ
た
『
三さ

ん
宝ぽ

う

感か
ん

応の
う

要よ
う

略り
ゃ
く

録ろ
く

』
と
い
う
説
話
集
を
読
む
機
会
を
得

た
。『
三
宝
感
応
要
略
録
』
は
、
日
本
の
『
今こ

ん

昔じ
ゃ
く

物も
の

語が
た
り

集し
ゅ
う

』
の
種た

ね
本ほ

ん
と
な
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
輪
読
会

を
通
じ
て
、
仏
教
文
化
圏
の
広
が
り
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
信
仰
を
媒
介
と
す
る
仏
教
史
の
史
料
で
は
特
に
言
え
る

こ
と
だ
が
、
歴
史
学
の
史
料
は
作
成
者
の
あ
る
種
の
「
意
図
」
に
基
づ
い
て
生
み
出
さ
れ
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で

あ
る
。
安
田
は
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
に
収
録
さ
れ
た
説
話
を
読
む
こ
と
で
、
作
者
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
史
料
を
書
い

た
の
か
、
常
に
考
え
な
が
ら
読
み
込
む
こ
と
の
大
切
さ
や
お
も
し
ろ
さ
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

朝
鮮
半
島
の
歴
史
研
究
に
欠
か
せ
な
い
仏
教
史
の
研
究
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朝
鮮
半
島
に
お
け
る
仏
教
史
の
中
で
、
安
田
は
高
麗
時
代
（
９
１
８
〜
１
３
９
２
年
）
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
定
め
た
。

高
麗
が
朝
鮮
半
島
を
支
配
し
て
い
た
の
は
約
５
０
０
年
間
。
こ
の
時
代
は
国
王
か
ら
庶
民
ま
で
が
仏
教
を
篤あ

つ
く
信
仰
し

て
お
り
、
仏
教
振
興
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
都
の
開ケ

城ソ
ン

に
は
大
寺
院
が
建
設
さ
れ
、
巨
大
な
仏
像
や
仏
画
な
ど
も

制
作
さ
れ
て
仏
教
美
術
が
花
開
い
た
時
代
で
あ
る
。

　
高
麗
前
半
期
の
東
ア
ジ
ア
は
、
南
の
宋
と
北
の
遼
・
金
と
い
う
二
つ
の
大
国
が
対た

い
峙じ

し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
高
麗

は
二
つ
の
大
国
や
日
本
か
ら
仏
教
文
献
を
収
集
し
て
刊
行
し
、
さ
ら
に
再
輸
出
し
て
い
た
。
二
度
に
わ
た
り
高
麗
版
大だ

い

蔵ぞ
う

経き
ょ
う

の
版
木
が
刻
ま
れ
印
刷
さ
れ
た
こ
と
も
、
仏
教
政
策
の
一
環
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
王
宮
の
正
殿
で
あ
る
会か

い
慶け

い

殿で
ん

に
お
い
て
仁に

ん
王の

う

会え

や
蔵ぞ

う

経き
ょ
う

会え

と
い
っ
た
仏
教
行
事
が
開
催
さ
れ
、
特
に
仁
王

会
の
際
に
は
全
国
各
地
で
３
万
人
の
僧
侶
に
食
事
を
施
す
飯は

ん
僧ぞ

う
も
行
わ
れ
て
い
た
。
仏
教
教
団
に
か
か
わ
る
国
王
の
命

令
は
、
僧
侶
が
所
属
し
た
役
所
で
あ
る
僧そ

う
録ろ

く

司し

を
通
じ
て
伝
達
さ
れ
、
僧
録
司
所
属
の
僧
侶
は
王
宮
内
に
設
け
ら
れ
た

寺
院
に
も
出
仕
し
て
い
た
と
い
う
。

　
安
田
に
よ
る
と
、
仏
教
教
団
に
か
か
わ
る
制
度
や
慣
習
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
麗
の
国
家
や
社
会
の
特
質
も

明
ら
か
に
な
る
と
い
う
。
歴
史
研
究
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
安
田
の
場
合
は
「
仏
教
」
と

い
う
は
っ
き
り
と
し
た
視
座
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
大
学
時
代
を
京
都
で
過
ご
し
た
こ
と
も
影
響
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

「
古
い
時
代
の
朝
鮮
半
島
の
歴
史
で
は
、
仏
教
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
今
に
残
る
文
化
財
の
多
く

が
仏
教
文
化
財
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
」

　
大
学
の
卒
業
論
文
は
「『
通ト

ン
度ド

寺サ

事
蹟
略
録
』
の
一
考
察
」。
通
度
寺
と
い
え
ば
、
現
在
で
は
韓
国
の
三
大
寺
院
の
一

つ
と
さ
れ
、
多
数
の
朝
鮮
時
代
の
仏
画
を
所
蔵
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
高
麗
時
代
の
通
度
寺
も
広
大
な
領
地
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（
寺
領
）
を
持
っ
て
お
り
、
周
囲
に
は
長ち

ょ
う

生せ
い

標ひ
ょ
う

と
い
う
標
識
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
安
田
は
寺
の
歴
史
を
記
し
た
史
料

の
読
み
込
み
を
通
じ
て
、
寺
領
支
配
の
変へ

ん
遷せ

ん
に
つ
い
て
考
察
し
て
論
文
に
ま
と
め
た
。

　

安
田
が
「
仏
教
史
を
専
攻
し
て
い
る
」
と
言
う
と
、「
お
経
を
読
ん
で
い
る
」
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
ら
し
い
。

と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
文
人
の
詩
文
を
集
め
た
文
集
や
石
な
ど
に
刻
ま
れ
た
金
石
文
、
地
誌
な
ど
、
仏
教
史
の
史
料
は

政
治
史
や
経
済
史
の
そ
れ
と
比
べ
て
も
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
。
安
田
は
こ
れ
ら
の
史
料
を
駆
使
し
て
、
当
時
の
制
度

や
慣
習
を
復
元
す
る
研
究
を
進
め
て
き
た
。

　
ま
た
、
朝
鮮
半
島
の
研
究
の
た
め
に
は
朝
鮮
語
の
習
得
が
必
要
で
あ
る
。
安
田
は
大
学
の
学
部
時
代
か
ら
コ
ツ
コ
ツ

と
勉
強
し
た
ほ
か
、
大
学
で
教
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
半
年
ず
つ
２
回
韓
国
へ
留
学
し（
１
回
は
語
学
留
学
）、
語

学
力
を
磨
い
た
。
半
年
ず
つ
に
な
っ
た
の
は
、
講
師
と
し
て
の
仕
事
に
差
し
障さ

わ
り
が
出
な
い
よ
う
に
と
考
え
た
か
ら
だ
。

「
最
初
の
語
学
留
学
の
時
は
、
ソ
ウ
ル
に
あ
る
開ケ

運ウ
ン

寺サ

の
境
内
の
建
物
に
下
宿
し
て
い
ま
し
た
。
安
い
下
宿
先
を
探
し

て
い
た
ら
、
た
ま
た
ま
お
寺
の
中
に
あ
る
考
試
院
に
行
き
当
た
っ
た
の
で
す
。
も
と
も
と
お
坊
さ
ん
の
養
成
機
関
の
図

書
館
か
寄
宿
舎
だ
っ
た
も
の
を
営
利
目
的
で
転
用
し
た
ら
し
い
の
で
す
が
、こ
の
時
は
開
運
寺
に
、そ
の
後
の
研
究
テ
ー

マ
と
な
る
高
麗
時
代
の
仏
像
が
あ
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
笑
）。
い
ち
ば
ん
安
い
部
屋
の
家
賃
は
２
万
円
弱
で

し
た
が
窓
が
な
い
。さ
す
が
に
そ
れ
で
は
耐
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
、窓
の
あ
る
部
屋
に
し
た
ら
２
万
円
と
ち
ょ
っ

と
し
ま
し
た
ね
。
机
に
本
棚
と
寝
台
が
あ
り
、
勉
強
目
的
の
留
学
に
は
十
分
で
し
た
。
ま
わ
り
は
韓
国
人
と
中
国
人
ば

か
り
で
、
日
本
人
は
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」

　
春
か
ら
半
年
間
の
留
学
生
活
。
ソ
ウ
ル
の
夏
の
暑
さ
に
は
さ
す
が
に
参
っ
た
が
、
境
内
で
の
生
活
は
な
か
な
か
経
験

の
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
。

　
２
度
目
は
日
韓
文
化
交
流
基
金
の
支
援
を
得
て
国ク

ン
民ミ

ン

大
学
校
に
派
遣
さ
れ
た
研
究
留
学
で
、
図
書
館
に
こ
も
っ
て
史
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安田純也

講
師
控
室
で
講
義
の
準
備
を
す
る
安
田
。
学
生
に
わ
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
に
工
夫
を
凝
ら
す
。
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安田純也

歴史研究の中でも「仏教」を
テーマに選んだのは、学生時
代京都で過ごしたことが大き
く影響しているかもしれない。
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料
を
読
み
ふ
け
っ
た
り
、
各
地
の
史
跡
を
探
訪
し
た
り
す
る
毎
日
だ
っ
た
。
当
時
教
え
て
い
た
大
学
で
の
仕
事
と
両
立

で
き
る
よ
う
半
年
間
の
滞
在
だ
っ
た
が
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
。

「
仏
腹
蔵
」
に
込
め
ら
れ
た
人
々
の
願
い
と
は

　
安
田
は
高
麗
仏
教
史
の
研
究
を
進
め
る
う
ち
に
、
仏
腹
蔵
へ
と
行
き
当
た
っ
た
。
高
麗
時
代
に
納
入
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
仏
腹
蔵
は
十
数
例
確
認
さ
れ
て
お
り
、
研
究
史
料
と
し
て
は
ま
た
と
な
い
も
の
で
も
あ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
あ
る
程
度
の
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
可
能
な
限
り
、
現
地
へ
向
か
い
、

現
物
を
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
幸
い
韓
国
で
は
、
ソ
ウ
ル
に
あ
る
仏
教
中
央
博
物
館
を
は
じ
め
、
各

地
の
拠
点
寺
院
に
聖
宝
博
物
館
な
ど
と
呼
ば
れ
る
博
物
館
が
建
て
ら
れ
、
仏
教
文
化
財
の
収
蔵
・
公
開
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
近
年
発
見
さ
れ
た
高
麗
・
朝
鮮
時
代
の
仏
腹
蔵
遺
物
も
こ
れ
ら
の
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
、
現
物
の
公
開
は
も
ち

ろ
ん
、
図
録
や
報
告
書
の
形
で
情
報
が
発
信
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

　
安
田
は
全
国
で
公
開
さ
れ
て
い
る
遺
物
の
実
見
や
文
献
の
収
集
を
含
め
た
渡
航
計
画
を
立
て
て
申
請
書
を
提
出
し
、

助
成
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
助
成
金
を
活
用
し
て
、
史
料
収
集
の
た
め
に
３
回
韓
国
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
遺
物
が
公
開
さ
れ
る
展
覧
会

の
時
期
に
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
１
週
間
ぐ
ら
い
滞
在
し
、
各
地
の
お
寺
や
博
物
館
へ
も
足
を
延
ば
し
て
現
物
を
見
、
図

録
や
報
告
書
を
集
め
た
の
で
す
。
現
地
で
は
駅
や
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
移
動
す
れ
ば
楽
で
す
が
、
あ

え
て
路
線
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
使
っ
て
旅
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
日
本
と
は
異
な
り
、
韓
国
の
古
い
お
寺
は
山
寺
が
多
い
。
ま
だ
の
ど
か
な
景
色
の
残
る
韓
国
の
地
方
へ
行
き
、
路
線
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安田純也

歴
史
好
き
な
少
年
が
韓
国
へ
の
修
学
旅
行
を
き
っ
か
け
に
研
究
者
を
志
し
た
。

強
い
知
的
好
奇
心
は
当
時
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
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バ
ス
を
乗
り
継
い
で
旅
を
す
る
。
現
地
の
空
気
を
肌
に
染
み
込
ま
せ
る
体
験
で
あ
る
。
バ
ス
を
降
り
て
数
キ
ロ
の
道
の

り
を
歩
い
て
い
る
と
、
し
ば
し
ば
お
寺
に
参
拝
す
る
人
の
車
に
便
乗
さ
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
地
方
で
図
録
な
ど
を
集
め
て
ソ
ウ
ル
に
戻
る
と
、
国
立
中
央
図
書
館
な
ど
の
図
書
館
に
立
ち
寄
っ
た
。
丸
一
日
以
上

か
け
て
史
料
や
研
究
書
を
コ
ピ
ー
し
た
り
、
一
部
の
電
子
化
さ
れ
た
文
献
を
プ
リ
ン
ト
・
ア
ウ
ト
し
た
り
す
る
た
め
で

あ
る
。
こ
の
作
業
は
毎
年
渡
韓
し
て
続
け
て
き
た
が
、
旅
費
や
本
代
の
心
配
を
せ
ず
に
渡
航
を
重
ね
、
研
究
を
だ
い
ぶ

前
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
安
田
に
と
っ
て
大
き
か
っ
た
。

　
現
地
で
収
集
し
て
き
た
と
い
う
図
録
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
私
は
日
本
の
像
内
納
入
品
は
何
度
か
見
た
こ
と
が
あ
る

け
れ
ど
も
、
朝
鮮
半
島
の
仏
腹
蔵
を
見
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
願
文
や
経
典
、
陀だ

羅ら

尼に

の
ほ
か
、
人
々
が
ふ
だ
ん
着

て
い
た
の
と
同
じ
衣
服
が
納
め
ら
れ
て
い
る
の
が
目
を
引
い
た
。
麻
織
物
が
多
く
、
も
ち
ろ
ん
天
然
染
料
で
染
め
ら
れ

て
い
る
。
長
い
間
仏
像
の
胎
内
に
あ
っ
た
た
め
酸
化
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
お
ら
ず
、
色
は
鮮
や
か
だ
っ
た
。
こ
れ
を
納

め
た
人
は
ど
の
よ
う
な
願
い
を
託
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
子
供
サ
イ
ズ
の
小
さ
な
衣
類
も
あ
っ
た
。
も
し
か
す
る
と
幼
く

し
て
亡
く
な
っ
た
子
供
が
浄
土
へ
行
け
る
よ
う
、
あ
る
い
は
転
生
を
願
っ
て
親
が
納
め
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
想
像
が
広

が
っ
て
い
く
。

　
願
文
と
は
、
私
財
を
出
し
て
く
れ
た
人
々
が
願
い
を
書
い
た
文
章
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
開
運
寺
の
阿
弥
陀
仏

に
は
、「
中ち

ゅ
う

幹が
ん

願が
ん

文も
ん
」（
１
２
７
４
年
）、「
崔さ

い
椿ち

ん

願が
ん

文も
ん
」（
１
３
２
２
年
）、「
天て

ん

正し
ょ
う

恵え

興ご
う

願が
ん

文も
ん
」（
１
３
２
２
年
）
と
い
う

３
種
の
願
文
が
納
入
さ
れ
て
い
る
。
安
田
は
私
た
ち
の
取
材
当
日
、
２
回
生
の
大
学
生
を
対
象
と
す
る
授
業
で
、
助
成

金
を
利
用
し
て
得
ら
れ
た
研
究
成
果
の
一
端
を
示
す
授
業
を
見
学
さ
せ
て
く
れ
た
。
３
回
生
に
な
っ
て
研
究
テ
ー
マ
や

所
属
す
る
ゼ
ミ
を
選
択
す
る
前
に
、
参
考
と
な
り
そ
う
な
材
料
を
示
す
目
的
も
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
願
文

を
取
り
上
げ
た
。
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安田純也

助成金を使って韓国へ何度も渡航。
現地の博物館で買い集めてきた図録
は貴重な研究資料だ。

ソウルの開運寺。この寺の仏
像にも「仏腹蔵」があった。
�（右2点の撮影　安田純也）
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日
本
で
も
そ
う
だ
が
、
一
口
に
仏
教
信
仰
と
い
っ
て
も
時
代
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
。「
商
売
繁
盛
」
な

ど
の
現
世
利
益
よ
り
も
、
仏
教
信
仰
に
基
づ
い
た
切
実
な
願
い
が
中
心
で
あ
る
。「
中
幹
願
文
」
が
書
か
れ
た
頃
、
日

本
で
は
鎌
倉
仏
教
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
。
な
か
で
も
私
は
、
法
然
や
親
鸞
ら
浄
土
教
の
流
れ
を
く
む
宗
派
の
思
想
と
、

朝
鮮
半
島
の
人
々
が
仏
教
に
寄
せ
て
い
た
素
朴
で
力
強
い
思
い
と
の
間
に
、
ど
こ
か
共
通
す
る
も
の
を
感
じ
る
。

　
安
田
は
、「
中
幹
願
文
」
と
他
の
二
つ
の
願
文
は
年
代
的
に
50
年
近
い
隔へ

だ
た
り
が
あ
る
も
の
の
、
仏
像
修
理
自
体
は

一
連
の
事
業
で
あ
り
、
１
３
２
２
年
に
完
了
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
願
文
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、

仏
像
の
成
り
立
ち
か
ら
修
理
の
過
程
ま
で
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
安
田
の
研
究
は
決
し
て
華
や
か
な
分
野
と
は
い
え
な
い
が
、
日
本
に
も
常
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
朝
鮮
半
島
の
研

究
で
あ
る
。
日
本
の
仏
教
や
美
術
を
研
究
す
る
際
に
、
同
時
代
の
中
国
や
朝
鮮
へ
の
目
配
り
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
残
念
な
こ
と
に
、
近
年
日
本
の
大
学
で
は
、
漢
文
文
献
を
利
用
し
た
東
洋
学
は
人
気
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

長
い
伝
統
を
持
つ
日
本
の
東
洋
学
は
、
か
つ
て
世
界
的
な
水
準
を
誇
っ
て
き
た
も
の
の
、
研
究
職
の
ポ
ス
ト
確
保
を
含

め
た
後
継
者
の
育
成
が
困
難
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
安
田
も
非
常
勤
の
仕
事
を
続
け
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
も
、
安
田
は
高
麗
仏
教
史
を
中
心
と
す
る
朝
鮮
史
の
研
究
を
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
。
彼
自
身
が
先
駆
者
と
な
っ
て
、
今
後
は
後
進
を
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。�

�

（
文
中
敬
称
略
）
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安田純也

地味な分野ではあるが、朝鮮
半島での仏教信仰の形を研究
することは、同時代以降の日
本のそれと対比させ、理解を
深めることにもつながる。
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生
野
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ

文
＝
歌
代
幸
子

大
阪・生
野
区
に
、40
年
の
歴
史
を
も
つ

民
間
の
識
字
学
校「
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ
」が
あ
る
。

日
本
語
に
訳
せ
ば“
お
母
さ
ん
の
学
校
”。戦
前
か
ら
戦
後
、

在
日
コ
リ
ア
ン
の
中
に
は
満
足
に
学
校
に
通
え
ず
、

日
本
語
の
読
み
書
き
の
で
き
な
い
女
性
が
多
か
っ
た
の
だ
。

不
自
由
な
思
い
を
強
い
ら
れ
た
生
活
を
支
援
し
よ
う
―
―
。

有
志
の
活
動
は
い
つ
か
教
師
と
生
徒
の
垣
を
超
え
、

互
い
に
学
び
合
い
、心
の
絆
を
深
め
て
い
く
。

写
真
＝
菊
地
健
志
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生野オモニハッキョ

在
日
コ
リ
ア
ン
女
性
の
日
本
語
識
字
と

生
涯
学
習
を
支
援
す
る
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オ
モ
ニ
た
ち
の
お
し
ゃ
べ
り
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。
毎
週
、
同
じ
組
で
と
も
に
日
本
語
を
学
ぶ
仲
間
と
過
ご
す
ひ

と
時
は
笑
い
声
も
は
ず
む
。

「
漢
字
を
覚
え
た
い
と
思
っ
て
こ
こ
へ
来
た
け
ど
、
読
み
方
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
か
ら
本
当
に
む
ず
か
し
い
。
も
う
20
年

以
上
に
な
る
け
ど
、
昔
は
仕
事
し
な
が
ら
子
育
て
も
し
て
必
死
だ
っ
た
か
ら
、
休
ん
で
は
ま
た
来
た
り
し
て
な
。
し
ん

ど
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
お
ば
ち
ゃ
ん
は
も
っ
と
前
か
ら
お
っ
た
も
の
ね
ぇ
」

　
3
人
の
子
を
育
て
あ
げ
た
韓ハ

ン
在ジ

ェ

花フ
ァ
は
7
人
の
孫
が
い
て
、
今
も
仕
事
を
続
け
な
が
ら
週
2
日
通
っ
て
い
る
。
そ
ん
な

韓
が
慕
う
の
は
、
こ
の
学
校
で
も
最
高
齢
87
歳
の
玄ヒ

ョ
ン

斗ド

現ヒ
ョ
ン

だ
。
昭
和
4
年
生
ま
れ
の
玄
は
3
歳
の
と
き
に
済チ

ェ
州ジ

ュ

島ド

か
ら

日
本
へ
来
て
い
た
。
小
学
校
へ
通
う
歳
に
な
っ
て
も
、
家
が
貧
し
か
っ
た
の
で
メ
リ
ヤ
ス
工
場
で
夜
遅
く
ま
で
働
い
た

と
い
う
。

「
小
学
校
に
は
夜
間
も
あ
っ
た
け
ど
、
工
場
は
約
束
し
た
時
間
に
帰
ら
せ
て
く
れ
へ
ん
。
そ
れ
が
辛
く
て
学
校
を
や
め

て
し
ま
い
、
ほ
ん
ま
に
悔
し
か
っ
た
わ
」

　
や
が
て
父
親
は
病
気
に
な
っ
て
済
州
島
へ
帰
り
、
ま
も
な
く
訃
報
が
届
く
。
4
人
兄
弟
の
長
女
だ
っ
た
玄
は
一
家
の

生
活
を
支
え
、
戦
時
中
は
疎
開
先
を
転
々
と
し
た
。
戦
後
、
大
阪
へ
戻
る
と
、
ゴ
ム
工
場
を
営
む
夫
と
娘
４
人
を
育
て

な
が
ら
働
き
づ
め
の
毎
日
を
送
る
。
50
代
を
終
え
る
頃
、
近
所
の
人
か
ら
日
本
語
を
学
べ
る
学
校
が
あ
る
と
聞
い
た
。

「
私
ら
は
子
ど
も
の
時
分
か
ら
落
ち
着
い
て
暮
ら
し
て
な
い
で
し
ょ
。
ず
っ
と
苦
労
ば
か
り
で
勉
強
も
で
き
な
か
っ
た

も
の
。
で
も
、
こ
こ
で
は
ひ
ら
が
な
や
漢
字
も
覚
え
ら
れ
て
、
そ
れ
は
嬉
し
い
な
ぁ
」

　
カ
ラ
オ
ケ
へ
行
っ
て
も
、
歌
詞
を
見
な
が
ら
歌
え
る
の
が
嬉
し
い
と
い
う
オ
モ
ニ
た
ち
。
か
つ
て
は
我
が
子
が
通
う

学
校
や
病
院
な
ど
で
も
、
日
本
語
の
読
み
書
き
が
で
き
な
い
こ
と
で
辛
い
思
い
を
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
子
育
て
の
手
が
離

れ
た
後
、
自
分
の
た
め
に
と
学
び
始
め
る
。
ま
も
な
く
80
代
に
な
る
洪ホ

ン
弘ホ

ン

子ジ
ャ

も
週
１
度
の
授
業
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
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いくの・おもにはっきょ◎1977年、大阪市生野区の地域問題懇談
会に1人のオモニが「文字を学ぶ場所がほしい」と要望し、大阪聖
和教会で「生野識字学校」が誕生。半年後にオモニの数が30名を
超え、独立して運営される。今日まで延べ1000人以上のオモニた
ちが日本語を学び、ボランティアのスタッフも200人以上におよぶ。
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と
い
う
。

「
や
っ
ぱ
り
言
葉
遣
い
は
大
切
や
し
、
日
本
の
常
識
も
覚
え
な
あ
か
ん
。
私
は
一
人
暮
ら
し
だ
か
ら
、
家
に
い
て
ぼ
っ

と
し
て
る
の
は
あ
か
ん
し
ね
。
今
は
ダ
ン
ス
を
し
て
体
を
動
か
す
の
が
楽
し
い
し
、
プ
ー
ル
に
も
毎
日
通
っ
て
る
。
お

か
げ
で
ず
っ
と
健
康
で
す
」

　
日
本
語
の
読
み
書
き
を
覚
え
た
い

　
大
阪
市
生い

く

野の

区
に
あ
る
「
生
野
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ
」
は
、
民
間
の
識
字
教
室
で
あ
る
。
オ
モ
ニ
は
朝
鮮
語
で
「
お
母

さ
ん
」、
ハ
ッ
キ
ョ
は
「
学
校
」
を
意
味
す
る
。
生
野
区
に
は
数
多
く
の
在
日
コ
リ
ア
ン
が
住
ん
で
お
り
、
戦
前
か
ら

戦
後
へ
と
様
々
な
事
情
で
日
本
を
訪
れ
、
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
も
な
く
生
活
し
て
き
た
女
性
が
多
か
っ
た
。

　
夜
間
中
学
へ
行
く
余
裕
も
な
か
っ
た
オ
モ
ニ
た
ち
は
、「
子
ど
も
が
学
校
か
ら
持
っ
て
帰
る
プ
リ
ン
ト
を
読
め
な
い
」

「
駅
の
標
示
が
読
め
な
く
て
困
る
」と
い
っ
た
悩
み
を
抱
え
、日
本
語
の
読
み
書
き
を
覚
え
た
い
と
切
望
し
て
い
た
。
そ

の
願
い
を
受
け
、
１
９
７
７
年
に
生
野
区
の
大
阪
聖
和
教
会
で
始
ま
っ
た
の
が
在
日
コ
リ
ア
ン
の
た
め
の
識
字
教
室
だ
。

　
日
本
で
も
初
の
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
、
小
・
中
学
校
の
教
師
を
中
心
に
生
徒
も
40
、
50
人
ほ
ど
集
ま
る
。
や

が
て
教
会
で
は
手
狭
に
な
っ
て
隣
の
聖
和
社
会
館
で
授
業
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
、
当
時
は
指
紋
押
捺
な
ど
社

会
的
な
問
題
が
表
面
化
す
る
な
か
、
教
師
ど
う
し
の
軋あ

つ
轢れ

き
も
生
じ
、
４
年
目
に
空
中
分
解
の
危
機
に
陥
る
。
人
手
が
足

り
な
く
な
り
、「
手
伝
っ
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
頼
ま
れ
た
の
が
、
後
に
30
数
年
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
る
金こ

ん
野の

昌ま
さ

子こ

だ
。

大
阪
府
外
郭
団
体
の
職
員
だ
っ
た
金
野
は
猪い

飼か
い

野の

朝
鮮
図
書
資
料
室
へ
通
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
女
性
か
ら

オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ
を
紹
介
さ
れ
た
。
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5年に一度、「作文はいやや
なぁ」と言いながらも、オモ
ニたちは自分の思いを綴る。
子ども時代や戦争のときの辛
い記憶……遠足や孫の話など
楽しい思い出も増えている。

全クラスのオモニが集まる
「みんなの会」では、七夕の
短冊に願い事を書いたり、夏
には暑中見舞い、12月には
カレンダーを作る。
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昭和4年生まれの玄斗現は30
数年通い、今や最高齢の87
歳。「家におってもテレビだ
けやから」と週1度の授業を
楽しむ。
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「
最
初
は
自
分
も
朝
鮮
語
の
勉
強
が
で
き
る
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、
オ
モ
ニ
た
ち
の
姿
を
初
め
て
見
た
時
の

衝
撃
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
学
校
へ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
人
た
ち
ば
か
り
で
、
そ
れ
は
も
う
真
剣
に
勉
強
し
て
い
る
。

私
も
お
手
伝
い
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」

　
金
野
が
生
ま
れ
育
っ
た
東ひ

が
し

成な
り

区
も
在
日
コ
リ
ア
ン
が
多
く
暮
ら
し
、
不
当
に
差
別
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
を
見
て
き
た
。

小
・
中
学
校
の
ク
ラ
ス
で
も
３
分
の
１
ほ
ど
が
在
日
の
生
徒
で
、
ひ
そ
か
に
恋
心
を
つ
の
ら
せ
た
男
の
子
も
い
た
。
彼

の
こ
と
を
知
り
た
い
一
心
で
朝
鮮
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
い
、
祖
国
へ
帰
る
友
だ
ち
も
相
次
い
で
ま
す
ま
す
関
心
が
つ

の
る
。

　
就
職
後
、
よ
う
や
く
朝
鮮
語
を
習
い
始
め
、
そ
の
縁
で
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ
を
手
伝
う
よ
う
に
な
る
が
、
日
本
語
を
教

え
る
教
育
を
受
け
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。「
あ
い
う
え
お
」
も
書
け
な
い
オ
モ
ニ
た
ち
と
向
き
合
い
、
自
分
も
学
び
直

す
よ
う
な
日
々
だ
っ
た
。

「
オ
モ
ニ
た
ち
は
常
に
一
人
で
行
動
で
き
ず
、
人
に
騙だ

ま
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
買
い
物
や
お
医
者
さ
ん

へ
行
く
と
き
、
バ
ス
や
電
車
に
乗
っ
て
も
駅
名
や
標
示
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
行
動
が
広
が
っ
た
と
言
い
ま
す
」

　
初
め
の
頃
は
金
野
も
オ
モ
ニ
の
真
意
を
理
解
で
き
ず
、
き
つ
い
言
い
方
を
さ
れ
た
り
、
怒
ら
れ
て
帰
り
に
駅
で
泣
い

た
こ
と
も
あ
る
と
洩も

ら
す
。
一
人
悩
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
が
、
新
た
な
人
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
。
会
社
勤
め
を
し
な

が
ら
手
伝
う
人
、
大
阪
外
国
語
大
学
（
現
大
阪
大
学
外
国
語
学
部
）
や
大
阪
女
学
院
短
期
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
加
わ
り
、
意
欲
あ
る
ス
タ
ッ
フ
に
助
け
ら
れ
た
。

　
そ
の
一
人
、
木き

の
下し

た

明あ
き

彦ひ
こ

が
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ
へ
来
た
の
は
83
年
２
月
の
こ
と
。
猪
飼
野
朝
鮮
図
書
資
料
室
で
朝
鮮
語

を
学
ぶ
仲
間
に
誘
わ
れ
、
初
め
て
訪
ね
た
と
き
の
緊
張
感
と
覚
悟
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
と
い
う
。
木
下
も
教
員
免
許

な
ど
な
か
っ
た
が
、
翌
週
か
ら
８
人
の
組
を
一
人
で
受
け
持
つ
こ
と
に
な
る
。
広
告
代
理
店
で
多
忙
な
業
務
に
追
わ
れ
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教室は「あ」から「き」まで7組に分かれ、二人のスタッフが交代
で指導。各自の学習レベルに合わせた教材を用意して授業を行う。
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な
が
ら
も
、
週
２
日
の
授
業
は
欠
か
さ
ず
通
い
続
け
た
。

「
オ
モ
ニ
と
過
ご
す
の
は
楽
し
い
し
、
授
業
の
内
容
を
考
え
る
の
も
面
白
か
っ
た
。
児
童
文
学
作
家
の
灰は

い
谷た

に

健け
ん

次じ

郎ろ
う

の

本
を
読
ん
だ
り
、
新
聞
の
コ
ラ
ム
を
切
り
抜
い
て
用
意
し
た
り
。
会
社
で
こ
そ
っ
と
コ
ピ
ー
し
て
ま
し
た
（
笑
）。
オ

モ
ニ
た
ち
も
、
新
聞
を
読
み
た
い
、
カ
ラ
オ
ケ
の
歌
詞
の
意
味
を
知
り
た
い
と
か
、
何
を
し
た
い
か
わ
か
っ
て
く
る
し
、

長
く
付
き
合
っ
て
い
れ
ば
家
族
の
様
子
も
わ
か
る
。
途
中
で
来
ら
れ
な
く
な
る
人
が
い
て
も
、
ま
た
通
い
始
め
た
時
に

『
あ
ら
、
先
生
は
ま
だ
居
て
て
く
れ
た
ん
？
』
と
喜
ん
で
く
れ
ま
す
か
ら
」

　
木
下
に
と
っ
て
も
心
の
拠よ

り
所
と
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
95
年
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
だ
。
当
時
は
神
戸
支

社
勤
務
だ
っ
た
の
で
、
仕
事
を
終
え
て
か
ら
駆
け
つ
け
て
も
授
業
に
は
間
に
合
わ
な
い
。
そ
れ
で
も
「
オ
モ
ニ
の
顔
だ

け
で
も
見
た
い
」
と
通
う
こ
と
が
3
カ
月
ほ
ど
続
い
た
と
木
下
は
懐
か
し
む
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
オ
モ
ニ
た
ち
の
絆

　
毎
週
月
曜
と
木
曜
の
夜
7
時
半
か
ら
始
ま
る
授
業
で
は
、
40
人
ほ
ど
の
オ
モ
ニ
た
ち
が
学
ぶ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
関

わ
っ
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
は
２
０
０
人
以
上
に
の
ぼ
り
、家
族
ぐ
る
み
の
絆
も
深
ま
っ
て
い
た
。
長
年
、オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ

の
代
表
を
務
め
た
金
野
に
と
っ
て
、
夫
の
恒つ

ね
実み

は
頼
も
し
い
同
志
で
も
あ
っ
た
。「
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ
手
伝
っ
て
く
れ

へ
ん
？
」
と
頼
む
と
、「
う
ん
、
行
く
よ
」
と
即
答
。
オ
モ
ニ
た
ち
に
は
、
こ
う
す
れ
ば
字
を
覚
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、

こ
ん
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
テ
キ
ス
ト
作
り
に
情
熱
を
燃
や
し
た
。

　
料
理
を
ふ
る
ま
う
こ
と
も
好
き
な
人
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
を
家
に
招
い
て
ご
馳
走
し
、
夜
遅
く
ま
で
お
し
ゃ

べ
り
し
た
こ
と
も
あ
る
。
20
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
の
前
夜
に
は
、
準
備
に
追
わ
れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
に
食
事
を
作
っ



155 154

生野オモニハッキョ

て
く
れ
た
。

「
彼
は
す
ご
く
熱
心
で
、
家
で
も
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ
の
こ
と
を
話
し
合
う
と
、
互
い
に
真
剣
に
な
っ
て
喧
嘩
し
た
こ
と

も
」
と
苦
笑
す
る
金
野
。
そ
の
夫
が
が
ん
で
闘
病
し
、
48
歳
で
先
立
っ
た
時
も
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

　
ほ
ど
な
く
43
歳
の
若
さ
で
逝
っ
た
女
性
ス
タ
ッ
フ
も
い
た
。
自
身
も
在
日
コ
リ
ア
ン
と
し
て
オ
モ
ニ
た
ち
と
親
身
に

ふ
れ
あ
っ
て
き
た
文ム

ン
幸ヘ

ン

子ジ
ャ

は
、亡
く
な
る
１
カ
月
前
、「
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ
に
行
っ
て
み
な
い
？
」
と
姪め

い
を
誘
っ
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
幾
度
誘
わ
れ
て
も
、ま
だ
20
代
の
姪
は
「
在
日
」
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
り
、「
今
は
ち
ょ
っ

と
…
…
」
と
曖あ

い
昧ま

い
に
断
っ
て
い
た
が
、
余
命
わ
ず
か
と
知
ら
さ
れ
た
叔
母
の
頼
み
を
受
け
よ
う
と
決
め
た
の
だ
っ
た
。

　
２
０
０
１
年
１
月
、
そ
の
文
の
姪
で
あ
る
文ふ

み
岩い

わ

優ゆ
う

子こ

は
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ
を
訪
れ
、
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
な
る
。
だ

が
、
心
に
引
っ
か
か
る
違
和
感
は
し
ば
ら
く
消
え
な
か
っ
た
と
顧
み
る
。

「
在
日
韓
国
人
３
世
で
あ
る
私
が
、
自
分
の
ハ
ル
モ
ニ
と
同
じ
１
世
の
オ
モ
ニ
た
ち
に
日
本
語
の
読
み
書
き
を
教
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
何
か
と
て
も
奇
妙
な
歴
史
の
歪
み
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
し
ま
う
の
で
す
。
オ
モ
ニ
た
ち
が
一
生
懸

命
に
学
ば
れ
て
い
る
姿
を
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
、
違
和
感
は
ど
ん
ど
ん
ふ
く
ら
み
、
自
分
自
身
で
も
抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど

大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
な
ぜ
、
歴
史
の
は
ざ
ま
で
教
育
を
受
け
る
機
会
を
失
い
、
日
本
語
の
文
字
が
わ

か
ら
ず
苦
労
を
さ
れ
て
き
た
オ
モ
ニ
た
ち
が
、
こ
ん
な
に
大
変
な
思
い
を
し
な
が
ら
日
本
語
を
学
ば
な
く
て
は
い
け
な

い
の
か
…
…
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
か
つ
て
日
本
が
行
っ
た
同
化
政
策
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
…
…
と
苦
し
く
な
っ
た
の
で
す
」

　
あ
る
日
、
先
輩
の
木
下
に
ふ
と
苦
し
さ
を
洩も

ら
す
と
、
数
日
後
に
自
宅
へ
招
か
れ
た
。
実
は
木
下
も
同
じ
葛
藤
を
抱

え
、
オ
モ
ニ
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
す
る
と
オ
モ
ニ
は
大
笑
い
し
て
こ
う
答
え
た
と
い
う
。

「
何
、
言
う
て
ま
す
の
、
先
生
。
私
ら
は
な
ん
ぼ
日
本
語
覚
え
て
も
、
朝
鮮
人
や
で
」
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そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
文
岩
は
ず
っ
と
苛
ま
れ
て
き
た
も
の
か
ら
解
き
放
た
れ
る
気
が
し
た
。
そ
れ
は
日
本
の
社
会

で
「
在
日
」
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
て
生
き
て
い
る
自
分
を
許
し
、
肯
定
さ
れ
る
よ
う
な
言
葉
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
は

オ
モ
ニ
た
ち
と
積
極
的
に
話
し
、
済
州
島
の
話
や
方
言
な
ど
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
楽
し
く
な
っ
た
と
い
う
。

「
今
は
私
に
と
っ
て
生
活
の
一
部
。
オ
モ
ニ
た
ち
に
教
え
る
立
場
で
は
な
く
、
私
自
身
も
本
当
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

未
来
に
向
け
て
40
年
の
活
動
を
振
り
返
る

　
在
日
１
世
の
オ
モ
ニ
を
対
象
に
始
ま
っ
た
教
室
だ
が
、
高
齢
で
施
設
へ
入
る
人
、
亡
く
な
る
人
も
多
く
な
っ
て
き
た
。

一
方
、
結
婚
や
仕
事
を
機
に
日
本
へ
来
た
と
い
う
60
代
以
下
の
参
加
者
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
春
と
秋
に
は
遠
足
や
焼
き

肉
パ
ー
テ
ィ
を
し
て
親
睦
を
は
か
り
、
そ
う
し
た
行
事
を
率
先
し
て
企
画
す
る
の
は
ス
タ
ッ
フ
歴
25
年
の
坂さ

か
口ぐ

ち

美み

知ち

枝え

だ
。「
オ
モ
ニ
が
喜
ぶ
な
ら
え
え
や
ん
！
」
と
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
い
坂
口
は
、（
公
財
）
韓
昌
祐
・
哲
文
化
財
団
の
助

成
金
申
請
に
も
尽
力
し
た
。

　
オ
モ
ニ
か
ら
集
め
る
２
０
０
０
円
の
月
謝
は
寄
付
と
し
て
全
額
を
聖
和
共
働
福
祉
会
へ
納
め
、
テ
キ
ス
ト
や
教
材
印

刷
な
ど
の
費
用
は
ス
タ
ッ
フ
が
負
担
し
て
き
た
。
助
成
金
で
少
し
で
も
快
適
な
学
習
環
境
を
整
え
た
い
と
、
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
複
合
機
や
文
具
を
購
入
。「
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ
」
の
ネ
ー
ム
入
り
ス
リ
ッ
パ
も
揃
え
た
。

　
な
に
よ
り
喜
ば
れ
た
の
は
バ
ス
に
よ
る
日
帰
り
旅
行
が
実
現
し
た
こ
と
だ
。
２
０
１
４
年
に
は
滋
賀
県
米ま

い

原ば
ら

市
の
醒さ

め

井が
い

宿じ
ゅ
く

を
訪
れ
、
ぶ
ど
う
狩
り
も
楽
し
み
、
翌
年
に
は
和
歌
山
県
の
湯ゆ

浅あ
さ

醤し
ょ
う

油ゆ

蔵ぐ
ら

を
見
学
。
さ
ら
に
北
九
州
で
20
年
続
く

識
字
教
室
「
青
春
学
校
」
に
も
有
志
の
オ
モ
ニ
た
ち
と
訪
れ
た
。
積
極
的
に
交
流
し
よ
う
と
す
る
姿
を
見
て
、「
さ
ら
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生野オモニハッキョ

和歌山県の湯浅町へバス旅行。醤油蔵を見学し、
干物の買い物を楽しんだオモニたちは、「小学
生が遠足へ行くみたいにワクワクしました」。
（写真提供　金野昌子）

助成金で購入した「オモニハッ
キョ」のネーム入りスリッパは
オモニたちに喜ばれた。
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に
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
」
と
同
行
し
た
坂
口
は
い
う
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
オ
モ
ニ
た
ち
が
世
代
を
越
え
て
主
体
的
に
な
っ
て
い
く
様
子
を
感
じ
て
き
た
。
今
、
２
０
１
７
年
に
迎

え
る
40
周
年
行
事
の
準
備
に
励
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
５
年
ご
と
に
大
き
な
催
し
を
行
っ
て
き
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
年

齢
も
高
く
な
り
、
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
と
い
う
危き

惧ぐ

も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
生
野
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ
」
の
40
年
を

振
り
返
ろ
う
と
い
う
声
が
あ
が
り
、
年
表
作
成
や
オ
モ
ニ
の
合
唱
団
な
ど
新
た
な
ア
イ
デ
ア
も
次
々
出
て
き
た
。

　
５
年
に
一
度
、
オ
モ
ニ
た
ち
も
自
分
の
思
い
を
作
文
に
綴つ

づ
り
、
文
集
に
ま
と
め
て
い
る
。
１
９
８
２
年
に
作
っ
た
初

の
文
集
に
は
こ
ん
な
作
文
が
あ
っ
た
。

〈
私
は
オ
モ
ニ
学
校
に
来
て
も
う
す
ぐ
一
年
に
な
り
ま
す
。
最
初
は
住
所
と
名
前
が
書
け
る
ぐ
ら
い
だ
っ
た
け
れ
ど
今

は
大だ

い
分ぶ

ん
な
れ
て
、
小
学
校
の
本
を
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
主
人
も
、
子
ど
も
た
ち
も
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
す
。

「
お
母
さ
ん
は
、
は
や
い
ね
ぇ
。
一
年
も
た
た
な
い
の
に
三
年
の
本
も
読
め
る
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
て
本
当
に
う
れ
し

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
っ
し
ょ
け
ん
め
い
が
ん
ば
っ
て
、
子
供
の
プ
リ
ン
ト
も
ス
ラ
ス
ラ
読
め
る
く
ら
い
に
な
っ
た

ら
も
っ
と
う
れ
し
い
で
す
。
先
生
も
休
ま
ず
、
雨
の
日
も
、
寒
い
日
も
、
暑
い
日
も
、
勉
強
を
教
え
に
き
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
心
か
ら
感
し
ゃ
し
て
い
ま
す
〉

　
そ
ん
な
思
い
を
受
け
と
め
な
が
ら
35
年
、
オ
モ
ニ
た
ち
と
歩
ん
で
き
た
金
野
は
、
こ
の
数
年
、
母
親
の
介
護
に
も
明

け
暮
れ
た
。
96
歳
で
逝い

っ
た
母
は
、娘
が
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ
と
関
わ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
た
の
だ
と
知
る
。「
こ

こ
は
私
の
人
生
そ
の
も
の
」
と
い
う
金
野
と
と
も
に
30
数
年
、
オ
モ
ニ
た
ち
と
向
き
合
っ
て
き
た
木
下
も
変
わ
ら
ず
心

が
け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。「
僕
は
た
だ
笑
わ
す
の
が
好
き
な
ん
や
ね
。
ま
あ
大
阪
人
や
な
（
笑
）」
と
。

　
今
な
お
熱
意
あ
ふ
れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
も
と
へ
、
オ
モ
ニ
た
ち
も
頑
張
っ
て
通
い
続
け
る
。
誰
も
が
言
う
。

「
こ
こ
へ
来
た
ら
面
白
い
話
が
聞
け
る
し
、
い
い
友
だ
ち
も
で
き
る
。
そ
れ
が
楽
し
い
の
！
」�

　
（
文
中
敬
称
略
）
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生野オモニハッキョ

オモニハッキョの＂長老コン
ビ＂と慕われる金野昌子と木
下明彦。授業後、スタッフ同
士の飲み会も楽しみのうち。
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近
代
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
時
代
絵
画
研
究

─
─
関
野
貞た

だ
し

の
絵
画
調
査
と
そ
の
背
景

渡
邊
雄
二

九
州
産
業
大
学
芸
術
学
部
教
授

は
じ
め
に

　
第
二
次
大
戦
前
、
日
本
の
美
術
史
研
究
で
は
韓
国
絵
画
の
研
究

は
個
々
の
作
品
を
紹
介
す
る
こ
と
が
主
で
（
注
１
）、
そ
れ
ら
を
系

統
だ
っ
て
位
置
づ
け
る
こ
と
や
全
体
像
を
描
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
本
論
で
は
そ
う
し
た
近
代
の
韓

国
絵
画
の
研
究
の
な
か
で
、
建
築
史
家
・
関せ

き

野の

貞た
だ
し

（
１
８
６
７
─

１
９
３
５
）
に
よ
る
調
査
の
足
跡
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
が
美
術

史
研
究
や
韓
国
美
術
理
解
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ

の
か
を
考
察
し
た
い
。
関
野
は
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
明
治
末
期

か
ら
国
内
、
そ
し
て
朝
鮮
、
中
国
に
赴お

も
む

い
て
、
建
築
、
遺
蹟
調
査

を
積
極
的
に
行
っ
た
（
注
２
）。
そ
の
活
動
は
日
本
の
大
陸
進
出
の

な
か
で
、
当
地
の
文
化
財
を
確
認
し
、
そ
の
文
治
政
策
の
一
端
を

担
っ
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
関
野
は
調
査
活
動
な
ど
を
示
す
日
記

（
注
３
）
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
調
査
や
研
究
に
つ
い
て
の

考
え
を
表
明
す
る
こ
と
な
く
、
日
々
の
公
務
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

克
明
に
示
す
の
み
で
、
そ
の
調
査
の
目
的
性
や
自
身
の
動
機
に
つ

い
て
は
殆
ん
ど
語
ら
れ
な
い
。

　
１
９
１
０
年
、
日
本
が
朝
鮮
を
統
治
し
始
め
た
前
後
に
日
本
主

導
に
よ
り
李
王
家
博
物
館
（
１
９
０
９
年
）
や
朝
鮮
総
督
府
博
物

館
（
１
９
１
５
年
）
な
ど
の
博
物
館
施
設
が
開
設
さ
れ
、
調
査
に

よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
資
料
や
購
入
に
よ
る
美
術
作
品
が
収
集
さ
れ

た
。
東
京
文
化
財
研
究
所
に
保
管
さ
れ
る
関
野
の
朝
鮮
時
代
絵
画

青鶴学術論集
01
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の
調
査
カ
ー
ド
は
そ
う
し
た
博
物
館
施
設
を
は
じ
め
、
京
城
（
ソ

ウ
ル
）
を
中
心
と
し
た
個
人
、
日
本
の
施
設
、
寺
院
な
ど
所
蔵
者

を
関
野
が
訪
ね
、
日
に
数
十
件
と
い
う
よ
う
に
迅じ

ん
速そ
く
で
は
あ
っ
た

が
、
自
身
で
調
査
し
た
こ
と
を
示
す
（
注
４
）。
そ
の
成
果
が
自
著

『
朝
鮮
美
術
史
』（
１
９
３
２
年
）
の
絵
画
編
の
記
述
や
、『
朝
鮮

古
蹟
図
譜
十
四
』（
１
９
３
４
年
）
の
朝
鮮
時
代
絵
画
に
つ
い
て

の
編へ

ん
纂さ
ん

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
関
野
は
本
来
、
美
術
史
の
門
外

漢
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
時
代
の
日
本
に
お
け
る
韓
国
絵
画
調
査

を
推
し
進
め
た
研
究
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
東
京
文
化
財
研
究

所
の
朝
鮮
時
代
絵
画
の
調
査
写
真
を
検
討
し
て
い
く
と
そ
れ
ら
は
、

ほ
と
ん
ど
が
関
野
の
調
査
の
成
果
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
近

代
に
お
い
て
関
野
ほ
ど
朝
鮮
時
代
絵
画
を
調
査
し
た
日
本
人
は
い

な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
関
野
の
ほ
か
に
は
日
本
植
民
地
期
に
お
い
て
朝
鮮
の
文
化
に
関

心
を
示
し
た
柳や

な
ぎ

宗む
ね

悦よ
し

が
、
工
芸
品
を
は
じ
め
美
術
品
に
つ
い
て
も

収
集
、
言
及
し
て
い
る
こ
と
が
、
わ
ず
か
な
認
識
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
柳
の
視
点
は
実
用
的
で
工
芸
的
な
美
術
、
民

意
を
反
映
し
た
素
朴
な
い
わ
ば
「
民
芸
」
的
な
作
品
に
関
心
が
集

中
し
、
韓
国
絵
画
の
系
統
的
な
理
解
、
あ
る
い
は
作
家
ご
と
の
作

品
の
検
討
な
ど
は
行
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
柳
自
身
の
思
想
、

志
向
の
ほ
か
に
当
時
の
韓
国
絵
画
の
流
通
や
収
集
の
事
情
も
あ
っ

た
も
の
と
推
察
す
る
。

　

ま
た
、
李
王
家
博
物
館
や
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
運
営
に
関

わ
っ
た
学
者
が
、
雑
誌
コ
ラ
ム
に
投
稿
す
る
な
ど
わ
ず
か
で
あ
る

が
朝
鮮
時
代
絵
画
へ
の
言
及
が
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
に
は
注
目
し

た
い
内
容
も
あ
る
が
、
彼
ら
も
美
術
史
、
絵
画
史
の
研
究
者
で
は

な
く
、
研
究
を
継
続
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
に
勤
め
た
熊く

ま
谷が
い

宣の
ぶ

夫お

（
１
９
０

０
─
１
９
７
２
、
１
９
４
０
年
に
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
嘱
託
〈
１

９
４
４
年
３
月
ま
で
〉）
が
第
二
次
大
戦
後
、
と
く
に
仏
画
を
主

に
韓
国
の
絵
画
に
つ
い
て
論
文
を
発
表
し
（
注
５
）、
１
９
６
０
年

代
か
ら
70
年
代
に
次
第
に
韓
国
の
仏
画
の
研
究
が
さ
か
ん
に
な
り

認
識
が
深
ま
る
ま
で
、
日
本
で
の
韓
国
絵
画
へ
の
関
心
は
ま
こ
と

に
薄
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
関
野
の
植
民
地
期
朝
鮮
で
の
美
術
資
料
調
査
で
は
絵
画
の
調
査

が
多
く
、
な
か
で
も
画
員
や
文
人
画
家
の
山
水
、
翎れ

い
毛も
う

、
風
俗
図

な
ど
を
数
多
く
調
査
し
て
お
り
、
戦
後
の
絵
画
史
研
究
で
は
ま
ず

仏
画
か
ら
韓
国
絵
画
に
関
心
が
持
た
れ
た
こ
と
と
は
異
な
る
。
こ

れ
も
関
野
の
時
代
の
絵
画
収
集
の
傾
向
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　
本
論
で
は
東
京
文
化
財
研
究
所
に
残
さ
れ
る
関
野
の
絵
画
調
査

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
と
関
連
の
写
真
カ
ー
ド
が
関
野
の
調
査
の

CHEONGHAK
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状
況
を
示
す
こ
と
に
注
目
し
、
そ
う
し
た
関
野
の
調
査
を
と
り
ま

く
植
民
地
期
朝
鮮
に
お
け
る
朝
鮮
時
代
絵
画
を
中
心
と
す
る
文
化

財
の
収
集
や
展
示
活
動
を
概
観
し
、
関
野
の
絵
画
に
つ
い
て
の
調

査
や
研
究
を
位
置
づ
け
た
い
。
関
野
の
韓
国
絵
画
史
に
お
け
る
業

績
は
こ
れ
ま
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
本

論
に
よ
り
そ
の
活
動
を
認
識
し
、
近
代
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
時
代

絵
画
研
究
の
様
相
を
垣か

い
間ま

見み

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
日
本
の
植
民
地
期
朝
鮮
で
の
調
査
活
動
や
博
物
館
活
動

に
つ
い
て
は
植
民
地
統
制
の
た
め
の
装
置
（
注
６
）
な
ど
と
い
う

位
置
付
け
が
な
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
調
査
活
動
の
様
相
や
そ
の

意
義
な
ど
、
さ
ら
に
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
も

関
野
の
調
査
活
動
を
め
ぐ
る
同
時
代
の
背
景
を
さ
ぐ
り
、
そ
う
し

た
い
わ
ゆ
る
日
本
の
植
民
地
へ
の
文
化
政
策
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

的
な
意
義
付
け
の
な
か
で
、
具
体
的
な
活
動
事
例
を
探
索
す
る
機

会
に
な
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本
文
中
の
日
本
年
号
は
史

料
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
表
記
し
た
。
ま
た
、
本
論
で

は
韓
国
の
近
世
絵
画
に
つ
い
て
朝
鮮
時
代
絵
画
と
総
称
す
る
。

　
本
研
究
は
平
成
25
年
度
の
（
公
財
）
韓
昌
祐
・
哲
文
化
財
団
の

研
究
助
成
に
よ
り
、
基
礎
的
な
調
査
を
行
い
、
そ
の
後
、
調
査
を

重
ね
た
こ
と
に
よ
り
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

１ 

関
野
貞
の
絵
画
調
査

１　

関
野
の
古
墳
壁
画
へ
の
関
心

　
関
野
は
１
９
０
２
年
よ
り
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
長
・
辰た

つ
野の

金き
ん

吾ご

の
命
を
受
け
て
、慶キ
ョ
ン

州ジ
ュ

、開ケ

城ソ
ン

の
建
築
、古
蹟
の
調
査
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
１
９
０
９
年
に
は
大
韓
帝
国
の
事
業
と
し
て
韓
国

古
建
築
物
調
査
が
依
頼
さ
れ
（
注
７
）、
１
９
１
０
年
に
は
社
寺
古

蹟
等
芸
術
に
関
す
る
調
査
を
朝
鮮
総
督
府
よ
り
依
嘱
さ
れ
た
。
こ

れ
以
降
、
関
野
は
朝
鮮
全
土
の
古
墳
の
調
査
を
行
う
が
、
絵
画
と

し
て
は
古
墳
内
部
の
壁
画
の
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
無
論
古
墳

調
査
の
一
環
で
あ
り
、
の
ち
の
絵
画
の
み
に
関
心
を
持
っ
て
行
う

調
査
と
は
異
な
る
。
関
野
は
こ
れ
ら
を
絵
画
資
料
と
し
て
、『
国こ

っ

華か

』
な
ど
の
美
術
雑
誌
に
発
表
す
る
（
注
８
）。

　
関
野
は
１
９
１
２
年
10
月
に
平ピ

ョ
ン

壌ヤ
ン

遇ウ

賢ヒ
ョ
ン

里リ

の
三
大
古
墳
に
至
り
、

情
報
を
得
た
が
内
部
ま
で
確
認
で
き
ず
、
12
月
に
美
術
学
校
日
本

画
科
生
徒
太
田
福
蔵
が
6
年
前
に
郡グ

ン
守ス

古
墳
の
壁
画
を
写
し
た
摸

写
図
を
見
て
、
翌
年
９
月
、
総
督
府
の
事
業
と
し
て
発
掘
し
、
郡

守
二
墳
の
古
墳
か
ら
壁
画
を
見
出
し
た
。
李
王
家
博
物
館
を
通
じ

て
東
京
美
術
学
校
助
教
授
・
小
場
恒
吉
、
太
田
両
氏
に
摸
写
を
託

し
た
。

　
関
野
は
克
明
に
調
査
の
経
緯
を
記
し
、
そ
の
記
録
と
し
て
壁
画
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の
古
墳
の
状
況
を
伝
え
、
考
古
学
的
に
重
要
な
価
値
を
持
つ
。

２　

初
期
の
朝
鮮
時
代
絵
画
調
査

　
関
野
の
朝
鮮
時
代
絵
画
調
査
に
つ
い
て
は
、
東
京
文
化
財
研
究

所
に
調
査
カ
ー
ド
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
）
１
５
４
枚
お
よ
び
関

連
の
写
真
カ
ー
ド
２
９
４
枚
が
残
さ
れ
る
。
写
真
カ
ー
ド
に
記
入

者
は
記
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
関
野
の
調
査
カ
ー
ド
の
調
査

内
容
と
一
致
し
、
そ
れ
ら
が
関
野
の
調
査
の
成
果
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
調
査
時
期
に
つ
い
て
は
彼
の
日
記
の
記
述
に
等
し
く
、

動
向
と
そ
の
内
容
を
伝
え
る
。

　
関
野
貞
の
絵
画
に
つ
い
て
の
調
査
カ
ー
ド
は
、
明
治
44
年
（
１

９
１
１
）
12
月
29
日
付
け
の
「
愛
媛
・
石
手
寺
地
蔵
菩
薩
并
十
王

像
」
を
最
初
と
す
る
。
こ
の
日
は
日
記
の
記
述
は
な
い
。（
写
真
1
）

こ
の
カ
ー
ド
に
は
昭
和
7
年
（
１
９
３
２
）
5
月
29
日
に
再
見
し

た
こ
と
を
記
す
。
そ
の
お
り
晋チ

ン
州ジ
ュ
の
朴
在
杓
氏
所
蔵
仁イ
ン

斎ジ
ェ
（
姜カ
ン
希ヒ

顔ア
ン
）
と
李イ

上サ
ン

佐ジ
ャ
の
絵
と
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
の
調
査
の
状
況
を
カ
ー
ド
と
日
記
の
記
述
に
よ
っ
て
列

記
す
る
。

（
カ
ー
ド
の
調
査
日
付
） （
調
査
作
品
） （
日
記
記
述
）

大（１
９
１
４
）

正
３
年
3
月
23
日　
埼
玉
・
法
恩
寺
釈
迦
三
尊
阿
難
迦
葉
画
像

（
日
記
）
古
社
寺
保
存
会
出
席

CHEONGHAK

写
本
を
作
成
し
た
。
東
京
大
学
工
科
大
学
で
は
摸
写
画
あ
る
い
は

実
際
に
古
墳
か
ら
壁
画
を
摸
写
し
記
録
し
た
。
こ
れ
ら
を
高
句
麗

時
代
古
墳
と
位
置
づ
け
、
古
い
も
の
は
中
国
北
魏
以
前
、
新
し
い

も
の
は
北
魏
式
の
感
化
を
示
し
、
日
本
の
飛あ

す
鳥か

式
と
の
連
鎖
が
見

ら
れ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
高
句
麗
時
代
の
絵
画
文
様
の
真

相
を
知
る
べ
き
の
み
な
ら
ず
、
以
て
支
那
六
朝
時
代
の
芸
術
の
一

斑
を
推
す
こ
と
を
得
べ
し
」
と
し
、「
是こ

れ
蓋け
だ

し
今
日
ま
で
に
知

ら
れ
た
る
東
洋
の
最
古
の
絵
画
な
る
べ
く
、
依
り
て
以
て
当
時
の

絵
画
の
様
式
の
如い

何か

な
る
者
な
り
し
や
を
窺う
か
が

ふ
に
足
る
べ
く
、
東

洋
の
芸
術
史
上
多
大
の
光
明
を
吾
人
に
寄
与
す
る
者
と
謂い

ふ
べ
き

な
り
（
傍
線
渡
邊
、
以
下
同
様
）」（
注
９
）
と
結
論
付
け
た
。
す

な
わ
ち
、
中
国
や
ア
ジ
ア
全
体
の
中
で
最
古
の
絵
画
で
は
な
い
か

と
関
野
は
推
察
し
た
。
こ
れ
は
も
と
も
と
韓
国
の
成
り
立
ち
を
中

国
楽
浪
郡
に
置
く
な
ど
、
中
国
を
主
体
と
し
た
文
化
観
か
ら
こ
う

し
た
視
点
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
壁
画
の
う
ち
梅メ

山サ
ン

里リ

四し

神し
ん

塚づ
か

玄
室
壁
画
、安ア

城ソ
ン

洞ド
ン

双そ
う

楹え
い

塚づ
か

玄
室
お
よ
び
前
室
壁
画
、
遇ウ

賢ヒ
ョ
ン

里リ

大
墓
玄
室
壁
画
、
同
天
井
図

様
の
東
京
大
学
工
科
大
学
摸
写
本
は
、
１
９
３
１
年
の
朝
鮮
名
画

展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
。
関
野
の
報
告
に
よ
る
と
こ
の
模
写
本
は

李
王
家
博
物
館
で
摸
写
し
た
も
の
を
さ
ら
に
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
記
録
は
、
第
二
次
大
戦
前
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大
正
5
年
3
月
24
日　
長
崎
・
最
教
寺
涅
槃
図

（
日
記
）
古
社
寺
保
存
会
出
席

大
正
5
年
8
月
31
日　
三
重
・
西
来
寺
円
覚
曼
荼
羅

（
日
記
）
現
地
調
査

大
正
6
年
4
月
12
日　
香
川
・
屋
島
寺
観
音
画
像

（
日
記
）
現
地
調
査

大
正
9
年
12
月
24
日　
愛
知
・
大
恩
寺
応
供
曼
荼
羅

（
日
記
）
現
地
調
査

大
正
10
年
9
月
4
日　
和
歌
山
・
高
野
山
円
通
寺
薬
師
図

（
日
記
）
現
地
調
査

大
正
12
年
4
月
13
日　
愛
知
・
大
恩
寺
王
宮
曼
荼
羅

（
日
記
）
記
載
な
し

大
正
12
年
8
月
17
日　
岐
阜
・
秀
文
岳
陽
楼
図

（
日
記
）
記
載
な
し

　
な
ど
国
内
の
仏
教
絵
画
を
中
心
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
関
野

の
日
記
の
記
述
か
ら
、
作
品
は
東
京
の
古
社
寺
保
存
会
に
作
品
を

持
ち
込
ん
だ
も
の
や
、
日
本
国
内
の
地
域
調
査
の
折
に
調
査
し
て

お
り
、
絵
画
作
品
は
地
域
で
の
総
合
調
査
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
。
こ
れ
ら
関
野
の
初
期
の
朝
鮮
時
代
絵
画
調
査
は
、
ほ

か
の
調
査
目
的
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
絵
画
を

中
心
に
調
査
し
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

１　関野貞調査カード（東京文化財研究所）
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こ
う
し
た
記
述
を
含
む
絵
画
調
査
カ
ー
ド
は
関
野
が
総
合
調
査

全
体
の
中
か
ら
韓
国
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
選
び
出
し
、
東
京
文

化
財
研
究
所
の
前
身
で
あ
る
美
術
研
究
所
に
保
管
し
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
個
々
の
調
査
か
ら
、
ま
と
ま
っ
た

数
の
絵
画
調
査
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
１
９
３
０
年
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
で

の
「
古
書
画
珍
蔵
品
展
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

３　

京
城
の
「
古
書
画
珍
蔵
品
展
」

　
こ
の
展
覧
会
は
１
９
２
９
年
に
呉オ

鳳ボ
ン

彬ビ
ン
が
設
立
し
た
朝
鮮
美
術

館
が
主
催
と
な
り
、
１
９
３
０
年
10
月
17
日
か
ら
22
日
に
こ
の
展

覧
会
の
後
援
を
し
た
東
亜
日
報
社
（
光ク

ァ
ン

化フ
ァ

門ム
ン

通
り
）
で
開
催
さ
れ

た
。
新
聞
の
告
知
に
場
所
は
「
東
亜
日
報
社
楼
上
」
と
あ
る
（『
東

亜
日
報
』
１
９
３
０
年
10
月
10
日
告
知
）。
ま
た
、
同
じ
く
「
出

品
期
限
十
月
十
五
日
」（『
東
亜
日
報
』
10
月
14
日
、
10
月
16
日
告

知
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
主
出
品
の
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

10
月
20
日
の
記
事
に
は
「
古
書
画
珍
蔵
品
展
第
二
回
新
出
品
」
と

あ
り
、
出
品
が
追
加
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　
出
品
作
品
は
目
録
が
印
刷
さ
れ
、
そ
れ
を
見
る
と
98
件
出
品
が

あ
り
、
そ
の
内
訳
は
晋
州
の
朴
在
杓
以
外
は
朝
鮮
美
術
館
を
は
じ

め
京
城
の
個
人
所
蔵
者
（
李
淳
命
、
李
漢
福
、
李
道
栄
、
咸フ

ァ
ン

錫ソ
ク

泰テ

ほ
か
、
日
本
人
森
悟
一
、和
田
一
郎
ら
）
で
あ
る
。
権
ク
ウ
ォ
ン

幸ヘ
ン

佳カ

氏
は

CHEONGHAK

２　東亜日報社旧社屋（2016年10月）
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彼
ら
の
多
く
が
「
朝
鮮
美
術
館
の
顧
客
で
あ
り
、代
表
的
収
集
家
」

と
す
る
（
注
10
）。
権
氏
も
示
す
よ
う
に
、
こ
の
展
覧
会
は
こ
の
時

代
の
京
城
の
美
術
収
集
家
の
趣
味
を
大
い
に
反
映
し
て
い
た
と
い

え
よ
う
。
す
な
わ
ち
大
部
分
が
朝
鮮
時
代
の
書
画
、「
と
く
に
阮ウ

ォ
ン

堂ダ
ン

（
金キ
ム

正ジ
ョ
ン

喜ヒ

）
を
は
じ
め
、
鄭チ
ョ
ン

、
ソ
ン

金
弘
道
、
張
承
業
、
崔
北
な

ど
朝
鮮
後
期
か
ら
末
期
の
書
画
が
大
半
を
し
め
て
い
る
」（
権
氏
）

こ
と
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
書
も
多
く
出
品
さ
れ
、
本
来
の
朝
鮮
時

代
文
人
の
余
技
と
し
て
の
書
画
観
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
出
品
目
録
で
あ
る「
朝
鮮
古
書
画
珍
蔵
品
展
覧
会
出
品
目
録
」

に
は
「
正
廟
朝
御
筆
帖
正
祖
、
東
賢
珍
墨
李
退
渓
等
、
行
書
帖
石

峰
韓
濩
、
行
書
帖
阮
堂
金
正
喜
、
写
経
帖
安
平
大
君
」
ほ
か
近
代

の
金キ

ム

玉オ
ッ

均キ
ュ
ン

な
ど
の
書
が
出
品
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
。

　
こ
れ
に
は
呉
鳳
彬
が
朝
鮮
美
術
館
（
権
氏
に
よ
れ
ば
美
術
館
と

い
っ
て
も
大
型
の
展
示
会
場
を
備
え
た
も
の
で
は
な
く
、
画
廊
程

度
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
展
示
場
を
備
え
た

美
術
館
を
計
画
し
て
い
た
ら
し
い
。
場
所
は
光
化
門
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
と
し
、
現
在
の
世
宗
文
化
会
館
の
裏
に
あ
っ
た
と
伝
え
、
東
亜

日
報
に
程
近
い
）
は
、
消
え
行
く
古
書
画
を
収
集
し
人
々
の
鑑
賞

に
努
め
た
、
す
な
わ
ち
朝
鮮
時
代
の
文
化
を
顕
彰
す
る
た
め
に
収

集
・
展
示
活
動
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
東
亜
日
報
に
よ
る

民
族
主
義
的
文
化
運
動
の
応
援
や
、
呉
鳳
彬
と
韓
国
で
最
初
の
書

画
人
伝
『
槿ク

ン
域ヨ
ッ

書ソ

画フ
ァ

徴チ

』
を
公
刊
し
た
呉オ

世セ

昌ジ
ャ
ン

と
の
交
遊
、
そ
し

て
、
こ
の
時
代
に
さ
か
ん
に
な
っ
た
古
書
画
の
流
通
な
ど
が
展
覧

会
を
開
催
し
た
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
権
氏
が
紹
介
す
る
三サ

ム

星ソ
ン

美

術
館
所
蔵
の
呉
鳳
彬
の
書
画
の
出
納
リ
ス
ト
か
ら
は
購
入
価
格
、

売
却
価
格
、
そ
れ
ぞ
れ
相
手
を
丁
寧
に
記
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

単
に
伝
統
的
文
化
を
朝
鮮
の
人
々
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で

な
い
と
考
え
さ
せ
る
。
し
た
が
っ
て
展
覧
会
活
動
も
商
業
的
な
目

的
も
含
ん
で
い
る
と
見
た
ほ
う
が
よ
い
。

　
注
目
す
べ
き
は
関
野
が
、
こ
う
し
た
植
民
地
期
朝
鮮
の
人
々
の

書
画
収
集
活
動
や
展
覧
会
活
動
の
輪
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
関
野
の
調
査
活
動
は
日
本
政
府
に
よ
る
朝
鮮
の
文
化
的
統
治

の
先
鋒
と
な
っ
て
、
い
わ
ば
官
の
立
場
で
遺
蹟
や
文
化
財
を
調
査

し
た
こ
と
が
、
民
間
で
活
動
し
た
と
す
る
柳
宗
悦
と
比
較
さ
れ
が

ち
だ
が
、
絵
画
の
調
査
で
は
現
地
の
人
々
に
学
ぶ
点
が
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
そ
れ
は
ま
ず
、
関
野
が
呉
鳳
彬
の
開
催
し
た
「
古
書
画
珍
蔵
品

展
」
を
実
際
に
京
城
で
観
覧
し
（
日
記
の
10
月
17
日
と
21
日
に
観

覧
が
記
さ
れ
る
）、
呉
鳳
彬
と
日
本
で
の
朝
鮮
書
画
展
の
開
催
を

画
策
、も
っ
と
い
え
ば
約
束
し
た
こ
と
で
あ
る
。関
野
の
調
査
カ
ー

ド
の
な
か
に
こ
の
展
覧
会
で
の
調
査
リ
ス
ト
も
あ
り
、
こ
の
展
覧

会
を
契
機
に
朝
鮮
時
代
絵
画
へ
の
関
心
を
高
め
た
と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
リ
ス
ト
を
見
る
と
す
で
に
絵
画
の
み
を
リ
ス
ト
化
し
て
お
り
、

書
を
対
象
と
し
な
か
っ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

４　

東
京
の
「
朝
鮮
名
画
展
覧
会
」

　
こ
の
の
ち
日
本
で
開
か
れ
た
「
朝
鮮
名
画
展
覧
会
」
が
呉
鳳
彬

と
関
野
の
合
意
で
計
画
さ
れ
、
１
９
３
１
年
3
月
に
東
京
上
野
の

東
京
府
美
術
館
で
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。
主
催
は
国
民
美
術
協

会
で
、
東
京
朝
日
新
聞
社
が
後
援
し
た
。
展
覧
会
目
録
も
展
覧
会

に
あ
わ
せ
て
公
刊
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
は
２
５
５
件
の
作
品
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
追
加
出
品
も
加
え
て
４
０

０
件
以
上
の
出
品
と
い
う
、
そ
れ
以
降
に
も
例
を
見
な
い
大
規
模

の
展
覧
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
（
注
11
）。
前
年
の
京
城
で
の
「
古

書
画
珍
蔵
品
展
」
と
の
大
き
な
違
い
は
、
前
者
が
京
城
を
中
心
と

し
た
個
人
所
蔵
家
の
作
品
を
展
示
し
た
の
に
対
し
て
、東
京
の「
朝

鮮
名
画
展
覧
会
」
の
出
品
所
蔵
者
は
李
王
家
博
物
館
、
朝
鮮
総
督

府
博
物
館
や
東
京
美
術
学
校
な
ど
の
朝
鮮
と
日
本
の
公
的
な
施
設

の
所
蔵
品
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
の
広
報
に
も
「
こ

の
二
つ
の
博
物
館
（
李
王
家
博
物
館
、
総
督
府
博
物
館
）
が
作
品

の
価
値
を
内
外
に
知
ら
し
め
る
た
め
3
月
に
東
京
で
展
覧
会
を
開

催
す
る
こ
と
に
す
る
」と『
東
亜
日
報
』（
１
９
３
１
年
1
月
17 

日
）

に
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
朝
鮮
で
の
展
覧
会
が
多
く
書
を
飾
る
の

に
対
し
て
、
日
本
で
は
基
本
的
に
書
の
み
の
作
品
は
含
ま
れ
な

か
っ
た
。
こ
こ
に
関
野
は
じ
め
日
本
の
朝
鮮
時
代
美
術
の
理
解
の

傾
向
と
限
界
が
感
じ
ら
れ
る
。

５　
「
朝
鮮
名
画
展
覧
会
」
前
後
の
関
野
に
よ
る
調
査

　
先
述
し
た
よ
う
に
１
９
３
０
年
10
月
の
京
城
・
東
亜
日
報
社
屋

で
「
古
書
画
珍
蔵
品
展
」
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
関
野
は

朝
鮮
で
の
所
蔵
者
の
調
査
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
調
査

カ
ー
ド
と
『
関
野
貞
日
記
』
に
よ
る
調
査
箇
所
を
挙
げ
る
。

昭
和
5
年
10
月
27
日　
京
城
・
高
木
徳
弥
氏

昭
和
5
年
10
月
28
日
29
日　
晋
州
・
朴
在
杓
氏

　
同
年
帰
国
し
て

昭
和
5
年
11
月
14
日　
大
阪
・
園
田
方
治
氏
安
堅
筆
夢
遊
桃
源
図

昭
和
5
年
12
月
15
日　
愛
知
・
七
寺
地
蔵
曼
荼
羅

昭
和
6
年
3
月
8
日　
小
宮
三
保
松
氏

　
こ
れ
ら
調
査
さ
れ
た
作
品
の
多
く
は
朝
鮮
名
画
展
覧
会
で
展
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
展
覧
会
が
国
家
ぐ
る
み
で
日
本
が
朝
鮮
の
美

術
、
絵
画
を
日
本
国
民
に
周
知
さ
せ
よ
う
と
目も

く
論ろ

ん
だ
（
権
氏
）

と
す
る
の
は
、
こ
の
や
や
個
人
的
な
関
野
と
呉
鳳
彬
の
や
り
取
り

か
ら
す
る
と
私
見
で
は
違
和
感
が
あ
る
。
た
し
か
に
「
朝
鮮
名
画

展
覧
会
」
は
、
名
誉
総
裁
に
李イ

王
垠ウ
ン

殿
下
を
戴
き
、
国
民
美
術
協

会
、
李
王
家
博
物
館
、
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
関
係
者
な
ど
を
委

員
と
し
て
掲
げ
る
が
、
朝
鮮
側
委
員
の
前
朝
鮮
商
業
銀
行
頭
取
・
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和
田
一
郎
や
総
督
府
博
物
館
鑑
査
委
員
・
鮎あ
ゆ
貝か
い

房ふ
さ

之の

進し
ん
は
作
品
の

所
蔵
者
で
も
あ
り
、委
員
の
な
か
に
は
呉
鳳
彬
の
名
も
見
え
る（
同

展
覧
会
目
録
）。
展
覧
会
に
関
わ
っ
た
関
係
者
の
多
く
は
関
野
の

京
城
で
の
書
画
を
通
じ
た
交
友
関
係
の
人
物
た
ち
と
思
わ
れ
る
。

　

展
覧
会
目
録
の
緒
言
に
は
「（
関
野
）
博
士
に
よ
っ
て
先
づ
口

火
が
切
ら
れ
、
次
い
で
和
田
一
郎
氏
の
介
に
よ
る
総
督
府
の
協
賛

と
な
り
、
朝
鮮
側
委
員
会
の
組
織
と
な
り
、
李
王
家
総
督
府
両
博

物
館
其
他
諸
蒐
集
の
出
品
と
な
る
」
と
い
う
よ
う
に
呉
鳳
彬
と
の

約
束
を
果
た
す
か
の
よ
う
に
関
野
の
投
げ
か
け
に
関
係
者
の
賛
同

が
広
が
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
そ
の
緒
言
中
に
「
此
陳
列
に
よ
つ

て
人
は
朝
鮮
画
の
決
し
て
必
ず
し
も
稚
拙
な
ら
ず
、
或
年
代
に
於

て
は
日
本
画
に
劣
ら
ぬ
程
の
も
の
さ
へ
作
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
で

あ
ら
う
」
と
あ
る
。
こ
の
言
葉
を
読
む
に
「
朝
鮮
名
画
展
覧
会
」

は
朝
鮮
の
絵
画
文
化
を
貶お

と
し

め
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
関
野
が

知
る
日
本
と
朝
鮮
に
所
在
す
る
名
作
を
で
き
る
限
り
集
め
た
も
の

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
無
論
、
国
家
的
な
後
押
し
な
く
し
て
、
こ
の
展
覧
会
は
成
立
し

得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
日
本
国
民
の
支
持
を

得
る
こ
と
な
く
、
入
館
者
は
限
ら
れ
た
人
数
で
あ
っ
た
（
注
12
）。

ま
た
、
関
野
自
身
も
そ
の
日
記
を
追
っ
て
み
て
も
、
多
忙
な
中
、

こ
の
前
後
に
中
国
作
品
の
展
示
を
行
っ
て
い
た
。
3
月
17
日
、
東

京
府
美
術
館
に
て
支
那
工
芸
展
覧
会
開
催
、
前
日
、
関
野
は
陳
列

し
、夜
11
時
半
に
帰
宅
し
て
い
る
。
18
日
に
は
「
伊
東
（
忠
太
か
）、

奥
田
誠
一
」、
19
日
に
は
「
阪
谷
（
芳
郎
か
）、
香
取
秀
真
、
六
角

紫
水
」
が
講
演
し
た
。
関
野
も
20
日
に
「
支
那
ノ
瓦
塼
」
に
つ
い

て
講
演
す
る
な
ど
、
朝
鮮
名
画
展
覧
会
の
み
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
関
野
の
展
覧
会
あ
る
い
は
朝
鮮
時
代
絵
画
へ
の
関
わ

り
は
、
単
に
興
行
と
し
て
、
あ
る
い
は
日
本
国
内
へ
の
文
化
的
啓

蒙
と
し
て
で
は
な
く
、
作
品
自
体
へ
の
関
心
も
高
か
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
作
品
調
査
の
た
め
に
出
品
作
品
の
写
真
撮

影
を
丁
寧
に
会
期
中
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
文
化
財
研
究
所
の
写

真
カ
ー
ド
か
ら
う
か
が
え
る
。
写
真
カ
ー
ド
に
は
会
期
中
の
日
付

が
記
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ド
72
点
が
あ
り
、
美
術
研
究
所
の
写
真

カ
ー
ド
と
し
て
残
し
た
。

　
さ
ら
に
関
野
は
こ
の
展
覧
会
以
降
、
京
城
に
お
い
て
積
極
的
に

朝
鮮
時
代
絵
画
の
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
目
的
は
大
正
時
代
初
頭

か
ら
責
務
と
な
っ
て
い
る
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
の
刊
行
と
も
思
わ

れ
、
そ
う
し
た
国
家
的
な
事
業
と
し
て
の
責
務
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
研
究
者
と
し
て
の
関
心
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
絵
画
編
と
も
い
え
る
14
編
は
お
そ
ら
く
当

初
の
計
画
に
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
図
譜
14
編
に
掲
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載
さ
れ
た
絵
画
の
多
く
は
、
刊
行
さ
れ
た
昭
和
９
年
の
２
、
３
年

前
に
調
査
さ
れ
た
作
例
だ
か
ら
で
あ
る
。
関
野
に
と
っ
て
「
朝
鮮

名
画
展
覧
会
」
は
、
彼
の
朝
鮮
時
代
絵
画
調
査
の
経
過
の
う
ち
の

一
部
で
、
さ
ら
に
調
査
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
以
下
、
関
野
の
絵
画
調
査
の
足
跡
を
追
う
。
関
野
の
京
城
で
の

朝
鮮
時
代
絵
画
の
調
査
は
李
王
家
博
物
館
と
総
督
府
博
物
館
の
作

３　朝鮮時代絵画写真カード（東京文化財研究所）

（表） 

 （裏）

品
調
査
が
数
量
と
し
て
突
出
し
て
い
る
。

○
李
王
家
博
物
館
の
調
査

　
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
8
月
5
日
に
す
で
に
32
件
を
調
査
し

て
い
る
が
、昭
和
7
年
（
１
９
３
２
）
に
は
、7
月
16
日
（
31
件
）、

18
日
（
14
件
）、
19
日
（
14
件
）、
昭
和
8
年
に
は
8
月
16
日
（
16

件
）、
9
月
1
日
（
70
件
）、
2
日
（
20
件
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
日
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付
が
な
い
も
の
が
76
件
で
、
あ
わ
せ
て
２
７
３
点
で
あ
る
。
大
正

元
年
の
李
王
家
博
物
館
の
書
画
目
録
に
記
さ
れ
る
点
数
が
４
２
０

点
で
あ
る
。
そ
の
な
か
か
ら
選
び
出
し
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

○
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
調
査

　

大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
6
月
9
日
に
す
で
に
14
件
調
査
し
、

そ
の
ほ
か
10
月
10
日
、
13
日
、
17
日
（
3
日
間
合
わ
せ
て
１
２
５

件
）
と
い
う
日
付
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
日
記
か
ら
昭
和
7
年
と
推

察
す
る
。

　
昭
和
7
年
の
調
査
に
つ
い
て
は
写
真
撮
影
も
丁
寧
に
行
い
、
調

査
し
た
作
品
の
写
真
カ
ー
ド
が
東
京
文
化
財
研
究
所
の
写
真
カ
ー

ド
の
な
か
に
含
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
東
京
文
化
財
研
究
所
に
残
さ

れ
る
朝
鮮
時
代
絵
画
関
係
の
写
真
カ
ー
ド
、
調
査
カ
ー
ド
の
ほ
と

ん
ど
が
関
野
の
調
査
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

し
た
。「
昭
和
７
年
9
月
1
日
」
の
日
付
の
写
真
カ
ー
ド
は
49
件

あ
る
。

「
朝
鮮
名
画
展
覧
会
」
に
関
連
し
て
１
９
３
４
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
朝
鮮
名
画
集
』（
脇
本
楽
之
軒
編
）
も
、
こ
れ
ら
の
関
野
が
撮
影

し
た
写
真
を
使
用
し
た
も
の
と
考
え
る
。

○
京
城
個
人
所
蔵
品
の
調
査

　
関
野
が
調
査
を
盛
ん
に
行
っ
た
の
は
こ
の
昭
和
7
年
か
ら
同
9

年
の
時
期
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
関
野
が
調
査
し
た
の
は
博

物
館
ば
か
り
で
な
く
、
京
城
や
晋
州
の
個
人
蔵
の
作
品
も
多
い
。

日
記
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
か
ら
関
野
の
調
査
先
を
日
程
の
順
に

見
る
。

　

昭
和
8
年
8
月
16
日
（
日
記
）（
午
）
前
、
李
博
平
田
君
ノ
案

内
ニ
テ
李
朝
絵
画
調
査
。
后
二
時
、
鮎
貝
氏
訪
問
、
自
（
巨
か
）

然
万
叡
図
巻
ヲ
見
ル
。（
調
査
カ
ー
ド
）
金キ

ム

明ミ
ョ
ン

国グ
ク

達
磨
像
鮎
貝
房

之
進
氏
ノ
話
、
阿
部
充
家
氏
所
蔵
（
麻
布
三
軒
家
）、
鮎
貝
氏
蔵

巨
然
萬
叡
図

　
昭
和
8
年
8
月
17
（
16
カ
）
日
（
日
記
）
后
〇
時
四
十
分
京
城

発
、
小
川
君
ト
共
ニ
鳥
致
院
下
車
。（
調
査
カ
ー
ド
）
東
旭
趙
氏

及
竹
熊
武
男
氏
蔵
絵
画

　
昭
和
8
年
8
月
18
日
（
日
記
）
趙
氏
持
参
ノ
絵
画
ヲ
見
（
中
略
）

山
ヨ
リ
ノ
帰
途
、
劉
復
烈
氏
所
蔵
ノ
絵
画
数
十
点
ヲ
見
ル
。（
調

査
カ
ー
ド
）
劉
復
烈
氏
蔵
絵
画

　
昭
和
8
年
8
月
20
日
（
日
記
）
前
九
時
小
川
君
ト
森
悟
一
氏
邸

ニ
至
リ
、
鮮
画
一
覧
。（
調
査
カ
ー
ド
）
森
悟
一
氏
蔵
絵
画

　
昭
和
8
年
8
月
21
日
（
日
記
）
午
後
、
本
町
二
丁
目
古
城
氏
蔵

品
ヲ
見
、（
調
査
カ
ー
ド
）
古
城
氏
蔵
絵
画
及
工
芸
品
（
故
梅
渓

氏
蒐
集
）

　
昭
和
8
年
8
月
22
日
（
日
記
）
前
九
時
徳
光
美
福
博
士
ヲ
訪
ヒ
、
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４　関野調査カード「京城朝鮮絵画」（東京文化財研究所）

同
氏
蔵
画
ヲ
見
ル
、
其
蒐
集
ノ
豊
富
ニ
驚
ク
。
午
後
、
富
田
商
会

ノ
蔵
画
ヲ
見
ル
。（
調
査
カ
ー
ド
）
富
田
商
会
蔵
絵
画
、
徳
光
美

福
氏
蔵
絵
画

　
昭
和
8
年
8
月
23
日
（
日
記
）
兪
課
長
、
小
川
君
ト
共
ニ
張
澤

相
氏
及
金
容
鎮
氏
蔵
幅
ヲ
見
、（
調
査
カ
ー
ド
）
張
澤
相
氏
蔵
絵
画
、

金
容
鎮
氏
蔵
絵
画

　
昭
和
8
年
8
月
24
日
（
日
記
）
鮎
貝
氏
邸
ニ
テ
安
奎
応
氏
持
参

ノ
絵
画
ヲ
見
ル
（
調
査
カ
ー
ド
）「
朴
栄
喆
氏
蔵
絵
画
」「
鮎
貝
氏

邸
ニ
テ
展
観
絵
画
」
安
奎
応
氏
蔵
、
高
文
龍
氏
蔵
、
鮎
貝
氏
蔵

　
昭
和
8
年
8
月
25
日
（
日
記
）
午
後
、
李
漢
福
氏
方
ニ
至
リ
絵

画
ヲ
見
ル
（
調
査
カ
ー
ド
）「
李
漢
福
氏
蔵
絵
画
」

　
昭
和
8
年
8
月
26
日
（
日
記
）
午
後
、
李
漢
福
氏
ノ
案
内
ニ
テ

李
秉
直
氏
所
蔵
ノ
絵
画
ヲ
見
ル
、
其
蒐
蔵
ノ
豊
富
ニ
驚
ク
。（
調

査
カ
ー
ド
）
李
秉
直
氏
蔵
絵
画

　
昭
和
8
年
8
月
27
日
（
日
記
）
午
後
、
安
奎
應
氏
ノ
案
内
ニ
テ

小
川
君
ト
李
胤
栄
ヲ
訪
ヒ
、
蒐
集
画
ヲ
見
ル
。（
調
査
カ
ー
ド
）

李
胤
栄
氏
蔵
絵
画

　
昭
和
8
年
8
月
28
日
（
日
記
）
朝
、
林
尚
鐘
氏
来
訪
、
絵
画
法

帖
等
持
参
。（
調
査
カ
ー
ド
）
李
漢
福
氏
蔵
絵
画
、
林
尚
鐘
氏
蔵

絵
画

　
昭
和
8
年
8
月
30
日
（
日
記
）
后
、
李
漢
福
氏
ノ
東
道
ニ
テ
李
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鍾
翊
氏
宅
ヲ
見
ル
。（
中
略
）
又
鮮
画
若
干
ヲ
見
ル
。（
調
査
カ
ー

ド
）
諸
岡
栄
治
氏
持
参
セ
リ
、
李
鍾
翊
氏
蔵
絵
画

　
昭
和
8
年
8
月
31
日
（
日
記
）
前
九
時
、
安
奎
應
氏
ノ
案
内
ニ

テ
柳
来
禎
氏
ノ
絵
画
ヲ
見
、
博
物
館
ニ
至
リ
、
後
二
時
小
川
君
ト

徳
光
博
士
宅
ニ
至
リ
、
同
氏
蔵
絵
画
ヲ
見
ル
。

（
調
査
カ
ー
ド
）
徳
光
美
福
氏
蔵
絵
画
、
柳
来
禎
氏
蔵
絵
画

　
以
上
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
関
野
が
京
城
の
所
蔵
家
の
人
脈

を
通
じ
て
、
絵
画
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し

た
人
脈
が
当
時
京
城
の
書
画
収
集
家
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置

を
占
め
る
の
か
、
有
名
な
収
集
家
李イ

禧ヒ

燮ソ
プ

や
咸
錫
泰
の
名
が
み
え

な
い
の
に
は
、
関
野
と
つ
な
が
る
人
物
と
そ
う
で
な
い
人
物
が
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
調
査
の
対
象
は
ほ
と
ん
ど
朝
鮮
時
代
後
期
の
絵
画
で
あ

る
。
関
野
は
京
城
の
収
集
家
の
所
蔵
品
で
絵
画
を
抽
出
し
て
調
査

し
て
い
る
。
１
９
３
０
年
の
「
古
書
画
珍
蔵
品
展
」
で
見
る
よ
う

に
京
城
の
所
蔵
家
は
書
も
収
蔵
し
て
い
る
が
、
関
野
は
あ
え
て
絵

画
に
の
み
集
中
し
て
調
査
し
て
い
る
。
関
野
は
そ
う
し
た
朝
鮮
時

代
の
書
画
の
文
化
的
背
景
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
絵
画
の
み
に
し
て
も
朝
鮮
時
代
後

期
に
は
文
化
が
衰
退
し
て
み
る
べ
き
も
の
が
な
い
と
い
う
、
い
わ

ゆ
る
「
朝
鮮
文
化
衰
退
論
」
と
す
る
視
点
に
と
ど
ま
っ
て
お
ら
ず
、

朝
鮮
時
代
絵
画
の
様
相
を
で
き
る
だ
け
見
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢

が
う
か
が
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

惜
し
む
ら
く
は
こ
う
し
た
関
野
の
調
査
の
一
端
で
は
あ
る
が
、

調
査
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
や
調
査
写
真
を
用
い
て
、
朝
鮮
時
代

絵
画
に
つ
い
て
探
究
す
る
後
継
者
が
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
関
野
は
そ
れ
を
期
待
し
つ
つ
、
美
術
研
究
所
に
調
査
の
成

果
を
残
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
逆
に
近
代
日
本
に
お
い
て
朝
鮮

時
代
絵
画
を
実
際
に
数
多
く
調
査
し
て
、
そ
の
記
録
、
理
解
に
努

め
た
の
は
、
関
野
の
活
動
を
さ
ら
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
る
。

２　
調
査
の
背
景
と
な
る
植
民
地
期
朝
鮮
に
お
け
る

　
　
朝
鮮
時
代
絵
画
の
収
集
と
展
示

　　
関
野
の
調
査
の
舞
台
と
な
っ
た
近
代
朝
鮮
で
の
朝
鮮
時
代
絵
画

の
主
な
所
蔵
施
設
で
あ
る
李
王
家
博
物
館
と
朝
鮮
総
督
府
博
物
館

の
開
設
か
ら
運
営
、
そ
の
他
京
城
を
中
心
と
し
た
収
集
と
展
示
活

動
に
つ
い
て
、
近
年
の
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
ま
た
、
実
際

に
現
地
で
の
調
査
か
ら
述
べ
る
。

１　

李
王
家
博
物
館

　
李
王
家
博
物
館
に
つ
い
て
は
日
本
で
の
研
究
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
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れ
な
か
っ
た
が
、
近
年
、
博
物
館
活
動
や
日
本
の
当
地
の
植
民
地

下
の
文
治
統
制
に
つ
い
て
関
心
が
高
ま
り
、
急
速
に
研
究
も
進
ん

で
き
た
。
し
か
し
、
美
術
史
の
面
か
ら
そ
の
活
動
を
具
体
的
に
位

置
づ
け
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
思
わ
れ
る
（
注
13
）。

　
以
下
、『
李
王
家
博
物
館
所
蔵
品
写
真
帖
』（
大
正
元
・
１
９
１

２
年
）
の
緒
言
の
記
述
内
容
か
ら
そ
の
設
立
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　
朝
鮮
新
皇
帝
の
純ス

ン

宗ジ
ョ
ン

皇
帝
（
李
王
）
が
徳ト
ク

寿ス

宮グ
ン

か
ら
昌チ
ャ
ン

徳ド
ッ

宮ク
ン

に

移
る
の
に
、
皇
帝
が
「
新
た
な
る
御
生
活
に
趣
味
を
感
ぜ
ら
る
る

様
」
新
た
な
施
設
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
明
治

40
年
（
１
９
０
７
）
11
月
4
日
、
李
王
家
次
官
小
宮
三
保
松
が
韓

国
内
閣
総
理
大
臣
李イ

完ワ

用ニ
ョ
ン

、
宮
内
府
大
丞
李イ

允ユ
ン

用ヨ
ン

の
進
言
に
よ
っ

て
構
想
し
た
。
そ
の
た
め
博
物
館
の
ほ
か
、
動
物
園
、
植
物
園
を

昌
徳
宮
（
現
在
の
昌チ

ャ
ン

慶ギ
ョ
ン

宮グ
ン

の
場
所
）
内
に
開
設
す
る
こ
と
と
し
た
。

翌
年
9
月
、
管
理
部
局
で
あ
る
御
苑
事
務
局
を
新
設
す
る
。
動
物

園
は
城
内
に
私
立
動
物
園
を
経
営
し
て
い
た
劉
漢
性
の
動
物
を
買

収
し
、
劉
ほ
か
1
名
を
職
員
と
し
て
採
用
し
た
。
植
物
園
の
温
室

施
設
は
子
爵
福
羽
内
苑
頭
の
指
導
を
受
け
た
。
す
な
わ
ち
日
比
谷

公
園
西
洋
花
壇
や
新
宿
御
苑
を
設
計
し
た
福ふ

く
羽ば

逸は
や

人と

（
１
８
５
６

─
１
９
２
１
）
の
設
計
で
東
洋
初
の
温
室
で
あ
っ
た
（
注
14
）。
ガ

ラ
ス
張
り
の
大
型
の
温
室
（
５
３
４
６
㎡
）
は
現
在
も
残
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
多
く
の
建
築
物
は
１
９
８
０
年
代
に
改
修
の
さ
い

５　大温室昌慶宮（2016 年７月）

CHEONGHAK
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に
取
り
壊
さ
れ
た
。
温
室
も
ド
ー
ム
型
の
温
室
で
あ
る
西
室
、
蘭

館
の
ほ
か
標
本
館
が
あ
り
、
動
物
園
で
は
獅
子
舎
、
猛
獣
舎
、
麒

麟
舎
、駱
駝
舎
、大
水
禽
舎
、紅
鶴
舎
、火
食
鳥
舎
が
あ
っ
た
（
注

15
）。

　

博
物
館
の
事
業
は
小
宮
、
末
松
熊
彦
（
謙
澄
）、
下
郡
山
誠
一

が
計
画
し
た
。「
当
時
或
る
事
情
の
為
前
後
無
比
多
重
に
発
掘
さ

れ
た
る
高
麗
陶
磁
器
同
銅
器
類
を
購
入
し
、
尚
絵
画
仏
像
等
朝
鮮

製
各
種
の
芸
術
品
を
買
収
し
た
り
」
と
博
物
館
の
資
料
収
集
に
つ

い
て
述
べ
る
。
明
治
42
年
（
１
９
０
９
）
11
月
1
日
に
こ
れ
ら
施

設
の
あ
る
昌
慶
苑
を
公
開
し
た
。
こ
れ
は
「（
李
王
は
）
一
方
に

衆
と
偕と

も
に
楽
む
の
趣
意
を
以
て
他
の
一
方
に
公
衆
の
智
識
開
発
に

資
す
る
目
的
を
以
て
」
し
た
と
す
る
。
た
だ
し
毎
週
木
曜
日
は
王

自
身
の
遊
覧
の
た
め
苑
を
閉
ざ
し
た
。

　
場
所
は
現
在
の
昌
慶
宮
で
、
昌
徳
宮
に
隣
接
す
る
地
で
あ
る
が
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
敷
地
地
図
に
も
博
物
館
に

つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
写
真
な
ど
か
ら
そ
の
場
所
を
推

定
す
る
と
、
昌
慶
宮
内
の
歓
慶
殿
の
わ
き
か
ら
階
段
を
上
っ
た
位

置
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
地
は
も
と
も
と
慈
慶
殿
と
い
う

正
祖
の
母
恵ヘ

慶ギ
ョ
ン

宮グ
ン

洪ホ
ン

氏シ

（「
閑
中
録
」
作
者
）
の
御
殿
で
あ
っ
た
が
、

19
世
紀
後
半
に
と
り
こ
わ
さ
れ
、
近
代
統
治
時
代
に
図
書
館
蔵
書

閣
で
あ
っ
た
と
今
日
、
昌
慶
宮
で
は
説
明
す
る
。
ま
た
、
動
物
園

が
あ
っ
た
こ
と
は
今
日
も
ソ
ウ
ル
の
市
民
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
蔵
書
閣
は
１
９
９
２
年
に
解
体
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
の
昌
慶

宮
の
景
観
写
真
に
は
そ
の
外
観
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
（
注

16
）。
１
９
３
０
年
代
の
京
城
地
図
に
は
動
物
園
が
昌
慶
苑
の
南
、

植
物
園
が
北
と
記
さ
れ
る
。
昌
慶
苑
は
桜
の
名
所
と
し
て
も
知
ら

れ
、
１
９
２
４
年
か
ら
は
夜
桜
照
明
で
夜
間
公
開
さ
れ
た
（
注
17
）。

　
李
王
家
博
物
館
の
陶
磁
器
収
集
に
つ
い
て
は
、
李
王
家
職
員
で

あ
っ
た
下
郡
山
誠
一
が
対
談
で
述
べ
て
い
る
（
注
18
）。
こ
れ
に
よ

る
と
李
王
家
に
は
も
と
も
と
家
宝
は
ま
っ
た
く
な
く
、
李
王
職
職

員
の
小
宮
を
は
じ
め
、
下
郡
山
が
集
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
近
年
、
韓
国
で
出
版
さ
れ
た
丁チ

ョ
ン

奎ギ
ュ

洪ホ
ン

『
文
化
財
搬
出
史
』

に
は
、
こ
う
し
た
日
本
の
植
民
地
期
朝
鮮
で
の
資
料
蒐
集
に
つ
い

て
資
料
を
集
め
て
い
る
と
の
教
示
を
徳
成
女
子
大
学
校
朴
銀
順
教

授
よ
り
い
た
だ
い
た
。
伊
藤
純
氏
は
資
料
の
収
集
に
つ
い
て
、
小

川
敬
吉
（
総
督
府
博
物
館
）
が
「（
関
野
貞
が
）
開
城
に
於
け
る

陵
墓
の
盗
掘
せ
ら
れ
、
出
土
の
高
麗
焼
其
他
の
遺
物
が
散
逸
す
る

の
を
惜
し
ま
れ
て
、
之
れ
が
蒐
集
と
保
護
保
存
を
当
局
者
に
進
言

し
た
」。
ま
た
、
浅あ

さ

川か
わ

伯の
り

教た
か
が
「
伊
藤
公
が
統
監
と
し
て
朝
鮮
に

こ
ら
れ
た
時
に
も
朝
鮮
美
術
の
復
興
に
力
を
用
ゐ
た
動
機
と
な
っ

た
と
思
ふ
。
さ
う
し
て
李
王
家
に
於
て
博
物
館
、
美
術
品
製
作
所

等
を
創
設
さ
れ
た
」
と
い
う
証
言
を
紹
介
し
て
い
る
（
注
19
）。
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李王家蔵書閣

６　現在（2016年7月）

７　解体前
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こ
の
博
物
館
の
文
化
的
な
目
的
や
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
日

本
の
統
治
政
策
と
の
関
連
性
、
さ
ら
に
文
化
に
よ
る
統
治
の
装
置

と
い
っ
た
見
方
が
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
背
景
に
は
日
本
に
よ

る
統
治
の
政
策
が
あ
り
、
関
野
の
朝
鮮
に
お
け
る
調
査
研
究
活
動

の
根
本
的
な
必
然
性
に
つ
い
て
、
そ
の
背
景
が
あ
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。

　
李
王
家
博
物
館
の
収
蔵
品
は
、
当
時
発
掘
さ
れ
た
考
古
遺
物
な

ど
が
集
め
ら
れ
、
一
面
に
は
国
外
流
出
を
防
い
だ
と
も
さ
れ
る
が
、

も
う
一
面
に
は
市
場
の
価
格
を
上
げ
た
り
、
盗
掘
を
促
す
な
ど
の

弊
害
も
あ
っ
た
と
す
る
。
大
正
元
年
（
１
９
１
２
）
12
月
25
日
に

は
、
所
蔵
品
は
総
計
１
２
２
３
０
点
を
数
え
た
。
先
の
緒
言
に
よ

る
と
小
宮
は
こ
れ
ら
資
料
の
写
真
帖
を
作
っ
た
が
、
こ
れ
は
「
学

者
研
究
の
資
料
を
提
供
し
、
兼
て
好
古
家
の
一
粲
を
博
せ
む
と
欲

す
る
の
み
」
と
李
王
家
博
物
館
に
は
専
門
家
が
所
属
し
な
い
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
写
真
帖
が
す
べ
て
日
本
語
で
書

か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
非
常
に
豪
華
な
作
り
で
あ
る
こ
と
は
、
植

民
地
期
朝
鮮
の
一
般
大
衆
に
向
け
て
、
制
作
さ
れ
た
も
の
で
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

李
王
家
博
物
館
は
次
第
に
収
集
品
を
増
や
し
て
い
く
の
だ
が
、

関
野
が
最
初
に
絵
画
の
調
査
を
す
る
の
は
大
正
10
年（
１
９
２
１
）

で
あ
る
。
そ
の
の
ち
日
本
で
「
朝
鮮
名
画
展
覧
会
」
を
開
催
し
た

後
も
関
野
は
昭
和
7
年
（
１
９
３
２
）、
8
年
と
2
度
当
館
を
調

査
し
て
お
り
、
昭
和
６
年
の
日
本
で
の
「
朝
鮮
名
画
展
覧
会
」
開

催
の
段
階
で
は
、
ま
だ
李
王
家
博
物
館
や
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の

所
蔵
品
を
関
野
が
完
全
に
把
握
し
て
開
催
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
関
野
が
こ
の
博
物
館
の
絵
画
等
の
収
集

に
深
く
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
示
す
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

　
で
は
誰
が
そ
の
収
集
の
手
引
き
を
し
た
か
と
考
え
る
と
、
こ
の

緒
言
の
中
に
も
紹
介
さ
れ
、
絵
画
の
概
説
を
記
述
し
た
鮎
貝
房
之

進
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
鮎
貝
は
自
身
も
作
品
を
収

集
し
、
な
お
李
王
家
博
物
館
の
委
員
（
朝
鮮
名
画
展
覧
会
委
員
名

簿
）
に
も
就
任
し
て
い
た
。
李
王
家
博
物
館
の
作
品
が
す
ぐ
れ
た

鑑
識
の
も
と
に
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
そ
れ
を
選
ぶ
力
が
備

わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
朝
鮮
時
代
絵
画
に
つ
い
て
の
認
識
の
高

か
っ
た
鮎
貝
の
力
が
あ
っ
た
か
と
考
え
た
い
。

　
鮎
貝
に
つ
い
て
は
、
李
王
家
職
の
下
郡
山
誠
一
が
鮎
貝
の
甥
に

あ
た
り
、
そ
の
生
涯
に
ふ
れ
て
い
る
（
注
20
）。
こ
れ
に
よ
る
と
鮎

貝
は
落お

ち
合あ
い

直な
お

文ぶ
み
の
弟
で
歌
人
で
も
あ
っ
た
。
外
国
語
学
校
の
朝
鮮

語
科
を
出
て
、
朝
鮮
に
語
学
学
校
を
開
い
た
が
、
事
業
に
着
手
し
、

そ
れ
を
資
本
に
韓
国
美
術
や
図
書
の
収
集
に
よ
り
研
究
を
す
す
め

た
。
鮎
貝
の
朝
鮮
時
代
絵
画
へ
の
言
及
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
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朝
鮮
時
代
絵
画
作
品
の
位
置
づ
け
は
今
後
の
検
討
を
要
す
る
。

　
李
王
家
美
術
館
は
１
９
１
０
年
に
徳
寿
宮
内
に
建
て
ら
れ
た
石

造
殿
で
、
１
９
３
３
年
に
展
示
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
こ
れ
は
近
代
の
日
本
美
術
品
の
展
示
で
あ
っ
た
。
１
９
３

８
年
に
新
し
く
西
館
が
建
て
ら
れ
、
こ
こ
に
李
王
家
博
物
館
の
資

料
を
移
動
し
た
。

２　

朝
鮮
総
督
府
博
物
館

　
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
に
つ
い
て
も
近
年
、
多
く
の
研
究
が
発
表

さ
れ
た
り
、
韓
国
中
央
博
物
館
に
お
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、設
立
の
経
緯
、運
営
の
展
開
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
（
注
21
）。
簡
明
に
言
え
ば
１
９
１
５
年
9
月
に
景キ
ョ
ン

福ボ
ッ

宮ク
ン

で

開
催
さ
れ
た
始
政
5
年
記
念
朝
鮮
物
産
共
進
会
（
朝
鮮
博
覧
会
）

の
な
か
の
美
術
館
の
建
物
を
共
進
会
終
了
後
、
博
物
館
と
し
て
開

館
し
た
の
で
あ
る
。

　
共
進
会
は
朝
鮮
各
地
か
ら
物
産
品
の
出
品
や
展
示
を
行
い
、
販

売
を
促
進
し
た
。
入
場
者
数
は
合
計
37
万
人
で
あ
っ
た
。
す
で
に

１
９
１
２
年
よ
り
景
福
宮
は
朝
鮮
総
督
府
に
移
管
さ
れ
、
総
督
府

庁
舎
の
建
設
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
共
進
会
場
内
に
建
て
ら
れ
た

美
術
館
は
総
建
坪
１
６
６
坪
、
耐
火
構
造
の
恒
久
建
造
物
で
あ
っ

た
。
こ
こ
に
美
術
品
２
２
８
点
、
考
古
資
料
１
０
６
９
点
が
展
示

さ
れ
た
。
記
事
で
は
「
石
造
二
階
造
の
美
術
館
に
至
れ
ば
、
御
影

８　朝鮮総督府博物館（景福宮内）
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石
の
獅
子
一
双
南
面
し
て
広
庭
を
睨
視
す
。（
中
略
）
正
面
に
は

慶
州
南
山
の
薬
師
如
来
の
石
像
あ
り
、
其
の
後
ろ
に
は
甘
山
寺
の

弥
陀
如
来
、
弥
勒
菩
薩
の
二
石
像
を
安
置
す
。（
中
略
）
階
下
左

室
に
は
螺
鈿
の
櫃
文
匣
、
塗
漆
の
硯
箱
、
朝
鮮
往
時
の
甲
冑
、
銅

鉄
香
炉
、
古
梵
鐘
、
古
鏡
、
板
鐘
、
五
鈷
、
花
瓶
等
の
古
美
術
品

を
陳
列
し
、
右
室
に
は
青
磁
、
三
島
焼
、
其
の
他
の
陶
磁
器
、
古

瓦
、
緑
釉
陶
瓷
、
碧
釉
陶
板
及
小
形
金
銅
仏
像
等
の
古
器
を
陳
列

す
。
階
上
の
東
室
に
は
古
画
を
数
十
幅
を
懸
け
、
西
室
に
は
古
人

の
名
画
を
屏
風
に
仕
立
て
た
る
も
の
又
は
絵
巻
物
、
金
泥
仏
経
、

画
帖
等
を
排
列
す
」（『
朝
鮮
彙
報
』
大
正
４
年
10
月
１
日
「
共
進

会
」）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
甘
山
寺
の
二
石
像
は
今
日
、
韓

国
国
立
中
央
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
、
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
代
美
術
も
こ
の
会
場
内
に
展
示
さ
れ
た
。
景
福
宮
の

「
康
寧
殿
の
東
側
に
あ
る
慶
成
、
膺
社
の
二
殿
は
美
術
館
第
一
第

二
分
館
に
し
て
、
在
朝
鮮
各
画
家
の
出
品
百
五
十
余
点
を
算
す
。

内
地
人
側
に
は
棚
橋
渓
雲
、
三
浦
広
洋
、
佐
藤
紫
峰
、
高
野
洋
雲
、

中
嶋
春
城
、
清
水
東
雲
、
本
多
貞
翠
、
島
成
琴
女
史
、
島
田
才
涯
、

鈴
木
春
帰
、
大
橋
恒
蔵
、
早
川
天
望
、
和
田
一
海
、
徳
田
玉
龍
、

朝
鮮
人
側
に
は
金
応
元
、
安
中
植
、
李
絅
承
、
趙
錫
晋
、
金
圭
鎮
、

姜
弼
周
、
権
泰
錬
、
高
羲
東
、
呉
一
英
、
白
潟
亮
、
金
殷
鎬
等
の

揮
毫
あ
り
」（『
朝
鮮
彙
報
』
大
正
４
年
10
月
１
日
「
共
進
会
」）

と
す
る
。
ま
た
、
欽
敬
閣
に
は
写
真
作
品
を
飾
っ
て
い
た
。
な
お
、

会
期
中
10
月
1
日
に
は
閑か

ん
院い
ん

宮の
み
や

載こ
と

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

殿
下
の
訪
問
に
際
し
て
、

旅
館
に
て
「
朝
鮮
の
画
家
安
中
植
、
趙
錫
晋
、
金
応
元
、
日
本
画

家
佐
久
間
鉄
園
の
四
名
を
召
さ
せ
給
ひ
て
親
し
く
揮
毫
を
い
と
興

深
く
御
覧
あ
り
」と
揮き

毫ご
う
に
画
家
が
出
席
し
た
こ
と
も
記
す（『
朝

鮮
彙
報
』
大
正
４
年
11
月
１
日
「
閑
院
宮
殿
下
の
御
台
臨
」）。

　
共
進
会
は
10
月
31
日
で
閉
幕
し
、
美
術
館
の
建
物
を
流
用
し
た

総
督
府
博
物
館
が
12
月
1
日
開
館
し
た
。
博
物
館
は
施
設
が
不
足

し
て
、
そ
の
ほ
か
景
福
宮
の
勤
政
殿
、
思
政
殿
、
修
政
殿
が
充
て

ら
れ
た
。
大
出
氏
に
よ
る
と
「
修
政
殿
に
は
大お

お
谷た
に

光こ
う

瑞ず
い

が
西
域
探

検
の
際
に
収
集
し
た
発
掘
品
が
展
示
さ
れ
た
」。
ま
た
、
古
蹟
調

査
事
業
を
関
野
ら
古
蹟
調
査
委
員
と
し
、
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の

職
員
が
発
掘
調
査
を
担
当
し
た
と
す
る
。
彼
ら
以
外
で
発
掘
す
る

こ
と
は
「
私
掘
」
と
見み

做な

さ
れ
た
。
さ
ら
に
朝
鮮
総
督
府
博
物
館

で
は
開
館
時
に
は
共
進
会
の
展
示
品
や
総
督
寺て

ら

内う
ち

正ま
さ

毅た
け

の
寄
付
金

に
よ
っ
て
購
入
し
た
鮎
貝
房
之
進
や
三
宅
長
策
な
ど
日
本
人
コ
レ

ク
タ
ー
の
収
集
品
、
古
蹟
調
査
で
発
掘
し
た
遺
物
、
山
田
釮
次
郎
、

関
口
半
ら
の
寄
贈
品
、
そ
の
他
古
物
店
か
ら
の
購
入
品
を
展
示
し

た
と
い
う
収
蔵
品
は
、
１
９
３
３
年
に
１
２
９
０
８
点
の
展
示
品

を
備
え
た
。
こ
の
う
ち
書
画
は
91
点
で
あ
っ
た
と
い
う
（
注
22
）。

　
こ
れ
ら
が
共
進
会
で
会
場
の
２
階
東
西
の
部
屋
を
飾
っ
て
い
た
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の
で
あ
ろ
う
。
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
は
、
共
進
会
（
博
覧
会
）
の

開
催
か
ら
恒
久
な
施
設
で
あ
る
博
物
館
を
生
み
出
す
と
い
う
、
日

本
の
近
代
に
お
け
る
博
覧
会
の
開
催
の
の
ち
博
物
館
を
開
設
す
る

と
い
う
構
図
を
ま
さ
に
そ
の
ま
ま
描
い
た
成
立
で
あ
る
。
ま
た
、

「
朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
古
蹟
調
査
事
業
と
博
物
館
活
動
が
不
可
分

の
関
係
に
あ
っ
た
。
博
物
館
が
大
衆
の
文
化
享
受
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
、
ひ
い
て
は
統
治
者
に
よ
る
植
民
地
経
営
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

装
置
と
な
っ
た
」（
注
23
）
と
い
う
風
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

　
１
９
３
９
年
5
月
に
は
総
督
府
美
術
館
が
竣し

ゅ
ん

工こ
う

し
た
。
こ
れ
は

6
月
4
日
か
ら
開
館
し
た
（『
東
亜
日
報
』
１
９
３
９
年
5
月
15 

日
）。
当
初
、総
合
博
物
館
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、美
術
館
の
み
で
、

し
か
も
1
階
建
て
と
い
う
規
模
に
縮
小
さ
れ
た
。
こ
こ
で
そ
れ
ま

で
専
用
の
展
示
場
を
持
た
な
か
っ
た
朝
鮮
美
術
展
覧
会
が
開
か
れ

た
。
関
野
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
ま
ず
大
学
の
調
査
と
し
て
朝
鮮

へ
渡
っ
た
が
、
総
督
府
の
調
査
と
し
て
任
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
『
朝

鮮
古
蹟
図
譜
』
の
編
集
・
刊
行
を
総
督
府
事
業
と
し
て
遂す

い
行こ
う

し
た
。

こ
れ
は
ど
こ
ま
で
総
督
府
が
望
ん
だ
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
初

の
建
築
の
み
の
調
査
か
ら
遺
蹟
の
調
査
を
行
い
、
さ
ら
に
は
絵
画
、

工
芸
品
の
調
査
へ
と
及
ん
だ
。

　
総
督
府
博
物
館
の
建
物
は
現
在
残
っ
て
い
な
い
が
、
第
二
次
大

戦
終
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
軍
政
下
に
お
い
て
国
立
博
物
館
と
し
て
活

用
さ
れ
た
。
こ
の
の
ち
建
物
は
取
り
壊
さ
れ
、
そ
の
北
側
の
敷
地

に
国
立
博
物
館
を
新
築
し
、
現
在
は
国
立
民
族
学
博
物
館
と
し
て

活
用
し
て
い
る
。

３　

朝
鮮
時
代
書
画
の
収
集
熱

　

朝
鮮
時
代
後
期
か
ら
の
書
画
、
貴
重
書
の
収
集
に
つ
い
て
は
、

広ク
ァ
ン

通ト
ン

橋ギ
ョ

周
辺
に
書
店
、
書
画
店
が
集
ま
り
、
さ
か
ん
で
あ
っ
た
こ

と
が
２
０
１
６
年
の
ソ
ウ
ル
市
歴
史
博
物
館
の
展
覧
会
「
広
通
橋

書
画
肆
」
に
示
さ
れ
て
い
る
（
注
24
）。
広
通
橋
（
ソ
ウ
ル
市
鐘チ
ョ
ン

路ノ

区
）
は
現
在
も
石
橋
が
清チ
ョ
ン

渓ゲ

川チ
ョ
ン

に
架
か
り
、
面
影
を
残
し
て
い
る

が
、
本
来
の
南
大
門
か
ら
景
福
宮
に
の
び
る
道
に
は
沿
っ
て
お
ら

ず
、
位
置
を
変
更
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
１
９
０
６
年
の
「
朝
鮮
珍
書
刊
行
会
」
の
発
足
、
そ
し
て
、
１

９
１
０
年
の
「
朝
鮮
古
書
刊
行
会
」
の
発
足
も
「
朝
鮮
研
究
者
の

便
利
と
朝
鮮
古
文
明
紹
介
の
一
助
と
し
て
」、「
朝
鮮
の
古
書
珍
本

を
廉
価
に
頒
た
ん
と
の
計
画
」
で
あ
っ
た
と
す
る
が
（
注
25
）、
こ

の
背
景
に
朝
鮮
古
書
の
価
値
の
見
直
し
、
具
体
的
に
は
稀
少
本
の

価
値
の
高
騰
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
朝
鮮
古
書
刊
行
会
」
は
日
本
人
に
よ
る
朝
鮮
古
書
の
稀
覯
書
を

刊
行
す
る
た
め
に
設
立
し
た
が
、
こ
れ
は
朝
鮮
時
代
の
書
籍
研
究

で
も
あ
り
、
む
や
み
に
稀
覯
書
の
値
が
吊
り
上
が
っ
て
し
ま
う
こ

と
を
封
じ
る
た
め
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ほ
ど
古
書
あ
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る
い
は
古
書
画
の
取
引
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し

こ
の
事
業
は
一
部
の
研
究
者
に
は
感
謝
さ
れ
る
が
、「
一
般
の
社

会
に
は
余
り
歓
迎
さ
れ
ざ
る
事
業
な
り
」（
釈
尾
春
芿
『
新
朝
鮮
』

大
正
５
年
（
１
９
１
６
））
と
評
さ
れ
た
。

　
前
掲
の
権
氏
論
文
に
よ
れ
ば
１
９
２
０
年
代
よ
り
朝
鮮
で
も
資

本
主
義
化
が
進
み
、
流
通
業
や
商
業
が
発
達
し
た
。
こ
れ
と
１
９

３
１
年
の
満
州
事
変
に
よ
る
特
需
景
気
に
よ
り
京
城
は
近
代
商
業

都
市
と
な
っ
た
。１
９
３
２
年
、三
越
百
貨
店
、１
９
３
４
年
、フ
ァ

シ
ン
百
貨
店
、
１
９
３
８
年
、
三
中
井
百
貨
店
、
１
９
４
１
年
、

丁
子
屋
百
貨
店
と
百
貨
店
が
開
店
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
画
廊
が
設
け

ら
れ
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。

　
こ
こ
に
は
当
時
の
作
家
の
作
品
が
並
び
販
売
を
目
的
と
し
た
展

示
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
に
対
し
て
、
古
美
術
市
場
に
つ
い

て
は
１
９
２
０
年
代
ま
で
の
古
墳
盗
掘
な
ど
に
よ
る
高
麗
青
磁
の

流
通
の
時
代
を
経
て
、
知
識
人
を
中
心
と
し
た
古
美
術
品
の
賞
玩

趣
向
が
流
行
し
た
。

　
こ
れ
は
単
な
る
商
品
と
し
て
で
は
な
く
、
消
え
ゆ
く
伝
統
の
産

物
で
あ
る
古
書
画
を
収
集
し
、
人
々
が
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
中
心
に
い
た
の
が
呉オ

世セ

昌ジ
ャ
ン

で
あ
り
、
呉
鳳
彬
で
あ
っ
た
。
権
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
に

は
李
王
家
博
物
館
も
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
も
収
集
活
動
を
お
さ
え

９　現在の広通橋（2016年10月）
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て
、
展
示
や
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
始
め
た
と
い
う
。

４　

呉
世
昌
『
槿
域
書
画
徴
』
の
刊
行

　
韓
国
に
お
け
る
数
少
な
い
書
画
画
人
伝
『
槿
域
書
画
徴
』
の
成

立
と
編
者・呉
世
昌
に
つ
い
て
は
、
五
十
嵐
公
一
が
『
古
画
備
考
』

の
考
察
に
際
し
て
述
べ
て
い
る
の
が
、
日
本
で
は
ほ
ぼ
唯
一
の
研

究
で
あ
る
（
注
26
）。
父
呉オ

慶ギ
ョ
ン

錫ヤ
ン

と
呉
世
昌
の
生
涯
を
示
し
、
呉
世

昌
の
書
画
へ
の
造ぞ

う
詣け
い

を
述
べ
る
。
呉
慶
錫
は
朝
鮮
時
代
後
期
の
高

名
な
文
人
秋チ

ョ
ウ

史サ

（
阮ウ
ォ
ン

堂ダ
ン

）
金
正
喜
の
教
え
を
受
け
た
、
い
わ
ば
朝

鮮
時
代
の
文
人
の
中
心
的
な
系
譜
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
ら

が
書
画
を
収
集
す
る
の
は
無
論
、
利
益
の
た
め
で
は
な
く
、
書
画

を
余
技
と
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
文
人
と
し
て
の
精
神
性
を
発
露
し

た
先
人
の
遺
墨
を
見
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

呉
世
昌
の
古
書
画
の
蒐
集
は
１
９
０
９
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
す

る
。
そ
の
後
、「
書
画
美
術
会
」
が
主
催
す
る
展
覧
会
に
出
品
し
た
。

こ
れ
に
「
書
画
研
究
会
」
の
勢
力
が
合
わ
さ
っ
て
、「
書
画
協
会
」

が
発
足
す
る
。
こ
の
機
関
誌
『
書
画
協
会
報
』
に
掲
載
し
た
「
画

家
列
伝
」、「
書
家
列
伝
」
が
『
槿
域
書
画
徴
』
の
も
と
と
な
る
。

　
呉
世
昌
は
蒐
集
家
・
全チ

ョ
ン

鎣ヒ
ョ
ン

弼ピ
ル

の
書
画
蒐
集
に
協
力
し
た
。
全
鎣

弼
の
蒐
集
品
は
葆
華
閣
、
さ
ら
に
今
日
も
継
続
す
る
潤カ

ン
松ソ
ン

美
術
館

を
形
成
し
た
。『
槿
域
書
画
徴
』
は
１
９
１
７
年
に
脱
稿
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
成
立
の
時
期
と
さ
れ
る
が
、

公
刊
さ
れ
た
の
は
１
９
２
８
年
５
月
で
あ
る
。
こ
の
『
槿
域
書
画

徴
』
の
刊
行
が
当
時
の
古
書
画
蒐
集
に
拍
車
を
か
け
、
ま
た
、
蒐

集
し
た
書
画
の
価
値
付
け
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
関
野
も
調
査

カ
ー
ド
に
『
槿
域
書
画
徴
』
を
見
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
関
野

の
調
査
に
も
活
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
（
注
27
）。

５　

京
城
を
中
心
と
す
る
展
示

　
こ
の
古
書
画
の
見
直
し
は
１
９
３
０
年
代
に
な
り
、
朝
鮮
全
土

に
広
が
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
な
か
で
も
呉
鳳
彬
は
朝
鮮
美
術
館

を
運
営
し
、
多
く
の
書
画
を
集
め
た
。
呉
鳳
彬
は
東
亜
日
報
社
の

後
援
で
「
朝
鮮
書
画
展
」
を
開
催
し
た
。

『
東
亜
日
報
』
に
よ
れ
ば
１
９
２
９
年
の
6
月
8
日
、
9
日
、
13 

日
に
府
内
日
善
行
記
念
館
で
朝
鮮
美
術
館
主
催
で
「
古
今
書
画
展

覧
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
１
９
３
０
年
10
月
の「
古
書
画
珍
蔵
品
展
」は
東
亜
日
報
社（
現

在
の
世セ

宗ジ
ョ
ン

通
り
の
社
屋
で
あ
る
が
、
当
時
は
3
階
建
て
で
あ
っ

た
）。
関
野
は
こ
の
展
覧
会
を
観
覧
し
て
、
調
査
カ
ー
ド
も
作
成

し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
呉
鳳
彬
と
日
本
で
の
開
催
を
約
し
た
。
そ
の
後
の
主

な
展
覧
会
は
『
東
亜
日
報
』
の
記
事
に
よ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

　
１
９
３
２
年
10
月
1
日
～
4
日　
古
書
画
珍
蔵
品
展
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東
亜
日
報
本
社
楼
上
東
亜
日
報
学
芸
部
後
援
朝
鮮
美
術
館
主
催

　
１
９
３
４
年
2
月
24
、
25
日　
書
画
展
覧
会

　
6
月
30
日
～
7
月
1
日

　
古
今
書
画
展
覧　
東
亜
日
報
平
壌
支
局

　
１
９
３
８
年
6
月
18
日
～
6
月
22
日

　
朝
鮮
名
画
展
覧
会
景
福
宮
後
苑
陳
列
館

　
１
９
４
０
年
5
月
28
日
～
31
日

　
十
大
家
朝
鮮
美
術
館
主
催
山
水
風
景
画
展　
府
民
館
３
層
講
堂

　
こ
の
ほ
か
陶
磁
の
展
示
会
な
ど
も
京
城
や
そ
れ
以
外
の
都
市
で

も
開
催
さ
れ
、
こ
の
時
期
、
伝
統
的
美
術
品
が
収
集
や
展
示
の
対

象
と
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
の
背
景
に
は
李
王
家
博
物
館
、
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
設
立

を
は
じ
め
と
し
て
朝
鮮
時
代
書
画
を
収
集
し
た
施
設
が
展
示
を

行
っ
た
こ
と
も
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
一
つ
の
要
素
で
あ
ろ
う
。

権
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
１
９
３
０
年
代
は
朝
鮮
の
京
城
を
中
心

と
し
た
名
士
の
間
に
収
集
、
展
示
活
動
が
さ
か
ん
に
な
っ
た
と
い

え
よ
う
。
た
だ
し
、
１
９
３
０
年
代
の
展
示
は
販
売
の
た
め
の
も

の
と
伝
統
文
化
の
顕
彰
と
い
う
、
大
き
く
二
つ
の
目
的
を
持
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

６　

朝
鮮
美
術
展
覧
会
の
発
足

　
近
代
韓
国
に
お
け
る
公
募
に
よ
る
創
作
展
の
嚆こ

う
矢し

が
、
総
督
府

博
物
館
の
創
始
と
も
か
か
わ
る
１
９
１
５
年
の
始
政
五
年
朝
鮮
物

産
共
進
会
で
あ
っ
た
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
博
覧
会

場
内
の
美
術
館
に
、
前
述
し
た
古
書
画
と
と
も
に
公
募
で
よ
せ
ら

れ
た
作
品
が
飾
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
審
査
さ
れ
た
の
は
１
４

３
点
89
人
の
作
品
で
あ
っ
た
。「
古
格
古
法
を
伝
ふ
る
も
の
甚
だ

少
く
、
新
進
気
鋭
の
士
は
概
ね
現
代
の
内
地
式
画
法
を
一
意
模
倣

す
る
傾
向
あ
り
先
進
古
老
に
は
筆
致
醇
雅
な
る
作
品
な
き
に
非
ざ

る
も
向
上
発
展
の
気
勢
を
欠
き
神
韻
生
気
の
伴
は
ざ
る
は
時
勢
の

変
転
よ
り
来
れ
る
現
象
な
ら
ん
」（『
朝
鮮
彙
報
』
附
録
「
審
査
概

評
」
１
９
１
５
年
）
と
や
や
酷
評
で
あ
る
。
昌
慶
宮
に
あ
っ
た
李

王
家
博
物
館
は
手
狭
で
も
あ
り
、
こ
の
朝
鮮
美
術
展
覧
会
の
会
場

と
し
て
も
新
し
く
徳
寿
宮
内
に
石
蔵
殿
を
作
り
、
そ
こ
で
新
旧
の

作
品
を
飾
っ
た
。
の
ち
に
こ
の
石
蔵
殿
に
隣
接
し
て
、
新
し
く
美

術
館
を
建
設
す
る
。

　
１
９
１
９
年
３
月
１
日
三
・
一
独
立
運
動
が
起
き
て
、
2
ヶ
月

ほ
ど
の
間
、
約
２
０
０
万
人
が
参
加
し
た
が
、
鎮
圧
さ
れ
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
こ
の
後
日
本
は
「
文
化
統
治
あ
る
い
は
政
治
」
へ

と
政
策
上
の
転
換
を
図
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
１
９
２
１
年
に

書
画
協
会
美
術
展
覧
会
と
、１
９
２
２
年
に
朝
鮮
美
術
展
覧
会（
鮮

展
）
が
創
設
さ
れ
た
。「
鮮
展
は
衰
退
し
き
っ
た
朝
鮮
の
美
術
が
、

再
び
息
を
吹
き
返
し
、
成
長
の
道
へ
と
進
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
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に
と
配
慮
し
て
、
朝
鮮
の
美
術
人
と
の
話
し
合
い
の
う
え
で
創
っ

た
文
化
行
事
」（
注
28
）
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
韓
国
の
文
化
創
造

が
あ
く
ま
で
も
治
世
者
日
本
の
意
図
に
よ
り
制
御
さ
れ
な
が
ら
行

わ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
さ
え
も
過
去
の
文
化
の
否
定
の
も
と
に

推
進
さ
れ
た
と
い
う
二
重
の
負
債
を
負
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
「
１
９
３
０
年
代
朝
鮮
画
壇
が
成
熟
す
る
に
つ
れ
、
日
本

人
の
要
請
と
は
別
に
朝
鮮
人
画
家
た
ち
の
な
か
か
ら
、
朝
鮮
性
や

民
族
性
と
は
な
に
か
を
模
索
す
る
議
論
が
生
ま
れ
た
」（
注
29
）。

同
時
に
伝
統
的
な
朝
鮮
時
代
の
書
画
の
収
集
、
展
示
が
盛
ん
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

３　
近
代
日
本
人
に
よ
る
韓
国
美
術
へ
の
視
点

１　

関
野
以
前
の
朝
鮮
時
代
絵
画
研
究

　
関
野
以
前
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
韓
国
学
者
、
言
語
学
者
な

ど
、
は
や
く
朝
鮮
に
わ
た
っ
た
わ
ず
か
な
人
に
よ
っ
て
韓
国
の
絵

画
が
語
ら
れ
た
。
彼
ら
は
雑
誌
『
朝
鮮
』、『
朝
鮮
及
満
州
』
に
記

事
を
書
い
た
。
ま
ず
大お

お

岡お
か

力つ
と
む

が『
朝
鮮
』「
朝
鮮
の
絵
画
に
つ
い
て
」

（
3
回
、
１
９
０
９
年
4
月
1
日
、
8
月
1
日
、
9
月
1
日
）、
鮎

貝
房
之
進
が
『
朝
鮮
』「
朝
鮮
の
絵
画
」（
3
回
、
１
９
１
１
年
6

月
1
日
、
7
月
1
日
、
9
月
1
日
）、
八や

木ぎ

奘そ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

が
『
朝
鮮
及

満
州
』
に
「
支
那
の
南
北
画
よ
り
見
た
る
朝
鮮
の
絵
画
」（
１
９

１
４
年
4
月
1
日
）
を
発
表
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
短
い
文

章
で
、
詳
し
い
論
文
と
し
て
の
体
裁
を
備
え
た
も
の
で
は
な
い
。

　
八
木
は
美
術
雑
誌
『
国
華
』
１
６
９
号
に
「
韓
国
の
美
術
」
を

発
表
し
た
が
、
絵
画
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
美
術
全
般
に

つ
い
て
「
李
朝
に
入
り
て
は
本
邦
の
見
る
が
如
き
平
安
、
藤
原
、

鎌
倉
等
の
変
化
な
く
、
僅
に
朝
鮮
式
の
余
喘
を
保
つ
に
過
ぎ
ず
」

と
い
っ
た
朝
鮮
時
代
美
術
に
つ
い
て「
停
滞
論
」を
主
張
し
た（「
韓

国
の
美
術
」『
考
古
界
』
４

−

２ 

１
９
０
４
年
７
月
）。

　

ま
た
、
八
木
は
「
支
那
の
南
北
画
よ
り
見
た
る
朝
鮮
の
絵
画
」

（『
朝
鮮
及
満
州
』
第
81
号
１
９
１
４
年
4
月
）
に
お
い
て
成
倪
の

「
慵
斎
叢
話
」
や
魚
叔
権
の
「
稗
官
雑
記
」
を
挙
げ
て
、
中
国
の

南
北
画
の
指
摘
が
な
い
こ
と
を
朝
鮮
時
代
の
人
の
認
識
の
不
足
と

考
え
た
よ
う
だ
。
こ
れ
は
鮎
貝
が
朝
鮮
時
代
の
絵
画
制
作
の
考
え

方
を
そ
の
実
情
に
即
し
て
考
察
し
た
の
に
対
し
て
、
江
戸
時
代
の

日
本
の
南
北
画
論
に
よ
る
視
点
を
無
理
に
適
用
さ
せ
よ
う
と
し
た

こ
と
と
の
相
違
で
あ
ろ
う
。

　
大
岡
は
朝
鮮
通
信
使
に
付
随
し
た
画
員
金キ

ム

明ミ
ョ
ン

国グ
ク

に
つ
い
て
「
彼

の
手
法
を
観
る
に
、
彼
は
全
く
日
本
渡
来
中
に
東
山
の
明
蹟
を
見

て
深
く
之
を
研
究
し
た
も
の
と
思
は
れ
ま
す
」
と
し
、
日
本
の
画

家
を
基
準
に
評
定
し
、
李
朝
時
代
の
絵
画
に
つ
い
て
は
「
其
国
初
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よ
り
二
百
余
年
間
に
於
け
る
極
め
て
少
数
の
製
作
に
於
て
僅
に
見

る
べ
き
あ
る
の
み
で
爾
来
三
百
年
間
の
製
作
に
は
殆
ん
ど
見
る
べ

き
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
」（「
朝
鮮
の
絵
画
に
就
て
（
承
前
）」『
朝

鮮
』
4
巻
第
１
号　
１
９
０
９
年
９
月
）
と
い
う
よ
う
な
視
点
で

そ
の
活
動
を
評
し
て
い
る
。
１
９
１
０
年
に
は『
朝
鮮
美
術
大
観
』

が
執
筆
さ
れ
、
大
岡
力
が
そ
の
概
論
を
書
い
て
い
る
。
豊
臣
秀
吉

の
壬
辰
の
役
に
よ
り
「
大
打
撃
」
を
う
け
、「
中
期
以
後
ニ
於
ケ

ル
美
術
工
芸
、
亦
タ
全
ク
絶
滅
シ
タ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
画
家
ノ
如
キ
、

今
日
尚
ホ
無
数
ノ
名
ヲ
存
シ
、
其
遺
跡
亦
タ
尠
カ
ラ
ズ
ト
雖
モ
、

其
技
倆
ノ
幼
稚
ニ
シ
テ
、
其
品
格
ノ
卑
俗
ナ
ル
、
殆
ン
ド
一
顧
ノ

労
ニ
価
ス
ル
モ
ノ
尠
シ
、
之
ヲ
美
術
眼
ヨ
リ
観
察
セ
バ
、
朝
鮮
ノ

美
術
思
想
ハ
李
朝
中
期
ニ
至
リ
テ
全
ク
滅
亡
ヲ
告
ゲ
タ
リ
ト
謂
フ

モ
過
言
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
」
と
い
う
よ
う
に
、
す
で
に
朝
鮮
時
代

絵
画
を
衰
退
し
た
価
値
の
な
い
も
の
と
貶
め
て
い
る
。
大
岡
は
新

聞
社
を
主
宰
し
、
京
城
在
住
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
こ
の
文

を
草
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

鮎
貝
は
、
朝
鮮
時
代
絵
画
を
二
派
に
分
け
、「
儒
画
及
院
画
」

と
し
、「
儒
画
は
儒
者
即
ち
上
流
士
君
子
が
六
芸
の
亞
な
り
と
し

て
文
学
の
余
暇
墨
戯
と
し
て
娯
楽
の
為
に
書
き
た
る
も
の
な
り
。

院
画
は
中
流
以
下
の
人
の
家
職
即
ち
画
局
図
書
署
の
画
員
と
し
て

画
た
る
も
の
な
り
」
と
朝
鮮
時
代
絵
画
の
分
類
を
行
い
、「
李
朝

儒
画
の
泰た

い
斗と

は
姜カ
ン
仁イ
ン

斎ジ
ェ

希
顔
な
り
。院
画
の
泰
斗
は
安ア
ン
立リ
ッ

洞ド
ン

子チ
ャ

堅ギ
ョ
ン

な
り
」
と
画
人
の
分
類
を
行
い
、
図
書
署
の
官
制
を
挙
げ
る
も
、

鮎
貝
が
系
譜
を
た
ど
ろ
う
と
探
索
し
た
が
、「
一
の
得
る
と
こ
ろ

あ
ら
ざ
り
き
」
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
儒
者
も
「
之
を

能
く
し
た
る
も
の
は
悉
く
賎
技
と
し
て
之
を
秘
し
之
を
恥
ぢ
た
る

傾
あ
り
」。
こ
れ
は
「
画
は
六
芸
以
外
の
末
技
に
し
て
人
士
の
弄

ぶ
べ
き
も
の
に
非
ず
」
と
い
う
こ
と
だ
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
鮎

貝
は
朝
鮮
時
代
絵
画
の
特
性
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
。
そ
し
て
古

来
よ
り
名
画
を
収
集
し
、
研
究
す
る
も
の
も
多
く
、「
宗
室
に
安

平
大
君
、
朗
善
公
子
あ
り
。
儒
流
に
申
叔
舟
、
姜
希
孟
、
崔
岦
、

許
穆
、
金
正
喜
、
権
敦
仁
、
申
緯
、
趙
成
夏
等
あ
り
。
何
れ
も
時

流
を
脱
し
、
画
を
以
つ
て
六
芸
以
外
の
賎
技
と
為
さ
ず
、
高
人
雅

士
の
神
を
怡
ば
し
、
性
を
養
ふ
神
聖
な
る
技
芸
と
し
、
大
い
に
之

が
奨
励
に
務
め
た
る
人
々
な
り
」（「
朝
鮮
の
絵
画
（
前
号
の
続
）」

『
朝
鮮
』
第
41
号　

１
９
１
１
年
7
月
）
と
述
べ
る
。
ま
た
、
そ

の
絵
の
特
徴
は
「
如
何
に
も
飾
気
な
く
、
人
に
媚こ

び
ず
、
世
に
阿お
も

ね
ら
ず
、
甚
だ
無
頓
着
な
点
」
と
し
、
好
意
を
持
っ
て
朝
鮮
時
代

絵
画
を
評
す
る
。

　
ま
た
、
先
述
し
た
李
王
家
博
物
館
写
真
帖
の
解
説
は
鮎
貝
の
原

案
に
よ
る
と
す
る
が
、
そ
れ
も
単
な
る
朝
鮮
時
代
文
化
停
滞
論
と

は
異
な
る
今
日
の
絵
画
論
に
も
通
じ
た
、
多
く
の
文
献
を
も
と
に
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朝
鮮
時
代
の
画
家
に
つ
い
て
比
較
的
正
確
に
述
べ
た
も
の
と
み
た

い
。
記
述
に
は
朝
鮮
時
代
初
期
の
「
仁
斎
、
安ア

ン

堅ギ
ョ
ン

の
如
き
は
日
本

に
あ
り
て
画
聖
雪せ

っ

舟し
ゅ
う

若
し
く
は
周し
ゅ
う

文ぶ
ん

等
に
比
し
て
敢
て
遜そ
ん

色し
ょ
く

な
し

と
謂
つ
へ
し
」
と
述
べ
、
や
は
り
、
日
本
の
画
家
を
基
準
に
す
る

が
、
豊
臣
秀
吉
の
出
兵
に
よ
り
「
各
般
美
術
工
芸
品
を
破
壊
せ
ら

れ
た
る
の
み
な
ら
ず
名
工
は
拉
し
去
ら
れ
工
場
は
破
壊
せ
ら
れ
殆

ん
ど
根
底
よ
り
打
撃
を
加
へ
ら
れ
再
ひ
起
つ
能
は
さ
る
に
至
れ

り
」、
し
か
し
、
そ
の
「
壬
辰
役
頃
以
後
は
大
家
と
称
し
得
へ
き

も
の
は
稀
な
る
も
絵
画
を
描
き
し
も
の
は
殆
ん
と
枚
挙
に
遑
あ
ら

す
」
と
多
く
の
書
画
家
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
多
く
の
画

家
も
「
画
員
を
除
く
の
外
は
、
日
本
の
如
く
純
然
た
る
専
門
画
家

と
し
て
数
ふ
べ
き
も
の
甚
だ
稀
な
り
。
其
作
物
は
唯
学
者
及
文
武

官
吏
の
余
技
に
過
ぎ
ず
。
之
れ
李
朝
に
至
て
芸
術
を
卑
み
た
る
結

果
、
専
門
画
家
の
出
現
せ
ざ
り
し
所
以
な
り
」
と
朝
鮮
時
代
の
価

値
観
よ
り
絵
画
の
位
置
づ
け
を
客
観
的
に
述
べ
る
。

　
こ
れ
ら
の
先
駆
者
の
記
述
は
関
野
の
『
朝
鮮
美
術
史
』
の
記
述

に
も
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
ら
は
美
術
の
専
門
家
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
か
ら
見
る
と
彼
ら
の
間
に
は
、
朝

鮮
時
代
絵
画
を
当
地
の
価
値
観
に
即
し
て
見
よ
う
と
す
る
も
の
と
、

日
本
の
価
値
観
に
当
て
は
め
て
み
よ
う
と
す
る
考
え
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
一
部
に
は
朝
鮮
時
代
絵
画
を
貶
め
る
評
を
与
え
、

そ
れ
が
朝
鮮
時
代
文
化
衰
亡
の
視
点
と
あ
い
ま
っ
て
、
そ
れ
ら
が

絵
画
に
価
値
を
与
え
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

２　

関
野
貞
『
朝
鮮
美
術
史
』

　
関
野
も
明
治
43
年
（
１
９
１
０
）
に
序
文
が
書
か
れ
る
『
朝
鮮

芸
術
之
研
究
』
の
な
か
で
「
韓
国
芸
術
の
変
遷
に
就
て
」
と
題
し

た
文
を
寄
せ
、
多
く
は
建
築
史
の
記
述
で
あ
る
が
、
朝
鮮
時
代
の

芸
術
を
振
り
返
っ
て
「
前
期
に
於
て
は
猶
観
る
へ
き
の
芸
術
を
存

せ
し
も
後
期
に
於
て
は
総
て
の
工
芸
を
通
し
て
著
し
く
衰
退
堕
落

の
徴
候
を
あ
ら
は
し
時
代
益
進
み
技
巧
退
く
の
奇
観
を
呈
せ
り
」

と
朝
鮮
時
代
後
期
に
お
け
る
停
滞
説
を
述
べ
る
。

　
し
か
し
、
の
ち
に
関
野
は
絵
画
の
調
査
を
経
て
、
そ
の
価
値
を

認
め
た
た
め
に
「
朝
鮮
名
画
展
覧
会
」
を
開
催
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ら
を
評
価
す
る
朝
鮮
の
人
物
た
ち
と
価
値
を
共
有
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。『
朝
鮮
美
術
史
』
は
「
朝
鮮
名
画
展
覧
会
」
開
催

の
翌
年
（
１
９
３
２
年
）
に
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
関
野
の

朝
鮮
美
術
論
を
集
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
時
代
絵
画
に
つ
い

て
は
「
初
期
の
も
の
は
宋
・
元
の
余
流
を
く
み
、
筆
力
豪ご

う

宕と
う
、
当

時
の
中
国
・
日
本
画
に
接せ

っ

踵し
ょ
う

し
よ
う
と
す
る
も
の
も
無
く
は
な

い
」、「
後
期
に
入
り
、（
中
略
）
絵
画
は
徒
ら
に
儒
流
の
余
技
に

過
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
萎い

靡び

不
振
は
当
然
の
結
果
と
い
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わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
そ
の
間
に
在
っ
て
、
往
々
頭
角
を

露
わ
し
、
李
朝
後
期
の
た
め
気き

焔え
ん
を
吐
い
た
も
の
も
あ
っ
た
」
と

十
分
な
研
究
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
前
提
で
は
あ
る
が
、
李

王
家
博
物
館
、
総
督
府
博
物
館
で
の
調
査
を
中
心
に
実
際
に
調
査

し
た
絵
画
に
つ
い
て
位
置
づ
け
を
試
み
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
の

関
野
の
認
識
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
が
公
に
な
っ
た
第
二
次
大
戦
前

の
日
本
人
の
朝
鮮
時
代
絵
画
の
認
識
の
到
達
点
で
あ
っ
た
と
い
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
１
９
３
４
年
に
『
朝
鮮
古
蹟

図
譜
』
十
四
を
刊
行
し
、「
朝
鮮
名
画
展
覧
会
」
開
催
以
降
の
調

査
の
成
果
を
写
真
で
披
露
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
残
念
な
が
ら

解
説
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
関
野
は
朝
鮮
時
代
絵
画
の
調
査
の
成

果
を
よ
く
あ
わ
ら
わ
す
こ
と
な
く
翌
年
没
し
て
し
ま
う
。
お
そ
ら

く
は
「
朝
鮮
美
術
史
」
よ
り
も
さ
ら
に
具
体
的
に
明
確
に
朝
鮮
時

代
絵
画
の
様
相
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
察
す
る
。

３　

柳
宗
悦
の
朝
鮮
時
代
美
術
理
解

　
関
野
と
柳
と
の
交
渉
は
い
ま
だ
明
確
で
は
な
い
が
、
朝
鮮
名
画

展
覧
会
に
柳
が
所
蔵
す
る
姜カ

ン

世セ

晃フ
ァ
ン

の
蓮
花
図
を
出
品
し
た
り
、
名

画
展
の
朝
鮮
側
委
員
と
し
て
柳
と
の
交
友
が
知
ら
れ
る
浅
川
伯
教

が
名
を
連
ね
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
然
交
流
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
る
。

　
ま
た
、１
９
２
１
年
5
月
、東
京
の
神
田
流
逸
荘
に
お
い
て
「
朝

鮮
民
族
美
術
展
覧
会
」
を
開
催
し
、
１
９
２
４
年
４
月
9
日
に
は
、

景
福
宮
内
絹
敬
堂
内
に
朝
鮮
民
族
美
術
館
を
開
館
さ
せ
た
。
柳
は

「
私
は
こ
の
美
術
館
に
於
て
、
人
々
に
朝
鮮
の
美
を
伝
へ
た
い
。

さ
う
し
て
そ
こ
に
現
は
れ
る
民
族
の
人
情
を
目
前
に
呼
び
起
こ
し

た
い
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
私
は
之
が
消
え
よ
う
と
す
る
民
族
美

術
の
、
消
え
な
い
持
続
と
新
た
な
復
活
と
の
動
因
に
な
る
事
を
希

ふ
」
と
そ
の
設
立
の
動
機
を
語
る
（
注
30
）。

　
朝
鮮
総
督
府
ほ
か
日
本
の
植
民
地
に
お
け
る
文
治
政
策
の
具
体

的
な
研
究
者
と
し
て
の
関
野
と
柳
を
大
き
く
官
と
民
の
立
場
で
対

比
す
る
見
方
は
多
い
。
柳
の
朝
鮮
時
代
絵
画
に
た
い
す
る
系
統
的

な
視
点
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　
柳
の
朝
鮮
美
術
へ
の
視
点
は
「
悲
哀
の
美
」
の
美
し
さ
を
た
た

え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
特
質
を
述
べ
、「
私
は
こ
こ
に
線
が
朝
鮮

芸
術
の
殆
ん
ど
凡
て
を
支
配
し
て
ゐ
る
特
質
で
あ
る
の
を
指
摘
し

た
」（
注
31
）
と
し
て
、
朝
鮮
の
芸
術
の
中
に
形
と
色
の
要
素
に
乏

し
い
と
も
述
べ
る
。
こ
う
し
た
言
葉
に
具
体
的
な
作
品
で
の
根
拠

は
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
漢
代
絵
画
に
就
い
て
型
を
用
い
た
製
作

の
美
し
さ
を
訴
え
る
と
同
時
に
「
絵
画
は
純
粋
絵
画
以
外
に
大
き

な
一
分
野
を
有
つ
て
ゐ
る
。
私
共
の
い
ふ
工
芸
的
絵
画
、
民
画
が

そ
の
領
域
で
あ
る
」と
述
べ
る（「
楽
浪
出
土
漢
代
画
に
就
い
て
」）。

わ
ず
か
に
挿
図
の
説
明
に
申シ

ム
思サ
イ

任ム

堂ダ
ン

の「
花
と
虫
」に
つ
い
て
、「
花
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や
蛙
や
蝶
や
蛇
や
蝗
が
画
題
で
あ
る
。
静
か
に
自
然
を
見
つ
め
な

が
ら
穏
や
か
に
描
い
て
い
る
。
一
見
写
実
風
で
は
あ
る
が
、
寧
ろ

見
え
な
い
世
界
を
写
実
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
方
が
当
ら
う
。

決
し
て
強
さ
大
き
さ
の
絵
で
は
な
い
が
、
静
か
に
身
に
近
づ
い
て

く
る
も
の
が
あ
る
」。
こ
の
図
の
こ
と
か
は
不
明
だ
が
「
朝
鮮
自

ら
生
ん
だ
絵
画
が
あ
る
事
が
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
た
め
で
あ
る
。

特
に
民
画
に
で
も
な
れ
ば
、
非
常
に
独
自
な
も
の
だ
と
言
つ
て
よ

い
」
と
つ
づ
っ
て
い
る
（
柳
前
掲
書
「
挿
絵
小
註
」）。

　
こ
こ
に
は
作
者
の
確
認
や
作
品
の
描
写
の
特
質
な
ど
、
美
術
史

的
な
関
心
は
見
ら
れ
な
い
。
自
身
の
感
性
に
見
合
っ
た
も
の
を
取

り
入
れ
る
と
い
う
柳
の
美
意
識
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

か
ら
作
品
の
文
化
的
な
背
景
や
関
連
作
品
を
収
集
し
よ
う
と
い
う

意
識
は
見
出
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
関
野
や
朝
鮮
時
代
書
画
を
系

統
立
て
て
調
査
し
た
り
、
収
集
し
よ
う
と
す
る
同
時
代
の
植
民
地

期
朝
鮮
の
人
々
の
傾
向
と
は
大
き
く
異
な
る
。

　

逆
に
次
第
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
朝
鮮
時
代
書
画
の
収
集

ブ
ー
ム
か
ら
漏
れ
た
作
者
未
詳
の
作
品
に
心
奪
わ
れ
て
い
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
こ
に
柳
特
有
の
美
意
識
を
見
出
し
、

「
民
画
」
と
い
う
言
い
方
、
分
類
を
創
始
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
柳
の
言
葉
だ
け
を
読
ん
だ
場
合
、
こ
う
し
た
絵
画
が
朝
鮮
の
人

の
心
情
を
表
現
す
る
、
あ
る
い
は
朝
鮮
時
代
を
代
表
す
る
絵
画
だ

10　景福宮絹敬堂（2016年10月）
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と
い
う
認
識
が
日
本
に
長
く
広
ま
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

　
関
野
が
調
査
し
た
朝
鮮
時
代
絵
画
に
つ
い
て
は
、
関
野
の
報
告

書
や
著
書
と
し
て
公
刊
さ
れ
、
調
査
カ
ー
ド
と
し
て
美
術
研
究
所

（
文
化
財
研
究
所
）
に
保
存
さ
れ
た
が
、
世
に
広
ま
ら
ず
、
柳
の

朝
鮮
美
術
に
つ
い
て
の
見
方
が
定
着
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

ま
と
め

　
現
代
に
お
い
て
も
朝
鮮
時
代
絵
画
を
専
門
に
研
究
す
る
日
本
の

研
究
者
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
い
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
、
植
民
地

で
あ
っ
た
朝
鮮
で
積
極
的
に
朝
鮮
時
代
絵
画
の
調
査
を
行
っ
た
の

が
関
野
貞
で
あ
っ
た
。
関
野
の
調
査
に
つ
い
て
、
植
民
地
の
文
化

的
統
治
の
先
導
と
み
る
見
方
も
多
い
。
今
回
、
関
野
の
朝
鮮
時
代

絵
画
の
調
査
カ
ー
ド
を
閲
覧
し
て
、
そ
の
調
査
の
具
体
的
な
様
相

を
見
る
に
彼
が
日
本
、
朝
鮮
で
逐
一
、
自
身
で
調
査
し
て
回
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
た
。
そ
れ
は
李
王
家
博
物
館
や
朝
鮮
総
督
府
博

物
館
な
ど
、
い
わ
ば
国
家
的
な
政
策
を
背
景
に
設
置
し
た
施
設
も

あ
る
が
、
京
城
の
個
人
の
作
品
を
一
件
一
件
、
調
査
し
て
回
る
こ

と
は
、
そ
う
し
た
権
威
ば
か
り
で
は
か
な
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た

か
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
は
東
京
府
美
術
館
で
の
朝
鮮
名
画
展
覧
会
の
開
催
に
も
端

的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
関
野
は
京
城
で
朝
鮮
美
術
館
を
運
営
し

て
い
た
呉
鳳
彬
と
知
り
合
い
、
前
年
に
開
催
さ
れ
た
古
書
画
珍
蔵

品
展
を
観
覧
し
て
、
日
本
で
の
開
催
を
約
し
た
。
そ
の
約
束
ど
お

り
、
東
京
で
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
こ
れ
を
「
内
鮮
融
和
」
を
目

的
と
し
た
、
と
い
わ
れ
る
が
、
存
外
に
評
判
を
呼
ぶ
こ
と
な
く
、

閉
会
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
関
野
の
朝
鮮
で
の
調
査
研
究

の
成
果
を
示
す
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
へ
の
編
集
の
た
め
で
は
な
く
、

純
粋
に
朝
鮮
時
代
絵
画
を
展
示
し
よ
う
と
し
た
よ
う
に
思
え
る
。

無
論
、
背
景
に
関
野
の
朝
鮮
で
の
活
動
や
文
化
財
保
護
な
ど
で
の

地
位
が
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
多
く
建
築
や
古
墳
の
発

掘
に
邁ま

い
進し
ん
し
た
な
か
で
、
伝
世
の
朝
鮮
時
代
の
絵
画
を
調
査
対
象

に
し
て
い
る
の
は
、
異
例
に
見
え
た
。

　
し
か
し
、
当
時
、
関
野
の
周
辺
で
そ
の
よ
う
な
調
査
を
行
っ
て

い
る
日
本
人
は
い
な
か
っ
た
。
わ
ず
か
に
韓
国
学
者
や
言
語
学
者

な
ど
朝
鮮
に
在
住
し
た
学
者
が
作
品
を
蒐
集
し
な
が
ら
、
韓
国
の

絵
画
史
に
ふ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
。

　
関
野
が
調
査
し
た
１
９
３
０
年
代
は
京
城
を
中
心
に
、
朝
鮮
で

古
書
画
を
売
買
し
入
手
し
て
、
展
示
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
は
利
益
を
目
的
と
し
た
売
買
と
伝
統
的
な
文
化
遺
産
を
残

し
、
公
開
す
る
と
い
う
二
つ
の
目
的
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
関
野
は
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ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
後
者
の
人
物
と
交
流
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
今
日
、
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
に
関
野
が
調
査
し
た
朝
鮮
時
代

絵
画
が
多
く
所
蔵
さ
れ
、
常
設
展
示
に
お
い
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
早
く
に
李
王
家
博
物
館
や
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
に
所
蔵

さ
れ
た
作
品
も
あ
る
が
、
関
野
が
調
査
し
た
折
に
は
京
城
な
ど
の

個
人
蔵
で
あ
っ
た
作
品
も
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
、
朝
鮮
半
島
は

南
北
に
分
か
れ
て
戦
乱
が
起
こ
り
、
人
々
は
再
び
戦
火
を
被
る
こ

と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
文
化
財
を
担
当
し
た
職
員
は
こ
れ
ら
を

釜
山
へ
と
避
難
さ
せ
、
よ
く
守
っ
た
（『
疎
開
目
録
』
国
立
中
央

博
物
館
）。

　
こ
の
よ
う
に
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
な
が
ら
、
日
本
が
そ
の
収

集
に
大
い
に
関
わ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
に
お
い
て
は
朝

鮮
時
代
絵
画
の
作
品
自
体
の
研
究
や
作
者
の
画
家
論
も
、
１
９
６

０
年
代
に
安ア

ン

輝ヒ

濬ジ
ュ
ン

氏
ら
に
よ
っ
て
確
立
し
て
い
く
ま
で
芽
生
え
な

か
っ
た
。こ
う
し
た
状
況
を
ふ
り
か
え
り
、残
さ
れ
た
資
料
に
よ
っ

て
、
関
野
の
調
査
活
動
を
明
ら
か
に
し
、
収
集
さ
れ
た
作
品
の
動

き
や
そ
の
背
景
を
追
っ
て
、
20
世
紀
前
半
の
朝
鮮
時
代
絵
画
の
収

集
や
展
示
活
動
を
確
認
し
、
日
本
と
韓
国
の
文
化
活
動
の
な
か
で

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

　
今
日
、
植
民
地
期
に
お
け
る
文
化
活
動
の
研
究
に
つ
い
て
は
韓

国
で
非
常
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
と
聞
き
、
日
本
に
お
い
て
も
そ

れ
を
空
白
の
時
期
な
ど
と
し
て
放
置
、
忌き

避ひ

す
る
の
で
は
な
く
、

資
料
の
提
供
を
行
い
、
両
国
の
研
究
者
に
よ
り
見
解
を
披ひ

瀝れ
き

し
あ

う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
最
後
に
こ
の
調
査
の
延
長
で
本
年
度
も
ソ
ウ
ル
へ
調
査
へ
行
く

こ
と
に
な
っ
た
。
飛
行
機
の
中
で
「
解
語
花
」
と
い
う
映
画
を
見

た
（
日
本
未
公
開
）。「
ト
ン
イ
」
と
い
う
ド
ラ
マ
で
も
有
名
な
人

気
女
優
ハ
ン
・
ヒ
ョ
ジ
ュ
さ
ん
が
出
演
し
て
い
る
。
舞
台
は
植
民

地
期
の
京
城
、
解
語
花
と
い
う
の
は
言
葉
を
解
す
る
花
、
す
な
わ

ち
妓キ

ー
生セ
ン
の
こ
と
で
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
共
に
育
っ
た
二
人
が
一
人
は

新
し
い
歌
謡
の
歌
手
と
し
て
注
目
を
浴
び
、
も
う
一
人
は
伝
統
的

歌
謡
の
跡
取
り
で
あ
る
が
、
相
手
に
嫉
妬
し
、
日
本
の
朝
鮮
総
監

の
愛
人
と
な
り
、
歌
手
へ
の
道
を
妨
げ
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
そ

の
二
人
の
有
様
は
悲
し
く
も
美
し
く
、
改
め
て
日
本
に
よ
る
支
配

の
や
る
せ
な
さ
を
感
じ
た
の
だ
が
、
私
達
は
美
術
と
い
う
一
面
だ

け
で
当
時
の
文
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ほ
ん
と
う

の
大
衆
は
何
を
求
め
た
の
か
は
、
も
う
少
し
広
く
見
て
み
な
い
と

い
け
な
い
と
思
っ
た
。当
時
の
広
い
意
味
の
文
化
活
動
、娯
楽
、生

活
な
ど
を
よ
く
把
握
し
た
う
え
で
、
わ
れ
わ
れ
の
考
察
も
進
め
る

べ
き
こ
と
も
こ
の
映
画
は
教
え
て
く
れ
た
気
が
す
る
。
ち
な
み
に

こ
の
映
画
は
２
０
１
７
年
に
日
本
で
も
公
開
さ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

CHEONGHAK
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注１　
「
朝
鮮
画
山
水
屏
風
」『
国
華
』
２
９
０
号　
１
９
１
４
年
、「
伝
李
澄

筆
雪
峰
江
閣
図
解
」『
国
華
』
５
０
１
号　
１
９
３
２
年
、「
李
上
佐
筆

雨
中
猛
虎
図
」『
国
華
』
６
３
４
号　
１
９
４
３
年
、「
李
希
園
筆
米
法

山
水
図
」『
国
華
』
６
３
６ 

号　
１
９
４
３
年
、
他

２　
『
東
京
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ｘ
ｘ 

関
野
貞
ア
ジ
ア
調
査
』
東
京
大
学
総

合
研
究
博
物
館　
２
０
０
５
年

３　
『
関
野
貞
日
記
』
関
野
貞
研
究
会　
中
央
公
論
美
術
出
版　
２
０
０
９

年

４　
渡
邊
雄
二
「
関
野
貞
の
朝
鮮
時
代
絵
画
調
査
と
朝
鮮
名
画
展
覧
会
―
東

京
文
化
財
研
究
所
所
蔵
の
調
査
カ
ー
ド
か
ら
―
」『
九
州
産
業
大
学
芸

術
学
研
究
報
告
』
47
号　
２
０
１
６
年

５　
「
朝
鮮
仏
画
徴
」『
朝
鮮
学
報
』
44
号　
１
９
６
７
年
、「
龍
蔵
院
蔵
薬

師
三
尊
画
像
に
就
い
て
」『
仏
教
芸
術
』
69
号　
１
９
６
８
年
、「
図
版

解
説
善
導
寺
蔵
地
蔵
菩
薩
画
像
」『
美
術
研
究
』
２
６
５
号　
１
９
７

０
年
、「
九
州
所
在
大
陸
伝
来
の
仏
画
」『
仏
教
芸
術
』
76
号　
１
９
７

０
年
、
他

６　
『
博
物
館
と
い
う
装
置　
帝
国
・
植
民
地
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
石

井
正
己
編　
勉
誠
出
版　
２
０
１
６
年

７　
大
橋
敏
博
「
韓
国
に
お
け
る
文
化
財
保
護
シ
ス
テ
ム
の
成
立
と
展
開
─

関
野
貞
調
査
（
１
９
０
２
年
）
か
ら
韓
国
文
化
財
保
護
法
制
定
（
１
９

６
２
年
）
ま
で
─
」『
総
合
政
策
論
叢
』
第
8
号　
島
根
県
立
大
学
総

合
政
策
学
会　
２
０
０
４
年

８　
「
朝
鮮
古
墳
の
壁
画
に
つ
い
て
」『
美
術
新
報
』
13
ノ
5 

１
９
１
４
年
、

「
高
句
麗
時
代
の
壁
画
（
1
）
～
（
3
）」『
国
華
』
２
９
４
号
、
２
９

７
号
、
２
９
８
号　
１
９
１
４
年
─
１
９
１
５
年
、「
新
た
に
発
見
せ

ら
れ
た
る
高
句
麗
時
代
の
絵
画
」『
国
華
』
３
２
７
号　
１
９
１
７
年

９　
関
野
貞
「
高
句
麗
時
代
の
壁
画
（
三
）」『
国
華
』
２
９
８
号　
１
９
１

５
年

10　
権
幸
佳
「
１
９
３
０
年
代
古
書
画
展
覧
会
と
京
城
の
美
術
市
場
呉
鳳
彬

の
朝
鮮
美
術
館
を
中
心
に
」『
日
韓
近
代
美
術
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
都
市

と
視
覚
空
間
─
１
９
３
０
年
代
の
東
京
と
ソ
ウ
ル
報
告
書
』
明
治
美
術

学
会
、
韓
国
近
現
代
美
術
史
学
会　
２
０
０
８
年

11　
呉
鳳
彬
の
展
覧
会
報
告
『
東
亜
日
報
』
１
９
３
１
年
4
月
10
日

12　
脇
本
楽
之
軒「
日
本
水
墨
画
に
及
ぼ
せ
る
朝
鮮
画
の
影
響
」『
美
術
研
究
』

28
号　
１
９
３
４
年

13　
伊
藤
純
「
李
王
家
博
物
館
開
設
前
後
の
状
況
と
初
期
の
活
動
」『
考
古

学
史
研
究
』
第
９
号　
２
０
０
１
年
、
李
成
市
「
朝
鮮
王
朝
の
象
徴
空

間
と
博
物
館
」『
植
民
地
近
代
の
視
座　
朝
鮮
と
日
本
』
岩
波
書
店　

２
０
０
４
年

14　
『
福
羽
逸
人
回
顧
録
』
財
団
法
人
国
民
公
園
協
会
新
宿
御
苑　
２
０
０

６
年

15　
『
重
建
報
告
書
昌
慶
宮
』
大
韓
民
国
文
化
公
報
部
文
化
財
管
理
局　
１

９
８
７
年
12
月

16　
『
韓
国
の
古
宮
建
築
（
日
本
語
版
）』
悦
話
堂　
１
９
８
８
年

17　
金
炫
淑
「
昌
慶
苑
「
夜
の
花
見
」
と
「
ヨ
ザ
ク
ラ
（
夜
桜
）」」『
日
韓

近
代
美
術
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
都
市
と
視
覚
空
間
─
１
９
３
０
年
代
の
東

京
と
ソ
ウ
ル
報
告
書
』
明
治
美
術
学
会　
韓
国
近
現
代
美
術
史
学
会　

２
０
０
８
年

18　
「
座
談
会
李
王
家
の
蒐
集
に
つ
い
て
─
下
郡
山
誠
一
氏
に
聞
く
─
（
上
）

（
中
）（
下
）」『
や
き
も
の
趣
味
』
第
1
巻
2
号
、
3
号
、
4
号　
徳
間

書
店　
昭
和
39
年
4
月
、
5
月
、
6
月　
ソ
ウ
ル
大
学
留
学
中
の
田
代

裕
一
郎
氏
に
教
示
い
た
だ
い
た
。

19　
注
13　
伊
藤
論
文

20　
下
郡
山
誠
一
「
槐
園
鮎
貝
房
之
進
の
思
い
出
」『
水
甕
』
第
50
巻
第
9 

号

21　
金
泰
蓮
「
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
設
立
と
運
営
に
つ
い
て
─
１
９
１
０
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～
１
９
２
０
年
を
中
心
に
」『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
文
学
研
究
科

篇　
第
43
号　
２
０
１
５
年
3
月　
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
朝
鮮
總
督
府
博
物
館
資
料
再
照
明
」
韓
国
中
央
博
物
館　
２
０

１
５
年
10
月
30
日

22　
大
出
尚
子
「
日
本
の
旧
植
民
地
に
お
け
る
歴
史
・
考
古
学
系
博
物
館
の

持
つ
政
治
性

－

朝
鮮
総
督
府
博
物
館
及
び
「
満
州
国
」
国
立
（
中
央
）

博
物
館
を
事
例
と
し
て

－

」『
東
洋
文
化
研
究
』
14
号　
２
０
１
２
年

23　
注
6

24　
ソ
ウ
ル
市
歴
史
博
物
館
開
催
「
강
통
교
서
화
사 

広
通
橋
書
画
肆
」
２

０
１
６
年
４
月
22
日
～
７
月
３
日

25　
白
井
順
「
前
間
恭
作
と
鮎
貝
房
之
進
の
交
流
」『
年
報
朝
鮮
学
』
第
15 

号　
２
０
１
３
年
2
月
26
日 
五
十
嵐
公
一

26　
「『
槿
域
書
画
徴
』
に
お
け
る
『
古
画
備
考
』
の
位
置
」『
江
戸
時
代
に

お
け
る
〈
書
画
情
報
〉
の
総
合
的
研
究
─
『
古
画
備
考
』
を
中
心
に
平

成
15
年
度
～
17
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成

果
報
告
書
）』
平
成
18
年
3
月
、
な
お
韓
国
で
は
洪
善
杓
が
「
呉
世
昌

と
槿
域
書
画
徴
」
を
『
槿
域
書
画
徴
』（
シ
ゴ
ン
サ
１
９
９
８
年
）
に

載
せ
る
。

27　
○
槿
域
書
画
徴
ニ
播
磨
龍
城
氏
ノ
三
清
帖
ノ
事
ヲ
灘
隠
ノ
項
ニ
載
セ
タ

ル
ヲ
発
見
ス
（
昭
和
８
年
８
月
17
日
）

28　
喜
多
恵
美
子「
朝
鮮
美
術
展
覧
会
と
朝
鮮
に
お
け
る『
美
術
』受
容
」『
大

谷
学
報
』
85
号　
２
０
０
８
年

29　
金
恵
信
『
韓
国
近
代
美
術
研
究
植
民
地
「
朝
鮮
美
術
展
覧
会
」
に
み
る

異
文
化
支
配
と
文
化
表
象
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ　
２
０
０
５
年

30　
柳
宗
悦
「『
朝
鮮
民
族
美
術
館
』
の
設
立
に
つ
い
て
」『
白
樺
』
１
９
２

１
年
1
月
号

31　
「
朝
鮮
の
美
術
」『
朝
鮮
と
そ
の
芸
術
』
日
本
民
芸
協
会　
１
９
７
２
年

新
装

挿
図
リ
ス
ト

１　
関
野
貞
調
査
カ
ー
ド
（
東
京
文
化
財
研
究
所
）

２　
東
亜
日
報
社
旧
社
屋
（
２
０
１
６
年
10
月
） 

渡
邊
撮
影

３　
朝
鮮
時
代
絵
画
写
真
カ
ー
ド
（
東
京
文
化
財
研
究
所
）

４　
関
野
調
査
カ
ー
ド
「
京
城
朝
鮮
絵
画
」（
東
京
文
化
財
研
究
所
）

５　
大
温
室
慶
昌
宮
（
２
０
１
６
年
７
月
） 

渡
邊
撮
影

６　
慶
昌
宮
蔵
書
閣
現
在
（
２
０
１
６
年
７
月
）
渡
邊
撮
影

７　
慶
昌
宮
蔵
書
閣
解
体
前
（『
韓
国
の
古
宮
』
よ
り
転
載
）

８　

朝
鮮
総
督
府
博
物
館
（
景
福
宮
内
） 『
국
립
중
앙
박
물
관 N

ational 
M

useum
 of Korea 

』
国
立
中
央
博
物
館　
２
０
０
７
年
よ
り
転
載

９　
現
在
の
広
通
橋
（
２
０
１
６
年
10
月
） 

渡
邊
撮
影

10　
景
福
宮
絹
敬
堂
（
２
０
１
６
年
10
月
） 

渡
邊
撮
影
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研
究
報
告

：

押
川
方
義
と
朝
鮮

            

─
─
朝
鮮
伝
道
計
画
の
前
後
史

松
谷
基
和

東
北
学
院
大
学
教
養
学
部
准
教
授

　
は
じ
め
に

　
押お

し

川か
わ

方ま
さ

義よ
し

（
１
８
５
０
─
１
９
２
８
）
は
明
治
初
期
を
代
表
す

る
キ
リ
ス
ト
教
の
牧
師
で
あ
り
、
東
北
学
院
（
在
仙
台
）
の
設
立

に
も
尽
力
し
た
教
育
者
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
早
い
時
期
か
ら
朝

鮮＊
１

に
関
心
を
寄
せ
、
日
清
戦
争
後
に
大
日
本
海
外
教
育
会
と
い
う

民
間
の
教
育
団
体
を
設
立
し
、
朝
鮮
の
首
都
ソ
ウ
ル
に
「
京け

い

城じ
ょ
う

学が
く

堂ど
う

」
と
い
う
日
本
語
に
よ
る
近
代
教
育
を
施
す
学
校
を
創
設
す
る

運
動
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　
こ
の
京
城
学
堂
に
つ
い
て
は
教
育
史
分
野
の
研
究
者
に
よ
っ
て

一
定
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
史
料
の
不
足
も
あ
っ
て
、
そ

の
設
立
経
緯
や
教
育
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
多
い
。

既
存
の
研
究
で
は
、
大
日
本
海
外
教
育
会
と
京
城
学
堂
の
設
立
が
、

日
清
戦
争
直
後
で
あ
っ
た
と
い
う
政
治
史
的
な
文
脈
に
照
ら
し
て
、

押
川
の
動
き
は
、
日
本
の
対
外
膨
張
政
策
に
乗
じ
た
帝
国
主
義
的

な
動
機
に
基
づ
く
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る＊

２

。
し
か
し
、
確
か
に

そ
う
し
た
側
面
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
当
時
の
日
本
を
代
表
す
る
キ

リ
ス
ト
教
の
指
導
者
で
あ
っ
た
押
川
が
、
突
如
、
朝
鮮
で
の
教
育

事
業
に
乗
り
出
し
た
か
に
つ
い
て
の
明
確
な
理
由
は
提
示
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
そ
れ
ま
で
押
川
が
キ
リ
ス
ト
教
教
育
界
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
視
し
、
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
背

景
と
彼
の
朝
鮮
に
対
す
る
関
心
に
は
、
何
ら
か
の
繋
が
り
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
的
見
通
し
の
下
、
当
時
の
日
本
に
お
け

青鶴学術論集
02
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る
キ
リ
ス
ト
教
運
動
に
目
配
り
し
な
が
ら
、
押
川
の
行
動
の
背
景

を
探
っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
予
想
に
違
わ
ず
、
押
川
の
朝
鮮
に

対
す
る
関
心
は
、
や
は
り
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
背
景
と
直
接
の

繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
を
通
じ
た
押

川
と
朝
鮮
の
繋
が
り
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

　
押
川
方
義
の
略
歴

　
最
初
に
、
押
川
の
初
期
の
人
生
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
し
て
お

く
。
押
川
は
１
８
５
０
年
に
松
山
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
た
。
そ
の

後
、
１
８
６
９
年
、
押
川
は
松
山
藩
か
ら
留
学
生
と
し
て
英
学
修

行
の
た
め
に
横
浜
に
派
遣
さ
れ
、
そ
こ
で
米
国
長
老
派
宣
教
師
で

あ
る
Ｊ
・
Ｈ
・
バ
ラ
に
出
会
い
、
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
。
１

８
７
２
年
、
押
川
は
、
他
の
受
洗
者
と
共
に
日
本
で
初
め
て
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
「
日に

本ほ
ん

基き
り

督す
と

教き
ょ
う

会か
い

」
を
立
ち
上
げ
、
１
８
７

６
年
に
は
新
潟
に
移
動
し
て
伝
道
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
１
８
８
０

年
に
は
伝
道
の
拠
点
を
仙
台
に
移
し
、
ド
イ
ツ
改
革
派
教
会
（
長

老
派
）
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
協
力
し
て
、
仙
台
を
中
心
と
し
た
東
北
地

方
に
広
く
伝
道
を
行
う
と
共
に
、仙
台
神
学
校
（
後
の
東
北
学
院
）

を
設
立
す
る
な
ど
伝
道
と
教
育
面
で
顕け

ん

著ち
ょ

な
働
き
を
見
せ
た
。

　
ち
な
み
に
、
後
に
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
旗
手
と
し
て
知
ら
れ

る
吉よ

し

野の

作さ
く

造ぞ
う

も
青
年
時
代
を
過
ご
し
た
仙
台
で
押
川
方
義
の
説
教

を
聞
い
て
お
り
、
そ
の
印
象
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

私
〔
吉
野
〕
が
中
学
に
入
っ
た
の
は
明
治
25
年
（
１
８
９
２
年
）

で
あ
る
が
…
時
勢
が
道
徳
的
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
、
感
心
し

な
が
ら
押
川
先
生
の
説
教
を
聞
い
た
…
…＊

３

。 

今
で
も
英
雄
と
い
う
と
、
押
川
氏
を
思
い
ま
す
。
風ふ

う

紀き

頽た
い

廃は
い

を
難

じ
其
の
弁
鋭
く
…
…
押
川
先
生
の
説
教
が
如
何
に
立
派
で
あ
っ
た

か
が
解
る＊

４

。 

　
こ
の
よ
う
に
押
川
は
、
仙
台
を
中
心
と
し
た
東
北
地
方
を
活
動

拠
点
に
、
そ
の
名
を
全
国
に
知
ら
れ
た
カ
リ
ス
マ
的
な
キ
リ
ス
ト

教
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
青
年
層
か
ら
の
人
気
は
抜
群
で
あ
っ
た
。

　
押
川
方
義
と
李イ

樹ス

廷ジ
ョ
ン

と
の
邂か
い

逅こ
う

　
管か

ん

見け
ん

の
限
り
、
押
川
本
人
が
朝
鮮
に
関
心
を
持
つ
に
至
っ
た
理

由
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
押

川
が
30
代
の
初
め
に
、
あ
る
朝
鮮
人
と
出
会
っ
て
い
た
こ
と
は
確

認
で
き
る
。
こ
の
朝
鮮
人
と
は
李
樹
廷
と
い
う
朝
鮮
国
の
政
府
か

CHEONGHAK
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ら
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
官
吏
で
あ
る
。
当
時
の
朝
鮮
国
は
１
８
７

６
年
に
日
本
と
開
港
条
約
を
交
わ
し
て
以
降
、
日
本
の
近
代
化
を

学
ぶ
べ
く
政
治
指
導
者
や
官
吏
を
数
次
に
亘
っ
て
視
察
団
を
派
遣

し
て
お
り
、
李
樹
廷
は
こ
う
し
た
視
察
団
の
一
員
と
し
て
西
洋
の

農
業
技
術
を
学
ぶ
予
定
で
来
日
し
た
。
し
か
し
、
李
は
滞
在
中
に

親
し
く
な
っ
た
津つ

田だ

仙せ
ん

（
西
洋
農
業
科
学
の
第
一
人
者
で
あ
り
、

後
に
津
田
塾
大
学
を
創
設
す
る
津つ

田だ

梅う
め

子こ

の
実
父
）
の
影
響
で
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
り
洗
礼
を
受
け
た
。

＊
５

当
時
の
朝
鮮
国
は
未
だ

キ
リ
ス
ト
教
が
禁
制
で
あ
っ
た
の
で
、
国
禁
を
冒お

か

し
て
ま
で
日
本

で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
っ
た
李
樹
廷
は
、
日
本
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

に
も
大
き
な
感
激
を
与
え
、
彼
は
１
８
８
３
年
に
東
京
で
開
催
さ

れ
た
「
基
督
教
大
親
睦
会
」（
全
国
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
る
交

流
行
事
）
に
招
待
さ
れ
、
日
本
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
か
ら
大
歓
迎
を

受
け
た
。
実
は
こ
の
会
合
に
は
押
川
方
義
も
参
加
し
て
お
り
、
そ

の
時
の
記
念
写
真
か
ら
も
李
の
後
方
に
押
川
の
姿
が
確
認
で
き
る
。

【
写
真
参
照
】＊

６。 

　
こ
の
時
、
果
た
し
て
押
川
が
李
樹
廷
と
直
接
に
会
話
を
交
わ
し

た
か
は
資
料
上
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
李
は
こ
の
集
会
で
朝
鮮

語
で
祈き

祷と
う

を
捧
げ
て
お
り＊

７

、 

そ
の
場
に
同
席
し
て
い
た
押
川
に
も

異
国
の
言
葉
で
な
さ
れ
た
祈
り
が
深
い
印
象
を
与
え
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
想
像
に
難か

た

く
な
い
。
ま
た
、
李
樹
廷
の
入
信
後
、
日
本
人

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
間
で
は
津
田
仙
を
中
心
と
し
て
、
朝
鮮
へ
の
伝

道
可
能
性
を
模
索
す
る
動
き
が
広
ま
っ
た
。
例
え
ば
、
津
田
仙
は

１
８
８
３
年
夏
に
朝
鮮
に
渡
航
し
て
、
現
地
の
視
察
を
行
っ
て
い

る＊
８

。 

押
川
は
直
接
は
こ
う
し
た
朝
鮮
へ
の
伝
道
計
画
に
係
わ
っ

た
形
跡
は
な
い
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て

朝
鮮
伝
道
へ
の
関
心
や
情
報
を
共
有
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
　
島
貫
兵
太
夫
の
朝
鮮
渡
航
と
朝
鮮
伝
道
決
議

　
李
樹
廷
と
の
邂
逅
後
、
押
川
は
仙
台
で
東
北
学
院
設
立
に
向
け

て
奔
走
し
て
お
り
、
１
８
９
１
年
か
ら
1
年
間
の
欧
米
外
遊
に
出

た
こ
と
も
あ
り
、
直
接
に
朝
鮮
に
関
す
る
目
立
っ
た
行
動
は
見
ら

れ
な
い
。
し
か
し
、
彼
が
帰
国
し
、
１
８
９
２
年
に
東
北
学
院
の

院
長
に
就
任
す
る
と
、
そ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
押
川
の
学
院

で
の
一
番
弟
子
と
も
い
う
べ
き
島し

ま

貫ぬ
き

兵ひ
ょ
う

太だ

夫ゆ
う

が
朝
鮮
に
渡
航
し
て

い
る
。
島
貫
の
渡
航
目
的
は
伝
道
で
あ
り＊

９

、
現
地
で
米
国
人
宣
教

師
や
朝
鮮
人
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
接
触
し
、
帰
国
後
は
押
川
や
島

貫
が
所
属
し
て
い
た
教
団
で
あ
る
日
本
基
督
教
会
の
第
8
回
大
会

（
１
８
９
２
年
11
月
）
に
朝
鮮
伝
道
を
開
始
す
べ
き
と
の
建
議
を

行
っ
た
。
そ
の
建
議
の
具
体
的
内
容
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
朝
鮮

に
在
住
す
る
日
本
人
向
け
に
伝
道
者
を
派
遣
す
る
こ
と
、
も
う
一
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つ
は
、朝
鮮
の
有
望
な
若
者
を
日
本
に
招
待
し
、日
本
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
で
学
ば
せ
た
上
で
、
将
来
の
朝
鮮
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

リ
ー
ダ
ー
、
す
な
わ
ち
「
他
日
朝
鮮
文
明
の
先
導
者
、
朝
鮮
基
督

教
会
の
基
」
と
た
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
っ
た＊1

＊

。 

　
ち
な
み
に
、
こ
の
建
議
は
、
島
貫
の
個
人
名
で
は
な
く
、
押
川

が
主
導
す
る
宮み

や

城ぎ

中ち
ゅ
う

会か
い

の＊1
＊

名
義
で
提
出
さ
れ
て
お
り
、
押
川
の
賛

同
を
受
け
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
み
て
間
違
い
な
い
。
実
際
、
朝

鮮
人
の
若
者
を
日
本
で
教
育
し
、「
他
日
朝
鮮
文
明
の
先
導
者
、

朝
鮮
基
督
教
会
の
基
」
と
す
る
構
想
は
、
島
貫
自
身
が
「
押
川
氏

の
考
え
も
又
之
に
同
じ
く
」
と
当
時
か
ら
認
め
て
お
り
、
押
川
の

意
向
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た＊1

＊

。 

　
し
か
し
、
押
川
と
島
貫
の
尽
力
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
朝
鮮
伝
道

に
関
す
る
建
議
は
、
必
ず
し
も
当
時
の
日
本
基
督
教
会
全
体
か
ら

の
積
極
的
支
持
を
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
最
初
に
こ
の
建
議

が
提
出
さ
れ
た
第
８
回
大
会
で
は
、
大
会
の
伝
道
局
で
調
査
し
て

可
能
な
限
り
実
行
す
る
と
い
う
決
議
が
な
さ
れ
た
が＊1

＊

、
次
回
大
会

（
１
８
９
４
年
）
で
は
、「
事
務
多
端
に
し
て
之
を
調
査
す
る
事
能あ

た
わ

ず
」
と
却
下
さ
れ
、
何
ら
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た＊1

＊

。

こ
う
し
た
日
本
基
督
教
会
の
消
極
的
姿
勢
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

島
貫
は
「
朝
鮮
伝
道
は
左
程
に
困
難
な
る
か
。
又
左
程
に
冷
淡
に

遇
す
べ
き
も
の
か
」
と
慨が

い

嘆た
ん

し
、「
朝
鮮
伝
道
の
議
は
冷
淡
に
待

CHEONGHAK

出典：『植村正久と其の時代　第二巻』（教文館、1976
年）568頁。押川は前から4列目、右から3番目の人物。
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実
は
、
こ
の
両
組
織
に
お
け
る
人
的
連
続
性
は
、
当
時
の
キ
リ
ス

ト
教
会
の
関
係
者
に
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
、
植う

え

村む
ら

正ま
さ

久ひ
さ

（
押
川
方
義
と
同
時
期
に
受
洗
し
た
明
治
期
を
代
表
す
る
有
力

な
牧
師
）
は
、
大
日
本
海
外
教
育
会
に
つ
い
て
「
文
明
的
の
教
育

は
何
人
の
手
に
於お

い
て
す
る
も
伝
道
に
大
関
係
な
し
と
せ
ず
。
況い

わ
ん

や

基
督
教
の
精
神
を
抱
け
る
諸
氏
の
教
育
事
業
に
於
て
を
や
。
其そ

の

方
法
宜よ

ろ

し
き
に
適か

な

ひ
、
当
局
者
其
の
人
を
得
れ
ば
、
其
の
朝
鮮
伝

道
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
知
る
べ
き
の
み
」
と
述
べ
、
教
育
会

の
中
核
メ
ン
バ
ー
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
以
上
、
そ
の
教
育
事

業
が
伝
道
に
貢
献
す
る
だ
ろ
う
と
一
定
の
期
待
を
寄
せ
て
い
た
の

で
あ
る＊1

＊

。 

　
さ
ら
に
押
川
自
身
も
後
年
、
大
日
本
海
外
教
育
会
の
発
足
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
回
想
を
残
し
て
お
り
、
両
組
織
に
連
続
性
が

あ
っ
た
こ
と
を
自
ら
認
め
て
い
る
。

　
私
は
初
め
か
ら
基
督
教
主
義
の
精
神
教
育
を
理
想
と
し
て
る
も

の
で
…
朝
鮮
問
題
の
如ご

と

き
も
こ
れ
で
解
決
し
た
い
も
の
だ
と
思
っ

て
お
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
伝
道
と
い
う
区
域
の
中

に
限
る
な
れ
ば
、
種
々
の
不
都
合
が
あ
っ
た
。
先ま

ず
第
一
に
朝
鮮

に
於
け
る
外
国
宣
教
師
等
の
反
感
で
あ
る
。
こ
れ
は
伝
道
を
標ひ

ょ
う

榜ぼ
う

し
て
行
け
ば
必
ず
衝
突
す
る
を
逸ま

ぬ
が

れ
な
い
。
第
二
は
一
般
国
民
の

遇
せ
ら
れ
て
終
り
た
り
」
と
失
望
を
禁
じ
得
な
か
っ
た＊1

＊

。 
　

　
朝
鮮
伝
道
計
画
と
大
日
本
海
外
教
育
会
の
連
続
性

　
こ
こ
で
興
味
深
い
の
が
、
押
川
と
島
貫
の
教
会
を
通
じ
た
朝
鮮

伝
道
計
画
が
頓と

ん

挫ざ

す
る
の
と
時
を
同
じ
く
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
、

後
に
京
城
学
堂
を
設
立
す
る
母
体
と
な
る
「
大だ

い

日に

本ほ
ん

海か
い

外が
い

教き
ょ
う

育い
く

会か
い

」
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
大
日
本
海
外
教
育
会
は
、
日

本
語
を
通
じ
た
近
代
教
育
を
海
外
に
も
広
め
る
目
的
で
設
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
教
会
や
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
と
は
直
接
関
係
の

な
い
組
織
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
教
育
会
の
立
役
者
で
あ
る
押
川
が

そ
れ
ま
で
は
教
会
内
で
朝
鮮
伝
道
計
画
の
旗
振
り
役
で
あ
っ
た
こ

と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
両
者
に
は
何
ら
か
の
繫
が
り
が
あ
る

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
視
点
か
ら
筆
者
が
、
大
日
本
海
外
教
育
会
設
立
時
の
賛
同

人
名
簿
を
見
る
と
、
そ
の
多
く
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
り
、
押
川

方
義
、
島
貫
兵
太
夫
は
勿
論
の
こ
と
、
津
田
仙
を
は
じ
め
と
し
て
、

そ
れ
ま
で
朝
鮮
伝
道
計
画
に
係
わ
っ
て
き
た
主
要
な
人
物
が
全
て

名
を
連
ね
て
い
る
。
つ
ま
り
、
朝
鮮
伝
道
計
画
を
推
進
し
て
来
た

人
物
た
ち
は
、
教
会
を
通
じ
て
の
朝
鮮
伝
道
計
画
が
頓
挫
し
た
後
、

揃
っ
て
大
日
本
海
外
教
育
会
の
設
立
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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面
に
押
し
出
し
た
こ
と
が
窺う

か
が

え
る
。
実
際
、
こ
の
証
言
は
、
大
日

本
海
外
教
育
会
の
当
初
の
名
称
が「
大
日
本
海
外
伝
道
会
」で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
「
伝
道
会
」
を
看
板
か
ら
は
ず

し
、「
教
育
会
」
と
入
れ
替
え
た
と
い
う
事
実
と
符
合
し
て
お
り

信し
ん

憑ぴ
ょ
う

性せ
い

が
高
い＊1

＊

。 

　
　
押
川
の
朝
鮮
渡
航
と
朝
鮮
人
留
学
生

　
大
日
本
海
外
教
育
会
の
設
立
直
後
の
１
８
９
４
年
12
月
、
押
川

方
義
は
初
め
て
朝
鮮
を
訪
問
し
、
帰
国
の
際
に
朝
鮮
の
学ハ

ク

部ブ

衙ア

門ム
ン

（
日
本
の
文
部
省
に
該
当
）
か
ら
の
派
遣
留
学
生
と
し
て
姜カ

ン

璟ギ
ョ
ン

煕ヒ

（
21
歳
）、
高コ

羲ヒ

駿ジ
ュ
ン

（
17
歳＊1

＊

） 

の
２
名
を
連
れ
て
帰
っ
た
。
こ
の
若

い
留
学
生
２
名
を
身
元
引
受
人
と
し
て
自
宅
に
住
ま
わ
せ
て
世
話

を
し
た
の
が
、
当
時
、
仙
台
か
ら
東
京
に
活
動
拠
点
を
移
し
て
い

た
島
貫
兵
太
夫
で
あ
る＊2

＊

。
島
貫
は
こ
の
２
名
の
留
学
生
を
世
話
し

つ
つ
自
ら
主
宰
す
る
伝
道
雑
誌
『
救き

ゅ
う

世せ
い

』
に
朝
鮮
に
関
す
る
記
事

を
継
続
的
に
掲
載
し
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
読
者
の
朝
鮮
に
対
す
る
関

心
を
高
め
る
努
力
を
行
う
一
方
、
姜
と
高
が
日
本
語
に
不
自
由
し

な
く
な
る
と
、
彼
ら
自
身
の
声
を
紙
面
に
紹
介
し
て
い
る＊2

＊

。
島
貫

に
は
朝
鮮
の
文
化
に
も
真し

ん
摯し

な
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
当
時
で
は

ま
だ
珍
し
か
っ
た
ハ
ン
グ
ル
活
字
を
紙
面
に
用
い
て
朝
鮮
の
詩
歌

CHEONGHAK

同
情
如い

か
ん何
、
従
っ
て
資
金
募
集
に
及
ぼ
す
影
響
如
何
で
あ
る
。
そ

こ
で
私
は
純
然
た
る
教
育
事
業
の
み
に
し
た
の
で
あ
っ
た＊1

＊

。 

　
こ
の
証
言
か
ら
は
、
在
朝
鮮
の
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
摩
擦
や

競
合
を
避
け
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
以
外
の
日
本
人
の
協
賛
と
寄

附
を
得
る
た
め
に
、
敢あ

え
て
「
伝
道
」
で
は
な
く
「
教
育
」
を
前

出典：『救世』第5号(明治28年7月)22頁
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や
文
学
の
紹
介
も
行
っ
て
い
る
【
写
真
参
照

＊2
＊

】。
こ
う
し
た
姿
勢

か
ら
は
、
島
貫
が
朝
鮮
を
日
本
と
対
等
な
文
化
を
持
つ
国
と
見
て
、

朝
鮮
人
に
も
敬
意
を
払
っ
て
交
際
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
他
方
、
押
川
は
、
朝
鮮
視
察
後
の
講
演
の
中
で
「
日
本
が
朝
鮮

を
預
か
れ
る
、
医
者
が
大
病
人
を
預
か
り
た
る
が
如ご

と

し
、
船
頭
が

破
船
を
救
は
ん
と
す
る
が
如
し
」
と
日
本
と
朝
鮮
の
国
家
間
の
優

劣
関
係
を
強
調
し
つ
つ
も
、
一
般
の
日
本
人
が
「
朝
鮮
に
猜さ

い

疑ぎ

心し
ん

多
し
」
と
偏
見
を
持
つ
こ
と
に
対
し
て
は
、
果
た
し
て
「
日
本
国

民
は
猜
疑
心
な
き
や
否い

な

や
」
と
問
い
返
し
、
ま
た
「
朝
鮮
に
公
同

の
心
な
し
と
い
ふ
」
言
説
に
対
し
て
も
、「
日
本
国
民
は
公
同
の

心
あ
る
や
否
や
、
是こ

れ
れ
自
省
す
べ
き
問
題
な
り

＊2
＊

」
と
、
朝
鮮
人
を

劣
っ
た
国
民
と
し
て
見
な
す
日
本
社
会
の
風
潮
に
は
異
を
唱
え
て

い
た
。
こ
の
よ
う
に
島
貫
と
押
川
は
共
に
朝
鮮
人
を
日
本
人
と
対

等
な
存
在
と
し
て
見
よ
う
と
す
る
視
点
を
持
っ
て
お
り
、
お
そ
ら

く
そ
こ
に
は
、
彼
ら
が
教
育
を
通
じ
て
「
他
日
朝
鮮
文
明
の
先
導

者
、
朝
鮮
基
督
教
会
の
基
」
と
な
る
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
す
る

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
お
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
押
川
の
持
つ
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
実
際
に
彼
ら
が
朝

鮮
伝
道
計
画
に
深
く
関
与
し
て
き
た
事
実
が
見
逃
さ
れ
る
傾
向
に

あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
押
川
と
朝
鮮
を
結
び
つ
け
た
契
機
は
、

日
清
戦
争
に
始
ま
る
日
本
の
朝
鮮
進
出
に
求
め
ら
れ
、
そ
の
内
的

な
動
機
も
彼
個
人
の
政
治
的
野
心
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
還
元
し

て
理
解
す
る
見
方
が
主
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
が
明
ら
か
に
す
る
通
り
、
押
川
と
そ
の

周
辺
の
人
物
に
強
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
帝
国
主
義
へ
の
同
調
姿

勢
が
見
ら
れ
た
に
せ
よ
、
彼
ら
は
明
治
期
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
第
一

世
代
と
し
て
の
独
自
の
理
念
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
有
し
て
お

り
、
朝
鮮
へ
の
関
与
に
お
い
て
も
、
彼
ら
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し

て
の
使
命
感
や
教
会
を
通
じ
た
国
境
や
民
族
を
超
え
る
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
交
流
関
係
が
、
彼
ら
の
行
動
や
判
断
に
少
な
か
ら

ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
押
川
に
限
ら
ず
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
系
知
識
人
の
対
朝
鮮
関
係

を
分
析
・
評
価
す
る
際
に
は
、「
政
治
」
の
み
な
ら
ず
「
宗
教
」

的
次
元
も
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
・
多
元
的
な
評
価
が
必
要
な
の

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。



201 200

CHEONGHAK

＊
1　
本
稿
が
対
象
と
す
る
時
期
の
日
本
語
資
料
で
は
、
朝
鮮
王
朝
（
１
３

９
２–

１
９
１
０
）
を
指
し
て
「
朝
鮮
」「
朝
鮮
国
」、
同
国
の
人
々

を
指
し
て
「
朝
鮮
人
」「
韓
人
」
と
い
う
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
本
稿
で
は
記
述
上
の
煩
雑
さ
や
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
一
次

資
料
か
ら
の
直
接
の
引
用
の
場
合
を
除
き
、「
朝
鮮
」「
朝
鮮
人
」
の

語
を
使
用
す
る
。

＊
2  

例
え
ば
、
藤
一
也
は
、
大
日
本
海
外
教
育
会
に
つ
い
て
、「
そ
れ
は

当
時
の
国
内
で
の
キ
リ
ス
ト
教
圧
迫
に
対
す
る
打
開
策
で
あ
っ
た
。

が
、
そ
れ
は
同
時
に
政
治
的
、
経
済
的
面
で
の
日
本
の
海
外
進
出

―
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
対
韓
帝
国
主
義
的
植
民
地
政
策

―

に
歩
調
を
合
わ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
」
と
評
し
て
い
る
。『
押
川

方
義
』
１
０
９
頁
。

＊
3　
「
教
会
に
対
す
る
昔
の
青
年
と
今
の
青
年
の
態
度
」『
開
拓
者
』（
１

９
２
６
年
7
月
）
16
頁
。

＊
4　
「
教
会
に
対
す
る
昔
の
青
年
と
今
の
青
年
の
態
度
」
15
頁
。

＊
5　
「
韓
人
受
洗
」『
七
一
雑
報
』
第
8
巻
19
号
（
明
治
16
年
5
月
11
日
）

28
〜
29
頁
。
な
お
、
李
樹
廷
と
彼
を
取
り
巻
く
人
物
た
ち
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
松
谷
基
和
『
明
治
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

と
朝
鮮
開
化
派
―
「
キ
リ
ス
ト
教
」
と
「
ア
ジ
ア
主
義
」
の
交
錯
』

松
浦
正
孝
編『
ア
ジ
ア
主
義
は
何
を
語
る
の
か
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

２
０
１
３
年
）
に
詳
し
い
。

＊
6　
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代　
第
二
巻
』（
教
文
館
、
１
９
７
６
年
）
５

６
８
頁
。

＊
7　
『
七
一
雑
報
』（
明
治
16
年
5
月
25
日
）

＊
8　
松
谷
基
和『
明
治
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
朝
鮮
開
化
派
─「
キ
リ
ス
ト
教
」

と
「
ア
ジ
ア
主
義
」
の
交
錯
』
４
１
４
頁
。

＊
9　
相
沢
源
七
『
島
貫
兵
太
夫
伝
』（
教
文
館
、
１
９
８
６
年
）
55
頁
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
当
時
の
島
貫
の
渡
航
ビ
ザ
の
写
真
を
参
照
。

＊
10　
山
本
秀
煌
編
『
日
本
基
督
教
会
大
会
記
録 

第
8
回
』（
明
治
25
年
11

月
）
38
〜
39
頁
。

＊
11　
宮
城
中
会
は
、
押
川
が
開
拓
し
た
仙
台
、
岩
沼
、
石
巻
、
古
川
の
四
つ

の
教
会
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
１
８
８
５
年
に
日
本
基
督
一
致
教
会
に

加
入
し
た
。
山
本
秀
煌『
日
本
基
督
教
会
史
』（
日
本
基
督
教
会
事
務
所
、

１
９
２
９
年
）
87
頁
。

＊
12　
『
救
世
』
第
4
号
、
4
頁
。

＊
13　
『
日
本
基
督
教
会
大
会
記
録 

第
8
回
』（
明
治
25
年
11
月
）
39
〜
40
頁
。

＊
14　
『
救
世
』
第
4
号
、
5
頁
。

＊
15　
『
救
世
』
第
4
号
、
5
頁
。

＊
16　
『
福
音
新
報
』
第
１
９
６
号
（
明
治
27
年
12
月
14
日
）
藤
一
也
『
押
川

方
義
』
１
０
８
頁
よ
り
再
引
用
。

＊
17　
「
海
外
教
育
会
と
本
多
庸
一
」『
道
』（
明
治
45
年
５
月
１
日
）。
川
合『
押

川
方
義
管
見
（
明
治
編
）』
１
０
２
頁
よ
り
再
引
用
。

＊
18　
藤
一
也
『
押
川
方
義
』
１
０
９
頁
。

＊
19　
高
は
日
本
の
朝
鮮
併
合
を
推
進
し
、
植
民
地
期
を
通
じ
て
日
本
支
配
に

協
力
的
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
の
独
立
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
が
、
１
９
１

９
年
の
3
・
1
独
立
運
動
後
に
は
、
帝
国
臣
民
と
し
て
の
朝
鮮
人
に
参

政
権
付
与
を
請
願
す
る
運
動
を
展
開
し
た
。
今
日
の
韓
国
で
は
、
い
わ

ゆ
る
『
親
日
派
』
と
し
て
極
め
て
否
定
的
な
評
価
を
受
け
て
い
る
。
親

日
人
名
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
親
日
派
人
名
辞
典
1
』［
韓
国
語
］（
民

族
文
化
研
究
所
、
２
０
０
９
年
）
１
７
３
〜
１
７
５
頁
。

＊
20　
『
東
北
文
学
』
第
9
号
（
明
治
28
年
4
月
25
日
）
50
頁
。

＊
21　
『
救
世
』
第
2
号
、
15
〜
16
頁
：『
救
世
』
第
5
号
、
17
頁
。

＊
22　
『
救
世
』
第
5
号
（
明
治
28
年
7
月
）
22
〜
23
頁
。

＊
23　
『
芙
蓉
峰
』
第
2
号
（
明
治
29
年
6
月
）
16
〜
17
頁
。
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磨
製
石
剣
か
ら
み
た

韓
半
島
青
銅
器
時
代
社
会

平
郡
達
哉

島
根
大
学
法
文
学
部
准
教
授

　
は
じ
め
に

　
青
銅
器
時
代
に
は
本
格
的
な
農
耕
社
会
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
る

と
共
に
、
次
第
に
社
会
の
複
合
度
が
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
さ
れ

て
い
る
（
李
盛
周
２
０
０
０
、
武
末
２
０
０
２
、
裵
眞
晟
２
０
０

６
ｂ
、
安
在
晧
２
０
０
６
、
李
相
吉
２
０
０
６
、
金
承
玉
２
０
０

７
、
金
鐘
一
２
０
０
７
、
庄
田
慎
矢
２
０
０
７
、
李
熙
濬
２
０
１

１
な
ど
）。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
墳
墓
資
料
か
ら
こ
の
よ
う
な
農
耕

社
会
の
形
成
・
発
展
に
対
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
作
業
を
進
め
て

き
た
。
墳
墓
資
料
か
ら
当
時
の
社
会
を
復
元
し
よ
う
と
い
う
試
み

は
数
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
墳
墓
資
料
自
体
は
新
石
器
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
青
銅
器
時

代
の
そ
れ
は
定
型
化
し
た
墳
墓
構
造
・
副
葬
品
の
多
様
性
、
そ
し

て
一
連
の
葬
送
儀
礼
の
挙
行
な
ど
複
数
の
要
素
に
お
い
て
相
違
点

が
あ
る
。
副
葬
品
に
つ
い
て
見
る
と
、
新
石
器
時
代
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
琵
琶
形
銅
剣
・
銅
矛
・
銅
鏃
、
磨
製
石
剣
・
石
鏃
と
い
っ

た
武
器
の
形
態
を
な
す
副
葬
品
が
出
現
す
る
。
こ
の
中
で
も
支
石

墓
や
石
棺
墓
な
ど
の
墳
墓
の
副
葬
品
と
し
て
製
作
さ
れ
た
磨
製
石

剣
は
中
国
東
北
部
か
ら
沿
海
州
、
韓
半
島
、
北
部
九
州
・
瀬
戸
内

西
部
に
お
い
て
見
ら
れ
る
が
、
分
布
と
出
土
数
量
、
形
態
の
多
様

性
な
ど
か
ら
み
て
そ
の
中
心
地
は
韓
半
島
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ

こ
で
は
こ
れ
ま
で
の
磨
製
石
剣
研
究
の
流
れ
を
振
り
返
り
、
そ
の

課
題
を
提
示
し
た
後
、
韓
半
島
青
銅
器
時
代
社
会
に
お
い
て
磨
製

石
剣
が
い
か
に
し
て
使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
器
物

で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
磨
製
石
剣
は
住
居
址
と

青鶴学術論集
03



203 202

い
っ
た
生
活
遺
構
か
ら
も
出
土
す
る
が
、
大
部
分
が
墳
墓
の
副
葬

品
と
し
て
出
土
し
て
お
り
、
本
稿
で
は
墓
制
研
究
の
側
面
か
ら
当

時
の
社
会
の
性
格
に
つ
い
て
論
ず
る
た
め
、
墳
墓
出
土
品
に
対
す

る
検
討
を
行
う
。

　
１　
研
究
動
向
と
課
題

　
現
時
点
で
韓
半
島
磨
製
石
剣
に
対
す
る
最
も
古
い
言
及
は
、
１

８
８
６
（
明
治
19
）
年
に
神
田
孝
平
が
開
城
か
ら
出
土
し
た
と
伝

わ
る
磨
製
石
剣
を『
東
京
人
類
学
会
報
告
』の「
雑
記
」に
ス
ケ
ッ

チ
と
共
に
紹
介
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
神
田
孝
平
１
８
８

６
）。
し
か
し
、
磨
製
石
剣
が
韓
半
島
の
歴
史
を
物
語
る
歴
史
資

料
と
し
て
認
識
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
20
世
紀
の
初
め
、
朝
鮮
統

監
部
及
び
朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
植
民
地
経
営
事
業
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
文
化
遺
跡
調
査
が
開
始
し
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期

に
は
磨
製
石
剣
に
対
す
る
初
歩
的
な
分
類
を
試
み
ら
れ
た
が
（
梅

原
末
治
１
９
２
２
、
高
橋
健
自
１
９
２
５
）、
明
確
な
分
類
基
準

が
あ
っ
た
わ
け
で
な
く
形
態
分
類
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
（
有
光

教
一
１
９
５
６
）。

　
そ
の
中
で
韓
半
島
出
土
磨
製
石
剣
に
対
す
る
最
初
の
本
格
的
な

論
考
を
発
表
し
た
の
は
有
光
教
一
で
あ
っ
た
。
１
９
３
９
年
と
１

９
５
５
年
の
論
考
に
お
い
て
基
部
の
形
状
に
よ
る
分
類
（
Ａ
形
式

（
有
茎
式
）、
Ｂ
形
式
（
有
柄
式
）、
Ｃ
形
式
（
無
茎
無
柄
式
）、
Ｄ

形
式
（
柳
葉
形
）
お
よ
び
剣
身
の
樋
の
有
無
と
い
う
要
素
を
加
え

て
型
式
を
細
分
さ
せ
、
有
樋
の
も
の
か
ら
無
樋
の
も
の
へ
の
変
化

を
考
え
た
（
有
光
教
一
１
９
５
５
）。
有
光
は
磨
製
石
剣
の
祖
型

と
し
て
細
形
銅
剣
又
は
鉄
剣
を
挙
げ
た
。
分
布
状
況
に
も
違
い
が

あ
る
と
し
、
Ａ
形
式
は
韓
半
島
西
北
部
を
中
心
分
布
域
と
し
、
Ｂ

形
式
は
漢
江
流
域
以
南
に
広
く
分
布
す
る
と
し
た 

（
有
光
教
一
１

９
３
９
）。
上
記
の
一
連
の
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
が
１
９
５
９
年

の
『
朝
鮮
磨
製
石
剣
の
研
究
』
で
あ
る
。
２
０
５
点
の
磨
製
石
剣

の
図
面
を
提
示
し
、
そ
れ
を
基
に
型
式
分
類
と
分
布
、
出
土
遺
構

（
埋
葬
遺
構
）に
つ
い
て
検
討
す
る
な
ど
体
系
的
な
研
究
を
行
っ
た
。

そ
し
て
、
磨
製
石
剣
が
持
つ
歴
史
的
・
社
会
的
意
味
に
つ
い
て
、

支
石
墓
の
よ
う
な
巨
大
な
建
造
物
の
構
築
が
可
能
な
社
会
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
を
前
提
に
し
つ
つ
も
、
磨
製
石
器
を
作
る
こ
と
に

長
じ
て
い
た
韓
半
島
土
着
の
石
器
時
代
人
が
、
よ
り
高
度
な
文
明

を
所
持
し
て
い
た
征
服
者
の
道
具
を
模
倣
し
た
も
の
と
い
う
観
点

か
ら
の
議
論
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
（
田
村
晃
一
１
９
８
８
）。

　
こ
れ
以
降
、
韓
半
島
出
土
磨
製
石
剣
の
研
究
は
有
光
教
一
の
研

究
成
果
を
軸
に
し
て
、
そ
の
内
容
の
賛
否
を
問
う
形
、
あ
る
い
は

批
判
的
に
継
承
し
て
い
く
形
で
進
ん
で
き
た
。

CHEONGHAK
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１
９
６
７
年
に
『
韓
国
支
石
墓
研
究
』
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ

の
研
究
報
告
書
は
単
に
青
銅
器
時
代
墓
制
研
究
の
転
換
点
と
な
っ

た
だ
け
で
な
く
、
磨
製
石
剣
研
究
に
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
。

つ
ま
り
、
京
畿
道
坡
州
玉
石
里
遺
跡
の
卓
子
式
支
石
墓
調
査
時
、

そ
の
下
層
で
確
認
さ
れ
た
長
方
形
住
居
址
か
ら
血
溝
を
持
つ
有
段

柄
式
石
剣
が
出
土
し
、
こ
れ
と
共
伴
し
た
建
築
部
材
と
考
え
ら
れ

る
木
炭
片
に
対
す
る
Ｃ
14
年
代
測
定
値
（2590

±105 B.P.

）

が
公
表
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
磨
製
石
剣
の
年
代
が
遅
く
と
も
紀

元
前
6
世
紀
後
半
に
遡
る
可
能
性
が
提
示
さ
れ
、
細
形
銅
剣
の
年

代
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
か
ら
有
光
が
提
示
し
た
細
形
銅
剣
祖
型

説
が
否
定
さ
れ
た
（
金
載
元
・
尹
武
炳
１
９
６
７
）。

　
そ
の
後
、『
韓
国
支
石
墓
研
究
』で
の
調
査
・
研
究
成
果
を
基
に

韓
国
人
研
究
者
を
中
心
に
型
式
分
類
と
磨
製
石
剣
の
祖
型
を
め
ぐ

る
論
考
が
１
９
９
０
年
代
半
ば
ま
で
持
続
的
に
発
表
さ
れ
て
い
っ

た
。
特
に
型
式
分
類
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
見
解

が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
枠
は
有
光
が
提
示
し
た
基
部
形

態
の
違
い
に
よ
っ
て
有
茎
と
有
柄
に
大
別
す
る
と
い
う
点
で
は
一

致
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
田
村
晃
一
と
沈
奉
勤
の
研
究
は
有
光

の
研
究
成
果
を
批
判
的
に
検
討
・
継
承
し
つ
つ
、
分
類
と
編
年
の

枠
組
み
を
明
確
に
し
た
点
で
１
９
９
０
年
代
ま
で
の
研
究
を
総
括

す
る
成
果
を
示
し
た
（
田
村
晃
一
１
９
８
８：沈
奉
勤
１
９
８
９
）。

　
１
９
９
０
年
代
以
降
続
く
大
規
模
発
掘
調
査
の
正
式
報
告
書
が

刊
行
さ
れ
る
と
と
も
に
磨
製
石
剣
資
料
が
増
加
し
、
出
土
遺
構
の

種
類
や
詳
細
な
出
土
状
態
が
分
か
る
事
例
が
増
え
た
こ
と
を
う
け

て
、
磨
製
石
剣
の
出
土
状
況
を
基
に
副
葬
行
為
や
儀
礼
行
為
の
復

元
を
試
み
る
研
究
が
試
み
ら
れ
た
（
趙
栄
済
１
９
９
８
、
河
仁
秀

２
０
０
０
、
李
相
吉
２
０
０
０
、
後
藤
直
２
０
０
０
、
平
郡
２
０

０
８
：
２
０
０
９
）。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
有
柄
式
石
剣
の
編
年
研
究
が
進
む
と
と
も

に
、
副
葬
状
態
に
対
す
る
検
討
を
基
に
青
銅
器
時
代
社
会
に
お
い

て
磨
製
石
剣
が
有
し
た
意
味
・
意
義
付
け
が
試
み
ら
れ
た
時
期
で

あ
る
（
裵
眞
晟
２
０
０
６
ａ
、
黄
昌
漢
２
０
０
８
、
張
・
平
郡
２

０
０
９
）。
ま
た
、
韓
半
島
内
の
地
域
ご
と
に
お
け
る
磨
製
石
剣

の
様
相
に
対
す
る
研
究
（
成
璟
瑭
２
０
０
５
、
劉
美
香
２
０
０
６
、

孫
唆
鎬
２
０
０
９
、
姜
元
杓
２
０
０
６
）、
沿
海
州
出
土
石
剣
の

集
成
・
再
検
討
な
ど
研
究
対
象
地
域
の
細
分
化
・
拡
大
が
み
ら
れ

る
（
姜
仁
旭
２
０
１
１
、O

ksana Yanshina

・Shinya 
Shoda

２
０
１
３
）。

　
そ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
磨
製
石
剣
の
分
類
と
編
年

研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
既
存
の
有
柄
式
石
剣
の
型
式
分
類

案
・
編
年
案
を
よ
り
具
体
的
に
提
示
す
る
と
と
も
に
墳
墓
で
の
共

伴
遺
物
に
よ
る
型
式
変
遷
の
妥
当
性
を
検
討
し
、
研
究
水
準
を
一
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段
階
高
め
た
の
は
朴
宣
映
の
研
究
で
あ
る
（
朴
宣
映
２
０
０
４
：

２
０
０
９
）。

　
も
う
一
つ
の
論
点
と
し
て
、
韓
半
島
出
土
磨
製
石
剣
の
起
源
に

対
す
る
も
の
が
あ
る
。
新
石
器
時
代
に
は
見
ら
れ
ず
、
青
銅
器
時

代
に
な
っ
て
出
現
す
る
磨
製
石
剣
が
何
ら
か
の
青
銅
剣
を
モ
デ
ル

に
し
て
製
作
さ
れ
た
と
す
る
観
点
も
や
は
り
研
究
開
始
当
初
か
ら

提
起
さ
れ
て
き
た
。

　
有
光
教
一
は
細
形
銅
剣
と
磨
製
石
剣
と
の
分
布
が
一
致
す
る
点

を
根
拠
に
細
形
銅
剣
を
祖
型
と
し
た
が
、
こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
、

先
ほ
ど
述
べ
た
京
畿
道
坡
州
玉
石
里
遺
跡
で
の
長
方
形
住
居
址
出

土
磨
製
石
剣
の
年
代
か
ら
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

多
く
の
研
究
者
が
オ
ル
ド
ス
式
銅
剣
、
中
国
式
銅
剣
等
を
磨
製
石

剣
の
祖
型
と
想
定
し
て
き
た
が
、
具
体
的
な
比
較
資
料
を
提
示
し

つ
つ
祖
型
を
提
示
し
た
の
は
金
邱
軍
で
あ
っ
た
。
彼
は
磨
製
石
剣

に
対
す
る
詳
細
な
型
式
分
類
を
行
い
、
分
布
論
や
銅
剣
と
石
剣
の

剣
身
の
比
較
、
石
剣
が
描
か
れ
た
岩
刻
画
な
ど
を
提
示
し
つ
つ
、

磨
製
石
剣
の
祖
型
と
し
て
琵
琶
形
銅
剣
を
挙
げ
て
い
る
（
金
邱
軍

１
９
９
６
）。

　
近
藤
喬
一
は
慶
尚
南
道
義
昌
郡
（
現
、
昌
原
市
馬
山
会
原
区
内

西
邑
）
平
城
里
や
蔚
山
彦
陽
面
東
部
里
１
８
０
番
地
出
土
の
有
樋

有
段
柄
式
石
剣
は
遼
寧
省
寧
城
小
黒
石
溝
Ｍ
８
５
０
１
石
槨
墓
出

土
琵
琶
形
銅
剣
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
と
指
摘
し
、
よ
り
直
接
的

な
根
拠
資
料
を
し
て
お
り
、
祖
型
に
関
す
る
論
議
に
お
い
て
近
藤

喬
一
説
の
影
響
は
強
い
（
近
藤
２
０
０
０
）。

　
宮
本
一
夫
は
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
磨
製
石
剣
の
出
現
過
程
を

簡
潔
明
瞭
に
説
明
し
て
い
る
。
有
茎
式
石
剣
は
鈴
首
剣
（
宮
本
分

類
の
Ｂ
1
式
銅
剣
）
を
模
倣
し
て
遼
東
・
韓
半
島
北
部
で
成
立
し
、

有
段
柄
式
石
剣
は
近
藤
喬
一
が
示
し
た
よ
う
に
遼
西
の
琵
琶
形
銅

剣
（
宮
本
分
類
の
Ｃ
１
式
銅
剣
）
と
関
連
づ
け
た
（
宮
本
２
０
０

４
）。

　
今
後
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
磨
製
石
剣
の
製
作
・
流
通
に

関
す
る
問
題
が
あ
る
。
数
多
く
の
磨
製
石
剣
が
出
土
し
て
い
る
が
、

出
土
遺
構
の
大
部
分
は
支
石
墓
、
石
棺
墓
な
ど
の
埋
葬
遺
構
で
あ

る
。
住
居
址
か
ら
の
出
土
品
も
存
在
す
る
が
（
李
ジ
ェ
ウ
ン
２
０

１
１
）、
磨
製
石
剣
製
作
の
一
連
の
過
程
を
示
す
よ
う
な
資
料
は

現
在
の
と
こ
ろ
未
確
認
で
あ
る
。
今
後
も
資
料
の
持
続
的
増
加
に

よ
っ
て
製
作
と
関
連
し
た
資
料
の
発
見
も
期
待
さ
れ
、
そ
れ
ら
の

資
料
を
基
に
磨
製
石
剣
の
製
作
と
流
通
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

　
研
究
視
角
・
目
的
の
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
庄
田
慎
矢
・
寺

前
直
人
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
内
的
に
は
武
器
、
武
威
の
社

会
的
機
能
や
そ
の
所
有
に
よ
る
階
層
化
の
進
展
、
外
的
に
は
素
材

CHEONGHAK
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１
２
）。
中
村
に
よ
る
分
類
で
有
茎
式
石
剣
を
簡
潔
明
快
に
説
明

で
き
る
た
め
こ
の
分
類
に
従
う
。  

有
茎
Ⅰ
：
剣
身
に
比
べ
茎
部
が
細
い
も
の
。
血
溝
の
有
無
で
細
分

さ
れ
る
。 

有
茎
Ⅱ
：
茎
部
が
抉
り
な
ど
に
よ
っ
て
多
段
を
な
す
も
の
。 

有
茎
Ⅲ
：
茎
部
の
段
が
減
り
、
逆
Ｔ
字
形
を
な
す
も
の
。 

有
茎
Ⅳ
：
茎
部
が
方
形
で
幅
広
の
突
起
が
あ
る
も
の
。 

無
茎
式
：
茎
部
が
無
く
、
剣
身
の
み
の
も
の
。

　
さ
ら
に
有
柄
式
は
柄
部
の
形
態
的
特
徴
、
つ
ま
り
柄
が
上
段
・

下
段
に
分
か
れ
、こ
れ
を
繋
ぐ
段
連
結
部
を
有
す
る
有
段
柄
式（
有

節
式
）
石
剣
と
、
柄
部
が
上
段
・
下
段
に
分
か
れ
な
い
無
段
柄
式

石
剣
に
分
け
ら
れ
る
（
図
1
）。
有
段
柄
式
石
剣
は
柄
の
中
央
に

み
ら
れ
る
段
連
結
部
の
長
さ
・
断
面
形
態
、
鍔
部
の
突
出
度
、
柄

頭
部
の
形
態
、
剣
身
の
形
態
、
剣
身
と
柄
部
の
連
結
形
態
、
血
溝

の
有
無
に
よ
っ
て
、
Ⅰ
～
Ⅵ
型
式
に
分
け
ら
れ
る
（
表
1
）。
中

で
も
段
連
結
部
に
注
目
し
、
各
型
式
の
共
伴
遺
物
に
対
す
る
検
討

か
ら
、
Ⅰ
→
Ⅵ
型
式
へ
の
変
遷
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
朴
宣
映
２

０
０
４
：
２
０
０
９
）。
Ⅰ
・
Ⅱ
型
式
の
う
ち
、
柄
部
に
円
形
の

小
穴
が
あ
け
ら
れ
た
も
の
や
把
頭
が
付
い
た
装
飾
性
の
高
い
も
の

獲
得
と
生
産
技
術
の
高
度
化
に
よ
る
物
流
を
介
し
た
中
心
・
周
辺

関
係
の
形
成
」（
庄
田
・
寺
前
２
０
１
２
）
な
ど
を
見
通
し
た
研

究
目
的
の
設
定
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
近
年
で
は
青
銅
器
の
模
倣
と
い
う
側
面
か
ら
東
北
ア
ジ

ア
に
お
け
る
磨
製
石
剣
の
社
会
的
位
置
付
け
を
行
う
研
究
も
あ
り
、

今
後
の
研
究
が
展
開
し
て
ゆ
く
べ
き
方
向
性
を
示
し
て
い
る
（
庄

田
２
０
１
６
）。

　
２　
型
式
分
類
と
編
年

　
韓
半
島
磨
製
石
剣
研
究
の
初
期
段
階
か
ら
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
た
の
は
型
式
分
類
に
対
す
る
検
討
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
最

も
影
響
力
を
持
つ
も
の
が
研
究
史
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
有
光
教

一
の
提
示
し
た
分
類
案
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
日
韓
の
研
究
者
に

よ
っ
て
様
々
な
型
式
分
類
・
編
年
案
が
提
示
さ
れ
て
き
た＊

１
。

　
ま
ず
、
有
光
が
指
摘
し
た
よ
う
に
磨
製
石
剣
は
柄
部
の
有
無
に

よ
っ
て
、
つ
ま
り
柄
を
剣
身
と
同
時
に
表
現
し
た
有
柄
式
と
、
柄

を
木
な
ど
別
の
有
機
物
で
製
作
す
る
有
茎
式
に
大
別
さ
れ
る
。

　
有
茎
式
石
剣
は
田
村
晃
一
、
李
栄
文
、
中
村
大
介
が
提
示
し
て

い
る
よ
う
に
、
分
類
基
準
は
茎
部
の
長
さ
・
幅
、
抉
り
の
有
無
が

挙
げ
ら
れ
る
（
田
村
１
９
８
８
、
李
栄
文
１
９
９
７
、
中
村
２
０
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を
「
装
飾
石
剣
」
と
呼
び
、
青
銅
器
時
代
前
期
に
製
作
・
副
葬
さ

れ
た＊

２ （
黄
昌
漢
２
０
０
８
）。
さ
ら
に
Ⅳ
・
Ⅴ
・
Ⅵ
型
式
は
柄
の
上
・

下
段
に
帯
状
の
節
を
持
つ
有
節
柄
式
に
該
当
し
、
前
期
末
か
ら
後

期
後
半
に
か
け
て
製
作
・
副
葬
さ
れ
た
。
有
段
Ⅳ
式
は
共
伴
遺
物

と
し
て
平
根
一
段
茎
式
石
鏃
（
上
紫
浦
里
4
号
支
石
墓
）
と
尖
根

一
段
茎
式
石
鏃
（
如
意
谷
30
号
支
石
墓
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら

前
期
末
か
ら
後
期
前
半
、
有
段
Ⅴ
式
で
も
平
根
一
段
茎
式
石
鏃
が

見
ら
れ
る
が
、
有
段
Ⅴ
式
の
中
心
地
域
は
大
邱
地
域
に
あ
り
、
こ

の
地
域
で
は
平
根
一
段
茎
式
石
鏃
が
後
期
前
半
ま
で
残
る
（
李
秀

鴻
２
０
０
５
、
庄
田
２
０
０
７
）。
有
段
Ⅵ
式
は
尖
根
一
段
茎
式

石
鏃
が
共
伴
す
る
た
め
後
期
後
半
に
該
当
す
る
（
張
龍
俊
・
平
郡

２
０
０
９
）。

　
次
に
無
段
柄
式
石
剣
は
、
剣
身
と
柄
部
と
の
連
結
形
態
に
よ
っ

て
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
4
型
式
に
分
け
る
。
さ
ら
に
Ａ
・
Ｂ
を
鍔

部
の
突
出
度
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
表
２
の
よ
う
に
Ａ
1
・
Ａ

2
・
Ａ
3
、
Ｂ
1
・
Ｂ
2
・
Ｂ
3
式
に
分
け
ら
れ
る
（
朴
宣
映
２

０
０
４
：
２
０
０
９
）。

　

そ
し
て
、
各
型
式
の
共
伴
遺
物
の
検
討
か
ら
Ａ
1
→
Ａ
3
式
、

Ｂ
1
→
Ｂ
3
式
へ
の
変
化
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
Ａ
型
と
Ｂ
型

の
併
行
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
整
理
し

た
も
の
が
表
3
で
あ
る
。

CHEONGHAK

図1　有柄式磨製石剣分類図（朴宣映2004を基に作成）
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分期 型式　　　　　
要素 段連結部長さ 段連結部断面形態 帯状の節

Ⅰ期
Ⅰ型式 1.5㎝以上 円形・楕円形 無し

Ⅱ型式 1～1.5㎝ 長楕円形・隅丸長方形 無し

Ⅱ期
Ⅲ型式 1㎝未満 レンズ形・菱形、レンズ形多い 有り

Ⅳ型式（有節式）1㎝未満 レンズ形多い 明確に。柄部幅より外に突出 

Ⅲ期
Ⅴ型式（有節式）1㎝未満 レンズ形・菱形、同じ割合 さらに明確に。側面の突出も明確 

Ⅵ型式（有節式）節1条と同じ 菱形多い 柄部の表裏のみあり、側面研磨 

型式 分類基準

A
剣身と鐔部の連結はほぼ直角に曲がり、
段をなす反面、鐔部と柄部の連結は段や
節なく、緩慢に連結するもの

A1:剣身と柄部が区別できるほど短く突出

A2:鐔部が1㎝ほど突出

A3:鐔部が2㎝以上突出

B

剣身と鐔部、鐔部と柄部の連結が両側と
もに緩慢に連結して、鐔部が節の形態を
なすもの。平面からみた場合、鐔部から
剣身と柄部への連結が対称となるもの。

B1:剣身と柄部が区別できるほど短く突出

B2:鐔部が1㎝ほど突出

B3:鐔部が2㎝以上突出

C 剣身と柄部の連結部が節の形態をなす。平面からみた場合、鐔部から剣身へは緩慢
に連結する反面、鐔部から柄部は急に角をなして連結し、非対称的なもの。

D 鐔部が表現されておらず、平面からみた場合、剣身と柄部の連結に段や節がなく、
面でつながるもの

型式 有段柄式
石剣

一段柄式石剣
有茎式

分期   A B C D

1期
Ⅰ型式

Ⅰ

有茎式

Ⅱ型式

2期
Ⅲ型式

Ⅱ Ⅰ、Ⅱ

C D
Ⅳ型式

3 期
Ⅴ型式

Ⅲ Ⅲ
Ⅵ型式

表1　有段柄式石剣の分類と分期（朴2004より作成）		

表2　無段柄式石剣の分類（朴2004より作成）

表3　各型式磨製石剣の時間的相対関係（朴2004改変)



209 208

　
上
記
の
よ
う
な
型
式
分
類
と
変
遷
を
基
に
、
副
葬
さ
れ
る
磨
製

石
剣
の
特
徴
と
意
義
づ
け
を
以
下
で
行
う
。

　
3　
磨
製
石
剣
の
副
葬
と
そ
の
特
徴

　
こ
こ
で
は
、
韓
半
島
出
土
磨
製
石
剣
の
主
な
用
途
・
機
能
と
考

え
ら
れ
る
副
葬
行
為
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。
青
銅
器
時
代
墓

制
に
お
け
る
副
葬
行
為
に
対
す
る
研
究
は
、
墓
制
資
料
が
増
加
し

始
め
た
２
０
０
０
年
代
に
な
っ
て
進
展
を
見
せ
た
。
そ
の
先
駆
的

な
研
究
と
し
て
は
李
栄
文
の
も
の
が
あ
り
、
支
石
墓
出
土
品
の
性

格
づ
け
を
行
っ
た
。
彼
は
遺
物
の
出
土
位
置
を
基
準
に
埋
葬
主
体

部
内
か
ら
出
土
す
る
副
葬
用
と
埋
葬
主
体
部
の
外
側
や
周
辺
に
構

築
さ
れ
た
積
石
施
設
の
間
か
ら
出
土
す
る
儀
礼
用
に
大
別
し
、
さ

ら
に
儀
礼
用
を
用
途
に
よ
っ
て
被
葬
者
の
死
を
哀
悼
す
る
意
味
を

持
つ
葬
送
用
と
支
石
墓
築
造
と
関
連
し
た
祭
儀
用
と
に
細
分
し
て

い
る
（
李
栄
文
２
０
０
２
）。
こ
れ
を
受
け
て
筆
者
も
副
葬
遺
物

を
下
記
の
よ
う
に
区
分
し
た
（
平
郡
２
０
０
９
）。
特
に
、
副
葬

用
遺
物
は
埋
葬
主
体
部
へ
の
遺
体
安
置
時
に
共
に
納
め
る
棺
内
副

葬
遺
物
と
、
意
図
的
に
埋
葬
主
体
部
の
外
側
に
納
め
る
棺
外
副
葬

遺
物
に
分
け
ら
れ
る
が
、
両
者
に
は
琵
琶
形
銅
剣
、
管
玉
、
磨
製

石
剣
・
石
鏃
、
赤
色
磨
研
土
器
が
共
通
し
て
出
土
し
て
い
る
。

墳
墓
出
土
遺
物

副
葬
用
遺
物　
棺
内
副
葬
遺
物
（
埋
葬
主
体
部
へ
の
遺
体
安
置
時

　
　
　
　
　
　
　
に
被
葬
者
と
共
に
副
葬
）

　
　
　
　
　
　
棺
外
副
葬
遺
物
（
埋
葬
主
体
部
構
築
前
あ
る
い
は

　
構
築
後
に
副
葬
）

儀
礼
用
遺
物　
葬
送
用
遺
物
（
被
葬
者
の
死
を
哀
悼
）

　
　
　
　
　
　
祭
儀
用
遺
物（
墳
墓
築
造
過
程
で
の
祭
祀
と
関
連
）

　
ま
ず
、
磨
製
石
剣
の
棺
内
副
葬
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
韓
半

島
青
銅
器
時
代
の
墳
墓
、
特
に
支
石
墓
に
お
け
る
副
葬
が
希
少
な

行
為
で
あ
り
、
そ
の
数
少
な
い
副
葬
品
の
中
で
も
大
多
数
を
占
め

る
も
の
が
石
剣
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
後
藤
直
２
０

０
０
）。
韓
半
島
南
部
に
多
く
の
青
銅
器
時
代
墳
墓
遺
構
が
調
査・

報
告
さ
れ
て
い
る
全
羅
南
道
と
嶺
南
地
域
（
慶
尚
北
道
・
慶
尚
南

道
）
の
場
合
、
全
埋
葬
遺
構
に
対
す
る
磨
製
石
剣
の
副
葬
率
は
そ

れ
ぞ
れ
7.3
％
、
8.4
％
と
非
常
に
低
い
（
平
郡
２
０
１
２
）。

　
こ
の
よ
う
な
磨
製
石
剣
が
ど
の
よ
う
に
副
葬
さ
れ
る
の
か
に
つ

い
て
、
埋
葬
主
体
部
内
で
の
出
土
状
況
か
ら
言
及
可
能
で
あ
る
。

埋
葬
遺
構
で
の
詳
細
な
出
土
状
況
の
分
か
る
資
料
が
多
く
確
保
さ

れ
て
い
る
嶺
南
地
域
の
磨
製
石
剣
62
点
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に

CHEONGHAK
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副
葬
類
型
を
設
定
し
た
（
図
2
）。

Ⅰ
類
型
：
埋
葬
主
体
部
の
長
壁
に
沿
っ
た
中
央
（
30
点
）

Ⅱ
類
型
：
埋
葬
主
体
部
の
長
壁
に
沿
っ
た
短
壁
寄
り
（
8
点
）

Ⅲ
類
型
：
短
壁
沿
い
（
4
点
）

Ⅳ
類
型
：
石
室
中
央
（
12
点
）

Ⅴ
類
型
：
不
定
・
曖
昧
な
も
の
（
4
点
）

　
62
点
中
38
点
が
長
壁
に
沿
っ
て
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
長

壁
中
央
か
ら
30
点
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
位
置
は
被
葬
者
の

腰
部
分
に
当
た
る
こ
と
か
ら
佩
用
状
態
を
示
す
も
の
と
解
釈
で
き
、

磨
製
石
剣
の
基
本
的
副
葬
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

こ
か
ら
出
土
す
る
磨
製
石
剣
は
全
長
が
35
㎝
以
上
の
も
の
が
多
く
、

剣
身
と
柄
部
の
長
さ
の
比
率
が
３
：
１
を
な
す
よ
う
な
非
常
に
長

い
剣
身
を
持
つ
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
長
い
剣
身
を

持
つ
も
の
は
武
器
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
副

葬
用
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
（
平
郡
２
０
０
８
：
２
０
１

２
）。

　
よ
り
具
体
的
に
磨
製
石
剣
の
副
葬
位
置
・
状
況
を
知
る
た
め
に

は
、
磨
製
石
剣
と
人
骨
が
共
に
調
査
さ
れ
る
事
例
に
つ
い
て
も
調

べ
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
関
連
資
料
の
数
は
少
な
い
が
、
埋
葬

主
体
部
内
で
の
磨
製
石
剣
と
人
骨
の
重
複
関
係
か
ら
見
る
と
、
埋

葬
主
体
部
内
に
遺
体
を
安
置
す
る
前
に
磨
製
石
剣
を
長
壁
に
沿
っ

た
床
面
に
置
い
た
こ
と
が
逹
城
坪
村
里
3
号
・
20
号
・
28
号
石
棺

墓
の
事
例
か
ら
分
か
る
（
図
3
）。
ま
た
、
晋
州
中
川
里
Ⅲ–

１

号
石
棺
の
場
合
、
上
半
身
は
右
腕
を
真
っ
直
ぐ
伸
ば
し
、
左
手
を

腹
部
に
置
き
、
下
半
身
は
脛
骨
を
45
度
ほ
ど
傾
け
た
屈
葬
状
態
を

な
す
人
骨
が
検
出
さ
れ
た
（
図
4
）。
磨
製
石
剣
は
被
葬
者
の
右

腹
部
上
部
に
柄
を
頭
部
に
向
け
て
副
葬
さ
れ
て
い
る
が
、
人
骨
と

の
重
複
関
係
が
不
明
な
た
め
、
遺
体
の
安
置
前
に
床
面
に
置
い
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
（
ウ
リ
文
化
財
研
究
院
２
０
０
９
）。

し
か
し
、
磨
製
石
剣
の
佩
用
状
態
を
意
識
し
た
副
葬
で
あ
る
こ
と

は
分
か
る
。

　
こ
の
他
に
も
忠
清
北
道
堤
原
郡
黄
石
里
13
号
支
石
墓
、
晋
州
本

村
里
1
号
・
2
号
石
棺
墓
で
も
磨
製
石
剣
と
人
骨
が
共
に
調
査
さ

れ
た
事
例
が
あ
る
。

　
忠
清
北
道
堤
原
郡
黄
石
里
13
号
支
石
墓
で
は
人
骨
の
右
膝
関
節

の
横
か
ら
鋒
を
被
葬
者
の
頭
側
に
向
け
て
磨
製
石
剣
が
出
土
し
て

い
る
。
年
齢
や
性
別
に
つ
い
て
は
鑑
定
が
行
わ
れ
て
い
な
い
（
金

載
元
・
尹
武
炳
１
９
６
７
）。
こ
の
場
合
、
先
ほ
ど
述
べ
た
磨
製

石
剣
副
葬
の
Ⅱ
類
型
に
属
す
る
も
の
と
な
る
。

　
晋
州
本
村
里
1
・
2
号
石
棺
墓
は
並
列
し
て
築
造
さ
れ
て
お
り
、
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図2　磨製石剣の棺内副葬類型
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1
号
か
ら
は
磨
製
石
剣
、
2
号
か
ら
は
磨
製
石
剣
と
石
鏃
が
出
土

し
て
い
る
。

　
1
号
石
棺
墓
で
は
頭
蓋
骨
と
脚
部
が
残
存
し
て
い
た
。
頭
蓋
骨

の
そ
ば
に
は
人
為
的
に
割
ら
れ
た
磨
製
石
剣
の
身
部
片
が
副
葬
さ

れ
て
い
た
。
残
り
の
鋒
部
と
柄
部
は
東
壁
石
と
蓋
石
の
間
に
副
葬
、

つ
ま
り
棺
外
副
葬
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
棺
外
副
葬
遺
物
は
全
て

壁
石
の
上
段
部
か
ら
確
認
さ
れ
て
お
り
、
蓋
石
を
築
造
す
る
過
程

で
副
葬
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
慶
尚
大
学
校
博
物
館
２
０
１

１
） （
図
5
）。
1
号
石
棺
墓
か
ら
は
左
右
の
大
腿
骨
が
検
出
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
性
別
と
年
齢
は
不
明
で
あ
る
。

　
2
号
石
棺
墓
で
は
人
骨
の
痕
跡
は
比
較
的
良
好
に
残
存
し
て
お

り
、
頭
蓋
骨
は
南
短
壁
、
脚
部
は
北
短
壁
に
密
着
し
て
お
り
、
仰

臥
屈
伸
葬
を
な
す
。
磨
製
石
剣
は
北
短
壁
外
側
の
蓋
石
の
間
か
ら

人
為
的
に
３
片
に
割
ら
れ
て
重
な
っ
た
ま
ま
出
土
し
て
い
る
。
人

骨
は
頭
蓋
骨
と
左
右
の
四
肢
骨
、
躯
幹
骨
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

左
右
の
前
腕
骨
の
肘
関
節
は
曲
が
っ
て
胸
部
側
に
合
わ
せ
て
い
る

（
図
6
）。
性
別
と
年
齢
に
つ
い
て
は
成
年
後
半
（
30
代
）
の
女
性

と
鑑
定
さ
れ
て
い
る
（
慶
尚
大
学
校
博
物
館
２
０
１
１
）。

　
特
に
、
本
村
里
1
号
石
棺
墓
の
よ
う
な
石
剣
の
副
葬
は
、
慶
尚

南
道
泗
川
市
梨
琴
洞
Ａ

−

１
号
で
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
磨

図3　達城坪村里3・20・28号石棺墓

坪村里3号

坪村里20号

坪村里28号

図4　中川里Ⅲ-1号石棺
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図5　本村里カ-1号石棺墓

製
石
剣
を
人
為
的
に
割
っ
て
鋒
先
・
身
部
・
柄
部
の
3
片
に
分
け

て
長
壁
外
側
の
補
強
空
間
に
棺
外
副
葬
し
た
。
鋒
先
片
は
補
強
石

最
下
位
か
ら
、
身
部
片
は
補
強
石
中
位
か
ら
、
そ
し
て
柄
部
は
1

次
蓋
石
と
同
じ
高
さ
の
補
強
石
上
位
か
ら
出
土
し
た
と
報
告
さ
れ

て
い
る
（
慶
南
考
古
学
研
究
所
１
９
９
７
）。
副
葬
位
置
が
長
壁

中
央
か
ら
短
壁
寄
り
の
地
点
で
あ
る
こ
と
は
棺
外
副
葬
さ
れ
る
磨

図6　本村里カ-2号石棺墓
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製
石
剣
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

　
次
に
同
じ
武
器
形
の
副
葬
品
で
あ
る
琵
琶
形
銅
剣
の
副
葬
様
相

と
の
比
較
を
行
い
、
磨
製
石
剣
の
副
葬
様
相
と
の
関
連
性
に
つ
い

て
言
及
し
て
み
よ
う
。
現
時
点
で
青
銅
器
時
代
墳
墓
か
ら
出
土
し
、

そ
の
詳
し
い
出
土
状
況
の
分
か
る
琵
琶
形
銅
剣
は
17
点
あ
る
。
琵

琶
形
銅
剣
の
副
葬
様
相
に
つ
い
て
、
被
葬
者
の
年
齢
・
性
別
を
知

る
手
が
か
り
と
な
る
人
骨
資
料
と
と
も
に
出
土
し
た
事
例
は
磨
製

石
剣
以
上
に
少
な
く
、
広
州
駅
洞
マ

−

1
号
墓
の
も
の
が
あ
る
が

頭
位
や
埋
葬
姿
勢
が
分
か
る
ほ
ど
人
骨
は
残
存
し
て
い
な
い
。
た

だ
、
最
近
調
査
さ
れ
た
江
原
道
平
昌
郡
下
里
遺
跡
2
号
墓
で
、
琵

琶
形
銅
剣
と
良
好
な
状
態
で
残
存
し
て
い
る
人
骨
が
埋
葬
主
体
部

内
か
ら
検
出
さ
れ
て
お
り
、
琵
琶
形
銅
剣
の
副
葬
方
法
に
つ
い
て

重
要
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
正
式
報
告
書

の
刊
行
を
待
つ
こ
と
と
し
た
い
が
、
略
報
告
書
か
ら
分
か
る
限
り

で
言
え
ば
、
下
里
遺
跡
２
号
墓
は
板
石
を
立
て
て
棺
を
構
築
し
板

石
１
枚
で
蓋
石
と
し
て
い
る
。
棺
内
か
ら
は
人
骨
（
頭
蓋
骨
、
上

下
顎
骨
、
歯
、
上
下
腕
骨
、
大
腿
骨
、
脛
骨
、
腓
骨
）
が
検
出
さ

れ
、
琵
琶
形
銅
剣
は
被
葬
者
の
左
腕
付
近
か
ら
体
に
平
行
す
る
よ

う
に
鋒
を
足
先
に
、
茎
部
を
頭
側
に
し
て
身
部
中
間
部
分
で
２
つ

に
割
れ
た
状
態
で
出
土
し
て
い
る
（
江
原
考
古
文
化
研
究
院
２
０

１
６
） （
図
7
）。
石
棺
内
は
長
辺
１
６
３
×
短
辺
53
㎝
、
深
さ

25
㎝
を
測
り
、
そ
の
規
模
や
人
骨
の
出
土
状
況
か
ら
見
て
も
被
葬

者
は
１
名
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
琵
琶
形
銅
剣
と
人
骨
が
共
伴
し
な
い
場
合
で
も
、
被
葬
者
の
頭

位
が
分
か
れ
ば
被
葬
者
と
琵
琶
形
銅
剣
の
副
葬
位
置
の
関
係
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
棺
内
副
葬
遺
物
、

特
に
管
玉
な
ど
首
飾
り
の
部
材
と
考
え
ら
れ
る
遺
物
が
出
土
す
る

事
例
（
忠
清
南
道
扶
余
郡
松
菊
里
石
棺
墓
、
忠
清
南
道
舒
川
郡
烏

石
里
周
溝
石
棺
墓
、
全
羅
南
道
順
天
市
牛
山
里
内
牛
8
号
、
慶
尚

南
道
泗
川
市
梨
琴
洞
Ｄ

−

４
号
墓
）
を
基
に
、
管
玉
が
出
土
す
る

場
所
に
頭
位
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
し
、
琵
琶
形
銅
剣
は

鋒
を
脚
側
に
向
け
、
茎
部
を
頭
側
に
し
て
副
葬
し
た
、
つ
ま
り
茎

部
側
に
頭
位
が
あ
る
と
み
た
（
平
郡
２
０
１
２
）。

　
琵
琶
形
銅
剣
と
人
骨
の
出
土
例
か
ら
見
る
と
、
茎
部
や
柄
部
の

方
向
を
頭
位
の
基
準
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
を
基
準
に

す
る
と
韓
半
島
青
銅
器
時
代
墳
墓
出
土
の
琵
琶
形
銅
剣
17
点
中
、

埋
葬
主
体
部
の
長
壁
に
沿
っ
て
出
土
し
た
も
の
は
12
点
と
な
り
、

棺
内
出
土
琵
琶
形
銅
剣
の
70
％
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
な

副
葬
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
図
8
）。
長
壁
に
沿
っ
て

出
土
す
る
も
の
を
も
う
少
し
分
け
て
み
る
と
、
長
壁
中
央
に
沿
っ

た
床
面
に
置
か
れ
る
、
つ
ま
り
被
葬
者
の
腰
の
右
側
か
ら
7
点
、

頭
の
左
側
か
ら
3
点
、
胴
部
左
側
と
左
脚
付
近
で
各
1
点
と
な
る
。
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図7　平昌郡平昌邑下里2号墓　人骨および琵琶形銅剣出土状況
（江原考古文化研究院2016より転載）

図8　青銅器副葬位置模式図
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厳
密
に
規
則
化
さ
れ
た
副
葬
方
法
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
埋

葬
主
体
部
の
床
面
に
置
か
れ
て
い
る
点
は
共
通
し
て
お
り
、
被
葬

者
の
腰
付
近
、
つ
ま
り
腰
の
右
側
に
剣
を
佩
用
す
る
様
子
を
表
現

し
て
お
り
、
こ
れ
が
琵
琶
形
銅
剣
副
葬
の
特
徴
で
あ
る
（
平
郡
２

０
１
２
）。
発
掘
調
査
時
に
は
琵
琶
形
銅
剣
の
剣
身
部
分
の
み
が

出
土
す
る
が
、
全
羅
南
道
の
麗
水
積
良
洞
7
号
支
石
墓
・
21
号
石

槨
、
宝
城
徳
峙
里
1
号
支
石
墓
出
土
琵
琶
形
銅
剣
の
周
辺
で
は
木

質
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
木
製
の
鞘
に
入
れ
て
副
葬
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
李
栄
文
・
鄭
基
鎮
１
９
９
３
：
尹
徳
香

１
９
８
８
）。

　
も
う
一
つ
の
副
葬
風
習
で
あ
る
棺
外
副
葬
に
お
け
る
琵
琶
形
銅

剣
と
磨
製
石
剣
の
比
較
を
行
っ
て
み
よ
う
。
唯
一
の
青
銅
剣
の
棺

外
副
葬
事
例
で
あ
る
梨
琴
洞
Ｄ

−

４
号
石
棺
墓
で
は
被
葬
者
の
右

足
元
で
鋒
を
足
先
方
向
に
向
け
て
、
石
棺
の
床
石
を
敷
く
前
の
儀

礼
行
為
に
伴
っ
て
棺
外
副
葬
さ
れ
て
い
る
（
図
9
）。
一
方
、
磨

製
石
剣
は
長
壁
側
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
磨
製
石
剣
が
本
来
持
っ

て
い
る
武
器
と
し
て
の
機
能
と
梨
琴
洞
Ａ

−

１
号
の
例
以
外
は
完

形
品
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
て
僻
邪
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
解

釈
し
た
（
平
郡
２
０
０
９
）。 

　
以
上
の
よ
う
に
、
磨
製
石
剣
副
葬
の
特
徴
と
し
て
、
被
葬
者
の

腰
部
分
へ
の
副
葬
、
つ
ま
り
剣
の
佩
用
状
態
を
意
識
し
て
い
る
こ

図9　棺外副葬された琵琶形銅剣（梨琴洞D-4号石棺墓）
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と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は
磨
製
石
剣
よ
り
出
土
数
が
少

な
く
希
少
性
の
高
さ
が
想
定
さ
れ
る
琵
琶
形
銅
剣
の
副
葬
パ
タ
ー

ン
と
共
通
点
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　　
4　
磨
製
石
剣
と
青
銅
器
時
代
社
会

　
前
章
で
磨
製
石
剣
の
副
葬
行
為
の
特
徴
を
調
べ
て
み
た
。
次
に

青
銅
器
時
代
に
な
る
と
現
れ
る
磨
製
石
剣
が
持
つ
歴
史
的
・
社
会

的
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

　
定
住
生
活
が
始
ま
り
集
落
構
成
員
の
「
死
」
を
哀
悼
し
遺
体
処

理
を
行
い
埋
葬
す
る
行
為
自
体
は
、
新
石
器
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
も
副
葬
行
為
は
行
わ
れ
、
耳
飾
り
な
ど
の
玉
製
品
、
貝
製

腕
輪
・
足
輪
、
生
業
関
連
遺
物
（
釣
針
、
石
斧
、
石
槍
、
砥
石
、

石
鏃
）
が
出
土
し
て
い
る
（
任
鶴
鐘
２
０
０
３
）。

　
こ
れ
が
青
銅
器
時
代
に
な
る
と
、
石
材
を
利
用
し
て
一
定
し
た

外
部
構
造
（
上
石
、
支
石
、
敷
石
・
積
石
）・
内
部
構
造
（
埋
葬

主
体
部
）
を
有
す
る
墳
墓
が
築
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
墓
制
の
定

型
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
副
葬
の
面
で
は
琵
琶

形
銅
剣
・
銅
矛
・
銅
鏃
の
副
葬
、
磨
製
石
剣+

石
鏃+

赤
色
磨

研
土
器
の
セ
ッ
ト
副
葬
、
茄
子
文
土
器
・
碧
玉
製
管
玉
の
副
葬
と

い
っ
た
点
が
特
徴
で
あ
る
が
、
両
時
代
に
は
土
器
・
石
鏃
の
副
葬

CHEONGHAK

③青銅器時代に新たに見られる要素
� 板石や割石を用いた石棺築造

� 長方形や低墳丘型墓域の構築

� 琵琶形銅剣の副葬

� 磨製石剣 石鏃 赤色磨研土器のセット副葬

� 茄子文土器の副葬

� 碧玉製管玉の副葬

②新石器時代墓制にのみ見られる要素
• 埋葬主体部が浅い土壙
• 腕輪、足輪副葬
• 玉製品 耳飾りなど
• 生業関連遺物の副葬釣針、石斧、石槍、砥石、石鏃など

• 長大形石斧 蔚珍厚浦里

①両者間で共通する要素
• 土器副葬
• 石鏃副葬

韓半島新石器時代と青銅器時代墓制における共通点と相違点

図10　韓半島新石器時代と青銅器時代墓制における共通点と相違点
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と
い
う
共
通
点
も
見
ら
れ
る
（
図
10
）。

　
青
銅
器
時
代
に
な
っ
て
新
た
に
現
れ
る
多
様
な
副
葬
品
の
中
で
、

剣
（
銅
剣
・
石
剣
）、
鏃
（
銅
鏃
・
石
鏃
）
と
い
っ
た
武
器
の
形

態
を
呈
す
る
副
葬
品
に
つ
い
て
「
武
器
形
副
葬
品
」
と
規
定
し
た

こ
と
が
あ
る
（
平
郡
２
０
１
２
）。
そ
の
中
で
も
被
葬
者
が
生
前

に
保
有
・
管
理
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
棺
内
副
葬
遺
物
と
し
て
、

琵
琶
形
銅
剣
・
銅
矛
・
銅
鏃
、
磨
製
石
剣
・
石
鏃
と
い
っ
た
武
器

形
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
る
点
は
重
要
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
琵
琶
形
銅
剣
と
磨
製
石
剣
は
１
基
の
埋
葬
主
体
部
か

ら
１
点
の
み
出
土
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
副
葬
風
習
で
あ
る
（
扶

余
松
菊
里
石
棺
墓
の
場
合
、
琵
琶
形
銅
剣
と
磨
製
石
剣
が
共
伴
す

る
唯
一
の
例
と
な
る
（
図
11
））。
韓
半
島
青
銅
器
時
代
の
墳
墓
の

埋
葬
主
体
部
は
そ
の
規
模
か
ら
み
て
、
１
基
の
埋
葬
主
体
部
に
埋

葬
さ
れ
る
人
数
は
1
人
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
1
体
の
埋
葬
の
み

可
能
な
空
間
に
複
数
の
遺
体
を
2
次
葬
の
よ
う
な
形
で
納
め
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な
2
次
葬

あ
る
い
は
追
葬
を
物
語
る
資
料
は
皆
無
で
あ
る
。
基
本
的
に
1
基

の
埋
葬
主
体
部
に
1
名
の
埋
葬
、
そ
し
て
1
点
の
剣
の
形
態
を
呈

す
る
副
葬
品
に
複
数
の
鏃
の
形
態
を
呈
す
る
副
葬
品
が
副
葬
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
が
、
磨
製
石
剣
の
性
格
を
推
測
す
る
う
え
で
重
要

な
手
が
か
り
を
示
し
て
い
る
。

　
上
記
の
点
か
ら
青
銅
器
時
代
社
会
に
お
い
て
琵
琶
形
銅
剣
や
磨

製
石
剣
と
い
っ
た
武
器
形
副
葬
品
は
特
定
の
個
人
（
被
葬
者
）
の

た
め
の
物
品
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
被

葬
者
が
こ
の
よ
う
な
属
人
性
の
強
い
物
品
を
副
葬
で
き
た
の
で
あ

ろ
う
か
と
い
う
疑
問
、
つ
ま
り
生
前
の
被
葬
者
の
社
会
的
地
位
を

知
る
た
め
の
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
被
葬
者
の
性
別
、

年
齢
と
い
っ
た
被
葬
者
個
人
に
ま
つ
わ
る
情
報
と
な
ろ
う
。

　
武
器
形
副
葬
品
と
被
葬
者
の
年
齢
や
性
別
の
関
係
に
つ
い
て
調

べ
る
た
め
に
は
、
原
位
置
を
維
持
し
た
副
葬
品
の
出
土
は
も
ち
ろ

ん
、
良
好
な
人
骨
資
料
の
確
保
が
必
須
と
な
る
。
韓
半
島
の
土
壌

が
強
い
酸
性
を
帯
び
る
こ
と
か
ら
青
銅
器
時
代
の
人
骨
資
料
が
残

る
こ
と
は
非
常
に
珍
し
い
が
、
稀
に
保
存
条
件
が
備
わ
っ
た
い
く

つ
か
の
遺
跡
で
は
多
く
は
な
い
も
の
の
墳
墓
遺
構
か
ら
人
骨
が
出

土
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
細
か
な
人
骨
片
ま
で
含
め
る
と
約
60
体

分
の
人
骨
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
30
体
分
で
性
別
あ
る

い
は
年
齢
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
て
い
る
（
平
郡
達
哉
２
０
１

４
）。

　
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
青
銅
器
時
代
墳
墓
遺
跡
が
調
査
さ
れ
て
き

た
が
、
1
遺
跡
で
複
数
の
人
骨
資
料
が
副
葬
品
と
共
に
確
認
さ
れ

た
事
例
は
少
な
い
。
そ
の
中
で
も
良
好
な
残
存
状
態
を
見
せ
る
人

骨
と
こ
れ
と
共
伴
し
た
磨
製
石
剣
・
石
鏃
と
い
っ
た
副
葬
品
、
そ
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れ
ら
が
埋
納
さ
れ
た
個
別
の
埋
葬
遺
構
、
そ
し
て
個
別
の
埋
葬
遺

構
が
有
機
的
な
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
築
造
さ
れ
た
墓
区＊

３
が
確
認

さ
れ
て
い
る
達
城
坪
村
里
遺
跡
は
、
当
時
の
墓
制
・
葬
制
を
考
え

る
う
え
で
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
遺
跡
で

の
磨
製
石
剣
副
葬
の
様
相
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

　
達
城
坪
村
里
遺
跡
で
は
青
銅
器
時
代
後
期
後
半
の
墳
墓
（
石
棺

墓
）
28
基
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
人
骨
が
残
存
し
て
い
た

の
は
19
基
で
あ
る
（
1
、
3
、
6
、
7
、
11
、
12
、
13
、
14
、
15
、

16
、
17
、
19
、
20
、
21
、
22
、
23
、
25
、
27
、
28
号
墓
）。
こ
れ

ら
人
骨
に
対
す
る
形
質
人
類
学
的
調
査
が
実
施
さ
れ
、
1
、
3
、

11
、
15
号
墓
出
土
人
骨
は
性
別
が
不
明
で
あ
っ
た
が
、
残
り
の
人

骨
は
全
て
男
性
で
あ
っ
た
（
朴
善
周
２
０
１
０
）。
こ
れ
ら
被
葬

者
の
年
齢
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
12
～
18
歳
（
1
、
7
、

25
号
）、
20
～
24
歳
（
12
号
）、
25
～
29
歳
（
13
、
15
号
）、
30
～

図11　扶余 松菊里石棺墓と副葬遺物
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34
歳
（
3
、
17
、
20
、
22
、
28
号
）、
35
～
45
歳
（
6
号
）、
45
～

55
歳
（
11
、16
号
）、50
歳
以
上
（
21
号
）
と
鑑
定
さ
れ
て
い
る
（
朴

善
周
２
０
１
０
）。

　
人
骨
が
残
っ
て
お
り
、
な
お
か
つ
磨
製
石
剣
の
副
葬
が
確
認
さ

れ
た
の
は
、
3
、
12
、
13
、
17
、
20
、
23
、
25
、
28
号
墓
の
8
基

で
あ
る
。
さ
ら
に
年
齢
と
の
関
連
を
見
る
と
、12
～
18
歳
（
25
号
）、

20
～
24
歳
（
12
号
）、
25
～
29
歳
（
13
号
）、
30
～
34
歳
（
3
、
17
、

20
、
28
号
）、
45
～
55
歳
（
11
、
16
号
）
と
な
り
、
磨
製
石
剣
が

副
葬
さ
れ
る
年
齢
と
し
て
は
30
～
34
歳
つ
ま
り
30
代
前
半
が
中
心

を
な
す
が
、
こ
れ
よ
り
若
い
年
齢
や
45
～
55
歳
の
被
葬
者
に
も
副

葬
さ
れ
て
お
り
、
年
齢
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
必
ず
し
も
磨
製
石

剣
副
葬
の
明
確
な
基
準
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
、
こ
の

遺
跡
で
み
る
限
り
、
被
葬
者
が
全
員
男
性
で
あ
っ
た
こ
と
を
勘
案

す
れ
ば
、
性
別
が
磨
製
石
剣
を
副
葬
で
き
る
か
ど
う
か
の
基
準
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
晋
州
本
村
里
２
号
石
棺
墓
で
検

出
さ
れ
た
人
骨
は
30
代
女
性
と
鑑
定
さ
れ
て
お
り
（
慶
尚
大
学
校

博
物
館
２
０
１
１
）、
坪
村
里
の
傾
向
を
韓
半
島
全
域
に
敷
衍
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
点
に
注
意
し
た
い
。

　
ま
た
、
達
村
里
の
墓
区
は
人
骨
が
確
認
さ
れ
た
埋
葬
遺
構
の
主

軸
方
向
と
隣
接
様
相
を
基
に
、
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る（
図
12
）（
平
郡
２
０
１
２
）。
こ
れ
を
み
る
と
各
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
石
剣
＋
石
鏃
を
セ
ッ
ト
で
副
葬
す
る
墓
が
存
在
し
、
そ

れ
ら
は
列
状
配
置
を
見
せ
る
が
、
そ
の
列
状
配
置
の
中
に
も
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
若
干
の
距
離
を
置
い
て
お
り
、
か
な
り
の
比
率
で

石
剣
＋
石
鏃
が
セ
ッ
ト
を
な
す
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
青
銅
器
時
代
の
副
葬
遺
物
・
副
葬
行
為
の
特
徴
と

し
て
は
、
属
人
性
が
強
い
武
器
形
副
葬
品
で
あ
る
銅
剣
・
石
剣
1

点
、
石
鏃
数
点
を
1
名
の
被
葬
者
の
た
め
に
副
葬
し
た
と
い
う
点

と
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
全
て
の
被
葬
者
に
副
葬
す
る
の
で
は

な
く
、
一
部
の
被
葬
者
の
み
に
行
わ
れ
た
と
い
う
点
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
青
銅
器
時
代
の
副
葬
行
為
、
特
に
磨
製
石
剣
副
葬
の
意
義
に
つ

い
て
、
後
藤
直
は
「
武
器
と
し
て
他
の
共
同
体
と
の
交
渉
に
お
け

る
優
位
を
獲
得
す
る
力
、
人
々
を
結
集
さ
せ
る
力
、
共
同
体
を
害

す
る
諸
々
の
邪
悪
を
払
う
力
の
象
徴
物
で
あ
り
、
死
後
に
も
不
可

欠
の
も
の
と
し
て
副
葬
さ
れ
る
必
要
」
が
あ
り
、「
武
威
を
含
意

す
る
儀
礼
、
言
説
が
諸
問
題
の
解
決
に
不
可
欠
の
社
会
で
あ
っ
た

こ
と
を
推
定
さ
せ
る
」
と
し
た
（
後
藤
直
２
０
０
０
）。
ま
た
、

裵
眞
晟
は
問
題
解
決
者
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
の
地
位
を
表
示
す
る

特
権
的
な
装
置
・
特
別
な
威
信
財
と
し
て
も
琵
琶
形
銅
剣
や
そ
の

代
用
物
と
し
て
磨
製
石
剣
が
使
用
さ
れ
た
と
し
て
い
る
（
裵
眞
晟

２
０
０
６
ａ
）。
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図12　達城坪村里埋葬遺構配置図（慶尚北道文化財研究院2010に加筆）
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出
土
位
置
か
ら
見
た
場
合
、
佩
用
の
状
態
を
見
せ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
生
前
に
使
用
し
て
い
た
物
品
を
副
葬
す
る
も
の
か
ら
副

葬
用
と
し
て
製
作
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
大
型
品
・
儀
器
化
し

た
も
の
を
副
葬
す
る
こ
と
へ
の
変
化
を
指
摘
で
き
る
（
平
郡
２
０

０
９
）。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
磨
製
石
剣
が
人
を
攻
撃
・
殺
傷
す

る
た
め
の
道
具
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
本
来
の
機
能
で
あ
る
武
器

と
し
て
有
し
て
い
た
象
徴
性
が
よ
り
強
調
さ
れ
た
物
質
資
料
で

あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
磨
製
石
剣
は
青
銅
器
時
代
社
会
で

生
じ
る
様
々
な
問
題
（
集
落
構
成
員
あ
る
い
は
集
落
間
の
不
和
、

葛
藤
な
ど
の
緊
張
関
係
）
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
、

問
題
解
決
者
が
武
威
を
象
徴
す
る
た
め
に
保
有
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
磨
製
石
剣
が
特
定
地
域
に

の
み
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
韓
半
島
の
ほ
ぼ
全
域
で
見
ら
れ
る

点
は
複
数
の
集
団
間
の
交
流
・
交
渉
関
係
を
基
盤
に
し
て
、
墓
制

が
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
、

韓
半
島
南
部
に
お
い
て
磨
製
石
剣
を
用
い
た
埋
葬
儀
礼
が
広
い
範

囲
に
拡
散
し
て
い
る
こ
と
は
有
節
柄
式
石
剣
に
対
す
る
検
討
か
ら

想
定
で
き
る
。
全
長
と
剣
身
部
の
形
態
に
高
い
規
格
性
・
類
似
性

を
持
つ
有
節
柄
式
石
剣
が
２
５
０
〜
３
０
０
㎞
離
れ
た
遠
隔
地
間

で
も
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
型
式
の
石
剣
は
支
石
墓
な
ど
の
墳
墓

遺
構
か
ら
副
葬
品
と
し
て
出
土
す
る
が
、
被
葬
者
の
腰
付
近
か
ら

出
土
す
る
点
、
他
の
型
式
の
石
剣
に
は
見
ら
れ
な
い
人
為
的
に
柄

部
突
出
部
を
破
砕
す
る
な
ど
の
副
葬
慣
習
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
な

副
葬
慣
習
が
韓
半
島
南
部
地
域
で
広
範
囲
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

青
銅
器
時
代
前
期
末
〜
後
期
に
か
け
て
磨
製
石
剣
と
関
連
し
た
流

通
網
と
情
報
伝
達
網
が
存
在
し
、
埋
葬
儀
礼
が
共
有
さ
れ
て
い
た

と
考
え
た
（
張
龍
俊
・
平
郡
達
哉
２
０
０
９
）。

　
結
語

　
新
石
器
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
定
住
生
活
の
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て

死
者
を
埋
葬
し
、
葬
儀
を
執
り
行
う
行
為
が
本
格
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
当
時
の
人
々
は
死
者
と
生
者
と
い
う
２
つ
の
立
場

の
密
接
な
関
係
性
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
青
銅
器
時
代
に
は

石
材
を
用
い
た
墳
墓
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
既
存
の
生
業

道
具
中
心
の
副
葬
品
か
ら
琵
琶
形
銅
剣
や
磨
製
石
剣
な
ど
の
武
器

型
副
葬
品
が
新
た
に
登
場
し
た
こ
と
は
先
ほ
ど
述
べ
た
。
副
葬
品

の
種
類
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
青
銅
器
時
代
に
お
け

る
農
耕
社
会
の
形
成
と
進
展
、
つ
ま
り
新
石
器
時
代
の
狩
猟
採
集

が
主
要
な
生
業
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
稲
作
と
い
う
食
料
生
産
が
主

要
な
生
業
と
な
る
社
会
へ
移
行
し
て
い
っ
た
中
で
現
れ
る
現
象
で
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あ
る
と
考
え
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
磨
製
石
剣
は
青
銅
器
時
代

の
集
落
構
成
員
、
あ
る
い
は
集
落
間
の
不
和
、
葛
藤
な
ど
の
緊
張

関
係
な
ど
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
問
題
解
決
者
が
武
威

を
象
徴
す
る
た
め
に
保
有
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

が
被
葬
者
の
生
前
の
身
分
・
地
位
を
示
す
た
め
に
１
点
副
葬
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
逹
城
坪
村
里
遺
跡
で
の
事
例
を
参
考
に

す
れ
ば
、
磨
製
石
剣
が
副
葬
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
基
準
は
、
年
齢

と
い
う
よ
り
も
男
性
と
い
う
性
差
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
韓
半
島
青
銅
器
時
代
の
開
始
と
共
に

こ
れ
ら
武
器
形
副
葬
品
の
副
葬
が
始
ま
る
の
で
は
な
く
、
青
銅
器

時
代
前
期
後
半
に
墳
墓
築
造
の
開
始
つ
ま
り
、
計
画
的
お
よ
び
持

続
的
に
墓
区
を
営
む
こ
と
を
前
提
に
し
た
造
墓
が
行
わ
れ
る
段
階

に
、
磨
製
石
剣
の
副
葬
が
始
ま
る
点
で
あ
る
。
前
期
後
半
に
は
各

墳
墓
の
規
模
や
構
造
上
の
卓
越
性
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
が
、
や
は

り
墳
墓
を
築
造
で
き
る
人
は
制
限
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
韓
半
島
磨
製
石
剣
の
起
源
に
つ
い
て
は
硏
究
史
の
部
分
で
も
言

及
し
た
が
、
有
柄
式
石
剣
に
つ
い
て
は
中
国
遼
西
地
域
か
ら
求
め

る
こ
と
が
で
き
、
有
茎
式
に
つ
い
て
は
遼
東
・
韓
半
島
北
部
で
の

成
立
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
近
藤
喬
一
２
０
０
０
、
宮
本
一
夫
２

０
０
４
、
中
村
大
介
２
０
１
２
）。
庄
田
は
坪
村
里
遺
跡
で
の
磨

製
石
剣
の
副
葬
状
況
に
中
国
東
北
部
の
十
二
台
営
子
に
お
け
る
青

銅
短
剣
と
の
共
通
性
を
指
摘
し
、
遼
西
か
ら
韓
半
島
南
部
へ
短
剣

が
伝
播
し
た
際
に
短
剣
使
用
に
ま
つ
わ
る
概
念
も
と
も
に
も
た
ら

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
（
庄
田
２
０
１
６
）。

　
こ
の
よ
う
に
韓
半
島
出
土
磨
製
石
剣
は
中
国
東
北
地
域
か
ら
の

青
銅
器
時
代
文
化
の
流
入
と
青
銅
器
の
模
倣
や
、
韓
半
島
で
の
農

耕
社
会
の
形
成
・
展
開
過
程
と
の
連
動
、
さ
ら
に
は
日
本
列
島
の

弥
生
時
代
開
始
期
に
お
け
る
渡
来
文
化
の
一
要
素
と
し
て
も
見
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
、
広
く
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
の
流
れ
を

物
語
る
物
質
資
料
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
は
集
成
研
究
を
基
に
し
た
広
い
視
点
か
ら
の
研
究
が
求
め
ら

れ
る
。

　
韓
国
・
日
本
で
の
資
料
調
査
に
お
い
て
、
多
く
の
方
々
の
援
助

を
受
け
た
。
末
尾
な
が
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
釜
山
大
学
校
考
古
学
科
・
博
物
館
（
申
敬
澈
・
金
斗
喆
・
安
星

姫
）、
国
立
扶
余
博
物
館
（
金
美
京
、
李
恵
遠
）、
亞
洲
大
学
校
博

物
館
（
呉
相
卓
）、
江
原
考
古
文
化
研
究
院
（
池
賢
炳
・
尹
碩
寅
・

洪
周
稀
）、
江
陵
原
州
大
学
校
博
物
館
（
朴
栄
九
）、
羅
州
博
物
館

（
申
相
孝
）、
山
口
県
立
山
口
博
物
館
（
佐
藤
嘉
孝
）、
釜
慶
大
学

校
博
物
館
（
趙
晟
元
）　
（
敬
称
略
）

CHEONGHAK
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●
日
本
語

有
光
教
一
１
９
３
８
「
朝
鮮
江
原
道
の
先
史
時
代
遺
物
」『
考
古
学
雑
誌
』

第
28
巻
第
11
号 

日
本
考
古
学
協
会

有
光
教
一
１
９
３
９
「
朝
鮮
に
於
け
る
磨
製
石
剣
の
形
式
と
分
布
」『
人
類

学
雑
誌
』
第
54
巻
第
5
号 

東
京
人
類
学
会

有
光
教
一
１
９
５
５
「
南
朝
鮮
土
着
文
化
の
考
古
学
的
考
察
」『
史
林
』
第

38
巻
第
6
号 

史
学
研
究
会

有
光
教
一
１
９
５
６
「
朝
鮮
出
土
の
磨
製
石
剣
：
細
形
銅
剣
を
模
し
た
一
群

に
つ
い
て
」『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
4 

京
都
大
学
文
学
部

有
光
教
一
１
９
５
９
『
朝
鮮
磨
製
石
剣
の
研
究
』
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学

叢
書
第
2
冊

梅
原
末
治
１
９
２
２
「
鳥
取
県
下
に
於
け
る
有
史
以
前
の
遺
跡
」『
鳥
取
県

史
蹟
名
勝
地
調
査
報
告
』
第
1
冊 

鳥
取
県

神
田
孝
平
１
８
８
６
「
雑
記
」『
東
京
人
類
学
会
報
告
』
第
10
号 

東
京
人
類

学
会

甲
元
真
之
１
９
７
２
ａ
「
朝
鮮
半
島
の
有
茎
式
磨
製
石
剣
」『
古
代
文
化
』

第
24
巻
第
7
号 

古
代
学
協
会

甲
元
真
之
１
９
７
２
ｂ
「
朝
鮮
半
島
の
有
柄
式
磨
製
石
剣
」『
古
代
文
化
』

第
24
巻
第
9
号 

古
代
学
協
会

甲
元
真
之
１
９
７
３
「
東
北
ア
ジ
ア
の
磨
製
石
剣
」『
古
代
文
化
』
第
25
巻

第
9
号 

古
代
学
協
会

後
藤
直
２
０
０
０
「
朝
鮮
青
銅
器
時
代
」『
季
刊
考
古
学
』
第
70
号 

雄
山
閣

近
藤
喬
一
２
０
０
０
「
東
ア
ジ
ア
の
銅
剣
文
化
と
向
津
具
の
銅
剣
」『
山
口

県
史
資
料
編
考
古
』
山
口
県

庄
田
慎
矢
２
０
１
６
「
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
金
属
器
受
容
と
短
剣
形
石
器

の
出
現
」『
青
銅
器
の
模
倣
Ⅱ
』　
第
65
回
埋
蔵
文
化
財
研
究
集
会
発
表
要

旨
・
資
料
集
成

庄
田
慎
矢
・
寺
前
直
人
２
０
１
２
「
特
輯
『
東
北
ア
ジ
ア
の
武
器
形
石
器
』

に
寄
せ
て
」『
古
代
文
化
』
第
64
巻
第
1
号 

財
団
法
人
古
代
学
協
会

孫
晙
鎬
（
庄
田
慎
矢
訳
）
２
０
０
６
「
韓
国
青
銅
器
時
代
磨
製
石
剣
研
究
の

回
顧
と
展
望
」『
古
文
化
談
叢
』
第
55
集 

九
州
古
文
化
研
究
会

孫
晙
鎬
（
庄
田
慎
矢
訳
）
２
０
０
８
「
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
磨
製
石
剣
の
展

開
と
起
源
に
つ
い
て
」『
地
域
・
文
化
の
考
古
学　

下
條
信
行
先
生
退
任

記
念
論
文
集
』
下
條
信
行
先
生
退
任
記
念
事
業
会

孫
晙
鎬
（
庄
田
慎
矢
訳
）
２
０
１
２
「
朝
鮮
半
島
の
銅
剣
模
倣
石
剣
」『
古

代
文
化
』
第
64
巻
第
1
号 

財
団
法
人
古
代
学
協
会

高
橋
健
自
１
９
２
５
「
第
十
一
章 

石
剣
と
の
関
係
」『
銅
鉾
銅
剣
の
研
究
』

聚
精
堂
書
店

武
末
純
一
２
０
０
４
「
弥
生
時
代
前
半
期
の
暦
年
代
−北
部
九
州
と
朝
鮮
半

島
南
部
の
併
行
関
係
か
ら
考
え
る
−」『
福
岡
大
学
考
古
学
論
集
─
小
田
富

士
雄
先
生
退
職
記
念
−』

田
村
晃
一
１
９
６
３「
朝
鮮
半
島
の
角
形
土
器
と
そ
の
石
器
」『
考
古
学
研
究
』

10
−２

田
村
晃
一
１
９
８
８
「
朝
鮮
半
島
出
土
の
磨
製
石
剣
に
つ
い
て
」『
東
京
国

立
博
物
館
美
術
誌 M

U
SEU

M

』
No.
４
５
２

中
村
大
介
２
０
１
２
『
弥
生
文
化
形
成
と
東
ア
ジ
ア
社
会
』
塙
書
房

平
郡
達
哉
２
０
０
８
「
朝
鮮
半
島
嶺
南
地
域
に
お
け
る
副
葬
磨
製
石
剣
の
性

格
」『
王
権
と
武
器
と
信
仰
』（
菅
谷
文
則
編
）
同
成
社

平
郡
達
哉
２
０
０
９
「
朝
鮮
半
島
無
文
土
器
時
代
の
棺
外
副
葬
─
慶
南
地
域

の
事
例
─
」『
花
園
大
学
考
古
学
研
究
論
叢
Ⅱ
』
花
園
大
学
考
古
学
研
究
室

平
郡
達
哉
２
０
１
４
「
列
島
に
お
け
る
支
石
墓
の
受
容
と
変
容
」『
平
成
26

年
度
瀬
戸
内
海
考
古
学
研
究
会
』
発
表
要
旨

朴
宣
映
２
０
０
９
「
朝
鮮
半
島
中
南
部
に
お
け
る
有
柄
式
石
剣
の
編
年
と
地

域
性
」『
考
古
学
研
究
』
第
56
巻
第
1
号 

考
古
学
研
究
会

宮
本
一
夫
２
０
０
４
「
中
国
大
陸
か
ら
の
視
点
」『
季
刊
考
古
学
』
88　
雄

山
閣

参
考
文
献�

韓
国
語
論
文
は
便
宜
上
、
題
目
を
日
本
語
に
翻
訳
し
た
。
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●
韓
国
語

江
原
考
古
文
化
研
究
院
２
０
１
６
『
平
昌
平
昌
邑
下
里
（
２
４
０
−４
番
地

一
円
）
建
物
新
築
敷
地
内
遺
跡
発
掘
調
査
略
式
報
告
書
』

姜
元
杓
２
０
０
６
「
忠
北
地
域
磨
製
石
剣
検
討
」『
考
古
学
誌
』
第
15
輯 

韓

国
考
古
美
術
研
究
所

姜
仁
旭
２
０
１
１
「
ロ
シ
ア
沿
海
州
出
土
石
剣
の
研
究
─
型
式
、
編
年
お
よ

び
韓
半
島
と
の
比
較
を
中
心
に
─
」『
東
北
亜
文
化
研
究
』
第
28
集

慶
尚
大
学
校
博
物
館
２
０
１
１
『
泗
川
本
村
里
遺
跡
』
慶
尚
大
学
校
博
物
館

研
究
叢
書　
第
33
輯

慶
尚
北
道
文
化
財
研
究
院
２
０
１
０
『
逹
城
坪
村
里
遺
跡
』

金
邱
軍
１
９
９
６
「
韓
国
式
石
剣
の
研
究
（
1
）」『
湖
巌
美
術
館
研
究
論
文

集
』
ｌ
、
湖
巌
美
術
館
、
17
～
84
頁

金
承
玉
２
０
０
７
「
墳
墓
資
料
を
通
し
て
み
た
青
銅
器
時
代
社
会
組
織
と
変

遷
」『
階
層
社
会
と
支
配
者
の
出
現
』
韓
国
考
古
学
会　

金
元
龍
１
９
７
１「
韓
国
磨
製
石
剣
の
起
源
に
関
す
る
一
考
察
」『
白
山
学
報
』

10
号　
白
山
学
会 

金
載
元
・
尹
武
炳
１
９
６
７
『
韓
国
支
石
墓
研
究
』
国
立
博
物
館
考
古
調
査

報
告
書　
第
6
冊

金
宰
賢
２
０
０
２
「
人
骨
か
ら
み
た
南
江
大
坪
人
」『
青
銅
器
時
代
の
大
坪・

大
坪
人
』
国
立
晋
州
博
物
館
特
別
展
示
図
録

金
鐘
一
２
０
０
７
「〝
階
層
社
会
と
支
配
者
の
出
現
〟
を
越
え
て
」『
韓
国
考

古
学
報
』
63
輯
、
韓
国
考
古
学
会

武
末
純
一
２
０
０
２
「
遼
寧
式
銅
剣
墓
と
国
の
形
成

－

積
良
洞
遺
跡
と
松
菊

里
遺
跡
を
中
心
に

－

」『
清
渓
史
学
』
16
・
17
合
輯
、
韓
国
精
神
文
化
研

究
院

朴
宣
映
２
０
０
４
『
南
韓
出
土
有
柄
式
石
剣
研
究
』
慶
北
大
学
校
大
学
院
考

古
人
類
学
科
碩
士
学
位
論
文

朴
善
周
２
０
１
０
「
大
邱
逹
城
郡
坪
村
里
出
土
青
銅
器
時
代
人
骨
の
人
類
学

的
調
査
」『
逹
城
坪
村
里
遺
跡
』
慶
尚
北
道
文
化
財
研
究
院

裵
眞
晟
２
０
０
６
ａ
「
石
剣
出
現
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」『
石
軒
鄭
澄
元
教
授

停
年
退
任
記
念
論
叢
』
釜
山
考
古
学
研
究
会
論
叢
刊
行
委
員
会

裵
眞
晟
２
０
０
６
ｂ
「
無
文
土
器
社
会
の
威
勢
品
副
葬
と
階
層
化
」『
階
層

社
会
と
支
配
者
の
出
現
』
韓
国
考
古
学
会
創
立
30
周
年
記
念
韓
国
考
古
学

全
国
大
会
発
表
要
旨　
韓
国
考
古
学
会　

成
璟
瑭
２
０
０
５
『
韓
国
南
西
部
地
域
支
石
墓
出
土
石
剣
』 

全
南
大
学
校
大

学
院
碩
士
学
位
論
文

孫
晙
鎬
２
０
０
６
『
青
銅
器
時
代
磨
製
石
剣
研
究
』
書
景
文
化
社

孫
晙
鎬
２
０
０
９
「
湖
西
地
域
磨
製
石
剣
の
変
化
相
」『
湖
西
考
古
学
』
20

湖
西
考
古
学
会

宋
華
燮
１
９
９
４
「
先
史
時
代
岩
刻
画
に
あ
ら
わ
れ
た
石
剣•

石
鏃
の
様

式
と
象
徴
」『
韓
国
考
古
学
報
』
31　
韓
国
考
古
学
会

沈
奉
謹
１
９
８
９
「
日
本
弥
生
文
化
初
期
の
磨
製
石
器
に
対
す
る
研
究

－

韓

国
の
磨
製
石
剣
と
関
連
し
て

－

」『
嶺
南
考
古
学
』
6 

嶺
南
考
古
学
会

安
在
晧
２
０
０
６
『
青
銅
器
時
代
集
落
研
究
』
釜
山
大
学
校
大
学
院
博
士
学

位
論
文

ウ
リ
文
化
財
研
究
院
２
０
０
９
『
晋
州
中
川
里
遺
跡
』

劉
美
香
２
０
０
６
「
青
銅
器
時
代
錦
江
流
域
出
土
磨
製
石
剣
に
対
す
る
分
析

－

支
石
墓
と
石
棺
墓
・（
石
蓋
）
土
壙
墓
出
土
品
を
中
心
に

－

」『
研
究
論

文
集
』
第
7
号　
湖
南
文
化
財
研
究
院

尹
徳
香
１
９
８
８
「
徳
峙
里
신
기
支
石
墓
」『
住
岩
ダ
ム
水
没
地
域
文
化
遺

蹟
発
掘
調
査
報
告
書
』

尹
昊
弼
２
０
０
９「
青
銅
器
時
代
墓
域
支
石
墓
に
関
す
る
研
究
」『
慶
南
研
究
』

創
刊
号
、
慶
南
発
展
研
究
院
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー

李
相
吉
２
０
０
０
『
青
銅
器
時
代
儀
礼
に
関
す
る
考
古
学
的
研
究
』
大
邱
曉

星
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
校
大
学
院
博
士
学
位
論
文

李
相
吉
２
０
０
６
「
区
画
墓
と
そ
の
社
会
」『
錦
江:

松
菊
里
型
文
化
の
形

成
と
発
展
』
湖
南
・
湖
西
考
古
学
会
合
同
学
術
大
会
発
表
要
旨
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＊
１　
磨
製
石
剣
の
型
式
分
類
に
対
す
る
詳
細
な
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
文
献
で
整
理
さ
れ
て
お
り
参
照
さ
れ
た
い
（
田
村
１
９
９
８
、

金
邱
軍
１
９
９
６
、
孫
２
０
０
６
：
２
０
０
８
）。

＊
２　
黄
昌
漢
は
装
飾
石
剣
の
分
布
地
域
が
嶺
南
地
域
に
の
み
限
定
さ
れ
、

さ
ら
に
支
石
墓
の
上
石
に
磨
製
石
剣
が
表
現
さ
れ
て
い
る
岩
刻
画

の
分
布
と
重
複
す
る
点
か
ら
、
当
時
の
磨
製
石
剣
が
副
葬
用
だ
け

で
な
く
崇
拝
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
黄

昌
漢
２
０
０
８
）。

＊
３　
尹
昊
弼
は
個
別
の
埋
葬
遺
構
の
範
囲
を
示
す
敷
石・積
石
を
「
墓
域
」

と
し
、
複
数
の
埋
葬
遺
構
が
群
集
し
て
い
る
墳
墓
群
の
領
域
を
「
墓

区
」
と
定
義
し
て
お
り
、
本
稿
で
も
こ
の
概
念
を
用
い
る
（
尹
昊

弼
２
０
０
９
）。

李
盛
周
２
０
０
０
「
パ.

支
石
墓:

農
耕
社
会
の
記
念
物
」『
韓
国
支
石
墓

研
究
の
理
論
と
方
法

－

階
級
社
会
の
発
生
』
崔
夢
龍
・
金
仙
宇
編 

周
留

城　
李
盛
周
２
０
０
６
「
韓
国
青
銅
器
時
代
’社
会
‘
考
古
学
の
問
題
」『
古
文

化
』
68　
韓
国
大
学
博
物
館
協
会　

李
秀
鴻
２
０
０
５
「
検
丹
里
式
土
器
の
時
空
間
的
位
置
と
性
格
に
対
す
る
一

考
察
」『
嶺
南
考
古
学
』
36　
嶺
南
考
古
学
会

李
栄
文
１
９
９
７
「
全
南
地
方
出
土
磨
製
石
剣
に
関
す
る
研
究
」『
韓
国
上

古
史
学
報
』
24　
韓
国
上
古
史
学
会

李
栄
文
２
０
０
２
『
韓
国
青
銅
器
時
代
研
究
』
学
研
文
化
社

李
栄
文
・
鄭
基
鎮
１
９
９
３
『
麗
川
積
良
洞
上
積
支
石
墓
』
全
南
大
学
校
博

物
館
・
麗
川
市

李
ジ
ェ
ウ
ン
２
０
１
１
『
南
韓
地
域
青
銅
器
時
代
住
居
址
出
土
石
剣
研
究
』

木
浦
大
学
校
考
古
人
類
学
科
碩
士
学
位
論
文

李
熙
濬
２
０
１
１
「
韓
半
島
南
部
青
銅
器
〜
原
三
国
時
代
首
長
の
権
力
基
盤

と
そ
の
変
遷
」『
嶺
南
考
古
学
』
58　
嶺
南
考
古
学
会

任
鶴
鐘
２
０
０
３
「
南
海
岸
新
石
器
時
代
の
埋
葬
遺
構
」『
先
史
と
古
代
』

18
輯
、
韓
国
古
代
学
会
（
訳
：
平
郡
達
哉
２
０
０
７
「
韓
半
島
南
海
岸
新

石
器
時
代
の
埋
葬
遺
構
」『
古
代
文
化
』vol.59-

Ⅱ
）

張
龍
俊
・
平
郡
達
哉
２
０
０
９
「
有
節
柄
式
石
剣
か
ら
み
た
無
文
土
器
時
代

埋
葬
儀
礼
の
共
有
」『
韓
国
考
古
学
報
』
72
集 

韓
国
考
古
学
会

庄
田
慎
矢
２
０
０
７
『
南
韓
地
域
青
銅
器
時
代
の
生
産
活
動
と
社
会
』
学
研

文
化
社

趙
栄
済
１
９
９
８「
泗
川
本
村
里
遺
跡
」『
南
江
ダ
ム
水
没
地
区
の
発
掘
成
果
』

嶺
南
考
古
学
会

平
郡
達
哉
２
０
１
２
『
墳
墓
資
料
か
ら
み
た
青
銅
器
時
代
社
会
』
釜
山
大
学

校
大
学
院
博
士
論
文

平
郡
達
哉
２
０
１
５
「
韓
半
島
出
土
磨
製
石
剣
研
究
の
動
向
と
課
題
」『
牛

行
李
相
吉
教
授
追
慕
論
集
』 

河
仁
秀
２
０
０
０
「
南
江
流
域
無
文
土
器
時
代
の
墓
制
」『
晋
州
南
江
遺
跡

と
古
代
日
本
』
慶
尚
南
道
・
仁
済
大
学
校
加
耶
文
化
研
究
所

黄
昌
漢
２
０
０
８
「
青
銅
器
時
代
装
飾
石
剣
の
検
討
」『
科
技
考
古
研
究
』

第
14
号 

亜
州
大
学
校
博
物
館
（
平
郡
達
哉
訳
２
０
１
５
「
朝
鮮
半
島
青

銅
器
時
代
に
お
け
る
装
飾
石
剣
の
検
討
」『
社
会
文
化
論
集
』
第
11
号 

島

根
大
学
法
文
学
部
社
会
文
化
学
科
）

●
英
文

O
ksana Yanshina

・Shinya Shoda2013

『W
eapon-Shaped 

Stone Tools from
 the Russian Far East: The M

useum
 

Collections

』
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